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本 書 は PlayStation3 「 ニ ー ア レプ リカ ント 」 お よび Xbox 360 「 ニ ー ア 
デ ゲシュタルト] の 完全 攻略 本 き 設定 資料 集 で す . 

本 書 掲載 の 攻略 情報 ・ 画 面 写 真 ・ 文芸 設定 等 は 、 特 に 記載 の な い 場 
合 PlayStation3 「 ニ ー ア レプ リカ ント ] に も と づい て お り ま す が 、Xbox 
360 [2-7 ゲシュタルト 】 と は 主人 公 の 立場 と (『 一 レプ リカ ント ] で は 兄 、 
「ー ゲ シュ タル ト ] で は 父 ) それ に 関連 する 情報 を 除き ゲー ムシ ステ ム ・ 進 
行内 容 等 に 差異 は あり ませ ん 。 


ASHES OF DREAMS 
FAAEE- 作詞 : エ ミ ・ エ ヴァ ンス 


PITTA CABARET 
草原 で は 花々 が 咲き 乱れ 

無 政 気 な 子供 達 の 歌 が 故 く 

黄金 で 斑 わ れ た 私 達 の 時 間 

し か し …… や が て 太陽 は 宏 の 中 に 隠れ 
邪悪 と 不安 の 吐息 の よう に 
草原 の 花 を 灰 へ と 変え 

木々 の 小鳥 達 の 歌 は 消え る 


偽り の ペー ル に 親 わ れ 

和 歪ん だ 呪文 に 囚われ た 一 一 

私 達 は 悪魔 の 玩具 な の だ ろう か ? それ と も …… 
自ら が 造り 出す 悪夢 な の だ ろう か ?. 


Mié OWA 

ЖН. 争い が 終わ る まで 

間 の 軍勢 は 光 を 侵す 事 は で き な い 
AER IHRE 


それ は 危険 な 物語 。 そ れ は 長 れ を 知ら ぬ 一 撃 

すべ て の 疫病 と 苦痛 の 亡霊 達 

これ ら す べ て 、 我 その 造り 出し た 違 さ れる べき 姿 想 の 包 影 
HURDA. HURMENSEAS 


рю 

MELSMEODER 

悪夢 が 私 を 横 た え る 。 異 に 服 す 為 に 
夜 が 私 達 に 悲嘆 と 業 苦 を 強い る 
BONE DILUIDA, Е 


LPL Ko EDK KAIAKA RETO 


偽り の ベール に 和 履 わ れ 
歪ん だ 呪文 に 因 わ れ た ー 一 

私 達 は 悪魔 の 玩具 な の だ ろう か ? それ と も …… 
自ら が 造り 出し た 悪夢 な の だ ろう か ?. 


それ は 俺 際 な 物語 。 そ れ は 長 れ を 知ら ぬ 一 撃 
これ ら す べ て 、 我 その 造り 出し た 違 さ れる べき 妄想 の 幻影 


すべ て は 無 意 味 だ っ た の だ ろう か ? すべ て は 無 へ と 遅 る の だ ろう か ? 


2003/71/04 22:53 


プロ ジェ クト の 説明 を 受け る 。 非 常に 機密 し 
ベル の 高い 案件 。 拒 否 は 許さ れ な か っ た 。 
極め て 不 本 意 。 そ も そ も 、 素 粒 子 物理 が 専門 
の 私 に 一 体 何 を し ろ と 言う の か 。 


2003/11/09 23:05 


事件 の 原因 と 思わ れる 物 を 見 た 。 悪 い 冗談 
と し か 思え な い 。 新 宿 に 「 竜 」 と 「 巨 人 」 が 降っ 
て きた な ど 、 誰が 信じ られ よう 。 し か し 、 確か 
に あの 物質 の エネ ルギー 特性 は 異常 だ 。 明 
日 か ら 詳細 な 調査 を 開始 する 予定 。 私 が プロ 
ジェ クト に 呼ば れ た 理由 が 分 か っ て きた 。 


2003/12/04 22:45 


し か し 、 ここ の 食事 は 不味い 。 と に か く グ ル タ 
ミン 酸 ソ ー ダ を 大 量 に 入れ て 誤 魔 化 そう と 
し て いる と し か 思え な い 。 

無料 な の で 、 それ ほど 文句 も 言え な い が 、 研 
究 員 の モチ ベー ショ ン 維 持 の た め に も 、 も う 
少し 改善 し て 欲し いも の だ 。 


2004/02/08 23:17 


また 所 内 で 奇病 の 感染 者 が 出 た 。 こ れ に 関し 
て 嫌 な 噂 を 聞い た 。 奇 病 の 原因 が 研究 対象 
粒子 で は な いか と 言う の だ 。 確 か に あの 物質 
に は 謎 が 多い 。 信 じ る 者 も いる だ ろう 。 
研究 の 遅れ が 懸念 され る 。 


2004/02/22 2343 


渡辺 より 連絡 。 や は り 奇 病 の 原因 は 研究 対 
象 粒子 で ある 可能 性 が 高い と の 事 。 対 象 に 
対す る 直接 接触 が 禁じ られ た 。 こ れ で 研究 は 
一 層 困 難 さ を 増 す だ ろ う 。 た だ 、 巨 人 を 構成 
し て いた 粒子 が 観測 者 の 状態 に 応じ て エネ 
ルギー 順位 を 変え る 事 は ほぼ 確実 。 一 体 、 何 
に 反応 し て いる の か 。 

熟 や 脳波 の 変異 だ ろう か 、 発 汗 に よる 大 気 中 
の 水分 量 の 変化 だ ろう か 。 一 部 の 人 間 は 人 の 
精神 の 状態 に 感応 する な ど と 言っ て いる よう 
だ が 、 そ れ は 最早 科学 で は な く 、 オ カル ト だ 。 


Investigation Report 


謎 の 病 と 粒子 の 相関 性 を 調べ る た め 、 遺 体 
が 研究 室 に 運び 込ま れ た 。 第 一 印象 は 白い 
彫像 。 以 前 映像 で 見 せら れ た 巨人 の 印象 に 
近い 。 タ ン バ ク 質 の 変性 に より 白く な っ て い 
る の か と 思っ た が 、 そ う で は 無く 全て の 組成 
が NaCI、 つ まり 塩 に 変化 し て いる と の 事 。 人 
体 の ナトリウム 含有 量 な ど た か が し れ て いる 
の に 、 一 体 ど こ か ら 吸 収 し て いる の か 。 病 の 
礁 患者 は 幻聴 が 聞こ える 事 が 多い と いう 事 
だ が 、 灰 白質 か ら 破壊 され て いく の だ ろう か 。 
まぁ 、 こ の あたり は 脳 科学 の 専門 家 に まかせ 
る と し よう 。 


4/07/04 028 


今日 は 疲れ た 。 無 駄 な 報告 会 や 会 議 は も っ と 
減ら せな いも の か 。 時 間 の 無駄 だ 。 


2005/02. 


小林 より 連絡 。 原 始 の 海 に よる D 組 織 の 培養 
に 成功 し た と の 事 。 や は り G 粒 子 濃度 が 重要 
らし い 。 こ れ で D 組 織 の 研究 は 飛躍 的 に 進む 
だ る ろう 。 し か し D 組 織 の 生命 力 は 驚異 的 だ 。 
熱 や 衝撃 に も 相当 な 耐性 が ある らし い 。 今 後 
更に 大 規模 な 耐性 実験 が 行わ れる 予定 と の 
Ho 


2005/03/08 00:45 


PRD, 何 度 調べ て も D 組 織 培養 に 伴う 総 エ 
ネル ギー 変異 が エネ ルギー 保存 則 か ら 人 逸脱 
し て いる らし い 。 量 子 力学 的 な ミク ロ な レベ 
ル な ら と も か く 、 マ クロ な レベ ル で そこ まで エ 
ネル ギー 量 が 破綻 する と いう の は どう いう 事 
だ ろう 。 そ の 余剰 エネ ルギー の 出所 が や は り 
未知 の G 粒 子 だ ろう か 。 


2005/11/15 08:11 


ОЕЕО ВЕЉА БОЖА 
あっ た 模様 。 指 口 令 が 敷 か れ て いる の か 情報 
が あま り 降り て こない 。 最 近 、 成 果 を 急ぐ あま 
り 無謀 な 実験 が 多い 気 が する 。 

土 層 部 は 何 を 焦っ て いる の だ ろう 。 


警備 体制 が レベ 

鳥 、 外出 も 出来 な 
い 。 娘 へ の プレ ゼン ト は 夫 に 頼ん で お いた 
が 、 忘れ て いな い だ ろ うか 。 し か し 
ぐる み は 彼 女 に は 少し 子供 向け すぎ た か も 
し れ な い 。 統 計上 は あの 年 齢 層 の 女子 は ぬい 
ぐる み を 好む 傾向 が ある は ず だ が 、 嗜好 品 は 
統計 偏差 が 大 きす ぎ て あて に な ら な いよ う 
だ 。 次 は 直接 欲し いも の を 聞く 事 に し よう 。 


2006/01/08 01:33 


黒い 化け 物 の 噂 が 流れ て いる 。 最 近 の 状況 
に 対す る スト レス か ら 来 る 集団 ヒス テリ ー だ 
ろう か 。 相 変わ ら ず 無茶 な 実験 が 続け られ て 
いる 上 に 、 異常 な まで の 警備 体制 。 一 体 何 が 
起こ っ て いる の か 。 最 近 D 組 織 の 研究 結果 が 
流れ て こない 事 と 関係 が ある の か 。 


3/04/15 02:22 


どう も 最近 体調 が 優れ な い 。 流 石 に 少し 疲れ 
て きた よう だ 。 

最近 主流 と な りつ つ あ る 多 世 界 解釈 に よる 
エネ ルギー 保存 則 拡張 理論 は 計算 上 は 問題 
が 無い よう に 思わ れる が 牽 強 付 会 の 感 が 否 
め な い 。 ま し て や 、 例 の 巨人 や 竜 が 他 世 界 の 
存在 で ある な ど 、 も は や SF の 域 だ 。 科 学者 と 
し て は 到底 認め が た い 。 


耳鳴 り が 酷い 。 


2006/04/19 03:11 


体調 極め て 悪し 。 鐘 の 音 の よう な 耳鳴 り 。 睡 


REZ. 


2006/04/22 06:24 
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CHARACTERGUIDE 


яз1зүзүнәО, 


NIER 


ア (『 ニ ー ア レプ リカ ント 」 ス トー リー 後編 ) 


HET AK: 


| わか っ て る ! 


| も う 、 誰 も 失わ な い 。 そう 決め た ん だ ! 


CHARACTER に CHARACTER D PERSONAL DATA 
\ a ニー ア 
他 の "Єй 男性 
る as = スト ー リ ー 前 編 
て 生き て スト ー リ ー 後 編 
4K = "スト ー リ ー 前 編 :15 


に 受け 止め る 心 


巻き 込ま れる 理由 は その 性格 
ころ が 大 きい 


CG MODEL 


WORKS 


スト ー リ ー 後 編 :183cm 


SRR HER MER HA Ж 
SHOE 白 に 近い 銀色 
"Ное や や 灰色 を 帯び た 青色 


ニー ア (「 ニ ー ア ゲシュタルト 」 ス トー リー 後編 ) 


| 望ん で 変わ っ た わけ じゃ な いっ ! 
の せい た …… あ の 日 が 、 す べ て を 変え て し まっ た ! 


P ゲシュタルト ] の 主人 公 。 Bie 
以来 、 男 手 ひ と つ 
ナ を 育て て いる 。 正義 感 が 強く 
айл к ло, #2 


強 さ と 


a 


療法 を 探る ニ 


st 

スト ー リ ー 前 編 :39 歳 
スト ー リ ー 後 編 :44 歳 
185cm 

HFA FR HA, Я 
白 に 近い 銀色 

や や 灰色 を 帯び た 青色 


|uaı2vavnzo, 


9. 


гг 


NieR THE COMPLETEGUIDE GRIMOIRE NieR 


HATT 


・ ヨ ナ の こと きら い に な ら な いで ね 。 
| いっ ぱい 黒い も よう が 出 て も 、 き らい に な ら な いで ね 。 


CHARACTER 


5-7 
12 
132cm 
1600m 


その 一 方 で 、 世間 探れ し な 
感性 と 可憐 な 魅力 か ら 、 周 囲 の 誰 も が 惹 


られ て で 面 も 持つ 


CG MODEL WORK 


vaYHIQ, 


EEO Wil 


CHARACTER 


この 腕 も 、 私 も 、 ま だ 生き る 意味 が ある よう に 、 
| お まえ に も 未来 が ある 箸 だ 。 


RELATION TO NIER 


KEYWORD 


PERSONAL DATA 


崖 の 村 出 身 の 戦士 。 粗野 で 品 が な く 、 
大 飯食 らい 。 п®Мм иша. ІС 
入ら な いと と に は 暴力 で 対応 する な ど 、 
きわ め て 社会 性 を 欠い て いる 。 

赴 悪 的 に 振る 舞う 美女 に し か 見 えな 
い が 、 実は 両性 具有 で あり 、 幼い 頃 か ら 
虐待 に 近い 差別 を 受け て 育つ た 。 女性 
を 強く 印象 づけ る 衣装 を 好む 理由 の 1 つ 
は 、 そ の 反動 か ら で あ る 。 

ある 事件 を 契機 に 、 半身 に マモ ノ が 巣 
ROVERS) と 呼ば れる 半 人 半 麻 
の 状態 に な っ た 。 華 秦 な 身体 に 似合わ 
BREMEN. 皮肉 に も 心底 か ら 
憎む マモ ノ の 力 あ っ て こそ な の だ 。 


亡き 祖母 の 形見 で ある 「 月 の 涙 」 の 髪 
飾り 。 恐れ 知ら ず な 聞 入 者 が 自分 の 家 
を 物色 し て いる の を 発見 し た カイ ネ は 、 
問答 無用 で 盗人 に 襲い か か 
ニー ア と カイ ネ の 出会い で あっ 

カイ ネ の 特殊 な 性 徴 や 、 VE/BET 


た 。 


非常 識 な 言動 を 止め る わ 
け で は な か っ た が 、 ニー ア 達 と の 出会い 
は 間違い な く 、 彼 女 の 豊か な 安らぎ 
を 与え た の だ っ た 。 


CG MODEL WORKS 


B TERK 


マモ ノ は 太陽 の 光 を 忌み 嫌う 。 己 の 
半身 を マモ ノ に 侵さ れ て いる 彼女 が 吉 
出 度 の 高い 服装 を 好む も う 1 つ の 理由 
が 、 肌 を うこ さら すこ と で 、 マ モノ の 優 食 
を 鈍ら せる こと が で きる か ら で あっ た 。 

MWADSBRCHBORETRH 
れ 、 カ イネ 自身 も 忌 々 し く 感 じ る 「 マ モ 
JA] の 肉体 。 し か し 、 この 異形 の 
力 な くし て 、 祖母 の 信 を 討つ こと と が で 
き な い こと も 、 彼 女 は 理解 し て いる 。 

左 半身 を びっ し り と 布 で 巻き 、 肌 に 
直接 光 が 触 れ な いよ うに し て いる の 


| は 、 清 い て いる マモ ノ ・ テ ュ ラ ン へ 対 


する 、 カ イネ な り の 配慮 な の で ある 。 


カイ ネ 
э 両性 具有 
ash 17 歳 
115% 172cm 


SRS DR. RÈ 
sgot 青み が か っ た 白銀 色 
SHOE 沈ん だ 紫色 


っ YayHD@. 


12710: 


あぶ な いん で す 。 
| ぼく の 目 は 、 物 を 石 に 変え て し まう か ら …… 


wii 


|m 身 長 145cm 
аки it REIKO) 
[une 金色 

SHOE うす い 紫 色 


*※ 魔 ヲ 操 リ シ 異 形 


| あな た に も う 一 度 …… 会 い ・ 
死に まく な いな あ …… 死 に た く 
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小さ な その 身 に 大 き な 謎 を 秘め る 、 古 а 結婚 式 実験 兵器 7 号 
の 魔法 実験 兵器 。 か つて 最強] を 目的 仮面 の 街 で 行わ れる 知人 の = 性別 男性 
に 開発 され た 「 実 験 兵器 6 号 」 に 対 に 招待 さ "ER TE 
きる 抑止 力 と し て 生ま れ た 存在 で ある 。 様子 を 想像 し て 、 寝 f ea 132cm 
暴走 し た 6 号 を その 力 で 石化 し 、 研究 所 eRe 杖 、 魔 法 


の 能力 を も 取り 込 
最強 の 兵器 と し て 再 誕 する 。 


TAN 


を イニ シ エ ノ 声 ヲ 紡 グ 考 


CHARACTER 


謝る 必要 は な いさ 。 誰 だ っ て 、 
| 仲間 を 傷つけ られ る と 腹 が 立つ 


RELATION TO NIER 


KEYWORD 


PERSONAL D 


の 姉妹 の 1 人 。 


CG MODEL WORKS 


BBTH 1 人 や リン 8 イニ シ エ の 歌 


B FHIL 
etal ж 


tE 
AAR) 


FH 
"эк 


oT 


EÊ 


希望 ヲ 見 守り シ 者 


| くれ ぐれ も 、 気 を つけ て ね ! 
本 当 に …… 気 を つけ て …… 


CHARACTEF R TION TO NIER KEYWORD 


立場 


HO 


め て し 
役割 も 担っ 
い 。 デポ ボル と は 双子 の 


性 格 は 物静か で 


ん で 機嫌 が よく な 
エッ ト を 聞か せ て くれ 


デポ ル 同 様 に 、 = 


ナ の 面倒 を よく 見 


こ 想 っ 女 達 に 懐い で 


CG MODEL WORKS 


GRIMOIRE WEISS 


SRT UAL ж 


| 血 は オト …… 音 は コト パ …… コ トバ は … チ カラ …… 
"の これ は 2 


PERSONAL DATA 


CHARACTER 


性 別 BE? 
年 齢 д 
身長 #@3Остх@23стх/#&7ст 


武器 ИЖ. SS 


KING OF FACADE SFR LH 


仮面 の 王 


| 我々 は ッ ! いか な る 時 も 、 そ の 恩義 を 忘れ な い 
| それ が 「 仮 面 の 人 」 の りな の た 


PERSONAL DATA 


VIER … ぶ 言葉 二 依 ラズ 忠 ヲ 尽 ク ス 少 女 


| [ 搾 ] は 、 そ ん な に 悪い も の じゃ な いと 思う 。 ある 人 に 言わ れ た わ 。 
| 「 控 は 縛る た め に ある ん じゃ な い 。 自由 を 知る た め に 存在 する ん だ 」 っ て 


フィ イー デ ア 


4-44) 
99466 
DEAR 


CG MODEL WORKS 


CHARACTER 


RELATION TO NIER KEYWORD PERSONAL DATA 
m フィ ー ア 
= 性別 


ash 


7 J 編 :135cm 
スト ー リ ー 後 編 :164cm 


IYAYHIQ, 


ual 


GRIMOIRE NOIR EA GE Её 


黒 の 書 


CHARACTER 


| 我ら は 統合 され た シス テム で あり 、 
| 正しき 楽園 を 取り 戻す 為 の 書 な の だ 


CG MODEL WORKS 


KEYWORD 


E 


SHADOWLORD 


* な マモ ノラ 統 ベ シモ 


| お 前 が いな い ……… 
この 世界 な ん て …… 
無く な っ て し まえ 上 


CHARACTER 


魔王 


RELATION TO NIER 


KEYWORD 


PERSONAL DATA 


マモ ノ を 統べる 、 絶対 的 な 存在 。 外見 
こそ 人 の 姿 を し て いる が 、 НФ 
し きも の が 生え て お り 、 空 を 飛ぶ こと が 
で きる な ど 、 まさ し く 人 外 の 能力 を 持っ 
て いる 。 黒 の 書 を 従え 、 絶大 な 魔力 で 
ニー ア 達 を 全滅 寸前 に 追い や っ た 。 


魔王 は 「 封 印 さ れ し 言葉 ] を すべ て 集 


め た ニー ア 達 を 突 名 製 撃 、 ニ ー ア が 何 
より も 大 切 に し て いる 存在 ・ ヨ ナ を 連れ 
去っ た 。 


ニー ア は 己 の 無力 さ を 嘆き 、 MEN 
の 憎しみ で 心 を 無 が し 続け る 。 魔王 を 
打ち 倒し 、 愛 する 者 を 礁 通す る 、 そ の 日 
まで 。 


[ 
ЕШ 
| 数 多く の マモ ノ を 倒し 続け て いた 


1 び 次 を 現す こと は な 
動 の 目的 は ヨナ] 
で あり 、 そ れ 以 外 の 意味 は 持っ て いな 
か っ た の で ある 。 

伝説 上 の 存在 で あっ た 魔王 が この 
時 代 に 次 を 現し 、 ヨナ を 欲し た 理由 と 
=? 


ME 

本 性 別 男性 (?) 
stm ? 
| 身長 ? 
| 武器 片手 剣 、 魔 法 
ngoe? 

"ное ? 


カカ カカ カカ カカ ッ ! 
殺せ 、 殺 せ 、 憎 みあ えっ ! 


CHARACTER 


RELATION TO NIER 


KEYWORD 


PERSONAL DATA 


カイ ネ に 寄生 する マモ ノ 。 憎しみ や 争 
い 、 暴 力 を 好み 、 それ ら の 感情 が 複雑 に 
渦巻 いて いる カイ ネ の 心 を 気に入っ て 


いる 。 

カイ ネ が 憎しみ を 忘れ た り 、 体力 や 精 
神力 が 弱まっ た 時 に 体 を 乗っ 取る こと を 
画策 し て いる 。 


テ ュ ラ ン は カイ ネ の 肉体 に 潜り 込み 、 
浸食 を 続け て いる 。 カイ ネ が 祖母 の 伯 を 
討つ まで は 、 その 心 に 燃え る 復讐 の 炎 に 


Y. それ ら の 感情 に も 異 味 を 引か れる よ 


うに な っ て いく 。 


а +7] 
マモ ノ と の 戦い で カイ ネ が 致命 傷 
を 負い 、 その 意識 が 薄れ る と 
ン の 影響 力 が 増加 。 マモ ノ 特有 の 生 
命 力 と 魔力 で 、 カイ ネ の 傷つい た 肉 
体 を 回 復 させ て いく 。 
と の 事実 は 、 カイ ネ が 深く 傷 
傷つく ほど が 彼女 の 肉体 を 
っ か けが 生ま れる こと を 意味 し 


デュ ラジ 
sta 男性 
ati 7 
eak ? 
ane ? 
agoe ? 
SHOE ? 


|яз1зүзүнә©, 
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物語 を 織り 成す 登場 人 物 達 の 個性 を 、 よ り 深く 知る た め の 特 別 企画 。 ゲー ム 中 で は 語ら れ な い 、 隠 し 設定 まで を 網羅 ! 


@ ニ ー ア (Nier) AD2049 & AD 2053 

CV : 岡本 信彦 

紅き 竜 の 墜落 を きっ か け に 、 謎 の 伝染 病 TE 
塩化 症候 群 」 が 憂 延 し 始め た 世界 。 こ の 病 に 
侵さ れ た 人 間 は 、 白 塩化 し て 命 を 落と すか 、 
凶暴 化し て 他 者 を 模 う よう に な っ て し まう 。 9 
POCRLACENKASRA, BRAT 
ある 東京 ・ 新 宿 の 街 を 封鎖 。 こ れ に より 、 死 
の 街 と 化し た 新宿 を 、 ニ ー ア は 唯一 の 肉親 で 
ある ヨナ を 連れ て さま よっ て いた 。 

ヨナ に 与え る た め の 食べ 物 も 底 を 尽き 、 達 
方 に 暮れ て いた 彼 は 偶 花 、 食 糧 の 給付 や 病気 
の 治療 が 受け られ る と いう 、 国 の 「 示 支援 
i DEEM (この 救済 支援 策 と は 、 人 々 
を 集め る た め の 方 便 。 実 際 は 、「 ゲ シュ タル ト 
化 」 し て な お 自我 を 保てる 「 オ リ ジ ナル ・ ゲ 
シュ タル ト 」 を 見 つけ 出す た め の 人 体 実験 が 
行わ れ て いた 。 も ちろ る ん 、 ニ ー ア 達 は その 事 
実 を 知ら な い )。 ヨ ナ と と も に 、 薬 に も すがる 
思い で 支援 が 受け られ る 施設 へ と 向かう ニー 
7. LDL, MRTRENTOEREPRT 
は な く 、 謎 の 本 (触れ た 人 間 を 強制 的 に ゲ シ ュ 
タル ト 化す る 「 黒 の 書 」 の クロ ー ン ) だ け だ っ 
た た め 、 彼 は 支援 策 へ の 疑念 を 抱く 。 周 り の 
人 々 が 本 に 触れ て ゲシュタルト 化し 、 次 々 に 自 
RERCLT пиш, ACRRLM ORT 
と で 、 自 分 達 が 騙さ れ た こと を 確信 し た ニー 
ア は 、 ヨ ナ を 連れ て 施設 を 脱走 する 。 だ が 、 
打ち 描 て られ た スー パー マー ケッ ト へ 潜伏 し 
て いた と こる を 、 上 崩壊 体 の 群れ に 発見 され た 
TET, WEAR, BUNDT SMA 
体 か ら ヨ ナ を 守る た め 、 や む な く あ る 大 き な 決 
断 を 下す ……。 


ー ア (Ме) AD.3361 & AD3465 
CV: 岡 本 信彦 (少年 期 )、 遊 佐 浩二 (青年 期 ) 

唯一 の 肉親 で ある ヨナ を 濁 圭 し て いる 主人 
公 。「 黒 文 病 」 と 呼ば れる 不治の病 に 侵さ れ 
た ヨナ を 救う た め 、 白 の 書 と と も に 「 封 印 さ 
れ し 言葉 」 を 探す 旅 に 出る 。 基 本 的 に は 優し 
く 朗 ら か な 性 格 な の だ が 、 い つも ヨナ の こと ば 
か り を 考え て いる た め 、 そ の 他 の 事柄 に まで 
は 気 が 回 ら な いこ と が 多い 。 自 ら の 気持 ち に 
も 無頓着 で 旅路 の な か で 出会う カイ ネ に 少 
し ずつ 心 を 者 か れ て いく が 、 本 人 に その 自覚 
は 薄い よう だ 。『 ニ ー ア レプ リカ ント 』 で の 年 
齢 は 16 歳 (西暦 3465 年 の 物語 ) で 、 ヨ 
ナ は 妹 と いう 設定 。『 ニ ー ア ゲシュタルト 』 で 
の 年 齢 は 38 歳 (西暦 3361 年 の 物語 ) T, 
ヨナ は 娘 と いう 設定 と な っ て いる 。 企 画 書 の 
段階 で は 「 兄 妹 の 物語 」 の み の 構 想 だ っ た が 、 
プラ ッ ト フ ォ ー ム 別 の 市 場 特性 を 考慮 し 、 届 
強 な 父親 が 娘 を 守る た め に 戦う 「 父 娘 の 物語 」 
が 新た に 生ま れ た 。 な お 、 ゲ ー ム 中 に プレイ 
ヤー が 操作 する 彼 は 、「 ゲ シュ タル ト ・ ニ ー ア 」 
の デー タ か ら 生 み 出 され た 肉体 を 管理 する 役 
割 を 与え られ た 「 レ プリ カン ト ・ ニ ー ア 」 で あ 
る ( 魂 の み の 存在 と な っ た ゲシュタルト ・ ニ ー 
ア は 、 彼 か ら ヨナ を 意 う 「 魔 王 」 と し て 登場)。 
「 ニ ー ア 」 と いう 名 前 の 由来 は 待 に な いと さ 
れる 。 魂 と 肉体 、 長 も 近く に 存在 すべ きこ の 
る 2 つが 、 離 れ 離 れ と な っ て それ ぞ や れ の 目的 の 
た め に 対 央 する 主人 公 に 、 英 語 の 「Near (~ 
の そば 、 近 く )」 と いう 単語 を 連想 させ る 名 前 
が つい て いる の は 、 皮 肉 と し か いい よう が な い 。 
な お 、 名 前 は プレ イヤ ー が 任意 に 変更 可能 。 
ゲー ム を D エ ン ディ ング まで 進め 、「 記 人 憶 (セー 
プ デ ー タ )」 が 失わ れ て し まっ た 場合 は 、 そ の 


記憶 を 使用 し た 名 
前 は 命名 で き な く 
な る (シス テム デー 
タ が 同一 の 場合 )。 


@ 廃 王 (Shadowlord) 

cw 一 

唯一 の 肉親 で ある ヨナ を 溜 愛す る 、 ゲ シュ 
タル ト ・ ニ ー ア 。 か つて ヨナ を 守る た め に 、 自 
ら 進 ん で ゲシュタルト 化す る 道 を 選ん だ 彼 は 、 
多く の 実験 体 の な か で 初め て 自我 を 持っ た 
まま ゲシュタルト 化 」 す る こと に 成功 し た 。 そ 
の 事実 を 知っ た 「 ゲ シュ タル ト 計 画 」 の 推進 
委員 会 で ある 「 世 界 浄化 機関 」 は 、 彼 を 「 安 
定 個体 」 と 認定 し 、 オ リ ジ ナ ル ・ ゲ シュ タル 
ト と 呼称 。「1000 年 の 間 、 肉 体 を 凍結 させ 
る こと で ヨナ の 崩壊 体 化 は 止め られ る 」 と 吹 
き 込 み 、 ヨ ナ の 冷 六部 上 と の 交換 案件 と し て 、 
ニー ア の 持つ 「 魔 素 」 の 提供 を 要求 する (= 
の 廃業 に より 、 ニ ー ア 以外 の 人 間 で も 自我 を 
持っ た まま ゲシュタルト 化 で きる よう に な り 、 
MANOR RENTES 55), UAL 
южо 1000 жаасынан» 
る 術 は お ろか 、 レ プリ カン ト に いつ の 間 に か 意 
思 が 芽生 えて いる こと に 気づい た 彼 は 、 こ の 
まま で は ヨナ の 復活 が 見 込め な いこ と を 知り 、 
激怒 。「 レ プリ カン 
ト ・ ヨ ナ 」 の 肉体 
に 「 ゲ シュ タル ト ・ 
а>) ORERL. 
таж кю 
た め の 実力 行使 に 
出る 。 s, 


@ ヨ ナ (Yonah) 

cv 野中 藍 
ニー ア の 妹 (『 ニ ー ア ゲシュタルト 』 で は 
1). 事故 か ら 黒 の 書 に 触れ て ゲシュタルト 化 
し 、 崩壊 体 化 が 始ま っ て いる 。 弄 の 存在 で あ 
DIVINA IHH, 9 4 10 
か けた まま 保管 され て いる た め 、 そ の デー タ 
か ら 肉 体 を 作ら れる レプ リカ ント ・ ヨ ナ に は 、 
必ず 黒 文 病 が 発症 する 定め と な っ て いた 。 ゲ 
YI IA > IF OMR AUDE 
こと に 気づい た 魔王 (ゲシュタルト ・ ニ ー ア ) 
は 、 す べ て を 投げ 出し て レプ リカ ント ・ ヨ ナ へ 
魂 を 戻す こと を 画策 する 。 一 方 、 レ ブリ カン ト 
達 を 管理 し て いた 「 ア ンド ロイ ド 」 の デポ ボル と 
ボ ポポ ル は 、 魔 王 の 暴走 に よっ て 崩壊 体 化 する 
ゲシュタルト が 増加 し 始め た こと を 察知 。 し レブ 
リカ ント ・ ニ ー ア を 利用 し 、「 白 の 書 」 と 「 圭 
印 され し 言葉 」 を 集め さ 
Ny ea гаш. すべ て の 
E E e 
する 前 に 、 白 の 書 と 黒 の 
書 の シス テム を 起動 する 
た め 。 こ の 2 穫 が 融合 
する 時 に 発生 する エネ ル 
ギー を 利用 すれ ば 、 す べ 
て の ゲシュタルト の 区 は 
より 安全 に レプ リカ ント 
の 肉体 へ 移し 変え られ る 
は ず だ っ た 。 名 前 の 由来 
は 旧約 聖書 の ひと つ で ある 
「 ヨ ナ 書 (onah); か ら 。 


@ デ ボル (Devola) & ポ ポル (Popola) 

CV: 白石 流 子 

ニー ア が 暮らす 村 の 中 心 的 な 存在 の 双子 。 
その 正体 は 、 い つの 日 か ゲシュタルト が し レプ リ 
カン ト の 器 に 戻る 際 の サポ ー ト 役 と し て 作ら れ 
た 、 ア ンド ロイ ド で ある 。 彼女 達 は 、 ゲ シュ タ 
ルト の 区 か ら デー タ を 抽出 し 、 新 た に レプ リカ 
ント の 肉体 を 生成 し た り 、 聞 に 死 し た レプリカ 
ント の デー タ を ゲシュタルト へ 選 元 する 役目 も 
担っ て いた 。1000 年 以上 も の 間 レ ブリ カン ト 
を 管理 し て いた が 、 魔 王 (ゲシュタルト 
P) が 野 走 を 始め た こと を きっ か け に 、 ゲ シュ 
タル ト の 魂 を レプ リカ ント の 肉体 へ と 強制 的 に 
戻す 計画 を 実行 に 移す 。 こ れ は 1300 年 前 
に 、 世 界 浄化 機関 に よっ て プロ グラ ム さ れ て 
いた 方 針 で ある 。 彼 女 ら は アン ドロ イド ゆえ に 
感情 を 持た な い が 、 そ れ は 本 来 、 レ プリ カン 
ト も 同じ で あっ た 。 し か し 、 長 い 月 日 の な か で 
レプ リカ ント 遅 に は な ぜ か 、 人 間 と 同じ よう な 
感情 が 萌芽 。 少 し ずつ 人 間 ら し い 生 活 を 営む 
よう に な っ て いく 。 そ ん な レプ リカ ント 達 を 見 
守る うち に 、 い つ し か 「 羨 望 」 と いう 感情 が 
芽生 え 、 彼 女 連 に も 少し ずつ 人 間 らし さ が 備 
わり 始め て いた 。 し か し 、 レ プリ カン ト 
ア に 討た れる 直前 まで 、 自 分 連 の な か に も 感 
情 が 芽生 え 始 め て いた こと に 気づく こと は で き 
な か っ た 。 名 前 の 由来 は 『 ド ラッ グ オン ドラ 
グー ン 』 に 登場 する 武器 「 デ ポル ポポ ル 」 か ら 。 


@ 白 の (Grimoire Weiss) 

CV: ピー ター 

黒 の 書 と 対 を な す 「 封 印 の 書 」。 ゲ シュ タル 
ト 計 画 の 鍵 を 握る 存在 と し て 作ら れ た 。 人 語 
を 解す る の は 、 こ の 白 の 書 と いう 容器 に 、 人 
の ゲシュタルト が 組み 込ま れ て いる た め 。「 封 
印 され し 言葉 」 を 手 に 入れ て 野 の 書 と 融合 す 
る こと で 、 強 大 な 力 を 発揮 で きる よう プロ グラ 
ム さ れ て いる 。 ゲ シュ タル ト 計 画 で は その 力 を 
利用 し て 、 ゲ シュ タル ト 達 の 殊 が 強制 的 に し 
プリ カン ト の 肉体 へ と 3 引き 戻さ れる よう に 仕組 
まれ て いた 。 し か し 、 石 の 神殿 で 党 醒 する 際 、 
レプ リカ ント ・ ニ ー ア か ら 乱 暴 に 0 き 起こ され 
た た め 、 一 部 の 記憶 が 混乱 。 そ の 結果 、 ゲ シュ 
タル ト と レブ リカ ント の 列 合 を 押し 進め る 魔王 
や デポ ボル & ポ ポル 、 一 体 化 を 望む 黒 の 書 達 の 
意思 を 無視 し 、 レ プリ カン ト 側 へ つく よう に な 
る 。 な お 、 白 の 書 に は 高度 な 茜 法 コー ティ ン 
グ が 施さ れ て いて 、 水 に 濡れ た くら いで は びく 
と も し な い 。 周 り の 装 基 部 分 を 外せ ば 、 丸 流 
いも 可能 。 名 前 の 由来 は ドイ ツ 語 の 「Weiss 
(B) ©. 


ORO® (Grimoire Noir) 

CV: 立木 文彦 

日 の 書 と 対 に な る 封印 の 書 。 ゲ シュ タル ト 
達 の 実質 的 な リー ダー で ある 魔王 ( ゲ シ ュ タ 
ルト ・ ニ ー ア ) と 契約 し て お り 、 彼 ら ゲ シュ タ 
ルト 達 の 列 を レプ リカ ント へ と 戻す た め に 、 白 
の 書 と の 融合 を 果たそ うと し て いる 。 白 の 書 と 
同様 に 、 こ ちら に も 人 の ゲシュタルト が 本 の 中 
に 組み 込ま れ て いる 。 名 前 の 由来 は フラ ンス 
語 の 「Noir (Wı M5. 


@ カ イネ (капе) 

CV : 田中 教子 

ヒロ イン 。 幼 い 頃 か ら 両 性 具有 を 理由 に 迫 
害 を 受け て きた 反動 か ら 、 こ と さら 女性 を 意 
議 さ せる 服装 を 好む よう に な っ た 。 自 分 を 唯 
一 受け 入れ 、 女 性 と し て 扱っ て くれ た 祖母 
カー リー を 敬愛 し て いる 。 彼女 の 粗野 な 言動 
や 行動 は 、 す べ て カー リー の 影響 に よる も の 。 
その 祖母 を マモ ノ に よっ て 惨殺 され 、 こ の 時 、 
カイ ネ 自 身 も 痢 死 の 重傷 を 負わ され た 。 そ の 
豚 、 マ モノ の 「 テ ュ ラ ン 」 に 半身 を 大 われ た 
こと で 「 マ モノ 二 き 」 と な っ た 彼女 は 、 人 間 
MNLAMMAL, VES (ゲシュタルト 化し 
KAM) の 声 を 聞く 力 を 手 に 入れ る 。 マ モノ 
導き と な っ た こと で 、 更 な る 迫害 を 受け る よう 
に な っ た カイ ネ は 、 マ モノ の 力 を 利用 し て で も 
祖母 の 仏 へ 復讐 を 遂げ る こと の み を 生き 忠 斐 
に し て いた 。 し か し 、 苦 境 の 中 で も まっ すぐ に 
生き る ニー ア (レプ リカ ント ・ ニ ー ア ) と の 出 
遅い に 影響 を 受け 、 少し ずつ その 心境 は 変化 。 
MERC LIS. MMTSSZ-TET 
る た め に 剣 を 取る よう に な る 。 出 会 っ た 当初 
は ニー ア を 旅 の 仲間 と し か 認識 し て いな か っ 
た が 、 石 化 か ら の 復活 を 朋 げ た 時 か ら 少 し ず 
つ 、 彼 を 男性 と し て 意 陣 す る よう に な っ て いく 。 
ちな み に 、 両 性 具有 と いう 設定 は 、 キ ャ ピア 
の 開発 スタ ッ フ の 女性 が 「 ヒ ロイ ン を 男性 に し 
て は ……」 と いう 意見 を 、 デ ィ レク ター の 横 
馬 氏 へ 提案 し た こと が 起因 と な っ た 。 名 前 の 
APAR пав, козю. 由来 な ど は 
特に な く 、 開 発 スタ ッ フ の 造語 だ と 思わ れる 。 
「 マ モノ の 魂 の 声 」 が 聞こ える カイ ネ に と っ て 、 
その 断末魔 の 声 は 「 壊 れ た 音 」 に 聞こ える の 
だ る うか? も し か し た ら 彼 女 に は 、 自 ら が 「 壊 
れ て いく 音 」 す ら 聞こ えて いる の か も し れ な い 。 


@ テ ュ ラ ン (Tyrann) 

CV i 森久保 祥太郎 

カイ ネ の 身体 に 同居 する 、 カ イネ と は 別 の 
人 間 の ゲシュタルト 。 多く の トラ ウマ を 抱え た 
カイ ネ の 心 に 居心地 の 良さ を 感じ 、 そ の 弱 さ 
に つけ 込ん で 、 い つか は その 肉体 を 乗っ 取る 
うと 画策 し て いる 。 カイ ネ が 瀬 死 の 重傷 を 負っ 
た 際 に 、 一 度 その 身 を 乗っ 取る こと に 成功 す 
る が 、 ニ ー ア (レプ リカ ント ・ ニ ー ア ) PI 
ミー ル の カカ に よっ て 、 再 び カイ ネ に 肉体 を 譲 
り 渡 し た 。 マ モノ へ の 憎しみ や ニー ア へ の 机 
な ど 、 複 雑 に 揺れ 動く カイ ネ の 心 に 触れ る う 
ち に 、 ゲ シュ タル ト で あり な が ら レ ブリ カン ト 
達 へ の 興味 を 示す よう に な っ て いく 。 も し テ ュ 
ラン が 、 別人 の レプ リカ ント で ある カイ ネ の 肉 
体 を 乗っ 取る こと に 成功 し て いた ら 、「 ゲ シュ 
タル ト 計 画 」 は また 新た な 方 向 へ と 能 を 切っ 
て いた 可能 性 が ある 。 な お 、 名 前 の 「Tyrann」 
は ドイ ツ 語 で 「 暴 君 」 を 示す 。 


お ば あちゃ ん : カー リー (Curly) 

CV: 横尾 まり 

カイ ネ の 祖母 。 粗 野 で 乱暴 な 性 格 だ が 、 カ 
AFEDOENSBLATED, BRIEF 
た め に 手 を 尽く す 。 カ イネ に 女の子 らし い 服 
を 着せ た り 、 入 手 困難 な 伝説 の 花 「 月 の 涙 
の 愛 節 り を 贈っ た り と 、 心 か ら の 愛 を 注い だ 。 
最後 は カイ ネ の 昌 前 で 、 マ モノ に 踏み 漬 さ れ 
て 絶命 。 名 前 の 由来 は 「 ビ ピー ター バン 」 で ピー 
ター バン 達 と 共に 生活 する 孤児 か ら 。 
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E F 
慣れ た 視線 の 高き に 彼 の 


彼女 の 時 間 が 止 


物 を 取り 出し た 


ん の に 負け な いや つ を っ 


STORY GUIDE 


FAB) 


NIER'S VISION 

魔王 の 居場所 を 求め て 始ま る 旅路 
源 死 の カイ ネ が 崩れ 落ち る 

マモ ノ が 黒き 牙 を 剥く 


魔王 は 石 の 神殿 
行 は 早速 石 の 神殿 


る ーー ポポ ボル か ら 情 報 を 得 た 


井 を 破り 、 巨大 な 鉛 姿 の マモ ノ が 落下 
ヨナ を 助け に 来 た 時 に 倒し 損ね た 1 体 だ っ 

剣 と 魔法 が 入り 乱れ る 戦い の 最 中 、 悲 劇 は 
ア の 強烈 な 一 撃 に よっ て 弾 か れ た マモ ノ の 檜 が 、 一 直線 
HARD 


倒れ 込ん で 


も は や カイ キネ の 意識 は な い 。 ニ ー ア 達 は 魔法 を 使い 


な ん と か 彼女 の 中 の マモ ノ を 制 3 йй». 


TEMBLOR FEM 
、 奇 妙 な 形 の 石版 が 残さ れ て 


NOUS SERONS TOUJOURS LA POUR TOI, KAINE 

ETERONS# NOUS LE FERONS AUTANT DE FOIS QU'IL LE FAUDRA 
RTE LA DLFFICULTE, NOUS TE FERON NDRE CONNAISSANCE 
ME DORMIR ALA BELLE ETOILE PARCE QUE ЈЕ SUIS AVEC TOI, KAINE 
C'EST GRACE A ТО! QUE JE PEUX IGNORER MON APPARENCE ET CONTINUER A ME BATTRE 
JE SUIS FAIBLE, TRISTE ET JE ME SENS SEUL, MAIS TU ME DONNES DE LA FORCE# 

U ES MON AMIE ET TAI BESOIN DE TOL! NE PARS PAS 


SI TU TE TRANSFORMES DE NOUVEAU, NOUS TA 
PEU IMP 


WE'RE ALWAYS GOING ТО BE TOGETHER, KAIN 
IF YOU TRANSFORM AGAIN, WE'LL JUST STOP IT AGAIN! AS М 
| DON'T CARE HOW TOUGH IT IS, WE'RE GONNA GET YOU BACK 

I LIKE SLEEPING OUTSIDE BECAUSE I'M WITH YOU, KAINE. I'M ABLE TO IGNORE MY 
APPEARANCE AND KEEP GOING BECAUSE OF YOU 

I'M WEAK, AND SAD, AND LONELY, BUT SOMEHOW YOU MAKE ME STRONG! YOU 
AND I NEED YOU! SO YOU CAN'T GO AWAY! 


TIMES AS IT TAKES! 


S VISION 


嘆き 続け て いた 
魔法 の 書 を евон, АРНАСА НВА 
続け た の は 、「 不 
tere i あっ た 。 心身 の 傷も 


ж 
Жаы Н: ЕЕ СЕП と 先 、 あ ろう こと 
か 侵入 者 ども が 戻っ て 来 た され る こと 


も 恐れ ず 、 グ レー テル を 守 ろ うと 必死 で 戦う マモ ノ 達 
そん な か 弱い 命 を 内 散ら し 、 切 り 和 殺し 、 侵 入 者 ども は 
祭壇 を 目指 そ 
『 あ の 石像 
ж? 


を 聞き 、 カ イネ の 中 の テ ュ ラ ン が 豪快 に 笑 
笑わ せる ね え ! sua, ri 
の に 同情 し て る ん じゃ な い だ 
カイ ネ の 迷い は 一 瞬 の 隙 と な っ た 。 あ ら ぬ 方 向 か ら 
EMTS CLAS CREA 血 の 海 に 
倒さ れる 。 さ ら に テ チュラ ン は 無 
k 女 の 体 を 館 ん で いく 。 か つて 失っ た 左 半 身 を 
再生 させ た 、 あ の 時 の よう に ., 
「『 カ カカ カカ カー ッ ! カイ ネ ! お まえ も 終わ り だ よ !』 
テ ュ ラ ン の 侵攻 を 抑え る こと が で き な い 。 恐れ て い 
た マモ ノ 化 が 遂に 起こ る 
し か し 仲間 達 は 全身 全 寺 を 賭し て 、 彼 女 の 意識 と 
身体 を 取り 戻し て くれ た 。 エ ミー ル に 叱 史 され 、 も う 
- 度 カイ ネ は 立ち 上 が り 、 創 を 手 に 歩き 始め る 


つと いっ し ょ に いま す よ 、 ぼ ぽく は 
また マモ ノ 化 し た ら 、 今 みた い に 止 め ま す 
何 度 だ っ て 何 度 だ っ て 止め ます 
何 度 だ っ て 、 カ イネ さん に 
戻っ て き て も らい ます 
ぽく 、 カ イネ さん が いる か ら 、 
野宿 も 本 当 に 楽し か っ た ん で す 
カイ ネ さ ん が 葵 め て くれ る か ら 、 
こん な 姿 で も 生き て いら れる ん で す 
ぼく 、 本 当 は と て も 層 いけ ど 、 カ イネ さん と いれ ば 、 張 く な れる ん で す 
頼っ て ば か り の ぼく だ けど 、 カ イネ さん の 仲間 な ん で す 


勝手 に 去ら な いで くだ さい !」 


WIR WERDEN IMMER ZUSAMMEN SEIN, KAINE 


WENN DU DICH WIEDER VERWANDELST, WERDEN WIR IHN ERNEUT AUFHALTEN! SO OFT ER AUCH ERSCHEINT! 
MIR IST EGAL, WIE STARK ER IST, WIR WERDEN DICH ZURUCKHOLEN! 

ICH MAG ES, DRAUSEN ZU SCHLAFEN, WEIL DU DA BIST, KAINE 

ICH KANN MEIN AUSSEHEN IGNORIEREN UND WEITERLEBEN, WEIL ES DICH GIBT 

ICH BIN SCHWACH, TRAURIG UND EINSAM, ABER IRGENDWIE MACHST DU MICH STARK! 

DU BIST MEINE FREUNDIN UND ICH BRAUCHE DICH! DU DARFST NICHT FORTGEHEN! 


STALT SIDE 


「 磨 王 の 元 に いく た め だ . に 相手 は マモ 
殺 ら な きゃ 、 こ っ ち が 殺 られ る 」 

で も 、 危 な いわ 」 

ポポ ル が 心配 し て くれ て いる 。 し か し 男 の 
決意 は 揺 ら ど こと が な か っ た 
「 マ モノ を 殺し 、 ヨ ナ を 取り 戻す 」 


STORY GUID 


RETRY, AR JEA ESETE son 


す 先 を 巡る こと に し た 
まず 、「 機 械 の 理 」 と いう 暗号 に 使っ て ロ ポッ ] 
情報 を 5 


め て 兄弟 の 店 に 立 


た 。 見 は 、 ロ # 
ゝ た 。 兄 は 、 ロ ボッ ト 


第 は ロボ ッ ト 山 か ら 探し 出し 


> 
Е 
いる ロボ ッ ト 」 を 倒 
兄 を 春 わ れ た 、 弟 の 憎しみ と 
こも 痛い 


「 理 由 が 何で 


け だ 


依頼 を 受け て 山 の 奥 深く 
乗せ た 大 型 の ロボ ッ ト を 発見 
倒し 石版 を 入手 する 
り 、 い つま で も いつ | 


な けれ ば っ ! 


濁り 壊れ た 


、 神 話 の 森 を 訪れ る 


HA 


ア が 近づい て みる と 、 樹 


KAINE'S VISION 


PE THE LIFE F IS BRC HEF ある 時 


、 ク レオ は 彼ら に 殺 
器用 な が ら 
っ た 。 あ る 時 に は 人 間 の 少年 
FORSCH ANT оС 


に 、 も う 1 人 の 青年 が 


1 て 死ん で し まっ た , 


余計 に 悲し い 事 


うに 創 を 
殺せ 、 憎 みあ えっ ! 


く 、 ま っ すぐ な ク 


だ カイ ネ は す を 
< て の カカ カカ カカ ッ 1 


N 狂気 的 な テ ュ ラ ン の 声 の 向 


が り だ ! イジ め る な ! 


33 が 爆 煙 を 巻 


GESTALT SIDE 


TO BE TOGETHER 


フィ ー ア が 描い た 夢 の カ タチ 、 狼 が 描い た 夢 の カ タチ 


それ ぞ れ の 思い は すれ 違い 、 憎 し み の 連 鎖 を 形作る 


ニー ア が 家 へ 戻 を 従え て 共 の 反撃 を 待ち 
仮面 の 王 が 結婚 式 Mr 上 掛け 


る と 、 王 の 花 際 大 き ダー 狼 
招 か れ 、 上 機嫌 ? 
「 あ こ が れ ち Éi к 


ION 


明か な 人 間 達 の 行為 に よっ 
RESET ж 


Ben 人 を 


ト よ ……: 我 等 が 何 を し た 
ERDE er 
RT APIO A E: 
きる た め に 、 ee de 
e て し まっ 奪わ な 
それ だ け だ 。 そ れ だ け な の に 
BENET 動け る 者 達 は 、 皆 決死 の 覚 
йт Se ゝ に 身 を 投じ た 。「 共 存 を 信じ た 己 が 馬 
ー 狼 は 、 悔 いて も 悔い て も 、 悔 や 
みき れ な か っ 上 の 花嫁 の 命 を 奪っ て も 、 仲 間 達 
ょ い 。 や が て 人 間 達 が 攻め 込ん で く 
あろ うと 知り な が ら 、 縄 張り を 去る と いう 選択 肢 は 
も は や あり えな : 
仮面 の 王 が 「 許 ゝ 」 と 叫ん で いる 。 我 ら が ML 
の と 同じ よう に 、 叫 ん で いる 。 大 き な 檜 に 体 を 侍 か れ 、 
か つて 美しい 森 だ っ た その 地 に 倒れ な が ら 、 リ ー ダ ー 
狼 は 遠い 葵 の 記憶 を 思い 出し て いた 。 こ の 体 が マモ ノ 
問い 遠い 懐か し い 記 人 憶 
長生 き し て も 仕方 が な いか ら ね ……… お まえ 
きる ん だ 」 
ああ 、 お じい ちゃ ん の 声 だ 。 な か よく 暮らし て いた の 
生き る た め だ と いわ れ て 、 お 別れ し な けれ ば 
ちゃ ん と 離れ る の は さ み 
それ に , 
を 思い 出し て お くれ 


いよ うと 思っ た 。 い つも 


NOUS ALLIONS VOYAGER, EXPLORER LE MONDE ENSEMBLE 
NOUS ETIONS CENSES RESTER ENSEMBLE POUR TOUJOURS.NOUS NOUS LETIONS PROMISE! 


DEES 


前 の 、 


「 我 と 一 緒 に 旅 を する っ て 、 
歌 を 歌 お うっ て 、 
これ か ら は ずっ と 

・ 緒 に \ よ うっ て …… 
約束 し た じゃ な いか っ !」 


が と うな 」 

人 間 と な か よく し よう と 
こ 、 ち ゃ ん と 覚 
S じ いち ゃ ん 。 お 


ゃ ん を 忘れ な いよ う 


せつ な こと だ か ら 


砂 の 海 に 浴 け た 


、 そ の まま 消え た 


誇り 高く 


N. ZUSAMMEN SEIN 


DER VERSPROCHEN GESTALT 


WIR WOLLTEN Z 
WIR WOLLTEN FUR IMMER 


IDE 


する 者 を 要り 、 そ し て 失っ 
王 の 背中 に 語り か ける 。 

、 大 切な 誰か が 出来 る と 仕事 
経験 者 は 語る 、 
今 も 愛し て や まな い ヨ ナ を 心 


so, 


AWOL 


TR VOUS 

OA шн" 
NIER'S VISION 
ヒト OO 形 を じ た マ モノ 


次 々 と その 殻 を 破る 時 、 
を 失い 、 血 を 流し て 消え る 


HOHOH RD 5 FA 
て いた 。 あ の 陰気 な 村 の 人 々 が 商店 を 開い て 
を 再開 し : 心 変わ 
と 、 確 か に 村 の 中 心 
いた 。 し か し 、 ど こ か 気配 が お か し い . 
安 は 的 中 し 、 TRR 


た と 


な の に 
TH тй: 向かっ 
自分 達 が 単なる 虐殺 者 の よう 
"BEAR パケ モノ じゃ な い の か っ 17 

少年 の 言葉 に 立ち すく ん だ カイ ネ か 
PIDAN. AA 介抱 する 
間もなく 、 村 の 中 心 部 に は と て つも な く 巨 大 な 球体 が 
現れ 、 ど す 黒 い 渦 を 形成 


あれ も …… あ ん な の まで 


マモ ノ だ と いう の か ? 


a. 


させ る こ nk る の だ が 


「 お い ………? 152021 


白 の 書 の 言葉 は 、 エ ミー ル 
気 に 放出 し た 反動 
兵器 と 


DMS 完全 


識 は 埋没 し 


の だ 。 目 の 前 


包み 、 飲 み 込ん 
が よう や く 意識 を 取り 
う 、 崖 の 村 は 存在 


己 の 引き 起こ し た 


が いな けれ 


結果 と 


IHR LEUTE SEID DIE WAHREN 


MONSTERS 


YOU YOU PEOPLE ARE THE TRI 


こそ 、 パ ケモ ノ じ ゃ な い の か っ !?」 MONSTERS ! 


KAINE'S VISION 


うな 気 が し た が 、 カ イネ は そ 


帰り の 所 
帰り の 遅 


か し 彼女 を 傷つけ 、 
込ま れ て いく 


ア の 腕 の 


大 な 量 の 光 。 彼 女 を 育み 、 


た 。 そ うだ 。 振 り 向 
復讐 する 相手 も いな い 


ある の は た だ 


の 世界 の 真実 の 次 
ニー ア は 大 切な も の を 次 々 に 失う 


魔王 の 城 で 知ら され る 、 こ ご 
最愛 の 者 を 求め る が ゆえ 


A 
ご 
A 


」 と 告げ 


彼女 の 


た 人 影 に 


村 の 双子 


り 上 げ 、 立 ち 上 が ら せ る 


何 度 も 蘇る 巨 


な る 白 の 書 


て 、 王 の 笑顔 が 分 厚い 万 ) を 取り 返す た め に 


「 や め よ う ? POKI? や め よ うっ て ? も う 遅 ェ ン だ よ ッ ! 何もかも ッ 」 


KAINE'S VISION 


みれ た 存在 俺 の 大 好物 だ 


り が わか る 。 左 腕 が 痛い ほ 


ゝ の は ラン の 負 の 感情 


) 体 中 に 延々 と こだま し て 


Bie CHAE 


GESTALT SIDE 


ボボ ポル と の 戦 


ENDING 


ES EN 


「 や め よ う 、 お に いち 所 ん 。 IF DINOD, WDA 
DAF, baka, MLA 

デポ ル や ポポ ル を 殺め r で まで た どり 着 ) 最 」 
М. оаа, Во СИС) от: 
} の 知る 妹 で は な か っ た 。 彼女 は お ぼ つ か LI'M SORRY, DAD. І DON'T...1 DON'T KNOW WHAT TO... I'M SO VERY SORRY 
NAMES. WIDOT 
し か し ヨナ を 止 & 


PESIMA. 
DA ARMS, 


BYTE ZS 


ر! 
自 の 書 が その 存‏ 、 
け て 魔王 の 動き を 止め よう と ずる ,‏ 


し っ か り が ん ば 


決着 を つけ る 


BOMH 
の み で マモ ノ の 王 を 追い 詰め た 時 、 振 りか ざし た 禄 を 
OFA RATS, 


この 男 も 自分 


PARDONNE-MOI, PAPA. JE... JE NE SAIS PAS QUOI... JE SUIS TELLEMENT DESOLEE 


に 満ち た 


ES TUT MIR LEID, PAPA. ICH WEIS NICHT, WAS ICH ... ES TUT MIR SO LEID 


THANKS FOR ALWAYS BEING THERE FOR ME 


MERCI DETRE TOUJOURS LA POUR MOL 


DANKE. DASS DU IMMER FUR MICH DA BIST. 


ENDING 


ゲシュタルト | 


レプ リカ ント で ある ヨナ の 体 に 収まっ て いた の は 、 肉 
体 の 本 来 の 持ち 主 で ある べき 魔王 の 妹 ヨ ナ の ゲ シ ュ タ 
ルト だ っ た 。 既に 意志 を 持 ろ た 肉体 に 入り 込ん 
で 、 レ プリ カン ト ・ ヨ ナ の 心情 を 知っ た ゲシュタルト ・ 


"お 前 が いな い …… こ の 世界 な ん て ……」 
ЕВО) EEL, TAL SOPA 


AFERAT, ket 立 き じゃ くる 一 一 魔王 の 
Bis, #72 21 世紀 だ っ た 頃 の 新宿 で 、 黒 の 書 と 契約 
を 交わ し た 少年 の 日 の 彼 そ の も の だ っ た 。 2 人 で 逃げ 
出し 、 隠 れ た スー パー マー ケッ ト 。 た っ た 1 枚 の クッ キー 


を 分 け あ いな が ら 、 一 緒 に 過ごし た 時 間 。 彼 が 求め て 
いた の は 、2 人 で 過ごせ る 平和 な ひと と きだ け だ っ た 。 
記憶 の 中 に 思い 出さ れる デポ ボル と ポポ ル の 姿 。「 ゲ シュ 
タル ト 計 画 」 遂行 の た め に 1400 年 も の 間 、 王 と し て 
存在 し な けれ ば ぱな ら な か っ た 自分 と 、 そ の 目的 を 遂行 
する べく 存在 し た マモ ノ 、 ロ ボッ ト 、 ア ンド ロイ ド 運 。 
何もかも が 白く 、 遠 ざか っ て いく 中 、 ヨ ナ が 傍ら に 駆け 
き て 無邪気 に 微笑 む 

つと いっ し ょ に いて くれ て …… あ り が と う 」 

それ は 、 す べ て か ら の 解放 を 意味 する 言葉 だ っ た の 


か も し れ な い , 


うか ら 地表 に 向かっ て 落下 する 、 ひ と つの 
砂 に まみ れ て 小気味 よく 弾 ん だ ソレ は 、 
人 知れ ず 転がり 去っ て いっ た 。 ち ょ っ と 


気味 な 球体 の 長い 長い 旅路 は ここ か ら РЯ 
始ま る の だ が 、 そ れ は また 別 の お 話 一 一 。 


ENDING 


最期 ノ く ち づ け 


魔王 を 倒し 、 幸 せ そ うな ニー ア と ヨナ の 元 か ら 去 り 
ゆく カイ ネ 。 し か し 、 戦 いで 幾度 と な く 傷つい た 体 は 、 
既に マモ ノ に よっ て 大 きく 飯 ま れ て いた 。 侵食 は ちはや 
テ チュラ ン 本 人 で きえ 制御 で き な い 段 階 て いた 
DR, 
「 目 め あられ な い …… も う 俺 に ! 

カイ ネ の 意 : 
つぶ され る 
いく 。 磨 力 を 使 - 
な い 。 BEN 


め ら れ な いん だ ! 


ke 


ニー ア は そっ と 彼女 に 唇 を 寄せ る 
* い っ し ょ に 帰ろ う 」 
忌まわしい 肉体 、 想 い 出 、 記 憶 、 痛 み 。 業 苦 か ら 
解放 され た 彼女 が に 残し た も の は 、 真 っ 白 な 月 
の 涙 の 髪 飾り と 、 心 か ら の 感謝 の 言葉 だ っ た 。 そ の す 
べ て が 光 に 包ま れ 、 ニー ア の 手 の 中 で 淡く 輝き 続け る 


「 あ り が と う ……」 


WE'LL ALWAYS BE TOGETHER 


L'ETINCELLE DE TA LUMIERE LUIRA A 


Í JAMAIS EN MOI 


WIR WERDEN IMMER ZUSAMMEN SEIN 


「 伺 か 大 切な モノ を …… も ら っ た 気 が す る ん だ 。 と て も 大 切な 、 何 か を ……」 


IT'S LIKE I JUST FOUND SOMETHING SPECIAL 
SOMETHING VERY SPECIAL 


C'EST COMME SI J'AVAIS TROUVE QUELQUE 
CHOSE DE SPECIAL.QUELQUE CHOSE 
D'UNIQUE 


AA RIOS A ков 
рын, 期 け て くね な …* の まね 9」 
RE し PR MEE 


а EAN 
PUDE E AOS, к HD 
EDER EHE LT CZ. NEF 


カネ ほ 自 分 が 潤い て ! к 
ES IST, ALS HATTE ICH GERADE ETWAS BESONDERES GEFUNDEN.ETWAS GANZ BESONDERES i 


7& Мек THE COMP! 


THE ABYSS OF [NIER PROJECT] VOL2 «Ф 


「 ニ ー ア ・ プ ロジ ェクト 」 ノ 深淵 


物語 を 織り 成す 登場 人 物 達 の 個性 を 、 よ り 深く 知る た め の 特 別 企画 。 メイ ン キ ャ ラ ・ サ ブ キ ャ ラ と も に 、 さ まさ まな 設定 を 公開 ! 


@ エ ミー ル (Emil)、 実 験 兵器 7 3 (No.7) 

Су: МЕ 

白 塩化 症候 群 に よっ て 凶暴 化し た 「 し レギ 
オン 」 へ の 対抗 兵器 を 作り 上 げ る 「 ス ノウ ホ 
ワイ ト 計 画 』。 そ の 人 体 実験 の な か で 生ま れ 
te, 番目 の 素 体 。 す で に 「 実 験 兵器 6 =, 
が 最強 の 力 を 与え られ て いた が 、 そ の 抑止 カ 
と し て 彼 は 、6 号 さえ 石化 させ る こと の で き 
る 「 石 の 目 」 を 授け られ る 。 し か し 彼 は 、 そ 
の 強大 な 力 を 制御 で きず 、 見 た も の すべ て を 
石化 し て し まう よう に な っ た 。 そ れ を 食い 止 
め る た め に 、 自 ら の 攻 を 目隠し に よっ て 封じ 、 
常に 目 を 閉じ て 生活 する よう に な っ た 。 特異 
な 能力 を 持つ 自分 を 卑下 し て いた が 、 自 ら を 
な ん の た め らい も な く 受 け 入れ て くれ た ニー ア 
(レプ リカ ント ・ ニ ー ア ) と カイ ネ に は 、 無 
条件 の 信頼 を 寄せ て いる 。 特 に 、 ニ ー ア に は 
「 愛 」 に 近い 感情 を 抱い て いる の だ が 、 ニ ー 
ア は その 気持 ち に 気づい て いな い 。 し か し 、 
同じ く ニ ー ア へ 想い を 寄せ る カイ ネ に は 、 エ 
ミー ル の 気持 ち は 簡 抜け で あり 、 そ れ が 彼女 
を 悩ま せる 一 因 と な っ て いる (エミ ー ル に その 
自覚 は な い )。 そ の 後 6 号 と 同化 を 果たし た 
て と で 、 よ り 強 大 な 魔力 と 石化 能力 を 制御 可 
能 な を 得る が 、 外 見 は 本 い 人 骸骨 の よう な 
凌 へ と 変 台 。 頭 だ け に な っ て も 生き て いけ る 
ほど の 、 強 物 な 生命 力 さ え 手 に 入れ る 。 エ ミー 
ル と いう 名 前 の 由来 は ルー ト ヴ ィ ッ ヒ ・ エ 
ミー ル ・ グ リム (FULRBORB)s DE. 
「 ス ノウ ホワ イト (ВЖЖ), Боот 
命名 され た (開発 当初 は 、 よ り 直 球 に 「 ス ノ 
ウ 」 と いう 名 前 で 呼ば れ て いた ) 。 


@ ハ ル ア (Halua)、 実 験 兵器 6 3 (No.6) 

CV 一 

エミ ー ル の 姉 。 エ ミー ル に よく 似 た 可憐 な 
美 少 女 で 、 弟 を と て も 可愛 が っ て いた 。 と あ 
る 施設 で その 肉体 を 改造 され 、 最 強 の 兵器 
「 実 験 兵器 6 号 」 に 生ま れ 変 わる 。 し か し 、 
改造 され て な お 、 人 と し て の 心 が 残っ て いた 
た め 、 暴 走 。 そ の 強大 な 魔力 は 研究 者 連 で 
は と て も 制御 で き な い 代物 だ っ た 。 ва, в 
で ある エミ ー ル も ハル ア の 監視 役 と し て 改造 
され る こと に な っ て し まう 。 最 後 は エミ ー ル 
Ойле, REESODEELTAML 
た 。 名 前 の 由来 は 、 中 東 譜 国 で 好ま れる お 
菓子 か ら 。 な お 、 開 発 当初 は エミ ー ル で は な 
く 、 こ の ハル ア が バー ティ ー メ ン バ ー と な る 
企画 案 も 存在 し て いた 。 


仮面 の 王子 (Prince of Facade) 
仮面 の 王 (King of Facade) 
CV: еко/ шиже 

п, 8775 ROA, TENGA. 
ARHARATHERLLLIETAER 
к. BRELTORRERLBRSESRO, 
王 の 証 で ある 「 仮 面 」 を 入手 すべ く 、 砂 の 
神殿 へ と 乗り 込む 。 そ こ で 彼 を 助け に 来 た 
ニー ア (レプ リカ ント ・ ニ ー ア ) と 出逢い 、 
固い 友情 で 結ば れる 。 控 は 大 切な 秩序 で あ 
る が 、 そ れ に 束縛 され て いる だ け で は 先 へ と 
進め な いこ と を 本 能 的 に 理解 し て いる 。 幼 な 
じみ で ある フィ ー ア と の 結婚 式 の 最 中 に 、 罰 
に よっ て 彼女 の 命 を 奪わ れ 、 ニ ー ア 遅 と 共に 
狼 の 群れ を 強 胡 。 見 事 、 復 讐 を 果たす 。 自 
身 の た め に 身体 を 張っ て くれ た ニー ア に は 迷 
<BELTEO. MEORTE ESTO 
DREMIDLO, FREBNTLE/AE 
戦い を 挑ん だ 。 な お 、 本 名 は ドイ ツ 語 で "6, 
を 意味 する 「Sechs (ゼクス )」。 


@7+-7 (Vier) 

су: 綾里 まる 

йа, 顔面 に 負っ た ヤケ ド を 理由 に 家族 
に 持て られ 、 仮 面 の 街 へ と 符 公 に 出さ れ た 少 
ж. PRESIGVACRESAT ER 
を 発し て は な ら な い 」 と いう 近 エ に 従い 、 箇 の 
者 と は 身 娠 り 手振り で 会 話し て いる 。 MUM 
独 に 眉 わ れ て いた と ころ を カイ ネ に 助け られ 
MARES, BEFBALLTIBLTO 
る 。 ま た 、 自 ら を 「 最 初 の 友達 」 と 呼ん で く 
れ た 仮面 の 王子 に 一 途 な 想い を 寄せ て お り 
15 歳 の 時 に その 想い が 結実 。 彼 と 結婚 し て 
王妃 に な る こと と な っ た 。 し か し 、 そ の 結婚 
ROMPICRABSTERBDS, FORE 
守る た め に 、 そ の 若い 命 を 散ら す 。 名 前 の 由 
FIERA YET 4) EMT Vier (フィ ー 
Pie 


@RHOME (Adviser) 

CV : HEE 

先代 の 王 の 時 代 か ら 、 仮面 の 王 に 付き 従っ 
て きた 老兵 で 、 彼 の 割 宮 を 務め て いる 。 仮 
面 の 街 に 伝わる 『 探 」』 に 詳し い 生き 字 引 的 
な 存在 で 、 弄 放 な 仮面 の 王 は 頭 を 悩ま す 頭 
痛 の 種 。 し か し 、 彼 の 王 と し て の 素質 は 誰 よ 
り も 認め て お り 、 だ か ら こ そ 口 や か まし く 接 
する 部 分 も 。 仮 面 の 王 も それ を 理解 し て いる 
か ら か 、 副 官 に は 全幅 の 信頼 を 寄せ て いる 。 
本 名 は ドイ ツ 語 で 「9」 を 意味 する 「 ノ イン 
(Neun) is 


@ ロ ポッ ト 山 の 兄 

『 ニ ー ア レプ リカ ント . (Jiminy), 

12-7 ゲシュタルト 』: ジ ェ イコ ブ (Jakob) 

CV: ажы 

Oy hWORSETRERUGISES 
T, Lom ODS, BARRERA 
し て か ら は 、 ロ ボッ ト 山 に 入っ て は 金属 や 機 
械 部 品 を 入手 し 、 そ れ を 利用 し て 武器 を 強 
化す る こと を 商売 に し 、 生 計 を 立て て いる 。 
母親 が 家 を 出 た 理由 や 、 そ の 死 を 知っ て は 
いる が 、 系 の 前 で は 気丈 に 振る 舞う 強 さ を 
Њо. ニー ア (レプ リカ ント ・ ニ ー ア ) CR 
し て いく 過程 で 、 ヒ ドイ 母 豚 で あっ て も 募っ 
TURBIO. ARIS. ORY bul 
TROBRCLSRMOMBCSAAN, 
命 を 落と し た 。 な お 、 彼 は プラ ッ ト フ ォ ー ム 
に よっ て 名 前 が 異な っ て いる 。 ジ ミニ ー と い 
う 名 前 の 由来 は 、 童 話 「『 ピ ノッ キオ の 置 険 」 
に 登場 する ジミ ニー・ ク リ ケ ッ ト か ら 。 


@⑯ ロ ボッ ト 山 の 落 : ギデオン (Gideon) 

CV: BRED 

ロボ ッ ト 山 で 兄 と 2 人 で 暮らす 少年 。 か ね 
て か ら 兄 に 甘え て お り 、 第 と いう 立場 を 利用 
し た わが まま な 言動 が 目立っ て いた が 、 SM 
が いな く な っ て か ら は 、 兄 へ の 過剰 な 依存 心 
が 芽生 えた 。 し か し 、 そ の 兄 を 自ら の 過失 か 
ら 失 っ て し まっ た こと で 、 人 格 が 少し ずつ 湖 
壊 。 兄 の 死 を ロボ ッ ト の せい で あっ た と 思い 
込む こと で な ん と か 自我 を 保ち つつ 、 そ の 
ボッ ト へ と 復讐 する た め に 、 強 力 な 武器 を 作 
り 続 ける よう に な る 。 な お 、 事 故 で 兄 が 命 を 
落と し た 豚 、 そ の 死体 を 瓦 紅 か ら 引 っ 居り 出 
そう と し て 閲 を 引き ちぎ っ て し まっ た 記憶 が ト 
ラウ マ に な っ て いる 。 そ われ 以降 、 自 分 の 腕 を 
自信 す る よう に な っ た 彼 は 、 そ の 行為 が 行き 
過ぎ て 左 説 が 義手 に な っ た 。 名 前 の 由来 は 、 
童話 「 ピ ノッ キオ の 冒険 」 に 登場 する 猫 から 。 


ロボ ポット 山 の 兄弟 の 母親 : ブル ー (blue) 

暴力 的 だ っ た 夫 の 元 か ら 逃 げ 出し 、 子 ども 
達 と 暮らす も 、 一 向 に 楽に な ら な い 暮 らし に 
拘 気 が 差し 、 兄 弟 に 暴力 を ふる っ て いた 。 子 
育て や 仕事 、 料 理 な ども ろく に し な か っ た の 
で 、 生 活 は 当時 か ら 兄 で ある ジミ ニー が 支え 
て いた 。 自分 に 言い 寄る 若い 男 と 知り 合っ た 
こと で 、 子 ども 達 を 持て 、 ロ ボッ ト 山 を 越え 
て 遂 亡 し よう と 画策 。 し か し 、 ロ ボッ ト 山 の 


得 で 防衛 シス テム に より 無残 に も 殺さ れる 。 
名 前 の 由来 は 、 重 話 「 ピ ノッ キオ の 冒険 」 で 
ピノ ッ キ オ へ 命 を 吹き 込ん だ ブル ー・ フ ェ ア 
リー か ら 。 


谷 母 親 と 駆け 医 ち し た 男 : カル ロ (Carlo) 
ロ ポ ッ ト 山 の ふ も と で 暮らす 女性 ・ ブ ルー 
と 駆け 落ち し た 男 。 若 く 、 向 こう 見 ず で 野心 
ある 性 格 の た めか 、 ブ ルー に 子ども の 兄弟 を 
捨て て 別 の 新天地 を 目指 そう と 声 を か ける 。 
ブル ー の 子ども 達 に 対す る 愛情 は 一 切な い 。 
名 前 の 由来 は 童話 「 ピ ノッ キオ の 置 際 」 の 作 
者 で ある カル ロ ・ コ ッ ロ ー デ ィ か ら 。 


OADEB | : アー スラ (Ursula) 

СУ: 和田 みち る 

海岸 の 街 の 灯台 で 暮らし て いる 老婆 。 品 や 
か まし く 頑 固 で 、 意 地 悪 な 言動 が 多く 、 街 の 
住民 か ら は 疎ましく 思わ れ て いる 。 ニ ー ア (し 
プリ カン ト ・ ニ ー ア ) 達 に も 色々 な 用 事 を 言 
いつ け 、 こ き 使う 。 だ が 、 そ ん な 彼女 も 「 仙 
い 国 で ケガ を 負い 、 帰っ て 来れ な く な っ た 夫 」 
の 話 を する 時 だ け は 、 あ どけ な い 少女 の よう 
な 願 を 見 せる 。 本 当 は 、 も うそ の 夫 は 死亡 し 
て いる の だ が 、 そ の 事実 に は 気づい て いな い 。 
黒 文 病 が 進行 し て いる た め の 不 安 や 焦 爆 感 
か ら 、 海 を 渡っ て 夫 の 元 へ 行き た いと 願う が 、 
最後 まで その 望み は か な わな いま ま 、 命 を 落 
と す 。 


ФЕРЕ : Лл (Hans) 

CV : RAM 

仕事 に 真面目 な 郵便 配達 員 。 誰 か ら も 理 
解 を 得 よ うと も せ ず 、] 人 で 灯台 に 寝起き 
し て いる アー スラ の こと を 心配 し て いる 。 彼 
女 の 夫 が すでに 他界 し て いる こと を 知り つつ 
も 、 そ れ を 伝え る こと が で きず 、 本 当 に 正 し 
いこ と な の か どう か も わか ら な いま ま 、 夫 の 
フリ を し て 書い た 手紙 を 渡し 続け て いる 。 こ 
の いび ぴ び つ で 偽善 的 な 行動 は 、 彼 の 父親 の 代 
か ら 続 いて いる 習慣 と な っ て お り 、 ハ ンス 自 
身 、 自 分 の 意志 で は も う 辞 め る こと が で き な 
く な っ て いた 。 真実 を 告げ な いま ま に 老 壮 が 
死ん だ こと に 、 安 増 と 悔恨 が 入り 混じっ た 複 
雑 な 感情 を 抱い て いる 。 名 前 の 由来 は 「 人 
魚 姫 」 の 作者 で ある ハン ス ・ ク リス チャ ン ・ 
アン デル セン か ら 。 


u 
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THE ABYSS OF [NIER PROJECT! VOL.3 


「 ニ ー ア ・ プ ロジ ェクト 」 ノ 深淵 


= 


物語 を 織り 成す 登場 人 物 達 の 個性 を 、 よ り 深く 知る た め の 特別 企画 。 敵 と し て 立ち は だ か る 者 達 の 、 戦 う 理由 が 判明 ! 


る ヘンゼル & グ レー テル (Hansel&Gretel) 

石 の 神殿 で 「 白 の 書 」 を 守護 し て いる 、2 
体 で ] 組 の マモ ノ 。 お 互い を 深く 信頼 し て お 
り 、 自 尊 心 を 高め 合っ て 「 白 の 書 , を 守る 
日 々 を 誇り と し て いた 。 ヘ ン ゼ ル が ニー ア (L 
プリ カン ト ・ ニ ー ア ) に 撃破 され て 死亡 し た 
こと で 、 グ レー テル は 姓 乱 状態 に 陥り 、 長 く 
心 を 枯 失 し た よう な 状態 が 続く 。 だ が 、 か つ 
て は プラ イド の 高 さか ら 産 み の 対象 で し か な 
か っ た 小さ な マモ ノ 達 の 優し さ に 触れ 、 艇 慢 
だ っ た 自分 達 を 、 い つ し か 恥じ る よう に な っ 
て いく 。 最終 的 に は 小さ な マモ ノ 達 を 仲間 だ 
と 認め 、 今 度 は 彼ら を 守る た め に 強く な る こ 
と を 願う 。 し か し 魔王 の 城 へ の 手がかり を 求 
め る ニー ア に よっ て 、 守 る べき 小さ な マモ ノ 
遅 と 共に 倒さ れる 。 BMOBRSTVLRE 
の 「 ヘ ン ゼル と グレ ー デ テル 』 よ り 。 


フッ ク (Hook) 

魔 の 村 で 戦う こと に な る マモ ノ 。 カ イネ の 
祖母 を 無残 に も 惨殺 し た 相手 で 、 カ イネ が 心 
の 旗 か ら 殺 し た いと 願う 、 復 讐 の 対象 。 じ つ 
は 何 体 も の ゲシュタルト が 集まっ て 生ま れ た 
個体 で 、 そ の エゴ が 肥大 し た た め に レプ リカ 
ント を 惨殺 し た り 、 他 人 の 記憶 を 土足 で 踏み 
に じ る よう な 残忍 な 行為 に 悦楽 を 覚え る よう 
に な っ た 。 1 個 の 個体 と し て の 意識 は と っ く 
に 財 壌 し て いる こと か ら 、 す で に 暴走 状態 と 
いっ て も 過言 で は な い 。 名 前 の 由来 は 、 童 
話 の 「 ビ ピー ター バン 」 に 登場 する 、 海 賊 の フッ 
ク 船 長 か ら 。 


07174 (Wendy) 

カイ ネ が 復活 し た あと 、 数 年 ぶり 訪れ る 
MONTRSIIERE. EABTEI, 77 
ク 同 様 に 「 ゲ シュ タル ト 。 の 集合 体 で ある の 
だ が 、 そ の 意 蘭 に は 本 来 無賃 人 格 で し か な 
い は ず の 「 レ プリ カン ト 』 達 の 論議 も 取り 込 
まれ て いる 。 そ の た め 、 す で に 理性 や 自我 
時 ば れる よう な も の は ほな く 、 言 葉 も 不明 本 
RISSCEREUR SSH SR< BORE 
отео. SH ORREDEHRCS 
い 。 名 前 の 由来 は 、 章 話 「 ピ ビー ターバン 」 
に 登場 する ヒロ イン か ら 。 


防衛 シス テム / ゼ ベット (Geppetto) 

CV : 門脇 舞 以 

ロ ポ ッ ト 山 の 自 で 戦う 、 巨 大 な 七重 シス テ 
ム 。 か つて は ロボ ッ ト 山 の 醒 事 工 電 で 製作 さ 
NEREP, SHORT BORARRE 
пэ. OTR 
FAEETEWNSU. BAMERRTSEL 
た だ ち に FFELT, BARRE 
始 す る よう に な っ た 。 そ れ が た と え 、「 ゲ シュ 
タル ト 』 や 「 レ プリ カン ト 』 で あっ た と し て も 

. 名 前 の 中 来 は 、 重 話 「 ビ ピノ ッ キオ の 

置 兵 。 に 登場 し た ビ ノ ッ キオ の 産み の 箱 で あ 
SEMA - ゼ ベ ペッ ト か ら 。 


© クレ オ (Cleo) 

LIUAYHRCASTEIRDT, ORY 
ト 山 に 追わ れ て きた 子ども の ゲシュタルト 。 
まだ 幼く 、 素 直 で か わい い 性 格 を し て お り , 
REBRUWABRSILAEANT KY 
の オト リ と な っ て 、 レ プリ カン ト 達 に 殺さ れ た 。 
その 後 ク レオ は 、 ロ ポッ ト 山 の 臭 で P-33 と 
出逢い 、 行 動 を 共に する よう に 。 名 前 の 由来 
B, ВЕ 「 ビ ノッ キオ の 冒険 」 に 登場 する ク 
レオ と いう 金魚 か ら 。 


@P-33 

СУ: SR 

任務 に 忠実 に 働い て きた 、 ロ ボッ ト 山 の 箸 
価 用 ロボ ッ ト 。 ゼ ベッ ト も 破壊 され 、 何 を す 
る こと が 任務 な の か わか ら な く な っ て し まっ 
て いた 時 に 、 偶 熱 クレ オ と 出逢っ た 。 彼 か ら 
さま ざま な 物事 を 教わっ た り 、 無 政 気 に 事 わ 
れ た りす る こと で 、 い つ し か 「 ク レオ を 守る 」 
こと が 、 最 優先 事項 に な る 。 当 花 な が ら 子 ど 
も の 抜い に は 慣れ て いな い が 、 不 回 用 な り に 
クレ オ を 傷つけ な いよ う ジ ッ と し て いる な ど 、 
盲目 的 な まで に 彼 を 大 切 に し て いる 。 形 式 番 
号 で ある 33 の 前 に つく IP) (4, BE Ey 
キオ の 冒険 」 の 主人 公 ・ ビ ピノ ッ キオ の 頭 文字 
か ら 取 られ た も の 。 


@EX® (Sleeping Beauty) 
BRCHONCHEOMT, длсою 
ERLRHTLISHOM. REMRICKIT 
WEISEARFYKI-I2YE2-97 
あり 、 あ た か も 真理 を 語っ て いる か の よう に 、 
思わ せ ぶ りな こと を 仏 め か し て いた 。 世 界 の 
月 壊 と 共に 寸断 され て し まっ た 記憶 の 網 を 保 
持 す る 為 に ひたすら 閑 働 し 続け て いる 。 名 前 
の 由来 は 、 章 話 の 「 眠 れる 森 の 美女 』」 よ り 。 


シャ ハリ ヤー ル (Shahriyar) 

PALSSDORRO, RAKMETS 
存在 。 王 家 の 人 間 が 王 た る 資格 を 持っ て い 
る か どう か を 判断 し 、 王 の 仮面 を 授け る 島 式 
を 司る 。 前 王 が 死ぬ と 、 仮 面 は 返上 され る よ 
うに な っ て いる 。 石像 に は ゲシュタルト が 住 
みつ いた の か 、 あ た か も 自我 を 持っ て いる か 
OMS, RBLTCS. REATOMMAD 
伺 し て し まっ て も 、 ま た 次 な る 王 の 候補 者 が 
挑む 際 に は 復活 する 仕組 み に な っ て いる よう 
だ 。 名 前 の 由来 は 、「 千 夜 一 夜 物語 (アラ ビ 
アン ・ ナ イト )」 に 登場 する 、 ベ ルシア の シャ 
ハリ ヤー ル 王 か ら 。 物 語 中 で は 、 数 多く の 女 
性 を 雪 に し て は 処刑 し て いく 愚か な 王 の 名 前 
が 、 ゲ ー ム 中 で は 「 王 を 選ぶ 者 」 の 名 と し て 
使わ れ て いる と ころ が お も し ろ い 。 


0R0'-9-: ロッ ク (Roc) 
砂漠 に 提 食 う 、 狼 の 群れ を 統率 する 
リー ダー。 BHORELTORREER 
MESDERS, KOBZERHTU 
5. 1300 FM, LOMDY-F-ER 
だ っ た 。 あ る 老人 に 鍋 わ れ て いた 彼 は 、 考 
人 の 代わ り に ゲシュタルト に され 、 永 遠 の 
命 を 得る こと に な る 。 老 人 に 可愛 が られ 
て いた 頃 の 記憶 か ら 、 人 の 形 を 持つ レプ 
リカ ント と は 争わ ず 、 静 か に 暮らし て いく 
こと を 望ん で いる 。 し か し 、 実 際 に は その 
レプ リカ ント の 手 に よっ て 住む 場所 が 礁 われ 、 


同 誰 が 殺さ れ て いる こと も 理解 し て いる 。 最 
終 的 に は 共存 の 違 が な いこ と を 舎 り 、 群 れ を 
率い て レプ リカ ント と の 争い に 終止 待 を 打つ 
ALEATE. MORRE FA 
一 夜 物語 (アラ ビア ン ・ ナ イト )」 で 、 シ ンド 
バッ ド が 出会う 巨大 な 鳥 ・ ロ ッ ク 鳥 か ら 。 


ORIDE (Grimoire Rubrum) 
LE—MLAECPRORR< ERTH 
た 、 封 印 の 書 の 1 介 。 な か に は や は り 、1 
人 の ゲシュタルト が 封印 され て いて 、 そ れ ゆ 
え に 強 力 な 魔力 を 秘め て いる 。 し か し 、 白 の 
EPROFOS 人 語 を 理解 し た り 、 会 
話し た り で きる よう に は プロ グラ ム さ れ て お ら 
ず 、 あ くま で この 2 和典 に よる シス テム を サポ ー 
ト す る 程度 の 能力 に 制限 され て いる 。 名 前 の 
由来 は ラテ ン 語 の 「Rubrum ( 赤 )」。 


⑯ ジ ャ ッ ク (The Knave of Hearts) 

多数 の ゲシュタルト の 和 集合 体 。 性 格 や 自我 
の よう な も の は すでに 和 失わ れ て お り 、 破 壊 箇 
動 が 強い 。 し か し 、 レ プリ カン ト ・ ヨ ナ を 玲 っ 
て 「 魔 王 (ゲシュタルト ・ ニ ー ア )」 の 元 ま 
で 届け る 」 と いう 、 与 えら れ た 使命 だ け は 覚 
えて いる 。 そ の た め 、 圧 倒 的 な 生命 力 で も っ 
て 倒さ れ て も 倒さ れ て も 起き 上 が っ て は 、 ヨ 
ナ が 避難 し て いる 図書 館 に 進み 続け た 。 名 
前 の 由来 は 、 童 話 「 不 思 議 の 国 の アリ ス 」 T, 
ハー ト の 女王 に 使え る トラ ンプ の 兵士 、「 ハ ー 
ト の ジャ ッ ク 」 か ら 。 


@ グ ー ス (Goose) 

ゲシュタルト の 赤ん坊 (the Baby) と 、 
AS MRE хе 
体 し た わけ で は な いた め 、 ま だ 知性 や 意思 が 
残っ て お り 、 多 く の 同胞 達 無残 に も 殺し て 
きた ニー ア (レプ リカ ント ・ ニ ー ア ) と その 
一 行 に 、 悪 り の 炎 を 燃やし て いる 。 何 度 倒し 
て も 復活 し て くる の は 、 それ だ け 多 く の ゲ シュ 
タル ト に よる 集合 体 で ある た め 。 決 し て 不死 
身 と いう わけ で は な い 。 名 前 の 由来 は 、 物 語 
「 マ ザー グー ス 」 よ り 。 
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ニー ア 」 の キャ ラク ター 設定 資料 や 初期 企画 案 を 公開 する 。 
多く の 可能 性 の 中 か ら 、「 ニ ー ア ・ プ ロジ ェクト 」 が いか に し て 
| 現在 の 姿 に た どり 着い た の か 。 想像 を 巡ら せる こと も 楽し い 


キャ ラク ター 設定 rw 


【01】 [5-7 レブ リタン AJO E AR. 
特徴 的 な 髪 の 結い 方 が 詳細 設定 され て で いる 。 

【02】 プ ロボ ポー ショ ン と 装備 下 の イ メー ジ 。「 シ ベリ アン ハス 
キー の イメ ー ジ を 出し まし た (DK 氏 の メモ か ら ) J 

[03] 上 半身 に か け て いる ベル ト 。 背中 の 審 子 の 部 分 で 
固定 し て いる 。 [PP CoO KCL TE 
ん だ 結果 獅子 は 小さ く な っ て いき まし た (DKO 
メモ か ら ) | 


[01] FFROEN, 語り 下げ られ て いる 小刀 

(05) оин, 1 FF. Раоа но мтс. 
[12] тС Se, 

[13] BORRES). 


(14) 服 の 模様 (線画 )。 


[от] 手付 と タン の スケ ッ チ 。 

108) [=-7 レプ リカ ント 』 ス トー リー 後編 の 主人 公 。 

109) tenis) RIED. 一 部 欠損 し て 
эё, 

[о] водою. AORA. ЕРИ» 


COMMENTARY 


(15) カイ ネ の 顔 設定 。 「 目 の クマ は 6 日 徹夜 し た 感じ 。 横 
尾 さ ん が 嬉し いら し い の で (D.K 氏 の メモ か ら ) | 

[16] 花 を 挿し て いな い バー 

17] 何 度 か 描き 直さ れ た プロ ボー ショ ン の イメ ー ジ 。「 胡 
の 結び は 長く 、 胸 は 大 きく な り まし た (D.K 氏 の メモ 
み ら )」 

[18] 手袋 。 指 の サイ ド に 鞍 製 の ライ ン が 入る 。 

[19] ARO (ふくらはぎ) に 巻 か れ て いる ベル ト の 


バッ クル 。 カイ ネ の 脚 に は 実に 多く の こだわ り が 込 
め ら れ て いる 。 

[20] カイ ネ の 刀 。 サメ の 歯 を 模 し た 刃 が つい て いる 。 [4 
イネ の デザ イン が 左右 非対称 な の で 、 同じ 刀 を つ 
が いで 持た せ て パラ ンス を と っ て み ま し た (D.K) | 

[21] 女性 で ある こと を 意識 させ る ヒー ル 。 「 生 足 で 描け 
と いう 命令 だ っ た し 、 ヒー ル に 行く し か な か っ た ん で 
F (DK 氏 の メモ か ら ) | 


122] 7 号 の 杖 。「 こ れ が 人 生 初 め て の 魔法 の 杖 で す 
(D.K 氏 の メモ か ら ) | 

[23] 7 号 の 表情 (?) 集 。「 横 尾 さん の 悪 趣味 か ら 生ま れ 
た キャ ラ だ と 思い ます (D.K 氏 の メモ か ら ) | 

【24】 全身 イメ ー ジ 。 

[25] フー ド の 下 。 「 骨 の 1 個 1 個 ま で ちゃ ん と 摘 き た か っ た 
ん で す …… (DK 氏 の メモ か ら ) | 


|4d32N030, 


g 


|!4зэноэо, 
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YONAH(1SYEARS OLD) F 


(355) 


126] 左 は 「 料 理 、 洗濯 、 お 掃除 、 任せ て よー ぉ 安 ] の 
ポー ズ 。 MALO TELA ERAN T 
いる 。 本 編 中 で この よう な 元気 な 姿 を 見 る 機会 は 
少な い の で 、 貴 重 な 資 料 と いえ る だ ろう 。 

[27] ヨナ の プロ ポー ショ ン 3 面 図 。「 子 供 の 女の子 を 描く 
の は 本 当 に 苦手 で す が 、 頑 張り まし た (D.K 氏 の メ 
モ か ら ) | 

[28] ヨナ の スリ ッ パ 、 


129] 15 歳 の ヨナ 。 基 本 的 に は 背中 向き の イメ ー ジ の キャ 
ラク ター、 と 資料 に ある 。 [一 番 お 気に入り の キャ ラテ 
TH. 寝る だ け だ な ん で うら や まし い …… (ОКЕ 
の メモ か ら ) | 

130) 幼 ま を 残し た まま 、 す こし 大 人 っ ぽく な っ た 。「 寝 た ま 
まだ っ た わけ で すし 、 性格 の あら われ や すい 顔 は 
あま り 変 わら な い だ ろ うと (D.K 氏 の メモ か ら ) | 

131] リボン の 模様 。 


зык EM 


=> 


[39] 


[40] 
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[32] ディ ルク ター の 横尾 氏 が 最も こだわ っ た と いう 「 白 の 
書 ] の デザ イン 。 何 度 も リテイク を 繰り 返さ れ た と の 
Zk. 「 そ れ は 、 き っ と 恋 だ と 思い ます (D.K 氏 の メモ 
か ら )」 

[33] ペン ダン ト 

[34] ペン ダン ト の 身体 に か ける た め の 紐 組み 、 

[35] くせ の ある 、 それ で いて ヨナ と 似 て いる 雰囲気 を 出 
し た か っ た と いう エミ ー ル の 顔 。 


[36] エミ ー ル の 人 間 時 の 姿 。「 化 物 の 姿 が も っ と 可愛 
れ て る よう な 気 が す る 可愛 そう な (わざ と 
と か 宜しく お 願い し ます 


… (DK 氏 の メモ か ら ) | 
[37] FEN ( 右 ) と ポポ ル ( 左 ) の 髪型 の 違い が よく わか 
る スケ ッ チ 。 
【38】 2 人 の 衣装 の スケ ッ チ 1。 ポー ズ や 表情 は ほぼ 完 成 
イラ スト に 近い 状態 


[39] 2 人 の 衣装 の スケ ッ チ 2。 外 奏 を 外し た 様子 。 
140] 2 人 の 衣装 の スケ ッ チ 3。 HO TORT. 


1439N090, 
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[41] 少年 時 代 の 顔 の スケ ッ チ 。 BWER 


メー ジ は 初期 か ら あ っ た よう だ 。 


[42] 頭髪 は 短く 、 肌 の 露出 が 


少な い 。 


[43] 小 公子 然 と し た 華美 な 装い 。 


= 


145] ゲー ム 画 面 を イメ ー ジ し た スケ ッ チ 。 


de 


[44] 小 公子 ニー ア の 成長 し 
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[46] 
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[46] 初期 の 』 ナ の スケ ッ チ 。 光 を 思わ せる 美 少 女 。 | [51] 完成 積 に 比べ 、 質 の 良い 衣装 を 身 に つけ て いる 。 


[52] 眠り 姫 と な る 設定 は 初期 か ら 存在 し て いた 模様 。 
カイ ネ も か く や 、 と いう プロ ボー ショ ン に 成長 する 可 
能 性 る も あっ た ? 


[47] ぬい ぐる み を 抱え で てい る ヨナ 。 

148] 設定 資料 の 扉 に 挿入 され て いる アイ キャ ッ チ 。 
【49】 制作 の 進行 を 反映 し た アイ キャ ッ チ ver.2。 
[50] 可愛 すぎ て 困る 。 


30) 


1832 


キャ ラク ター 初期 設定 


COMMENTARY 


BAAR, 
と は 、 と て 


【53】 当初 の イメ ー ジ カラ ー は 
の ちの ち 「 下 着 女 ] と 呼ば れ : 
も 思え な い . 

154] 短剣 を 構え る カイ ネ 。 髪型 は 初期 か ら あ まり 変わ っ 
て いな いよ うだ . 

155) [54] と 対 に な る イメ ー ジ 。 凶暴 な 面 を 内 
いる 。 


1 子供 時 代 の カイ ネ 。 まだ テ ュ テ 
い 時 期 か . 


侵食 され て いな 


57] この 段階 で は "ハル ア " と 呼ば れ て いた 、7 号 の 初 


MESE. 資料 に は 「 ニ ー ア と カイ ネ の 良き サポ ー ト 
役 ] と ある 。 

1 BAHL SLs, めで 卵 を 連想 させ る 7 号 の 頭 部 
の スケ ッ チ . 


concerr $3 () 
WORKS 


И 


[63] +=—7 (218) 


ニー ア (38 ~44#) 


[64] +=—7 (16m) 


[65] +EE 


[59] 当初 は ハル ア が 仲間 に な る (そし て 7 号 


ハル ア か ら 派生 し て 生ま れ た キャ ラ (631 
а l 


ー ネ ッ ク チー フー…? 


初期 企画 案 


¿PER COMMENTARY 
当初 の 
oh 


Sneatos camtonw 


プロ ジェ クト ] の 初期 に 制作 され 
「 其 壊し た 世界 ]「 ワ ー ド 


-7 。 ゲ シュ タル 


企画 書 


シス テ 


Nel= レプ リカ ント 」 に 至る まで 受け 継が れ 
て いる 
【71】 13 冊 の 魔法 書 の 中 に 、 既に 「 白 の 書 」 が 存在 し て 


\ と が わか る 
172) [MEOH | 神話 の 森 」] な ど が 見 える 世界 地図 。 基 
本 的 な 設定 は 当初 か ら 5 固まっ て いた よう だ 


キャ ラク ター イメ ー ジ 


he book of death. 


COMMENTARY 


[73] жо | の 力 を 得 て 戦 う 「 ニ 
の 病 か ら 救 うた め 、 う コ ン セ プ ト は この 時 か 
在 し て いる , 

【74】 半身 を マモ ノ に 侵食 され 、 を 守る 
EHTS 「 カ イネ ]。「 剣 の 書 ] を 持つ と い 

だ っ た 

[75] 少年 期 の 「 ニ 

【76】「 魔 の 書 」 を 操る 人 骸 


s の 魔術 師 「 ハ ル ア 」。 ЖЖ. 
и, 魔力 を 得る 代償 と し 


中 エネ ミー イメ ー ジ COMMENTARY 


1 「 ハ ンプ ティ ダンプ ティ] 。 第 人 人 の 本 「 芳 の 書 ] 

【78】「 ヘ ン ゼ ル 」。 第 三 の 本 「 幻 の 書 」。 も う 1 体 の 巨 
人 「 グ レー テル 」 と の 連係 攻撃 を 得意 と する 設定 

様 で あ 

で 近づき 、 子 供 の 魂 を 食らう 、 

第 十 二 の 本 「 杖 の 書 ] 


は 、 製 品 版 


[ドロ シー」 。 $ 


concert $3 () 
WORKS 


も イメ ー ジ イラ スト COMMENTARY 


【80】『「 終 末 の 書 」 を 使い し 者 最悪 の 激 
痛 が 、 精神 に は 漆黒 の 間 が 訪れ る だ ろう 。 それ で 
EM, 最愛 の 人 の 為 に その チカ ラ を 望む の で あれ 

ほえ る 程 の ナチ カラ を その 手 に 与え よう 

が 全て を 終末 に 導く チカ ラ だ と し て も 。」 


14321020 


[1d33N030, 


lby NieR THE COMPLETEGUIDE GRIMOIRE NieR 
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5|「 ゲ シュ タル ト 計 画 」 設 定 資料 
ゲー ム を 終え て な お 深まる 、「 ゲ シュ タル ト 計画 」 OB. 
その 裏 設定 を 、3 つ の 公式 資料 か ら 読み 解く 。 
概要 資料 1 : 「 ゲ シュ タル ト 計 画 概 要 較 
「 ゲ ミ = a 
ゲシュタルト 計画 」 の 骨子 EMER TL EAE 
評 の 奇病 「 白 塩化 症 侯 群 , の 流行 に より 、 種 と し て の 絶滅 危機 に 瀬 am |, | ese 
し た 人 類 が 、 その 存亡 を 賭し て 進め た 「 ゲ シュ タル ト 計 画 」。 資料 に よる ий 


と 、 そ の 骨子 は 右 の 概要 図 の と お り と な る 。 具体 的 に は 、 白 塩化 症候 群 
の 感染 源 と な っ た 粒子 「 魔 素 」 す ら 利 用 し 、 人 間 の 魂 を 抽出 する 「 ゲ シュ 
タル ト 化 」 の 技術 を 確立 。 魂 が 抜き 出さ れ た 肉体 は デー タ と し て 保存 さ 
п. その コピ ー た る 肉体 を 疑似 人 格 「 レ プリ カン ト 」 に 管理 させ つつ 、 礎 


病 根絶 に 当たら せる 、 と いう 内 容 だ っ た 。 


概要 図 補足 


・ ゲ シュ タル ト …… 白 塩化 症候 群 へ の 感染 を 回 避 す る 目的 で 、 人 間 の 天 を 魔法 に 
よっ て 抽出 し た 存在 。 太陽 の 光 に 本 く な る 、 と いっ た 不具 合 も 発生 する 。 

魂 が ゲシュタルト 化し て 抜け 穀 と な っ た 肉体 に 、 魔 法 で 擬似 人 格 
を 植え 付け た 存在 。 主体 的 な 意思 は 持た ず 、 生 殖 能力 も な い 。 

"レブ リカ ント を 管理 する 目的 で 作り 出さ れ た 機械 人 形 。 レプ リ 
カン ト に レギ オン や 白 塩 化 症候 群 の 駅 遅 を させ 、 すべ て が 完了 し た 段階 で 「 殊 ( ゲ 
シュ タル ト ) を (レプ リカ ント と し て 用 意 さ れ た ) 肉 体 へ 戻す 」 計画 を 実行 する よう 、 プ 


* レ プリ カン ト - 


・ ア ンド ロイ ド … 


ログ ラム され て いる 。 


・ レ ギ オ ン …… 白 塩化 症候 群 に 感染 し 、 凶 量 性 と 残 膚 性 を 増し た 元 ・ 人 間 。 病気 
の 影響 で 表皮 は 白く 塩化 し 、 知 能 も 低下 し て いる が 、 運 動 能力 は 向上 し て いる 。 


ne アン ドロ イド 


魂 の み の 存在 に | 
—_— 
ゲシュタルト レプ リカ ント 


| 内 体 を 擬似 人 格 が 
管理 


Y 
人 間 と し て 再生 


魔法 の カ で 
融合 を 補助 


白 塩 化 症 候 群 


m ROR 


白 の 書 


「 ゲ シュ タル ト 計 画 」 
発動 の 経緯 と その 変 y ly れ z< の 計画 が と の よう な 在 旨 で 発動 RREN, 


ここ で は 膨大 な 設定 資料 の な か か ら 、「 ゲ シュ タル ト 計 
画 」 に 関連 する 事件 や 出来 事 を 、 年 表 と いう 形 で まとめ た 。 


R2: 「 ゲ シュ タル ト 計 画 」 関 連 事項 年 表 


ゲー ム で 語ら れる 顔 末 へ と 至る の か 、 理解 で きる は ず だ 。 
な お 、 いく つか の キー ワー ド に つい て は 編集 部 に よる 推察 
や 私 見 も 交え つつ 、 詳 細 に 解説 し て いる 。 


Be | 事件 / 出 来 事 詳細 KEYWORD 
2003 164128 EXC "2003 ¥ 6A 128 15 RA. 新宿 に 突如 巨大 な 白い 像 (以下 巨人 」 と 呼称 ) が 出現 
16.12] 890% + BRR ORO S SESH (NTS, INS E E E Ф Елга, 
効用 と も に 不明 2003 年 6 月 に 前 触れ な く 東京 ・ 新 
・ 電 と 巨人 に 対す る 攻撃 方 法 に つい て 、 自 税 内 で 革 急 検 計 。 内 基 に 対策 室 が 設立 癒 へ と 出現 し た 、 質 量 を 持た な い 「 巨 
sm EAMA., 25. EAPSEMBRIMMENT. MARE AIEE R 人 々 が 騒然 と する な か 、 
BANNER, "MEER MEME 和 303 RGM: 27-721 AM ER caps tee ace Mage bea ЖОЦ 
O BAD MREROREE TS. KERO 
m, ZORRRISIZIEAREND, BALLSKENSCE. HEMER S204, 勝利 に 終わ る 。 そ の 意 を 自衛 隊 の 「 ス 
cB 600 人 円 以 上 714 AM, WAR- REL. Б 
・【6.12】 OFT MEBRICMOSHMONSS, FORY REE MICA, 事 の 拡大 は 防 が れ た か の よう に 見 えた 。 
テロ や 他国 の 陰 課 認 が 間 巻 き 、 大 混乱 に г a 
LIL, TOMOT HAMMERS Le 
7 に 、【6 121 に つい з 
MOR RHA Bena see 16.12] CO\TELEORSENERTER (参加 国 は 日 本 、 ア メ Re NE a 
- PAVAIEFOEREL, KEMENDRBERERT (DIRA BREA 5) が 、 пштананова=& 
DHE) る 。 な お 、 記 録 に は 「 意 の 背中 に 人 間 
MZA HABRAZR ER ЕНЕС SANGRE SEE TRORRORE, SIR 100% ожти, EDEM 
` PRCT SHRM (UNSHEODLHTTLIRMLEEDTERRLFASN. ж る が 、 詳 細 は 定か で は な い 。 
тагы) 
2004 B2A ясла - SROBREMBA, вовсю. 新宿 に 集中 


mA 奇病 で 性 格 が 異化 し た 人 間 が 出現 


・ 感染 者 の な か か ら 、 性 格 が 凶暴 化 する 者 が 出現 。 死者 と 凶 胡 化し た 人 間 が 新宿 に 集まり . 
機能 的 に 新宿 が 空洞 化 
・ 日 本 、 世 界 各国 か ら 病 気 の 究明 を 追 ら れる 


BSA 凶暴 化し た 人 間 が 新宿 に 其 延 


・ HETDERENETEIMA. 研究 に より 、 感 委 者 は 「P 要 化す る 人 間 」 と 「 死 亡 する 人 間 
が いる こと が 判明 


BGA BRE RMR AS 


+ 2003 ¥ 12 月 より 研究 し て いた 医師 グル ー プ が 発表 。 EME, 「 死 亡 」 に つい て の 原因 は 
不明 で ある が 、 同 一 の 病 で ある こと が 認知 され る 

・ 都 庁 が 移転 。 同 時 に 、 未 田町 と 帳 居 の 移転 が 提言 され る も 、 宝 内 庁 は これ を 抱 耕 

永田 町 は 立 族 が 埋まら な く な る も 、 天 留 を 発表 


WA 新宿 が 危機 レベ ル 4 に 制定 


~ 新 宿 区 の 危機 レベ ル が 最高 に 達し 、 交 機関 の 停止 や 、 首 路 の 租 双 寺 閑 が 進む 


шоя FERNANDA 


` BAUR, SRERORSESY, —E. HREMRNCHMTSCCERR 

"ABERHSORHERFERRUE. UE, MERET DËR ЕНЕН ӘМ (N 
EL, AYRETEMAERNES) 

 FETZSERNSHURLLL-EBLERHOREICHEEHEL. TADINDEO 


KT, ERS ii AS 


O ашыт. 

竜 の 死体 より 検出 され た 「 魔 素 」 と 
呼ば れる 粒子 を 吸引 する こと で 発病 す 
る 病 。 発 病 者 の 皮膚 は 白く 塩化 し 、 数 
日 一 数 選 間 で 死 へ と 至る 。 な お 、 感 染 
者 の な か に は 死 を 発 れ る も の の 、 凶 暴 
性 ・ 残 載 性 が 極度 に 肥大 する 者 も 出現 。 
BERLINA 3 РЕ ч 
る ( 図 暴 化し た 者 は 「 レ ギ オ ン 」 と 呼 
称 さ れる )。 種 の 存亡 が 危う く な っ た 人 
類 は 、 こ の 病 の 根絶 と 、 レ ギ オ ン の 環 
減 を 余儀 な くさ れる 。 
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non MENA RS 
[208,088 


«FEADCEAGEEREL, WEIHER, ассо TUTOR, END 
Вава EAM ORERRORADHENS (ANTENSATHR. tt 
TOCABA авес) 


画 12 月 EORMORRORRAE 


・ 新宿 区 内 へ 章 図 的 に 残っ た 報道 関係 者 か ら の 通信 が 、 と ある 納 像 を 最後 に 途切れ る 
・ PURER ASEMORNAD THREATENS. 映像 は 放映 され ず (た だ し ネッ 
ト 上 で は 流出) 


2005 


MZA TERCER ODER. MAME 


"BAM, ВЕС Бано MOE. АНЕС Л. MIRA 
・ 日 本 政府 、 白 塩化 症候 群 の 感染 は 一 時 的 に 沈静 化し た と 発表 ( 病 に 関す る 研究 は 引き 続き 
継続) 


2006 


B5A 「 白 塩化 症候 群 」 に 関す る 事実 が 判明 


+ BEER OR RREMIC TER DRT 5,048. MEFLANTRESE, LO 
研究 結果 が 政府 へ 提出 され る 
(一 部 柴 色 体 に 軽度 の 異常 を 持っ て いた 人 が 凶 野 化す る 可能 性 が 高い と いう 見 解 ) 
・ 結果 の 発表 は 行わ れず に 、 更 な る 調査 が 紹 密 要 に 進め られ る (この 研究 結果 は デー タ の 控 
造 に よる 誤り と 後に 判明 ) 


BER 「 意 」 の 亡骸 を 持つ 研究 所 買 撃 事 


AN ШЕ. 自衛 了 に よっ て 抑え られ る 
-BOCBETENSE, EHOMLUFREFPIKDFENWENE. сони. 
BRROTD ARCAS 


2007 
2008 


BIO 新宿 の 衛星 写真 に 異変 

MA TUTOR AR 
「 レ ギ オ ン 」 と 「 レ ッ ドア イ 」 の 存在 を 確認 
RMIT ES LAA MEE, мй 


・ HEORRCT TERIA ASS (MSENSCRRMENT. 報道 な ども と くに な し ) 


・ 新 宿 の エリ コ の 璧 が 内 側 か ら 破 壊さ れる ( 破 壌 時 に は 【6.12] の 巨人 が 発し て いた 音 と 同様 の 
も の が 鳴り 響い た こと を 確認 ) 

・ エ リコ の 時 の 内 貸 か ら 、 大 量 の 白い 中 時 な 化け 物 (以下 「 レ ギ オ ン 」 と 昨季 ) が 出現 。 人 々 を 
Mär EL. RREMDET 

+ LIRVERFLTTRNE. тонош FILA COM MERENS 

+ ERO LAA LEL YEP TERRI LEAS REM 

окутса. LETT ABAMEL THD. FREES 


BS 「 白 塩化 症候 群 」 が 再び 広まる 


OIE) EPO, MEEA EREK 


BSA 「 間 」 の 研究 所 が 密か に 移転 


・ 電 の 亡 均 を 研究 する 機関 の 研究 所 が 、 密 か に 日 本 か ら 秒 転 。 移転 先 は 公表 され な い ( ア メリ 
カ と する 説 が 一 般 的 ) 


BOR 政府 機関 と 息 居 が 九州 に 移転 


・ 政 府 機関 、 皇 居 と も に 東京 を 苑 れ る こと に 決定 。 移 転 先 は 寝 書 の 少な い 九州 


тоя 日 本 ・ 本 州 全土 が 戦場 化 


・ 病 に よる 死亡 者 、 お よび レギ オン 化す る 人 間 が 増加 。 レ ギ オ ン と 自 午 際 と の 戦闘 で 本 州 は 混 
EL. ARRI 
AM. аласт отаю, шаси ось. BANCO AED 
実施 され る 事態 に 

・ 混乱 に 乗じ 、 旬 罪 が 多発 。 海 外 か ら の 千 渉 も 日 に 日 に 者 し く な り 、 日 本 政府 は 画 及 状態 に 

・ ア メリ カ か ら 二 事 協定 の 話 が 持ち 上 が る が 、 内 傘 は 日 本 に と っ て 非 沙 に 不利 な も の に (他国 
HERE) 


2009 


BA 「 日 米 共同 戦線 定 言 」 発 表 


・ 物 納 や 軍備 に 不安 を 感じ た 日 本 政府 は 、 ア メリ カ と 共同 戦線 を 張る こと に 決定 
・ ア メリ カ は レギ オン の 死体 、 お よび 捕 青 者 を 持ち 婚 り 、 軍 事 利用 する 目的 で 戦線 参加 
ANA, EOL. HLEIER, AMMO ERIC 


вза 「 新 宿 壌 減 作戦 」 決 行 


・ 新宿 か ら 無 以蔵 に 江 き 出る レギ オン へ の 対策 と し て 、「 新 宿 料 減 作 戦 」 が 決行 
・ 新 宿 へ の 一 斉 砲撃 が 行わ れる も 、 レ ギ オ ン の 数 の 減少 は 極め て 剛 少 
・ ア メリ カ で は レギ オン の 研究 が 進め られ て いた が 、 有 効 な 対抗 手段 は 不 李 明 


MIA ESO RE 


TAJN, BEBANKGORKUFMERE, NOAR, PRIE 
・ 柱 攻撃 作戦 発表 。 国 内 で は 換 知 両 語 が 巻き 起こ る も 、 国 際 世 謗 は 畠 成 の 風向 き 


MEA 新宿 を 中 心 に 楼 が 投下 


"BAGH, 新宿 へ の 拓 攻 撃 作戦 が 実行 され る 。 図 ら ず も 日 付 まで が 同じ と な り 、「 ヒ ロ シ マ 
の 悲劇 再び 」 と 呼ば れる よう に 

・ 新 大 を 放 切 り に 、 松 に よる 攻撃 が 本 格 化 。 日 本 全土 が 焦土 と な っ て いく 

・ 新 宿 は 壊 江 。「 グ ラウ ンド ・ ゼ ロ 」 と 呼ば れる よう に 


тя 日 本 国内 か ら 、 
すべ て の 「 レ ギ オ ン 」 の 消滅 が 確認 


・ 科 学 的 検証 を は じ め と する 、 さ ま ざ ま な 手 答 に よる 確認 作業 の 結果 、 す べ て の レギ オン の 消 
хав 


2010 


B28 中 国 に 「 レ ギ オ ン 化 」 し た 人 間 が 出現 


国 に レギ オン が 出現 。 凶 本 に な っ た 人 間 が 人 々 を 雪 う 事件 が 発生 (日 本 国外 で 初 ) 


юзв АСТ ГИТ ТУ 


RFTEELEREDRMIMRENE. FRYEMTRAEEHENSEIK 


ШАВ 「 レ ッ ドア イ 」 の 生存 が 確認 


・ 世 界 中 で 「 死 」 と 「 レ ギ オ ン 化 が 広まり 、 世 界 失禁 で 混乱 が 加 吉 
・ 死 潤し た と 思わ れ て いた レッ ドア イ の 生存 も 礎 旗 


BGA 「 意 の 研究 か ら 「 多 元 世界 説 」 立 証 


・ 秘密 理 に 進ん で いた 電 の 亡 藤 の 研究 に より 、 こ の 選 界 と は 空間 を 別に し て 存在 する 、 軸 世 
界 の 存在 を 裏付け た 「 多 元 世界 説 」 が 立証 

・ 列 世界 か ら の 購 末 干渉 の 研究 が 進ん だ 結果 、 本 来 この 世界 に は 存在 し 揚 な か っ た 粒子 が 発 
見 され る 

0В161210 ЛАНЫ ЖОЊОЮТЬ Ф, ЫВ, CONFER CT 
-аш танов. COMRTHSCOFRERORE 

RCD. MOREE CS ешн FR TOMATE 
(RASTER, йсй сентсщяыт\. CAMEOS 
広まる こと に ) 

 ROSREMISERPRÄNDISLHR, ERMLGCRKUIMPELSRENEID, 
空気 感染 と 同等 の 扱い に 

・ 牙 素 の 発見 に より 、 さ ま ざ ま な 分 野 の テク ノロ ジー に ブレ イク スル ー が 発生 

・ 多 元 世 界 の 研究 が 進み 、 こ れ ま で 仮説 で あっ た 「 多 元 世界 すべ て で エネ ルギー は 保存 され る 
と いう 説 が 立証 


2011 


MOR FRSA е 


OC REBUDARCANSHAMOMRESTS. DATE, ARMAR 


ROCKER TITHD, BHO ERMA PLAOREDWSNS (あく まで 推測 
し ベル) 
・ 結 時 報道 も う や む や と な り 、 事 件 に 関す る 情報 は 完全 に 経 和 され な く な る 。 


2014 


SA F527 


AECERNDERENIAO, WII DE. 人間 の 魂 を 抜き 出す 「 ゲ シュ 
タル ト 化 、 技 箱 の 研究 が 進む 

・ ゲ シュ タル ト 化 の 人 体 実験 が 成功 。 同 時 期 、 ゲ シュ タル ト 化 し た 人 間 を 元 の 体 に 戻す 実験 
も 成功 する 


BSA 「 麻 法 」 に つい て の 研究 が 進む 


・ 護 素 を 通じ 、 多 元 世 界 か ら の エネ ルギー を 控 取 し 、『 無 より 有 を 生み 出す 技術 」 が 確立 。 以 科 、 
TORRE EF 

(REL. MEERÄTESOKEOSREMERLTILT, SREREAHSEERAS 
DERRY SND) 


WA RCE лаин 


"FIII DES, GCMRORACK ТШЕН. LEALEORMERASER 
験 を 開始 する も 、 作 戦は ほ 失 数 

・ 作 戦 に 参加 し た ゲシュタルト た ち が 、 SROBRCHADNT RRS 

(し ギ オ ン が 元 人 間 で 、 弄 へ の 生 芝 を 受け た 自分 達 と 境 遂 が 飲 て いる た め 、 と 考え られ る ) 


KEYWORD 


© '1/708, 
BEILERFOEREDARLILL 
た 新宿 を 物理 的 に 封 策 する た め に 作り 出 
され た 巨大 な 璧 。 ヘ へ ブライ 聖書 に 登場 
зё. (IVI, CHS HEROBES 
城壁 が 名 の 由来 と 推察 さ れる 。 各 内 
で は この 警 は 、 主 の 言葉 に 従っ た イス ラ 
エル の 民 が 「 契 約 の 箱 』」 を 担い で 7 日 
の 間 城 壁 周 辺 を 廻り 、 角 街 を 吹く こと で 
農 壊 し た と いわ れる 。 新 宿 に 作ら れ た こ 
DEI, MRERALTISNEOD, 
名 は 偶 熱 の 一 致 な の か 、 定 か で は な い 。 


る 「 し レギ オン 』 
白 塩 化 症 師 群 感染 に よる 死 を 免れ た 
者 は 、 凶 暴 性 ・ 残 虐 性 が 肥大 し 、 身 体 
能力 が 向上 。 そ の 代償 と し て 知性 を 失 
D RBROAMERS SIEM oIe— 
「 レ ギ オ ン 」 と 呼ば れる 彼ら に 製 われ た 
人 間 は 、 白 塩化 古 候 群 へ と 感染 し て 死 
を 迎え る か 、 新 た な レギ オン と 化す こと 
こう し て 岳 の 権 悪 者 を 増やし 続け 、 
世界 を 其 壊 へ 導く こと が レギ オン の 存在 
意義 と 推測 され る 。 レ ギ オ ン は 症状 が 進 
むと 、 外 見 が 人 型 か ら 逸 脱し 始め 、 場 
合 に よっ て は 非常 に 巨大 な 個体 と な る 者 
も いる よう だ 。 な お 、 白 塩化 症候 群 に は 
「 異 世界 の 神 の 呪い 」 と いう 裏 設定 が 
存在 。 神 の 呪い に 抗 し きれ ず 、「 世 界 を 
無 に 帰せ 」 と いう 命令 に 身 を 任せ た 者 は 、 
契約 の 証 と し て レギ オン 化 。 命 令 に 痛い 
た 者 は 白 塩 化し て 死亡 する 設定 に な っ て 
いる 。 尋 世界 の 神 と いえ ば 『 ド ラッ グ オ 
ンド ラグ ー ン (以下 DOD)』 に 登場 し た 
「 神 」 を 起 像 し て し まう が ・ 


Ф 「 レ ッ ド アイ 」 

魔 到 の 汚染 度 が 高い 一 部 の 人 間 は 、 
知性 を 残し た まま レギ オン 化 。 意 思 を 持 
NS SERRI RER 
DAMELDMERICHERLT NT. 
これ ら の レギ オン は 真紅 の 瞳 を 有する こ 
と か ら 、「 レ ッ ド アイ 」 と 呼ば れ 、 明 怖 
の 対象 に 。 な お 、 レ ッ ドア イ 化す る 者 は 、 
それ だ け 員 世界 の 神 か ら の 千 渉 度 が 高 
く 、 世 界 の 江 亡 を 望む 神 と の 契約 に 前 
向き な 性 格 で ある 、 と いう 裏 設定 も 存在 。 
ちな み に 「『DOD』 に 登場 し た 、 神 の 力 
の 具現 者 で ある 「 マ ナ 」 や 、 彼 女 に 従う 
「 帝 国 兵 」 た ち も 真 紅 の 憧 を し て いた 。 


@「 多 元 世界 説 」 

竜 の 死骸 の 研究 に より 、 こ の 世界 と は 
次 元 を 異 に する 「 多 元 世界 」 の 存在 が 
実証 され た 。 研 究 の 過程 で 白 塩化 症候 
群 の 感 夷 源 と な る 魔 素 と 呼ば れる 未知 
の 粒子 が 発見 。 さら に 、 魔 素 の 利用 で 「 魔 
法 」 が 使用 可能 と な る 事実 まで 判明 す 
る 。 こ れ に より 、 皮 肉 に も 人 類 の 文明 は 
大 き な プ レイ クス ルー を 迎え る こと に 。 


@「 ゲ シュ タル ト 」 

厩 法 の 利用 に より 、 人 間 の 肉体 か ら 現 
を 抽出 する 技術 が 確立 抽出 され た 魂 は 
「 ゲ シュ タル ト 」 と 呼ば れ 、 白 塩化 症候 
群 へ 感染 し な く な る こと が 確認 され る 。 
後に 、 ゲ シュ タル ト 化 し て ある 程度 時 間 
が 経過 する と 、 知 性 や 自我 を ほぼ 失っ て 
「 月 壌 体 」 に な る こと が 判明 する が 、 こ 
の 欠陥 は 後に 改善 。 当 初 は 肉体 を 長期 
保存 で きる だ け の 財産 を 持つ 、 富 裕 層 
LATORRE Spots また 、 
ROME, CIENBERALALS< 
存在 し た 。 
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BEA 7727 ME ERES 


"FY29NEOEMSÄRGSEHMONTEN. ЖЕНЕТ 
а о Е а 
ET 


2016 


BZA 「 ル シフ ェ ラー ゼ 」 が 完成 


: ERCERROENTESTEER TENER, 


B5A 「 ル シフ ェ ラ ー ゼ 軍 」 が 結成 


+ BOFCOOAMERD TAS 725—UERS. ENSOAMERMEL. EFTER 
 EMISLFAYEROLSORFRERTL. RHENO. 以後 、 こ の 動き は 全 世 界 へ と 
ER 

+ LEAPOMMEBRELE'S 1 RAHFENETSYNNDRE, LAA LOZA 
ож. 2и 


W128 「 ハ ー メ ルン 機関 発足 


MIT HORRNEFME LOLA A. 身体 能 力 の 高い 子ども へ 優先 的 に 投 
SL. ERERTESKE 

- RESESS 10 ADERTRALE RENA FE NERENS 

HREDOROFESTEERPNSANIAL. EMMMELTATSERER AL 
FR 


2018 


п DISARM EL 


+ NLM, BRERA TERE DR LORY LIS 

+ MRORAARERB~ORBRBENTS пас дйни. NRT (ARMS 
AMORA EHS) 

・ 研 究 所 の 存在 は 機運 項 に 。 Брусок ДАЗВ: 


2019 


LAA HFL OB FFI 


-LAAVEFE MORADA. 157710340. BS—EALOMREMAHBE 
うに 

(た だ し 、 そ れ 以 上 の 打開 策 も な く 、 十 字 軍 は 引き 続き 派遣 され 続け る ) 

・ 子 ども が 多い 国 ほ ど ハ ー メ ルン 概 関 内 で の 発言 カ が 増す 傾向 に 

・ 日 本 は 経済 的 に 鞭 体 化し て お り 、 生 き 延び た 人 の 多く は 九州 を 中 心 に 生 活 


2023 BUEDEODEALLSEMBMLRA 


` REBELFIYLDMNGETERSEONEDEHNENN. ERMSEMMUTA 
(世界 中 に スラ ム が 絶大 ) 


2025 


MA 「 レ プリ カン ト 化 」 の 技術 が 確立 


・ ゲシュタルト 化し た 人 間 に 「 器 」 を 用 意 し 、 そ の 九 に ゲシュタルト が 入り 込む こと が 成功 

・ ゲ シュ タル ト 化し た 人 間 の 肉体 か ら 採取 し た 情報 を 元 に 作ら れる その 懇 を 「 レ ブリ カン ト 」 と 
し 

レプ リカ ント 化 に 関す る 挟 術 は 、「 ゲ シュ タル ト 計 画 」 の 一 環 と し て 研究 が 進め られ て いた 


2026 


mor 


IORBRRMTÍSNTOR RRABOS ORE, AURBAD 7B, LESNA 
作戦 が 実行 
RRCSEAGRBORMESHAL, пяем. 研究 所 自体 も 大 組 に 締 小さ れる 


2030 


還 「 レ ギ オ ン 」 の リー ダー「 レ ッ ド アイ 」 全 拍 


・ 第 13 次 十字 軍 の 際 長 が 、 エ ル サ レ ム に て レギ オン の 続 率 者 で ある レッ ドア イ の 最後 の 1 E 
+88 

・ 知 性 を 持つ レッ ドア イ の 全滅 で 、 レ ギ オ ン の 行動 は 続 制 が 取れ な く な る 

・ 十 字 宣 の 隊長 は レッ ドア イ と の 戦闘 時 の 傷 が 元 で 死亡 


2031 


2032 


[1433N030, 


агаштан... аысщш 


LITA DEMOLIDO, TEL. ШЕРИН БО 
FERFTEE 


WER 「 レ プリ カン ト 化 」 の 技術 が 一 般 に 公開 


・ ゲ シュ タル ト 化 と レプ リカ ント 化 の 技術 が 対 に な っ て 一 般 人 へ 公開 
に ゲシュタルト 化し て 保護 中 ) 


-EOLAMRTT 


аза TIEFER 


・ 多 く の 人 間 が ゲシュタルト 化 を 前 向き に と ら え る よう に な る 。 

・ 世 界 中 の 人 間 を ゲシュタルト 化し 、 そ の し プリ カン ト を 創 生 。 そ れ を 半永久 的 に 繰り返し 』 
ける 「 レ プリ カン トシ ステ ム 」 を 構築 

・ レ プリ カン ト の 舞 意 譲 下 へ 、 レ ギ オ ン の 討 備 と し プリ カン トシ ステ ム の 継続 を 活動 目的 と し て 
構え つけ る こと に 成功 

・ ゲ シュ タル ト 計 画 、 最 終 股 階 へ 移行 。 レ ブリ カン ト に し レギ オン 討伐 を 任せ 、 世 界 が 病 の 危険 
か ら 脱 する まで ゲシュタルト は 醒 り に つく 

・ レ プリ カン トシ ステ ム の 管理 者 と し て 、 半 永久 的 に 動き 続け る 「 ア ンド ロイ ド 」 を 世界 各地 に 


・ レ プリ カン ト は 病 の 元 で ある 魔 琵 を 集め る こと を アン ドロ イド に 指示 され る 。 集 め た 涯 素 は ア 
ンド ロイ ド の 司 押 の 元 、「 祭 」 と 呼ば れる 儀式 で 暴 世 界 へ 放出 
АХШЫ. TORAT: INMCTEDOS BO ERMBO AMOS 


2033 


BADANE ож 


"SRURDEMICKN, ЖОХ ВИСУВАЛИ. ROBE 
の 春 」 を は じ め 、13 笛 の 「 封 印 の 書 」 が 作ら れる 

* 黒 の 書 と 白 の 書 を 同時 に 起動 させ る こと で 生ま れる 革 大 な エネ ルギー を 利用 し 、 ゲ シュ タル 
ト を 各々 の レプ リカ ント へ 強制 的 に 戻す 「 穫 の 書 計 画 が 立 素 

・ 世界 か ら レ ギ オ ン と 白 塩化 首 倫 群 を 転 運 後 、 こ の シス テム を 利用 し て 、 ゲ シュ タル ト が し レブ 
リカ ント へ と 戻る こと を 画策 


2049 


2053 


ア (X) と ヨナ が 「 ゲ シュ タル ト 化 」 
(ZP ゲシュタルト 』) 

相 ニ ー ア ( 兄 ) と ヨナ が 「『 ゲ シュ タル ト 化 」 
(『 ニ ー ア レプ リカ ント 』) 


"TIEF ELTA, -ERMOEAT. жатаат ЫТ ан: 
と 呼称 )。 さ ら に 一 定時 間 経過 後 、 確 実に 死に 至る こと が 発覚 
・ 解析 の 結果 、 ゲ シュ タル ト の 自生 を 安定 さき る に は ゲシュタルト 化し て な お 安定 する 信 体 の 
麻 素 を 抽出 する 必要 が ある こと が 判明 
・ 世 界 浄化 機 関 は 、 安 定価 体 を 探 す た め に 黄 し い 人 間 た ち へ 「 黒 の 午 の 特殊 な クロ ー ン を 人 
給 。 ゲ シュ タル ト を 増産 し 、 脂 凍 体 に な ら な い 儲 体 を 探す 

(計画 の 実施 は 『 ハ ー メ ルン 機 開 』 が 担当 ) 
・ 商 し く 生活 し て いた ニー ア は 、 妹 ( 圭 ) の ヨナ の 病 を 浴 せ る と 騙さ れ 実験 へ 参加 。 だ が 、 周 還 
WRREBRELINLTSHERTERDEMEIHTE, AMARO ESA 
PESA, BCFKFBDR-NN-V-TYNTMRRCHNE. =P. RRE 
打開 する た め に 敢えて 自ら 
・ ニ ー ア 、 自 我 を 持っ た まま ゲシュタルト 化す る こと に 成功 
・ ヨ ナ も 事故 か ら ゲシュタルト 化し 、 す ぐに 詳 壊 体 化 へ の 進行 を 開始 
・ ハー メル ン 機 関 が ニ ー ア に 接 態 。「 ヨ ナ を 宇 結 すれ ば 1000 年 後に は 病 が 消え 去る 世界 に 
な る 」 と 説得 。 ヨ ナ を 無料 で 1000 年 韻 コ ー ル ドス リー ブ さ せる 代わ り に 、 ニー ア の 魔 素 ( グ 
Ya9ı MELTSERERTSRKIDRHERR 
世界 浄化 機関 か ら の 取引 に 応じ 、「 オ リ ジ ナ ル ・ ゲ シュ タル ト 」 と し て 麻 素 を 提供 す 


る こと に 


2764 


還 「 レ プリ カン ト 」 た ち に 意思 が 萌 


+ シス テム の 経 続 と 魔 素 の 回 収 を 続け て いた レプ リカ ント た ち へ 、 午 々 に 意 選 が 芽生 える 
最初 は 子供 の よう な 意 選 で あっ た が 、 急 速 に 発達 し 、 大 人 の 人 間 に 近 い 考え 方 を する よう に 


+ 
300088 


BLIJA NESIE 


"BEALOLIVNANBEERR. TCHSTIIINNOAREMRES, RADE 
者 を 受け て 成長 する よう に 
・ 住ん で いる 土地 ご と に 異な る 、 文 化 や 文明 が 念 束 に 発展 (中世 の 頃 より 少し 進ん だ 程度 で 、 


基本 的 に は 昔 の 思 物 に 寄り 添っ て 生活 ) 


KEYWORD 


Ф 「 ル シフ ェ ラ ー ゼ 」 
「 白 塩化 症候 群 」 の 発病 を 予防 する 薬 
в. 若年 層 ほ ど そ の 効果 が 高い と され 、 
RRANKS<L OBB SM, к 
呼ば れる 対 レギ オン 部 隊 へ 組み 込ま れ 
る よう に 。 じ つ は 、 こ の 薬品 で も 白 才 化 
症候 群 の 発病 を 完全 に 抑制 する こと は 
不可 能 で 、「 発 病 を 遅らせ る 」 だ け の も 
の で し か な か っ た が 、 国 連 や その 実務 
組織 で ある 「 ハ ー メ ルン 機関 」 は その 
事実 を 隠 基 し て いた 。 


ө 「 ハ ー メ ルン 機関 

身体 能力 の 高い 若者 を 発掘 し 、 幼 い 
頃 か ら 戦 闘 視線 を 施し て 、 対 レギ オン 
想 の スペ シャ リス ト へ 育て る こと を 目的 
に 設立 され た 。 ゲ シュ タル ト 計 画 を 推 
進 する 「 世 界 浄化 機関 」 と も ども 、 
達 の 関連 組織 と な っ て は いる が 、 複 数 
の 巨大 企業 が 出 次 し て いる な ど 、 そ の 
背景 に 謎 は 多い 。 設 立直 後 は 存在 自体 
を 機密 事項 と され て いた が 、 対 レギ オ 
ン 戦 線 の 拡大 と と も に その 存在 は 明る 
み に な っ て いっ た 。 


© IRR: 

国連 で の 発言 権 が ほぼ 皆無 と な っ た 
日 本 が 、 独 自 の 軍事 力 強 化 を 目的 に 立 
ち 上 げた 研究 機関 。 魔 法 を 使っ て レギ 
オン と 戦う 兵器 を 作り 出す た め 、 非 合 
法 で 度 重なる 人 体 実験 を 重ね て いた 。 
この 施設 で 育て られ 、 魔 法 の 力 を 植え 
つけ られ た の が 、 \ー ル や ハル ア を は 
じ め と する 「 実 験 兵器 」 た ち だ 。 


⑯「 レ プリ カン トシ ステ ム + 

ゲシュタルト 化し た 人 間 の 肉体 か ら 
採取 し た デー タ を 元 に 、 そ の 人 間 と まっ 
た く 同 じ 機能 を 持つ 「 レ プリ カン ト 」 と 
SEA TETAS 
HUEMRMARIKCEOREMBSES 
シス テム 。 ゲ シュ タル ト が この レプ リカ 
ント に 入る と 、 元 の 人 間 に 戻れ る 。 当初 、 
LIVAY hE BRI DM RICE 
体 的 な 意思 は な か っ た 。 だ が 、「 死 亡 し 
て は ゲシュタルト の デー タ を 引き 出し 、 
BURSTS, CUSRBOROED 
т. йш, BRIMSLLEASNT 
US. BB, LTVAYKERE RK 
病 」 は 、 デー タ の コピ ー 元 で ある ゲ シ ュ 
タル ト が 「 月 壊 体 」 へ と 変 重 する こと で 
発病 する 想定 外 の エラ ー。 


O 「 ゲ シュ タル ト 計 画 」 

世界 浄化 機関 を 中 心 に 推進 され た 、 
さま ざま な 計画 の 総称 。 全 人 類 を ゲ シ ュ 
タル ト 化し 、 レ プリ カン ト に よっ て 白井 
LEREPLAA EMR, TOR, 
すべ て の ゲシュタルト を レプ リカ ント へ 
回 帰 させ る こと で 、 ヒ ト と いう 種 を 残す 
こと が 計画 の 骨子 と な っ て いた 。 


の 書 計画 

ゲシュタルト 計画 の 一 環 。 魔 法 に よ 
る 技術 で 用 意 さ れ た 書物 の よう な 器 に 
ゲシュタルト を 組み 込み 、13 貸 の 「 圭 
印 の 書 」 を 作成 。 そ の うち と くに 優れ た 
лево ROB, t HOR, +8 
時 起動 する こと で 発生 する 能 大 な 魔法 
エネ ルギー を 利用 する こと で 、 レ ブリ カ 
ント の 器 ヘ ゲシュタルト を 強制 的 に 回 帰 
させ る シス テム 。 レ プリ カン ト を 管理 す 
る アン ドロ イド に は 、 こ の 計画 を 推進 す 
る プロ グラ ム が 組み 込ま れ て いる 。 
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3276 | LY RFs 


+ LI UAY HEE RSRRO PORT. иара, TADS 


いし レプ リカ ント が 禁断 の 地 『 エ ル サ レ ム 」 へ 浸入 


・ 若 者 の 目的 は 「 死 ん だ 恋人 (レプ リカ ント ) ERSESIE,. RITOEBROLINPAD 


CRTSSAWMOLSSRES, ROBATIES 


“HorBAGMUBEL THO, 自我 は ほぼ な く 、 EMPUNTERETOITEN. DiR. 


新た な レッ ドア イ と し て レギ オン を 統治 


3287 | L708 


"MERLIKFIDRET, LEAVOMMEME. LIDAD TERR 


MUCH 


*BEPYEOA REG AOLIYDA MEL УКУ MUERA, СПЕ, INTOL 


FA TM TR ERERA CRT, вяояіоанапе 


3288 | 男 ゲ シュ タル ト 化 し た 人 々 が 目 を 覚まし 出す 


・ 世 界 の 浄化 を 受け 、 ゲ シュ タル ト た ち が 覚 醒 、 し か し 、 自 生 を 揚 て いた レプ リカ ント た ち は 


疲 ら を 「 マ モノ 」 と 呼称 し 、 己 の 肉体 を 葵 う 存在 と し て 身 視 


・ レ プリ カン ト と ゲシュタルト に よる 戦い が 始ま る (アン ドロ イド の 支配 力 が 強い 一 部 の 土地 で 


は 、 ゲ シュ タル ト を 受け 入れ る こと が 告示 され 、 無 事 に 人 間 に 戻る 者 も ) 


3300 前 後 | 還 レ プリ カン ト と ゲシュタルト の 争い 、 本 橋 化 


・ ゲシュタルト 達 は レプ リカ ント の 体 に 戻る た め 、 黒 の 書 計 画 に よる "復活 の 信 式 」 を 目指 す 
+ そん な 中 、 ニ ー ア の 魔 素 を 取り 込ん だ に も 関わ ら ず 、 凶 時 化し て 市 天体 と な る ゲシュタルト 


が 出現 し 始め る 


・ こ の こる 、1000 年 以上 麻 素 を 供 癒 し 読 け て いた ゲシュタルト ・ ニ ー ア は 、 こ の まま で は ヨ 


ナ が 之 活 し な いと いう 事 裕 に 気付 き 始 め る 


3361 皿 レ プリ カン ト ・ ニ ー ア ( 父 ) が 白 の 書 を 手 に 入れ る 
3465 ア ( 兄 ) が 白 の 書 を 手 に 入れ る 


・ ゲ シュ タル ト ・ 二 


+ MEORMT. LIDIA 


・ ゲシュタルト ・ ニ ー ア 、 ヨ ナ を レプ リカ ント の 内 体 へ 戻す た め 、 オ リ ジ ナ ル の 黒 の 書 を 入手 
ー「 ア ンド ロイ ド 」 で ある デポ ル と ポポ ル 、「 世 界 浄化 灯 関 」 に よる プロ グラ ム の と お り 、 ゲ シュ 


タル ト - ニー ア を ゲシュタルト の 救世 主 と 認 定 。 動き を 補佐 する よう に 


・ デ ポル と ポポ ル の 導き に より 、「 レ プリ カン ト ・ ニ ー ア 」 が 白 の 書 を 入手 。 デ ポル と ポポ ル は 


後に 「 持 印 され し 言葉 」 を 集め させ 、 黒 の 午 と 融 合 させ る こと で 野 の 書 計画 を 実現 させ よう と 
する 


は 氏 に 黒 の 書 計 画 を 信じ て お ら ず 、 レ プリ カン ト ・ ヨ ナ を 天 吉 。 ゲ シュ 
タル ト ・ ヨ ナ を レプ リカ ント へ と 戻し 、 自 身 も レプ リカ ント ・ ニ ー ア の 内 洒 へ と 戻る こと を 邦生 
ア と ゲシュタルト ・ ニ ー ア が 相対 。 レ プリ カン ト ・ ニ ー ア 
が ゲシュタルト ・ ニ ー ア を 倒し 、 ゲ シュ タル ト ・ ヨ ナ も 自ら の 便 思 で 消滅 し た た め 、 レ プリ カ 
ント ・ ヨ ナ が 意識 を 取り 戻す 


・ オ リ ジ ナ ル ・ ゲ シュ タル ト で ある ゲシュタルト - = PORTED, THAT MEA 


推 。 人 類 は 減 ぶ こと を 余 令 な くさ れる 


ERAS: ある 新聞 記者 の 取材 メモ 


KEYWORD 


ө ==. 

ゲシュタルト 化し た 魂 は 一 定期 間 の 
жаста. BE. 崩壊 体 と 
な り 、 レ プリ カン ト を 大 う よう に な る 。 
この 崩壊 体 化 を 止め る に は 、 ゲ シュ タル 
ト 化 し て な お 自我 を 保てる 「 オ リ ジ ナ ル ・ 
ゲシュタルト 」 の 魔 素 を 取り 込み 続け る 
必要 が あっ た 。 後 に 、 世 界 浄化 機関 の 
策 に より 、 ニ ー ア が この 特異 な 魔 素 を 
所 持 し て いる こと が 判明 。 ニ ー ア は 月 
壊 体 化 が 進む ヨナ を 守る た め 、 世 界 兆 
化 機関 か らい われ る が まま に 、 自 ら の 
魔 索 を ゲシュタルト 達 へ 供給 する 。 し か 
L, それから 1000 年 が 経 通し て も ヨ 
ナ が 救 われ る 気配 が な いこ と か ら 、 彼 
は 計画 の 偽証 に 気づき 、 独 自 行動 を と 
Dhbt. MUA, -PORRER 
り 込み 続け て きた ゲシュタルト た ち も 崩 
載 体 化 を 始め る と いう 、 ゲ シュ タル ト 計 
画 で は 想定 され て いな い エラ ー が 発生 
する 。 デ ボル や ポポ ル は 、 ニ ー ア の 思 
灯 の 変化 が ゲシュタルト の 背 壊 体 化 を 
促進 させ た と 推測 。「 黒 の 書 計画 」 の 
発動 を 早め 、 ゲ シュ タル ト と レプ リカ ン 
ト の 融合 を 急ぐ 。 だ が 、 こ の エラ ー は 
一 説 に よる と 、 ゲ シュ タル ト 計 画 を 担当 
し た プロ グラ マー の 作為 的 ミス だ っ た よ 
うだ ( 彼 は レプ リカ ント こそ が 世界 を 統 
治す べき と 考え て いた ) 。 


2053 年 8 月 3 日 #0) 


ちょ っ と 雲行き が 怪し く な っ て きた 。 脱出 出来 な い 場 合 
に 備え て これ まで の 経緯 を 整理 し て お く 。 

「 ゲ シュ タル ト 計 画 ] と いう キー ワー ド を 知っ た の は 8 年 前 
(2045 年 )。 白 場 化 首 候 群 に 関す る な ん ら か の 研究 
で ある こと まで は 政府 内 の 知人 か ら 聞 いて いた が 、 そ こ 
か ら 先 の 情報 が 一 切 不明 の 計画 だ っ た 

た だ 「 金 持ち だ けが 使え る 治療 方 法 が ある | と いう 噂 話 
だ け は 伝わっ て き て いた 。 そ の 治療 方 法 が 「 ゲ シュ タル 
ト 計 画 ] に な ん ら か の 関係 が ある と アタ リ を 付け た 自分 
は 、 そ こ か ら 地 道 な 調査 を 実行 し た 。 


最初 に 興味 を 持っ た の は 「 ゲ シュ タル ト 計 画 ] 自体 に 
自衛 隊 が 絡ん で いる と いう 部 分 だ っ た 。 レ ギ オ ン 法 で 
増大 し た 予算 の 使用 用 途 が 非 公開 に な っ て いる た 
め に 定か で は な い が 、 複数 の 企業 か ら の 納入 記録 を 
辿っ た と ころ 、20 年 ほど 前 か ら 特 殊 な 技術 を 使っ た 
新兵 器 を 使用 し て いる と ころ まで は 判明 し た 。50 年 
前 に 落下 し た 巨人 か ら 得 ら れ た 技術 と いう 話 だ が 、 関 
係 者 の 多く が 死亡 し て いる た め に 詳細 まで は 調べ る こ 
と が 出来 な か っ た が 。 


そう や っ て 自衛 隊 の 新兵 器 開発 ルー ト を 調べ て いく うち 
に 、 意 外 な と ころ に 辿り 着い た 。 

それ は 10 年 ほど 前 か ら 実 施さ れ て いる 政府 の 栽 済 支 
援 策 に 含ま れる 「 生 活 再 建 プロ グラ た 。 あ の ラテ 
ジオ で や っ て いる 下品 な 音楽 の や つ だ 。 そ の プロ グラ 


ム 担 当 者 と 自衛 隊 と の 間 に 資 材 の 納品 記録 が 残っ て 
いた の だ 。 最 初 は 自衛 隊 か ら の 物資 供給 だ と 思っ て い 
た が 、 実は その 逆 で 生活 再建 プロ グラ ム 側 か ら 自衛 隊 
に 「 何 か ] が 納品 され て いる らし い 。 書 類 に は 建築 資材 
と 記載 され て いた が 、 厳 重 に 監視 され た トレ イラ ー で 運 
ば れ て いた と ころ を 見 る と 何 か 特 別 な モ . いな い . 
生活 再建 プロ グラ ム の 実体 を 調べ る た め 、 知 人 の ライ 
ター 販 媒 氏 と 共に プロ グラ ム に 応募 し た 。 も ちろ ん 職業 
は 伏せ た 上 で 。 リ サー チ と 呼ば れる 数 回 の 面接 も 悦 和 
聴 が あっ た が 、 一 番 不可 思 議 だ っ た の は 健康 診断 だ っ 
た 。 健 康 診断 は 任意 だ っ た の だ が 、 そ れ を 受け る 、 受 け 
な いで グル ー プ 分 け を され て いた の だ 。 経 済 支援 を 受 
ける の に 健康 診断 で 対象 を 分 別 する 理由 は 何だ ? 
と りあ え ず プロ グラ ム に 出 て くる こと を 調べ る た め に 健 
康 診 断 を 受け る こと に し た 。 


健康 診断 を 受け た 自分 達 は 30 人 程 の グル ー プ に 分 け 
られ た 。 大 人 か ら 老 人 、 子 供 ま で 居る 。 共 通 点 は 基本 
ос Еос. (※ 自 分 と 飯 
塚 は 詐称 し て いた 。) 

その 後 、 パ ス に 乗せ られ て や っ て きた の は 新宿 の 区 民 
セン ター だ っ た 。 午 前 中 に 会 議 室 に 入れ られ 、 不 思 議 
BRE MP OMEN TRENTO LIA DNS. 
だ が 、 そ の 日 は 結局 何 の 案内 る な いま ま 一 日 が 終わ っ 
て し まう 。 文 句 を 言う 人 間 も 居 た が 、 み ん な 披 れ 切 っ て 
いる せい か 会 議 室 に その まま 泊まる こと に な っ た - 
事件 が 起き た の は 深夜 だ っ た 。 攻 暗い 会 議 室 の 中 で 
Йона оса, FTO ЛЕВІВ 


め た の だ 。 訳 の わか ら な いま ま 全 員 区 民 セ ンタ ー か ら 輝 
TILA, TOBIAS TREDEN THAT 
こと に な っ て し まう 。 


プロ グラ ム の 担当 者 も 現れ な いた め 、 明 る く な っ て か ら 
中 野 の 方 に 向かお うと いう 話 に な っ た 。 青 梅 街道 を 西 
に 行く と 中 野坂 上 の あたり で 巨大 な 壁 が 現れ る 。 ど う や 
ら エ リコ の 壁 の 一 部 を 利用 し た 新しい 封鎖 地区 の よう 
だ っ た 。 

自分 達 は 閉じ 込め られ た の だ 。 だ が 何 の た め に ? まだ 
答え は わか ら な い 。 

一 応 持 っ て きた 謎 の 本 に は 何 も 記 され て いな い 。 同 
行 し て いた 飯塚 は 昨日 食料 を 取り に 行く と 行っ た まま 
戻っ て こない 。 寒 い 。 塩 が 降っ て いる が 、 ま る で 雪 の よう 
だ 。 も し この メモ を 誰か が 見 る 時 は 、 自 分 が 死ん だ 時 な 
の だ ろう 。 そ の 時 は 読ん だ 人 に この 事件 の 真相 を 明 ら 
か に し て ほし いと 思っ て いる 。 
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「 ゲ シュ タル ト 計 画 」 の 失敗 と 世界 の 今後 


不安 定 な 要素 を 幾つ か 内 包 し つつ も 、 滞り な く 進 行 し 
て いた か に 見 えた 「 ゲ シュ タル ト 計 画 」。 だ が 、「 ゲ シュ タ 
ルト の 崩壊 体 化 , と いう 致命 的 な 欠陥 と 、「 レ プリ カン ト 
овоо, 計画 の 失敗 を 決定 
づけ た 。「 オ リ ジ ナ ル - ゲシュタルト 」 で ある ゲシュタルト ・ 


ニー ア が 死ん だ こと で 、 すべ て の 「 ゲ シュ タル ト 」 は 崩壊 
体 へ 変貌 し 、 死ぬ こと を 余儀 な くさ れる 。 BR. 生殖 機 
能 を 持た ず 、 肉体 の 再生 に は ゲシュタルト の デー タ を コ 
ピー する 必要 が ある 「 レ プリ カン ト 」 も 、 現在 の 世代 で 系 
庶 が 途絶 える こと が 確定 し た 。 ゲシュタルト ・ ニ ー ア を 


討っ た レプ リカ ント ・ ニ ー ア に 、 自 ら が 世界 の 滅亡 と ヨナ 
を 天 科 に か け 、 ヨナ を 選ん だ と いう 自覚 が ある か は わか 
ら な い 。 し か し 、 新た な オリ ジ ナ ル ・ ゲ シュ タル ト が 見 つ 
PETRO, そう 遠く な い 未 来 に 世界 か ら 人 類 と いう 
種 が 消え る こと に 間違い は な さそ うだ 。 
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33 種 の 武器 が 抱く 、 59 篇 の エピ ソー ド を 掲載 する 。 
世界 観 が 連動 し て いる 「 ド ラッ グ オン ドラ グー ン 」、 お よび 
ドラ ッ グ オン ドラ グー ン 2] に 登場 し た 武器 の エビ ソー ド も 併記 し た 。 


NIER WEAPON STORY 


INDEX ガッ ガツ ガッ ガッ 

ウェ ボン スト ー リ ー 掲 載 武器 一 臣 採 所 場 で 男 達 が 計 を 流し な が ら 鉄 の 石 を 
削っ て いる 。 男 達 の 陽気 を 歌 が 嗜 い 洞窟 に 

БЕ Kusanagi P.169 wer. аган, LO 

= OWE Ancient Overlord P.181 名 に まみ れ た 労働 者 。 今 日 も 元気 に 鉄 を 掘る 。 

= E((MEHOM Spear of the Usurper P.176 at жу ИУ Be 

MORE ‘The Devil Queen P.181 も 1% 7% 72 7% 

本 月 光 と 章 Moonrise P.178 көе алыл CAMERA, 

"ТҮҮЛ Fool's Lament P173 な 真っ 赤 に 焼け た 砂 か ら 鉄 を 取り 出す 音 が す 

MER о юзюм © mio き алия. лоо. 

и ROW Fool's Accord P.173 74 7% 7% 7% 

= HINDI Dragon Lance P.175 

"ило Ахе of Beheading P.174 JJ BEE 97 ЖУ 

= 地 意 の 釣 爪 Earth Wyrm's Claw P.174 NAMELESS BLADE r ey TE aa, 

un Iron Will P179 Г. эзле, EN DT te AT Л. 

айыу Iron Pipe P.168 の MENTS TRE. 

= 20087100 Nameless Blade P.168 اا ا‎ ш 

本 湿 築 の 短信 Nirvana Dagger P.174 ill ザク ザク ザク ザク 

"па Faith P.176 戦場 で 肉 が 切ら れる 音 が する 。 英 を 殺し て 、 

“mon Blade of Treachery P.180 = тетт. AMERT HOTS. Hh 

т BHNORAY Sunrise P177 аа تون‎ 

= 百獣 の 合 Beastbain P.170 gy уз жэ үз 

a FROME Beastlord P.170 き 

= mom Beastcurse P.170 5 

MARADAM 。 Phoenix Sword Pi71 һа 

Е Phoenix Dagger P.171 う 

MARRON Phoenix Spear P.171 NIER WEAPON STORY 2 

LES TEE Vile Axe P.175 ec 、 Fi 

илт mavens ма RE er & 

* LHD Captain's Holy Spear P.179 ぼく ら を 助け る よ ゆ う は な いっ て 言わ れ た 。 ヨ ナ が や やせ て 

MURO Labyrinth's Shout Р.172 き て いる 。 何 か お いし いも の を た べき せ て や り た い 。 

ES Labyrinth’s Song Р172 

7A158 

в 迷宮 の 声 Labyrinth's Whisper P.172 親切 な お ば さん に あっ て 食べ 物 を もらっ: 

BONORDA Lily-Leaf Sword P17 RAE MATEO BRL, 12 

А Rebirth P.177 で 。 い っ し ょ に つれ て いっ て も 

wich Transience P.169 a ni 


8 月 1 日 

親切 な お ば さん が 例 の 本 を 使っ 
た 。 あ わ て て 和輝 げた けど お ば さん は も う 人 間 じ ゃ な く な っ 
て し まっ た と 思う 。 あ の 大 人 遅 が 言っ て いた事 は 避 だ っ 


た ら 黒 ら オ バケ に な っ 


た 。 お 金 な ん か も ら えな いし ヨナ の 病気 も 診 て て れ な い 。 
等 は 高い 避 で 封鎖 され て いて 出 ら れ な く な っ て いる 。 こ ん 
な と ころ に 来 を な けれ ば 良かっ た 。 


$ 


8 月 5 日 
今日 も すご 〈 寒 い 。 夏 な の が 嘘 みた い だ 。 息 も 白い 
か ら 逃 げ る た め に スー パー マー ケッ ト に 居れ る 事 
ば らく は つて いた 向 語 と か を 食べ て し 
も も うな く な っ て し まっ た 。 ヨ ナ の 唆 は 止ま ら な い 。 何 か 良く 
な い 感 じ が する 。 
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FORUBALO REMUS 要 も 無い の に 森 を 切り 開 
き 、 動 物 を 狩っ た 。 食 べき れ な い 食 料 を 保存 する 技術 を 身 に つけ 、 
不 必要 な 租 に お 金 を 儲け よう と し た 。 し か し 誰 一 人 橋 間 を 口 に す 
る 者 は いな いら 。 何 故 な ら み ん な が そう し て いた か ら 。 


その 民 は 恐ろし い 程 に 角 強 し た 。 何 に も 使え な いよ うな 数 の 計算 
や 未来 の 予想 を 繰り 返し て は 議論 を 縄 り 返し て し い 言 葉 
を いく つも 生み 出し 、 複 雑 な 機械 を 沢山 作っ て は すぐ に 捨て て い 
た 。 し か し それ を 振り 返る 者 は 誰 も いな い 。 何 故 な ら 誰 も 気 に か け 
て いな か っ た か ら 。 


その 民 は 應 ろ し い 程 に 筆順 だ っ た 。 朝 日 が 昇る と 座 に 言わ れる で 
も な く 同 じ 時 間 に 同じ 服 を 着 て 、 小 さ な 部 屋 で 息苦し そう に 仕事 
ARE A ножа 
以外 に 何 を し た らい い の か 判ら な か っ : 


働き 過ぎ た その 民 は 、 礎 を 矢 っ て し まい 砂 の 上 で 暮らす よう に 
な っ た 。 豆 の 良 す ぎ た その 民族 は 、 他 の 民族 の 座 も 判ら な いよ うな 
言葉 で し か 会 話 出来 を (な っ て し まっ て いた 。 大 人 し 選 ぎ た その 
民 は 、 次 々 と 作ら れる 法 に 飛 ら う 事 も 出来 ず に 数 万 も の 探 に 囲ま 
れ て 暮らす こと に 
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ST KTR, 
縛 に 収め た まま の 刃 は 錆び て いた 。 使 な 
VRESNTL EST, MA SHOR 
体 を 放っ た まま に し て いた 。 律 する 心 を 突っ 
て いた 。 


何 も 言わ ず に 済む と 思っ て いた 。 他 人 の 暴 
力 を 見 て 見 ぬ ふ ふ り を し て いた 。 ど う せ 変わ ら 
な いと 放り 出し て いた 。 大 き な 力 に は 逆らえ 
な いと 思っ て いた 。 信 じ る 心 を 喘 笑 っ て い 
Ra 


FS eV RPE Ro Tits, 3P2 TB 
諦め て いた 。 
た 生き る 意味 を 


эб аай. тс. 
失っ て いた 。 


大 切な 人 を 見 突っ て いた 。 そ の 優し さ を 信 
じ ら れ ず に いた 。 心 を 引き 委 く 起 し み を 教え 
ず に いた 。 小 き な 幸 せ を 守る 勇気 を 忘れ て 
の 言葉 が 届か な いと 、 そう 思っ て い 
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むか し むか し ある 王国 に 3 人 の 兄弟 が いま し た 。3 兄 弟 の 


国 に 病気 が 流行 っ た 時 も 、 三男 は 王宮 で ゴロ ゴロ し な 
鼻歌 鳴ら す だ け 。 で も 街 の 人 は 三男 の 曲 気 な 歌声 に 癒 
す 。 あ の 人 は 立派 


be oe È 
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国 が 戦争 に 巻き 込ま れ た 時 も 、 三男 は 王宮 で ゴロ ゴロ し な 
が ら 昔 話 を する だ け 。 で も 街 の 人 は 三男 の 面白 い 話 で 戦争 
の つら さも 忘れ る 事 が 出来 る と 硬め 合い ら ま し た 。 あ の 人 は 
すご いよ ょ 本当に よ 


いよ 


ある 日 も 三男 は 王宮 で プロ ゴロ し て いま し た 。 で も 今日 は 街 
の 人 の 声 は 聞こ えて きま せん 。 三 男 は ゴロ プロ し な が ら 、 ど 
うし て だ ろう ? ゴ ロゴ ロ 、 ど うし て だ ろう ? ゴ ロゴ ロ 、 ど うし て 
だ ろう ? ゴ ロゴ ロ …… と 考え 続け て いま し た 。 が 、 そ の うち 厩 
く な っ て 寝 て し まい まし た 。 戦 争 病 で みん な 死ん で し まっ 
た 国 で 、 い びき だ けが 今日 も 王宮 に 圧 い て いま す 。 こ こ は 筆 
せ の 王国 。 幸 せ の 王国 。 幸 せ の 王国 。 夫 せ の 王国 幸せ の 
王国 幸せ の 王国 。 
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むか し むか し ある 王国 に 3 人 の 兄弟 が いま し た 
長男 は その 国 を し は いす る 王様 で し た 。 EM 
で みん な こわ が っ て いま し た 。 


兄弟 の 
と て も 残酷 


王様 は 毎日 毎日 国民 か ら ひ と り イ ケ ニ エ を 選ん で 処刑 し ま 
し た 。 今 日 は 家族 の 見 て いる 前 で 母親 の 首 を は ね まし た 
ROLE 回 っ て 、 既 に 殺さ れ た その 息子 の 頭 
の と な り に 落ち まし た 。 あ あ 、 な ん と いう 事 で し ょ う 。 王 様 は 
それ を 見 て 笑っ て いる の で す 。 ゲ ヘ ゲ へ と 、 気 持ち の 悪い 
声 で 笑っ て いる の で す 。 


そん な ある 日 、 王 様 は 病気 に な り ま し た 。 生 き な が ら に し て 
体 が くさ っ て いく 病気 で し た 。 く さっ た 体 を ひき ずり な が ら 


王様 は 処刑 を 続け まし 8 
A ES 
最後 に 王様 は くさ っ て 死に まし た 気持 ち 村 いら に お らい を だ し 


な が ら 王 様 は くさ っ て 死に まし た で も 家臣 達 は 王 
で 処刑 を 続け まし た 毎日 マイ 日 殺し まし タ く さっ た 王様 と く 
きっ た 家臣 と くさ っ た 国民 と く サ っ た くさ っ お ま エ た チ の 
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むか し むか し ある 王国 に 3 人 の 兄弟 が いま し た 。3 兄 弟 の 
隊 を ひき いる 特 軍 様 で し た 。 軍 隊 は と て も 暴力 的 


で みん な お び え て いま し た 。 


将軍 は 戦争 が 好き で し た 。 も えた 税 や 転がる 死体 を 見 る こ 
と が 好き で し た 。 将 軍 は 第 腺 する こと で は な く 、 
だ け を 命じ まし た 。 機 械 の よう に 訓練 され た 兵 際 達 
MORON PH PRE — ASML TIRE 
軍 様 は それ を 見 な が ら グ フグ フグ フ と 下品 
す 


軍隊 は ひたすら に 進軍 し まし た 。 海 の 国 も 、 山 の 国 も 、 夏 の 
国 6、 和 の 国 も 、 東 の 国 も 、 西 の 国 も 、 見 境 な く 識 き 
まし た 。 絶 対 的 な 将軍 様 の 命令 に 科 と 何 年 も 何 
FLORTSRLTRL RLTRL 


まく り ま し た . 


FEAT: 
)、 二 度 と その 事 を 


考え る 事 は あり まそ ん で 


E GRIMOIRE NieR 171 


NIER WEAPON STORY 
ESO AA BORLA, RE 
な 体 は 号 等 で は 射 抜け ぬ と 皿 え る 程 に 頑丈 だ っ た 。 そ の 
身 を 置い て いた 。 


あぁ る 時 戦士 の 夢 に 美しい 小鳥 が 現れ た 。 小鳥 は 、 そ の 勇 
丘 な 工 い を 究め 称え 「 戦 が 終結 し 平和 な 世界 と な る 事 」 か 
「 不 者 不死 の 体 」 ど ちら か の 願い を 叶え よう と 嘱 い た 。 戦 
士 ほ 「 不 老 不 死 の 体 」 を 欲し た 。 


それ か ら の 戦士 の 戦い ぶり は 目 を 見 随 る も の で あっ た 。 敵 
を 章 を 刈る よう に な ぎ 倒し 、 い くら 弓 を 射 た れ て も いく ら 太 
刀 を 浴び て も 平然 と 敵 の 真っ 只 中 を 切り 開い て いく の だ 。 
王 は 戦士 に 敷 々 の 称号 と 奏 美 を 与え 、 戦 士 の 輝かしい 栄 
光 の 日 々 は 永遠 に 続く か と 思わ れ た 。 


PHOENIX SPEAR 


けれ ど 戦 は 終わ る 事 な く 、 辺 境 の 国 は や が て 減 び 、 戦火 は 
拡大 し 辺り 一 帯 は 荒 草木 は 枯れ 、 人 々 は 死に 絶 
え 、 や が て 戦士 を 知る 者 は いな く な っ た 。 い くら 負え よう と も 
死な ぬ 体 で 戦士 再び 美しい 小鳥 の 夢 を 見 る 。 戦 士 は 死 
REL, ATEO A В 
士 は 未来 永 動 死ぬ こと は な いと 中 っ た 。 


MER 
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19320029, 


PHOENIX SWORD 


NIER WEAPON STORY 
FEEDBIETT, BEI HE Die: 
элй, ЕСС ВЧИВ PD 
まし た 


PHOENIX DAGGER 


NIER WEAPON STORY 
戦地 に 赴 い た 男 と 結婚 の 約束 を し て い : 
ùi ICE: り を 捧げ 、 
ZART MADRID, SSM, A 
EN АЗЕ N. 


Фан. ROWCOMSLOBKHCONR TECH 

р し い 小食 
н, 自ら の 羽根 を 一 枚 味 ば み 子 ども に 流し まし た 。 子 ども は 
SEEMS ЫН 家族 と 暮らせ る よう に 
な り ま し た 。 


「 男 は 無事 戻る で し ょ う 。」 小 鳥 が 噌 っ た その 言葉 に 、 信心 
麻 い 女 は 泣き な が ら 喜 ん だ 。「 け れ ど 、」 光 り 絢 く 小鳥 は 美 
し い 声 で 続け た 。「 心 は 戻ら な いで し ょ う 。」 


それ を 聞き つけ た 人 が 次 々 と 森 に 押し 寄せ 、 美しい 小島 に 
不幸 で 報 われ ぬか を 訴え ま 
IL, ELH 
て は 与え 、 そ し て と うと う 最 後 の 
羽根 も 与え る と 、 美 し か っ た 小鳥 の 詞 は みす ぼら | 
な り 果 て まし た 。 そ れ で も みす ぼら し ゅ 小鳥 は 局 い な 
ませ ん で し た 。 


や が て 小鳥 の 言う 通り 、 男 は 生き て 戻っ た 。 そ の 外し い 体 
に 無数 の 傷跡 を 残し て 。 や が て 小鳥 の 言う 通り 、 男 は 確か 
に 生き て 戻っ た 。 そ の 傍ら に 見 知ら ぬ 美 し い 女 を 連れ て 。 
娘 は それ で も そん な 男 に 、 こ れ ま で の 愛し さ を 込め て 民 け 
寄っ た 。 
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PROMO EORR PUES NTRA, EFI 
その みす 赤黒 く 府 れ た 果実 の よう な 男 の 心 隊 が 握ら れ て いた 。 も 3 
MHSHLKSEM CHO 男 の 心 は どこ に も る 行か な い 。 嫌 は 血 溜 まり の 中 、 幸 福 に 酢 
と 、 ま た 美しい 小鳥 を 探し 始め て し ま поен евон, 18 
потен. 
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耳 の ちょ っ と 上 の あたり か 
ノ の 根本 を 見 た 事 が ある ん だ が 、 完 全 に 頭 の 骨 か ら 生 え 
て る みた い だ っ た な 。 も ちろ ん そん な 子 は その 子 だ け だ よ , 
他 の 子 は 普通 の 子 だ っ た 。 ツ ノ の 子 も 、 生 まれ た 時 は 小さ 
か っ た らし いよ 。 あ 、 ら や ツノ が ね 。 そ りゃ あ そ う だ 。 あ ん な バ 
カ デ カ イツ ノ が あっ た ら 、 か あちゃ ん の 腹 か ら 出 て これ や し 
ね え か ら な 。 


イジ メ ら れ て いた か と 思う だ ろう 7 それ が 全然 違う ん だ な 。 
その 子 は 村 の 誰 より も 強かっ た 。 村 で あの 子 に 勝て る 男 な 
ん て 一 人 や 居 や し な か っ た よ 。 カ 仕事 も 彼女 が 
て いた し 、 村 に マモ ノ が 製 っ て くる 時 は 、 ら つも 彼 女 が 先頭 
で 戦っ て くれ て いた 。 何 より みん な 、 明る く て 強い 彼女 の 事 
が 大 好き だ っ た 


で も 、 あ る 日 に 普 っ て きた 大 き な マ モノ は 強かっ た 。 村 の 男 
ШАО то E 3 MME STEP ЕЛЕ 

。 ツ ノ の 彼女 も 必死 で 戦っ て くれ ARE 
た 。 最 後 クノ を も ぎ 
取っ た ん だ の 当っ た = ie 
みた 
らち マモ / と 徹 女 か が 死ん で た ん ん だ 。 二 人 と も 体 中 の 穴 と ら う 
Шека ноћ BUS BAT De О 
赤 な 花 み た いで キレ イ だ っ た よ 。 不 護 債 な 話 だ けど き 。 


それ が あん た の 最初 の 質問 へ の 答え だ よ 。 こ の 村 の 村人 
が 全員 耳 が 聞こ えな い 理 由 。 で も 知っ て お いて 欲し ぃ 。 俺 
達 は 誰彼 女 の 事 を 恨ん じゃ いな い 。 死 ん で し まう より は 
よっ ぽ ど マシ だ か ら ね 。 後 か ら 情 で 確認 し た ん だ が 、 彼 女 
の 最後 の 叫び は 「 さ よ な ら 」 だ っ た 気 が す る 。 俺 達 は 最後 に 
聞い た 音 が 、 彼 女 の お 別れ の 言葉 だ っ た 事 を 詩 り に 思っ 


て る ん だ 。 本 当 に ね 。 
N ERIS 
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それ は 油 准 の 奥深 くに 住ま う ケ モ /。 巨 大 な 角 。 鋼 の 様 な 体 


шоона FOME ADER ORI 


る 村人 達 か ら 憎 まれ 


平和 を 愛す 


бї 


回 宮 の ミ ノ タ ウロ ス 」 と 呼ば れ 


その 恐ろし げ な : 


まな いよ うに 気 を つけ : 


だ け 村 人 を 怖がら せな 


女 が 居 な く な っ た - 


a 
вот HOR DOKL MEDIR 


ARO! 
Brot. 


に 住ん だ の も 、 出 来る 


議 窟 の 奥 に 少女 が 層 い こん で きた 。 少 女 は 魔 獣 を 見 


MEI 


Нєо. Fo MORO 


жолото зх), GARB MEE Мо TS, 


LABYRINTH'S SONG 


экей DMD OL 


れる 事 を 
の 血 で 少女 が 汚れ 
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その 女 は どう し よう も な く の ろ まだ っ た 。 不 器用 で 何 を する 
に も 人 の 3 倍 以 上 の 時 間 が か か る 。 歩 く の も ゆっ くり 。 話 す 
の も ゆっ くり 。 講 きす る の も ゆっ くり 。 水 激 み ひと つ 満足 に 出 

な い 有 様 だ っ た 。 子 供 遅 に 「 ウ シ 」 と 呼ば れ て 盟 わ れ て も 
エ ヘ ラ エ ヘ へ ラ と 笑い 返す ば か り 


その 女 は どう し よう も な く 印 か っ た 。 転 ん で 血 を 流し て も ボ 
ン ヤ リ し て いた 。 頻繁 に 金 を 落と すく せ に 一 度 も 取り 戻 
た 事 は 無かっ た 。 目 の 前 で 誰か が : 女 の 悪 口 を 言っ て いて |! 
それ が 悪口 だ と 判る まで に 半日 以上 の 時 間 が か か っ : 
供 達 は 女 を 見 る と 喜ん で 石 を 投げ つけ た 。 


その 女 は どう し よう も な く 映 か だ っ た 。 村 が 日 照り で 苦し ん 
し まっ た 。 子 供 達 
の 事 な ど 考え 
る を は な な か っ た 。2 日 程 する と 雨 が 降り 始め て 村 は 助かっ 
た が 女 は 戻ら な いり 。 そ が 戻ら な く な っ て か ら 20 日 
目 の あ る 日 、 笠 に 打 和 師 が や っ て きた 


祈 守 師 の 手 に は 角 の 生え た 一 筋 の 槍 が 所 られ て いた 。 そ 
の 栓 を 握る と 油 で ペタ ベタ し た 。 そ の 槍 を 持つ と 重く て 使 
い 物 に な ら な か っ た 。 そ の 槍 を 使っ て も 何一つ 貧 く 事 が 出 
来 な か っ た 。 祈 待 師 は 栓 を 角 理 矢 理 置い HA 
AHENITE NT A вайны 
DONSEROMOEE, STHHOHMTUSEHERST 


ов, 


ROK CHEERS 
ROFTMERAI. 
ROM MENSA I, 
我 の 要 で 空 を 新 け よう 


その 目 か ら 光 が 春 わ れる 
оташа SD 
その 剣 が 重い の な ら 。 

その 口 が 物 言え ぬ の な ら 。 


[SrA] SOM 


この 身体 が 燃え 尽き よう 
この 言葉 が 奪わ れ よ うと 
この 契約 が 果て る まで , 


FOOL'S EMBRACE 
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あの 囚われ し 絶望 か ら 教 わ れ 
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の な ら 。 


b. 


この 暖か き が 失わ れる その 刻ま で 。 


FOOL'S ACCORD 
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СПЕ ОРОВ. Boii ots ERO 
語 。 聞 の 軍勢 に 襲わ れ た その 国 は 、 赤 き 目 を し た 人 外 の 兵 
と 空 を 覆う 黒き 竜 の 大 詳 に よっ て 一 夜 の 内 に 月 壊す る 事 
・ 敵 の 侵入 を 許し た 王 の 城 で は 王 と 王妃 が 見 る 
BIRD Mc Lo TMI ча. あたり 一 面 は 
血 の 放 の 様 に な っ て いた と 言わ れ て いる 。 王 子 と 妹 姫 は 幸 
くも 逃げ 延び る 事 が 出来 た が 、 惨劇 を 目 に し た 主 子 は その 
MOON Et TENIS, 


SNEBSLVETOHE oO 
EMEURERTEIMELTETR, ACH 
AROMA MNS „Жина ЕЗ! 
LTH MM CET DIST O 
VSM Ы LOU SS 
も 出 て くる 有 様 だ っ た 指揮 官 も 扱い か ね る の か 、 王 子 
ら な る 過酷 な 戦場 へ と 赴く 事 に な る , 


これ は 翻弄 され た 王子 の お 話 。 違 い 音 に あっ た 運命 の 行 
Hi Kia SMS ES SM, EFAS ача 15 
を 叩き 伏せ る 。 腕 を 斬り 落と し 、 足 を 吹き 飛ば し 、 MES 
破り 、 頭 を 刈り 落と し 、 目 を えぐ り 出し た 。 浴 びる 血 と 自ら 流 
すそ れ の 区 別 が つか な く な っ た 頃 、 傷 つい た 王子 は 
う 倒れ る 事 に な る 。 箇 泡 ま り の 中 で 、 熱 い 息 を 吐き な が ら 苦 
し み の た うち 回 る 王子 。 陸 む 目 で 見 上 げ る と 、 そこ に 居 た の 
は あの 憎き 竜 の 容 で あっ た 。" 


これ は 狂っ た 王子 の お 話 。 遠 い 昔 に あっ た ある 竜 と の 出 会 
い 。 王 子 の 目 の 前 に 現れ た の は 働 つ いた 赤き 意 。 最 初 は 殺 
色 は 違え ど 両 親 の 仙 、 竜 の 一 族 な の だ 。 創 を 
っ た 王子 。 そ の 時 、 忌 まわ し き 赤 い 竜 は 言葉 を 発 
し た 。 貴 様 の 命 を 教 お う 。 お 互い の 魂 と 引き 替え 
えよ うと 。 王 子 は 考え た 挙げ 句 、 竜 と 契約 を 行う 。 
を 失 お うと も 、 相 手 が 竜 で あっ て も 、 そ の 復讐 の 刃 
ま 振 り 続け る こと が 出来 る の な ら ば 構わ な い 。 暗 い 油 の よう 
ARO E FORO IAEA TIOS 
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回 想 録 2003 年 06 月 12H 15 時 頃 

東京 都 新宿 上 空 か ら 巨 大 な 白い 人 型 兵 器 (初期 段階 で は 
『 兵 器 』 と 呼称 され で いた が 現在 は 『 巨 人 」 と 改称 され て い 
る ) が 落下 。 基 大 な 被害 を 同 地域 に も た らし た 。 ま た 同時 刻 
に 赤い 竜 の よう な 生命 体 ( 以 降 「 意 』 と 呼称 ) が 現れ 「 巨 人 」 
と 「 意 」 は 交戦 し て いる よう に 見 えた も の の その 攻撃 原理 ・ 
効用 共に 不明 。 対 象 に 対す る 攻撃 方 法 に つい て の 検討 が 
自衛 隊 で 検討 され る と 同時 に 内 閣 で 緊急 対策 室 が 設立 さ 
ha, 


EIER 20034 06H 12H 16 時 頃 

「 竜 」 と 交戦 し て いた 「 巨 人 」 は 唐突 に 崩壊 を 開始 。 理 由 は 
不明 。 残 され た 「 意 」 は 航空 自衛 隊 筑 6 航空 団 第 303 飛 行 
ORM SHE, сыйт RICO TE 
こ か ら 発せ られ た も の な の か は 記録 に は 存在 し な い 。 ま 
"EA ER) の 遺骸 に つい て の 回 収 も 進め られ た が こち 
ら る 回 取 し た 機関 の 正式 な 確認 は 出来 て な い 。 


EME 2003% 12Н 
REE KIT ARCHER RIOR DI MR, 


回 想 録 2004 年 7 月 

「 折 塩化 症候 群 」 に よる 人 問 の 凶暴 化 が 進行 汚染 され た 
地域 で の 戦闘 が 激化 。 原 因 不明 の まま 、 感 染 者 の 語 散 と 
時 徒 の 壮 圧 が 行わ れる 。 主 要 道 路 の 封鎖 及び 鉄道 の 停 
止 が 行わ れ 、 こ れ が 後 の 新宿 圭 鎖 へ と つなが っ て いく ( 事 
に な る 。 ま た 同時 期 に 非 公式 に 米 軍 か ら 軍 事 介入 が 打診 
きれ る が 、 政府 が これ を 保留 。 一 方 で 政府 内 で は "巨人 」 と 
Г, か ら 竹 られ た 魔 素 の 研究 と 「 白 孝 化 症候 群 」 の 対処 
方 法 が 研究 きれ は じ め 、1 0 年 後 の ゲ シュ タル ト 計 画 に 至 
る 事 に な る 。 


|1439n030, 


1832н020, 
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神殿 建立 の 際 、 人 柱 と な る 少女 が 自ら の 命 を 総 つ た め に 
PORRA, LAO MED MEBs TERM ADS IED 
жоной, 


RAO ABARAT Ot, H tote Sp Alt 
純粋 に 神殿 の 礎 と な る こと を 選び 、 自 ら の 命 を 絶っ た 。 


第 二 代 の 人 桂 は 心 優し い 町 鳩 で あっ た 。 人 柱 に 選ば れ た 
TERMAS), 人 々 の 役に立つ な ら ば と 、 少 女 は 命 
を 絶っ た 。 


MIERDA ARM TMH of, MIL AEM 
RMB, TORE, OS 
が っ た と いわ れ て いる 。 


DRAG-ON DRAGOON? WEAPON STORY 
神殿 の 祭壇 に 、 ひ っ そり と 春 ら れ た 短剣 が ある 。 そ れ は 、 神 
殿 建 立 の 際 人 柱 と な っ た 少女 達 の 、 自 害 に 用 いら れ た 聖 
пън о, 


神 に 命 を 控 げ た 少女 は 、 НОНЕ А E RUE, ME 
ず 死 ん だ 少女 連 の 呪い で 、 刀 身 が 柄 く ね じ 曲がる 程 の も の 
だ っ た 。 


少女 達 の 呪い か 、 司祭 ら は 次 々 に 事故 や や 病 で 急逝 し た 。 そ 
し て 大 き な 戦 の 後 、 神 典 は 無人 と な っ た 。 


建立 か ら 数 百年 。 神 殿 は 今 も あり 続け る 。 祭 増 の 短 創 は 月 
光 を 宿 し 、 その 光 で 少女 連 の 墓碑 と な っ た 神殿 を 、 湊 く 照 
らし 続け で いた 。 
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少女 は 生ま れ た 時 か ら 婚 約 者 が ら る と 聞か され て 育て ら 
れ ま し た 。 家 の 中 で 日 々 花 線 修業 に 励み 、 夜 は 窓 か ら 見 え 
る 景色 に 向かっ て 婚約 者 へ 祈り を 捧げ まし た 。「@@ 様 、 
早く 錠 え に 来 て くれ る 日 を お 桂 ち し て いま す 。」 


少女 が 暮らす 家 に は 、 同 じ 年 頃 の 少女 が 何人 も 暮らし て お 
り ま し た 。 少 女 た ち は 全員 が 同じ 婚約 者 の 為 に 、 日 々 花 能 
修業 に 助 み 、 夜 は 祈り を 捧げ まし た 。「@@ 様 、 早く 迎え に 
来 て 《 れ る 日 を お 待ち し て いま す 。」 


ある 日 、 既 約 者 と し て 選ば れる の は 、 最 も 優れ た 1 人 で は な 
い の か と 少女 た ち が 喧嘩 を し まし た 。 自 分 が 同 約 者 とし て 
- 番 優れ で いる 、 と 譲ら な ら 少 女 た ち に 世話 係 の 女 は 少 
女 た ち に 優し 話し か け ます 。「 大 丈夫 、 あな た 達 は 全員 
@ 様 の お 嫁さん に な れ ま す よ 。」 そ れ を 聞い た 少女 た ち は 
жшйс, 


婚約 の 日 に 少女 た ち が 連 れ て こら れ た の は 、 家 の 窓 か ら 見 
える 石 筆 が 並ぶ 場所 で し た 。 少 女 た ち に 
きれ ます 。 婚 約 者 に 会 うに 
な い 、 そう 聞か され た 少女 た ち は 我 先 に と 短 べ 市 を 礁 い 合い 
な が ら 自 害し まし た 。 そ の 後 、 少 女 た ち が 死ん だ 場所 に 神 
殿 が 建て られ まし た 。 神 殿 の 名 称 は 少女 た ちの 婚 准 者 の 
名 前 で し た 。 


NIRVANA DAGGER 
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JE Axe OF BEHEADING 


結婚 式 の 前 夜 、 夜 の 闇 の 中 に 
花嫁 が 見 つけ る 。 


な いか ? お 前 だ 
心 の 隊 に 精霊 が 甘く 問い か ける , 


彼女 が 正気 に 戻っ た | 


EARTH WYRM'S CLAW 


Meets. SMOREBMNIOE/ ICL 
を 愛す る べき じゃ な いか ?」 (EEO で いた 。 


に は 、 FICS CORES HAE 


DRAG-ON DRAGOON WEAPON STORY 
帝国 の 考古 学者 が 聖なる 地 の 遺 跡 か ら 掘り 出し た 
誕 の 化石 。 何 か の 生物 の 化石 らし い の だ が 、 化 石 を 
包む 岩 が 異常 に 硬く 手 を つけ られ ず に いた 。 


ERA CER AR, TIRO TIA 
た 考古 学者 だ っ た が 、 い か な る 道具 や 強力 な 火薬 
EATUR AHER LATEN, 


A MSL OTA MHA, а 
を 見 失っ た 考古 学者 は 化石 に 頭 を 何 度 も 打ち つ 
け 、 そ の まま 絶命 し て し まっ た 。 


тотал. воли оо, жа. 
る 血 で 削ら れ ね て いく 。 そ れ を 知っ て いれ ば 考古 学者 
は 無駄 な 死 を 迎え ず に 済ん だ で あろ う , 


NIER WEAPON STORY 

カビ 臭い 博物館 の 奥深 く 。 落 暗い 資料 室 の 中 で 、 一 
人 の 者 学者 が 座っ て いる 。 者 学者 の 前 に は 厳重 に 
封印 され た 縮 が 一 つ 、 先 代 の 痕 長 か ら 「 開 け て は な 
Е А ЕЗ 


何で も その 中 に は 人 の 生き 血 を 吸う 化石 が 入っ て 
いる らし い 。 還 原 な 話 だ 。 狭 く て 時 代 遅れ に も 程 が 
ある 。 本 に 囲ま れ た 学問 の 世界 で 暮らし て いる か 
ら 、 そ ん な 迷信 を 信じ る の だ 


MEMS, RDN EDD, АсАТ 
が 一 つ 。 柄 が 付い て いる を 見 る と 儀礼 用 の 装 
備 だ ろう か …… も し (は 武器 の よう に も 見 える 。 興 
味 を 引く 形 だ 。 こ れ は も っ と 良く 研究 せ ね ば 、 


ん な モノ を 怖がっ て いる な ん て な ん て 楓 
うか 。 ク ッ ク ッ ク …… 老 学者 は 化石 の 
先端 で 左目 を エグ リ な が ら 笑っ た 。 


NIER WEAPON STORY 
MEDIMOIRAD ot, 2OF0+-HHOMA 
DH, Вож иЗ MOMS oft 
IOMA SEOMATORRE ABLES. 


ある 精霊 は 自分 が いか に 残虐 な 方 法 で 屈強 な 男 達 
を 殺し た の か 自慢 し で いた 。 と ある 王国 の 精 使 の 兵 
土 だ っ た 男 達 は 、 始 細 に 化け た 精 雪 に 身体 の あら ゆ 
る 部 分 を 引き ちぎ られ て 死ん だ らし い 。 精 寺 は その 男 
達 が 剣 技 を 発揮 出来 ず に 流し た 悔し 選 が いか に 和 紹 
いか を 楽し そう に 歌っ て いた 。 


DRAG-ON DRAGOON WEAPON STORY 
若い 二 人 が 祝 柱 を 受け な が ら 結 婚 し よう と し て いた . 
(HOMER 


KOMBAT ic RA eM TOR, E 
ず は 小さ な 男の子 を 沼 に 沈め る 。 そ れ を 助け よう と し 
た 姉 も 沼 に 沈め る 。 そ うし て 親 兄 弟 か ら 親 戚 一 同 に 
つなが り 、 村人 全員 を 沼 に 沈め た の だ と いう 。 精 霊 は 
その 標 子 を 思い 出し た の か 沙 を 乗ら し な が ら 徹 笑 ん 


ERT HERKEN TY 


所 られ 、 床 に は 夫 の 首 が 、 首 だ けが 転がっ て し 
レデ オマ エダ ケ ノ モノ 
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MAFOTO, ADE TBDCES, ME 
ANDFLACETRE RAS DAS 


АЕА АЕА 
Аксак Асет!) ойо: 
は 、 小 き な 


ちら 笑い 転げ て いた 。 そ の 笑い 声 が 止ん 
E Ее Та 
モノ が 全て の 精 圭 を 喰っ ちぎ っ た 後 だ 
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野心 家 の 魔 術 師 か 
MERA, ROMERA 
し た 。 


Роа е: 
Са INGA 
力 の 魔力 に と りつ か れ た 彼 は 、 や が て 人 を 殺め る よう 


DATA Mile 


EF, MALE. 
Sire, Mi: 
づけ る 。「 和 殺せ 


ANKOR 


ое Айс, EO 
OMA LAS teil MRO Ба 


) 着 を 手 に 入れ た 小姓 は 、 比類 な き 武勇 で 手柄 を 
揚 て 、 大 き な 騎 士 団 の 千 人 隊長 と な っ た 


た だ し 、 山 賊 団 の 首領 も 、 騎 士 団 の 千 人 隊長 も 、 最 後 
VERO IM TIRAR O, 自ら の 部 下 に 殺さ れ 
た と いう 
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少女 は 目 の 前 に 広がる 光景 を 
に は 父親 無数 の 刃 に 切り 刻ま れ 、 母 親 は 死 
犯さ れ て いる 。 生 まれ た ば か り の 第 は 
WEICHEN, EOMMAL TR, REER 
LEIAOR EE IBN TRA TON, 


捜せ る 方 法 が ある と 兵 
を する と 言っ て 兵士 を 裕 台 に 寝かせ た 後 、 両 手足 を 
革 で 切り 落と し た 。 手 足 が 無 い 状態 で 造 げ よう と する 


2 人 目 は 無類 の 女好き の 兵士 HOMIE 
分 の 館 で 、 数 多 の 女 た ち を 呼び 夜 を 過ごし て いた 。 

女 は 兵士 の 周り に 本 が る 女 た ち を 殺し 、 恐 怖 に お 
の の き 、 命 を い の 言葉 1 な く な っ た 兵士 の 男 
DRMERTUN 


3 人 目 の 兵士 は 軍 を 退役 し 、 辺 境 の 村 で 人 
びり 暮し て いた 。 家 族 が 寝 租 まっ て か ら 4 


н 大 は 大 き な 装 火 の 
MALDAD, AL 
NAHL 息子 は 家族 


を 兵士 の 息子 に 差し 出し 、 暗 間 の 中 < 
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ote, MA LATER ANO 
は な か っ た 。 だ が ある 日 、 傷 つ 
出会う 。 


竜 は 騎士 を 助け る と 、 彼 が 目 覧 め る の を 見 届け 、 そ の 
MEMERAILLA. MOR MIS, MUATEA 
Arche 


Anm, Иол ОШЕН), 
時 が 流れ 、 年 考 い た 竜 は 人 間 の 軍勢 に 取り 囲ま れ 
る 。 意 が 死 を 覚悟 し た その 時 … 


な !」 あ の 時 の 騎士 が 国 
王 と な り 、 数 千 の 兵 と 共に 現れ た の だ 。 意 は 忘れ で い 
БИЧ Е 
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EBRO A Ы 
п. ELA RS SMBH OTH 
者 いる に 従っ て 身 に つけ 
く 館 ん で いた 。 王 は 怖かっ た 。 
失わ な いよ うに 周辺 諸国 へ の 侵 申 を 繰り 返し 
怖かっ た 。 周 民 の 声 も 家臣 の 言う 事 も 信用 な 
A УА, 


ECBRER TEMES. MOR BEDS) 


айна. / 
Dist SOLE WIRA: 
BRADGATE RIDAD TE RADE 
う 事 も も う 出 来 な 。 栽 し て くれ 。 そ う 言う と 竜 は 


それ は 昔話 。 数 百年 前 に 洪 び た 国 の 軸 か な 王 と 衣 の 
無い 竜 の 物語 。 章 原 に は 今 も 風 が 吹い て いた 。 王 と 
竜 が 誓い を 交わ し た あの 日 と 変わ ら ず 、 風 が 吹い て 
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が いた 。 自 分 の 才能 に 限界 を 感じ 始め て いた 彼 は 、 あ る 日 
妖怪 と 契約 を し て し まう 。 


妖怪 の 力 に より 、 次 々 と 新 し 歌 を 発表 する 歌 人 。 ど の 歌 も 
者 晴らし く 、 都 中 の 評判 と な る 。 つ い に は 将軍 家 の ご 指南 
役 に ま で 昇進 し た 。 


ある 日 、 妖怪 が 再び や っ て き て 歌 人 に 言っ た 。「 お まえ の 一 
生 分 の 才能 は も う 使 果たし た 。 お まえ は 二度と 歌 を 詠む 
こと が で き な い だ ろう 。」 


妖怪 の 言っ た た お り 、 彼 は 一 行 の 歌 も 詠 め な く な っ て し ま 
う 。 世 を 傷ん だ 彼 は 、 自 害し て し まっ た 。 を の 剣 は 今 も 彼 の 
血 で 鈍く 光っ て いる と いう 。 


が いた 。 自 分 の 才能 に 限界 を 感じ て いた ある 時 、 質 屋 に 億 
られ て いた 美しい 刀 を 目 に し た 。 赤 く 多 く 刀身 に 魅入 られ 
た 歌 人 は 、 刀 を 購入 し 持ち 帰る 。 


傍ら に 刀 を 置き 、 う と うと と 寝 入る と 、 夢 枕 に 一 匹 の 妖 任 が 
現れ 、 歌 人 に 取引 を 疾 っ た 。 お まえ の 名 を くれ れ ば 、 万 能 の 
才 を 授け よう 、 と 。 


лиева, Ворте, ЮРЫ 
D, 歌 人 は 優美 な 肢体 と 、 卓越 し た 才能 を 一 夜 に し て 手 に 
入れ た 。 


才 の 代わ り に 名 を 失っ た 歌 人 は 、 次 第 に 人 の 詞 を 失っ て い 
く 。 つ い に 妖 侍 と 成り 果て た 歌 人 は 、 開 の 中 へ と 消え て いっ 
た 。 後 に 残る は 、 名 を 得 て き き を 増し た 刀 だ け だ っ 
te 
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東 の 果て の 都 に 高 名 な 歌 人 が いた 。 け れ ど 歌 人 の 才 は 、 晩 
年 に は 一 首 の 歌 すら 詠 め め ぬ 各 に 枯れ 果て て し まう 。 落 ち ポ 
れ て 嘩 < 歌 人 に 、 いつ の 間 に や ら 傍 に 仔 ん で いた 僧 が そっ 
と 一 振り の 刀 を 掘ら せ 語り か けた 。 


толе АВИ, ЛАН Н, сонс 
つと あら ぬ 程 素晴らし い 歌 が 詠 め ま し ょ う 」 

僧 の 言葉 に 細 り つく よう に し て 、 歌 人 は 夜 の 間 に まぎれ 路 
傍 の 男 を 斬り 捨て た 。 す る と 翌日 歌 人 は 素晴らし い 歌 を 詠 
み 、 再 び 名 声 と 栄 藻 を 手 に 入れ た 。 


それ か ら も 歌 人 は 一 人 殺し て 一 普 詠 み 、 二 人 殺し て 二 首 
詠ん で は 、 目 も 凡 む 程 の 富 と 名 声 を 手 に 入れ 続け る 。 と ころ 
が ある 時 、 大 切な 者 を 殺せ ば どん な に 素晴らし い 歌 を 詠 め 
る の か 、 と いう 欲求 を 抑え きれ な く な っ た 。 


そし て 歌 人 は と うと う 自 ら の 妻 を 殺し て 一 首 坊 み 、 子 ら を 殺 
し で 子 の 人 数 分 歌 を 詠み 、 屋 敷 中 の 者 を 殺し て 歌 を 詠み 
Жей» MERA 歌 が 追い つか ぬ 程 に 、 道 行く 者 
を 殺し て は 歌 を 詠み 殺し て は 歌 を 詠み BLT RL 
て 殺し て 殺し 、 や が て 最期 は 歌 も 詠 まず に 自害 し た 。 
残っ た の は 血 に 漏れ た 刀 だ け だ っ た 。 
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連合 国王 の 亡き 後 、 権 力 を 握り 悪政 の 限り を 尽く し た 皇后 
を 人 民 か ら の 全 頼 の 厚い 将軍 が 討っ た 。 将 軍 は 平民 の 出 
TEILS, 


将軍 の 出自 は 平民 の 中 で も 最 下級 、 人 を 殺め る こと を 生業 
と し て いた 辻斬 り で ある 。 1 5 人目 の 標的 を 条 め た と き 、 著 
MERINO. 


審判 は すでに 下っ た . 極 刑 。 し か し 将軍 の 人 生 を 大 きく 左 
右 し た 才能 、 そ れ は 美 逐 で あり 、 そ の 誠 が 旦 后 の 目 に と まる 
こと で 極刑 を まぬがれ る 。 


皇后 は 将軍 へ の 愛情 を 注ぐ が 、 そ れ は 執着 へ と 変わ っ で 
いく 。 将 軍 は 自 后 を 虜 に し 失脚 さき せる こと で 王 と な る 。 是 を 
SWIM eB LORS, 


WEAPON STORY 
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&#@›ож, VOLCMEEDLWHEREUL NIE 
MTSE MMLC ASS 
これ で … こ の 国 は 悪政 か ら 解き 放 た れ 平 和 に な る だ ろう 。 
男 の 顔 に 、 笑 み が こ ぼれ た 。 だ が … そ れ も す ぐに 消え た …。 


最後 の 戦い … ど う も 用 に 落ち な い 。 な ぜ 王 は 抵抗 せ ず に 死 
ん だ の だ 。 い や 、 そ れ ど ころ か 自ら 命 を 捧げ た 様子 に も 見 え 
た …。 あ れ が … 国 民 に 悪政 を 強い て いた 王 の 奏 だ ろう か 。 
悩む 彼 の 元 に 仲間 か ら 王 の 間 に 来る よう に 連絡 を 受け る 。 


仲間 と 共に 王 の 間 に 向 か う 男 。 そ こ に は … 何 者 か に 拘束 さ 
れ て いた 姫 の 窒 が あっ た …。 を し て … 姫 の 口 か 驚く べき 
真実 を 知る …。 姫 は 、 ROM, 隣国 の 者 に 人 質 に 捕 ら れ て 
олон, ERRE THOR, BOBS RACE 
Sire 


男 は その 場 で 婚 の 命 を 奪っ た …。 確 か に 王 は 、 維 の た め 
RER TORO LAN OI, e 
要 な の は 真実 で は な い 。 苦 し み 虐げ られ た 国民 が 立ち 上 
が り 憎 き 王 を 討つ と いう “事実 "の み 。 真 実は 聞 の 中 …… 男 
は 王 と な っ た 。 
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東方 の 大 商人 が 贅沢 の 限り を 尽く し 作り 上 げた 至高 の 
刀 。 そ の 鋭い 切れ 味 は 空気 を も 切り 刻み 、 斬 られ た 者 は 痛 
み も 感じ ず に 絶命 し て いく と いう 。 


LOL, 持ち 主 の 業 の 深き が 乗り 移っ た せい な の か 、 刀 身 
RECOM MORELOS MRO 
(EZOBZEOMRSS LY, 


ACH SORAMELNOBAL(, BOTSEN 
く 映 る の で 、 で きる だ け 見 ぬ よ うに し て いた の だ が …。 


ある 日 、 魔 が 差し て 補い て し まっ た その 次 は 、 この世 の も の 
と は 思え ぬ ほ どの 醒 い 容 だ っ た た め 華 然 自 和 失 と な り 、 そ の 
場 で 自ら 首 を は ね た 。 
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ある 国 で 王子 の 影武者 を し て いる 男 が いた 。 男 は 舞 日 の 様 
に 王子 の 代わ り に 公務 を 行っ て いた 。 今 日 も 仕事 を 終え て 
王子 の 元 へ 糖 る と 部 屋 に 裸 の 女 が 笑 て いる 。 女 は 王子 の 
妹 姫 だ っ た 。 果 然 と する 男 に 、 同 じ 顔 の 男 は へ ら へ ら 笑 いな 
が ら 行為 に 誘っ て きた 。 


BUEFOREKEEL Tor, ERERLLTETT 
TERBLBSERBLTCMTWSEBUTIA READ 
物 の 妄 を 通し て で も 、 最低 な 王子 の た め に 命 を か ける 男 に 
と っ て 、 彼 女 は 唯一 の 生き る 種 だ っ た 。 


王子 が 戦争 で 指揮 を 執る こと に な っ た 。 役 目 の た め に 命 を 
も 投げ 出す 覚 全 の 男 に 王子 は 言い 放つ . 大 特 の 首 を 獲れ 
ば 妹 と 謙 る の を 自分 と 一 回 替わっ て も いい と 。 男 は へ ら へ 
SKIEFOLMERENL.N, 


теоре лет, ENDE 
MONSTAETSLI Boh, ное REE, > 
呼ぶ た びに それ は 続い た 。 や が て 「 王 子 」 は 自ら の 顔 を 佐 
き 、 口 か ら 槍 を 刺し た 状態 で 見 つか っ た 。 そ の 焼け た だ れ 
AMEE THBP DOK, 
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Жов. 黄金 の 鳥 と 呼ば れ た 国 で あら ゆる 金銀 宝玉 を 浴 
か し て 作り 上 げ ら れ た 刀 。 そ の あま り の 切れ 味 の 鋭 さ で わ 
ず か で も 切り 傷 を つけ られ る と 、 傷 が 継 合 で きず そこ か ら 
全身 の 血 が 流れ 出 て し まう ほど で あっ た 。 


その 刀 が 何 の 奇 緑 か 貧し い 身 売り の 女 の 手 に 流 っ た と き 
の こと 。 身 の 丈 ほ ども ある 刀 を 自在 に 操 れ な い 女 は 自分 の 
床 に 刀 を し の ば せ 、 身 体 に 触れ る 男 に その 刃 を 向け た 。 男 
達 は 知ら ぬ 問 に 切ら れ 、 靖 み も 感じ ず 血 を 抜か れ て 絶命 し 
て いっ た 。 そ し て 遺体 か ら 金 銭 を 抜き 取り 、 女 の 私 腹 は 本 
えて いっ た 。 


や が て その 金 で 自ら を 美しく 着 飾 り 、 国 の あら ゆる 金銀 宝 
玉 を 手 に 入れ た 女 は 、 そ の 刀 に 薔 け た 宝石 も 何と か し て 手 
に 入れ た い 、 身 に つけ た いと いう 欲望 に 駆 ら れ て いっ た 。 そ 
の 衝動 を 接 き 立て る ほど 、 刀 身 は 美しく 洗練 され て いた の 
だ 。 女 は 刀 を 持ち 、 銀 冶 屋 に 向かう 。 


道中 、 そ の 刀 の 重み に 重心 を 月 し た 女 は 、 橋 の 上 か ら 川 に 
落ち て し まっ た 。 谷 深い 女 は 、 そ れ で も 刀 を 手放さ ず 、 無 和 
夢中 で 刀 を 手 り 締め 離さ な か っ た 。 そ し て 体 中 に 無数 の 切 
り 傷 を つけ た こと に 気付 か な か っ た 女 は 、 翌 日 河 岸 で 全身 
Die RARE CHAT, 
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再生 する と いわ れ て いる 。 


元々 は 持 間 用 の 武器 で 、 外 の 刃 は 相手 を 両断 で きる よう に 
閲 い 切 れ 味 で 、 内 側 の 刃 は 苦 弥 を 与え る た め に 刃 を 館 く し 
て ある 。 


柄 の 部 分 に は 素 を 入れ る こと が で き 、 相 手 の 身 体 に 剣先 を 
突き 刺す と 鋭い 突起 の 先端 か ら 末 が 飛び 出し 、 相 手 を 即 
座 に 死に 至ら し め る 。 


あま り の 残 虜 さゆ え 時 の 持 帝 より 使用 を 禁じ られ た 後 、 歴 
史 の 裏 舞台 で 剛 殺 用 の 武器 と し て 独自 の 進化 を 遂げ る こ 
と に な っ た 。 
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そう さ 、 こ れ は 君 の 命 を 絡 つ 為 の 武器 だ 。 な あ に 心 配 は 要 
ら な い , 今 まで 感じ た 事 の な いよ うな 苦痛 を 与え て や ろう 。 
最初 は 病み な ど 感 じ な い 。 ま る で 水 が 肌 の 上 を スッ と 流れ 
た よう に 思う だ け だ 。 痛 み を 感じ る 前 に 流れ 出る 血 で 叫び 
出す 奴 が 多い ん だ が な 。 


ああ 、 そ ん な 簡単 に は 終わ り は し な いさ 。 刃 の この 部 分 を 使 
うと も の 凄く 痛い ん だ 。 だ か ら . 使う と き は な る べく 後 
の 楽し み に 取 っ て お くん だ 。 声 が 枯れ ちゃ っ て か ら だ と 何 
言っ て る か 判ら な く な る か ら ね …… う る さい な あ 。 や う 少し 
静か に し て くれ な いか ? 手元 が 狂う か ら 。 


な あ に 、 す ぐに 殺し た り は し な いか ら 安 心して くれ て いい よ 。 
じっくり と 回 りな が ら 和 殺し て や ろう 。 人 間 は ね 意外 と 簡単 
は 死な な らん だ 。 そ れ に 人 間 に は 目 が 二 つ あ る ん だ 。 耳 も 
ニニ フ . 指 と 爪 は ニ 十 づつ 、 関 節 に 至っ て は 百 四 十 四 個 も あ 
る ん だ 。 め ゆっ くり と 楽し も うじ ゃ な いか 。 


な ぜ こ ん な 事 を する か っ て ? ae PRADA 
今 まで ずっ と や っ て きた 事 じ ゃ な いか 。 国 民 を 無実 の 罪 で 
捕らえ て 、 持 問 し て 、 晒 し 首 に する っ て の は 君 が や っ て きた 
Фото оторго, ШОС 
対し て 君 が や っ て くれ た 事 を 一 つ ず つゆ っ くり と 思い 出さ 
СЫТЫ, 777 
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FAA ARO DATA, AA 
司る 月 神 の 加護 を 受け る 者 の み が 幸 に 屈する こと な く 剣 を 
握る きる と いう 


ある 則 強 な 戦士 が この 創 を 手 に 戦場 に 向 か ・ 
を 上 げ 最 前 線 へ 向かう 戦士 。 そ の 目 の 前 k 
PROP, MOPAR OD RATELY 


百 の 弓 兵部 


し か し ! 彼 の 体 か ら は 一 満 の 血 も 流れ ず 、 そ れ . 
HICE ATO SOIC, その 力 は い 
戦い は 彼 の 軍 が 勝利 を 収め た 


勝利 を 手 に 駐屯 地 に 戻る 戦士 。 そ を 置く と 同時 に 梓 
は 水 に 包ま れ て 絶命 する 。 月 神 の 強い 應 力 が 彼 の 命 を 未 
加 に 奉っ て し まっ た の だ 。 


DRAG-ON DRAGOON2 WEAPON STORY 
強烈 な 冷気 を 発する 大 理 石 の 創 は 般 か に 使い 手 を 待ち 仁 
びている 。 


使い 手 の 死 を も 東 ら せる と いう 物語 も 残さ れ た 、 大 理 石 の 
剣 は ずっ と 静か に 冷た く 待 ち 続 ける 


間 さ え 凍 らち せ て し まう 


LLO ота OM Oi 6 252TH, E 


覚め る こと は な い だ ろ う 。 ひ と つ だ け 言 える こと は 、 津 りつ い 
た 使い 手 の 劇 が 、 巡 身 に 映り 込む 事実 で あろ う 
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通 か 昔 に 大 火事 に ! に | せ て し まう 剣 


が 数 っ の 苦し みか ら 
Лао атой, ZOMDM DIM FED A 
MOIRA TO, 


世界 中 の 武器 を 探し 求め る 男 が 、 MOMIA, EM 
に 才 バ 重 に も 布 を 巻い て 、 創 を 持ち 出し た 。 し か し 、 育 中 の 商 
物 に 入れ て 運ん で いる と 、 知 ら ず 知ら ず の 間 に 布 も ろ と も 
MENO TEA 


ROMA DM DMN BUNT: ACIDE MOT Poe 
E AS TI M 
RUNDER GME MEDI 1 た 。 


奴隷 の 女 が ある 日 、 調 鶴 で 岩 を 削る 作業 中 に 剣 を 見 つけ 
女 は こん な 苦し い 毎 日 を 送る な ら 、 MEET 
死に た いと 思い 剣 の 柄 を 握っ た 。 し か し 、 女 は 凍る , 
く 、 創 で 自分 の 体 を 貫く こと も 出来 な か 
れ な が ら 連 れ ら れ て いく 様子 を 、 月 明か り に 照ら きれ た 創 
の 刀身 は 映し 続け た 。 


[sro] ru 
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RU BALAN ADO NEN, Бело 
AMENA, SAR EAERI LR 
た 少女 の 無念 が 和 宿っ て いる 。 


団 入 られ た も の は 、 己 の 手 が 剣 か ら 離 れ な く な り 、 
自ら の 意思 と は 関係 な く 人 を 殺め る 。 こ の 呪い を 解く に は 自 
分 の 腕 を 切り 落と す の み 。 


自ら の 月 を 切り 落と し 呪縛 か ら 逃 れ た 者 は 、 そ の 剣 に 自分 
の 精神 が 宿り 、 念 じ る だ け で 自由 自在 に 操れる よう に な る 。 


腕 を 切り 落と さ な く て も すむ 唯一 の 方 法 は 、 偽 に 宿り し 少 
女 の 殊 を 的 了 す る こと らし い の だ が 、 い まだ か つて 切り 落と 
さ ず に すん だ 者 は いな い 。 
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アイ シテ ル 。 私 は 彼 を 心から 愛し て いま し た 。 和 岐 も 私 を 愛し 
こけ 分 か る 合図 を 送り 、 
る も の は な ん で も 喜ん で 、「 勿 体 無い か ら 金 庫 に し 
まっ て お く 」 と 言う くら い 犬 事 に し て くれ まし た た, 自慢 の 恋人 


wr 


シン ジ ナ イ 。 私 の 親友 が 彼 を た ぶら か し 、 私 か ら 彼 を 奪っ て 
SIE LOUD SWAT EH Bot 
は 、 私 と 、 部 屋 に 錯乱 し た 私 の 剛 り 物 の 数 々 。 金 目 の も の 
、 村 の 市 場 で 売ら れ て いま し た 


ユル サナ イ 。 彼 は 私 を 棄て た ん じゃ な いわ あの 女 に 騙さ れ . 
て る の よ 。 彼 は きっ と まだ 私 に 未練 が ある わ 。 だ っ て あの 女 


より 私 の ほう が 率 英 で す も の 彼 を 理解 し て いる も の 、 早 く 、 
早く 目 を 覚まし て ね え ! あ の 女 を 引き 秀 さ な いと 、 あ の 女 を 
末 き な いと ハヤク 、 ハ ヤク コロ セ ! 


、 нотолж 
む 程 区 り つけ 、 叩 きつ け 謀殺 し た 。 以 来 女 は 行方 を くら ま 
し 、 残 され た の は 元 は 人 だ っ た と も 思え な い 男 女 の 肉 塊 と 、 
SoC TMA CLE TM, DER btu 


ちら 直 そ うと し て も 、 そ の 刃 は も と に ! 
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CAPTAIN'S HOLY SPEAR 


DRAG-ON DRAGOON WEAPON STORY 


兵士 長 ほ その 「 死 』 を 確か め る 
己 の 感触 は 天地 の | 
流れ る 血 は 開か 


新た な る 命 を 与え る 
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ГЕ ЕЧ 

他 者 の 悲鳴 は 歓喜 の 歌 へ 
Ahern 

戦い は 復讐 を 呼び 新た な る 孤独 を 生み 出す 
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NE うみ 
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この 世界 で 最も 大 き な 創 普通 の 人 間 ] 
動か すこ と すら で きず 、 今 まで この 剣 を 使 お 
いな か っ た 。 


КИЕ Ао. BHORTCE 
AGP ies #3 юй 自分 の 力 を 誇示 する た 
し た 舌 の 錯 を 溶かし 作り 


命 を 礁 う 度 に 重く な る 大 創 。 次 第 に 持ち 運 記さ 
に な り 、 誰 に も 、 当 の 本 人 ぎえ も 扱え な く な っ て いっ : 


パッ カス 将軍 の 惨殺 死体 が 見 つか る 。 鹿 の 傍ら に 
まり 肉片 の 付い 鉄 境 。 い っ た い 誰 が この 創 
を 振る っ た の で あろ うか 


か つて 選 界 で 最も 大 き な 剣 と 称 さ れ 見 る 者 を その 迫力 で 
圧倒 し て いた 鞭 妄 は 見 る 影 も な く 、 師 と いう に は あま り に も 
惨め な 措 に 変わ り 果 


剣 が 健在 で いた 時 代 。 以 前 の 持ち 皇 は 、 こ 0 

の 力 で は 扱え な い 代物 まで に 鍛え 上 げ 、 それ で も まだ 何 か 
り 剖 か れる よう に 、 有 刀身 に 使え る 素材 を 探し 集め た 。 罰 
LU теа! 
tbtMOBL 


た 


AS ORA 
FERIAL [ЫЧ 
赤黒い 鉄 は すべ て 砕け 散っ て 


我 は 産声 を 上 げ る 。 熱 (熱せ られ た 鉄 が その 身 を 形作る 
時 。 鋼 の 科 が 我が身 を 打ち 叩く 時 。 交 導 の 中 に 燃え さか る 


FALE, 調 の 火花 の 照り 返す 白光 が 見 守る 中 。 的 東 き れ た 
RECI, PILA RR. EDDA 
まれ 落ち る 刃 

PUTA MOREIRA RIA, ORD 


псуе). ADEIT, DIRT 
身 を 満た し た 。 人 の 身 を 押し つぶ す 時 、 自 ら の 生ま れ た 意 
味 を 知っ た 。 そ の 歓喜 を 伝え る 為 に 、 人 を 般 し 続け た 。 我 は 
PILLAR изет. BT BTR, 


PEPE, MEL RMORTK, WML Marcos 
BEA MOMAGIZECTAL, RUMSROF 
が 血 風 を 巻き 赤い 竜 と 戦い らし その 日 々 。 我 は 鉄 塊 
と 呼ば れ し 武 器 。 呪 われ し 鋼 は 眠り の 黒 へ と 沈む 


れ は 、 小 さき な 尋 の 夢 。 ち いさ な 雨 の 
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姉妹 の 刀匠 「 デ ポ 」 と り が 叩き 上 げた 
REOR, ERDE TREE RA 
に 勝て る も の は いな か っ た 。 


ある 日 、 二 人 の 評判 を 聞き つけ 一 人 の 只 遊 詩人 が 現れ る 。 
詩人 の 天使 の よう な 美しい 容 妄 と や や き し い 性 格 に 二 人 は 
AS 


HADRETOMCRI LILO CME Л. 
お 互い が 詩人 を 求め 醒 く 競い あっ た た め に 出来 上 が る も 
の は な まく ら な 刀 ば か り 。 


それ を 見 か ね た 詩人 は 二 人 を 辺 に 迎え 入れ る 。 深 い 愛情 
に 満た され た 姉 線 は 、 更 に 腕 に 摩 き を か け 、 こ の 銘 刀 「 デ ボ ポ 
ルポ ポル 」 を 作り 上 げた 。 
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UDLUDL HOLSSRVMCFRERHLVG, ETH 
仲の 食い 姉妹 の 鍛冶 屋 が 暮らし て いま し た 。 い つも の よう 
に 二 人 が 仕事 に 硬 ん で いる と 、 大 慌て で 村人 が 百 け 込ん 
で 来 まし た 。 な ん と ! 幼 い 頃 に 突然 消え た 母 が 見 つか っ た 
知ら せ で し た 。 


母 " ポ コ "は 、 山 の 向 に ある 巨大 な 氷塊 の 中 に 当時 と 変わ ら 
ぬ 若 々 し い 変 で 閉じ 込め られ て お り ま し た 。 ZARIEM 
り 絞っ て 何 度 も 水 塊 を 壊 そう と し まし た が 、 い くら 火 を ( ペ 
よう が 、 БАЕВ Э, まっ た く 壊れ る 気配 は あり ま 
せん 。 


諦め か けた 時 、 ボ ポポ が 言い まし た .『 お 姉 様 …… 私 達 の 銀 
ARMAS ひょっと し て ……』 デ ボ は 二 人 の 愛 と 支 力 の 
мй. PAE FRE RSM TSLEST 
し ょ う ! 二 人 の 身 休 は 水 の 中 の 母 に 抱か れ て お り ま し た 。 


『 二 人 と も … 大 きく な っ て …。』 母 は 水 塊 の 中 で 生き て お り 
まし た 。 二 人 は 嬉し く て ずっ と 泣き まし た 。 そ し て 、 何 日 も 語 
り 合い まし た 。 二 人 が 出 て いく 時 、 母 は 二 人 を 引き 止め ま 
A ERRARE hist 
3. 
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その 姉妹 は 機械 仕掛 け の 人 形 だ っ た 。 し か し 誰が 見 て も 
人 間 に し か 見 えな い 和 精巧 な 造り 人 間 が 成 し 得 る 技 
術 の 律 を 用 いて 作ら れ た 二 体 の 人 形 は 、 人 間 の よう に 歩 
き 、 人 間 の よう に 食べ 、 人 間 の よう に 笑っ : AR 
を 流す 事 だ け は 出来 な か っ た 。 そ うい う 履 に は 作ら れ て い 
な か っ た の だ 。 


節 妹 は 人 形 だ っ た か ら 何 も 感じ な か っ た 。 人 と 同じ よう に 
悲し ん だ りす る が 、 本 当 は 悲し く な ん か な か っ た 。 悲 し いと 
いう 事 が 何 か 判 ら な か っ た 。 友 達 が 事故 で 死ん だ 時 も 、 人 
形 を 作っ た 制作 者 が 病 で 死ん だ 時 も 、 何 も 感じ な か っ た 
姉妹 に と っ て は 、 た だ 居 な く な っ た と いう だ け の 事 だ っ た 。 


MODA IDE ZION BANDA O 
きた 。 ひ どく 汚れ た 不細工 な 猫 は 、 痩せ て 病気 持ち だ っ た 。 
姉妹 は 面倒 だ な と 思い な が ら 世 話 を する 。 ミ ルク を や り 、 体 
を 拭い て や り 、 暖め て や る と 、 猫 は すっ か り 元 気 に な っ た 。 
その 日 か ら 猫 は 姉妹 の 周囲 を 毎日 ウロ ウロ する よう に な っ 
た 。 エ サ が 欲し く て すり より 、 ネ ズミ を 狩っ て き で は 自慢 し 、 
だ っ こし て 欲し く て 毎日 只 ら た 。 策 妹 は 面倒 だ な と 思っ て 
いた 。 


冬 の 風 が 冷た いあ る 日 。 外 か ら 工 が 家 に 戻っ て きた 。 か 細 
い 声 で ヒ ャ ー と 無く と その まま 倒れ て し まい その まま 死ん で 
し まっ た 。 妹 は 死体 を 何 度 も 何 度 も ゆす っ た 。 姉 は 死体 に 
何 度 も 何 度 も 声 を か けた 。 だ が 、 獲 は 動く 事 も 応え る 事 も 無 
か っ た 。 姉 妹 は 府 の 舌 の 方 で 何 か が 壊れ る 音 が 関 こえ た よ 
うな 気 が し た 。 そ し て 、 何 も 感じ る 事 は 無く な っ て いっ た 。 
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アウ スト ラ シ ア 王 ジ \ ベ ルト 一 世 妃 ブルン モ ル デ は 西 ゴ ー 
ト 王 アタ ナギ ルド の 娘 で 夫 の 死後 、 あと を 継い だ 息子 が 摂 
政 と な り 実 権 を 舞っ た 。 


ー 方 、 ネ ウス トリ ア 王 キル ペリ クー 世 妃 フレ デ グ ン デ は アウ 
スト ラ シ ア 王国 の 領土 を いま いま し く 思 い 、 ジ ギ ベ ルト 一 世 
BESBRLTLE. 


アウ スト ラ シ ア と ネ ウ ス トリ ア は 抗争 を 続け 、 ブ ルン ヒル デ 
の 血族 や フレ デ グ ン デ の 家族 が 次 々 と 崎 殺 され 、 両 国 間 
il S. 


プル ン ヒ ル デ は ネ ウ スト リア 王 ク ロタ ー ル 二 世 と の 和平 会 
謎 時 に 謀 路 に 適 い 処刑 され る 。 こ の 共 は ブル ン ヒル デ の 首 
SLAP EDN, 
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ネ ウ ス トリ ア 王 キル ペリ クー 世 刀 フレ デ グ ン デ は 、 課 了 略 に 
よっ て 殺害 し た アウ スト ラ シ ア 王 ジ ギ ベ ルト 一 世 妃 ブル ン 
ヒル デ の 三 女 で ある フォ ン パ デー ル を 次 男 アル フォ ンス タ 
AVENE, AIAMITETTAHIVTORNLER 
結 させ た 。 


導 ち 着 ら た か に 見 えた ネ ウ ス トリ ア と アウ スト ラ シ ア 両国 の 
関係 は 、 西 ゴー ト 地方 アウ ナ ト ラス 国 へ の 敵 征 中 に 行方 不 
明 と な っ て いた ど ジ ギ ペル トー 世 王 の 縛 子 アル マ パ ー ル の 
MBI Lo THAME ODES, 


лел еВ. アル マ バ ー ル 自身 の 殺害 を 企ん 
だ フレ デ グ ダン デ に 胃 燈 と 対立 し 、 フォン バ デ ー ル と アル フォ 
ンス タイ ン の 内 婚 を 無効 で ある と 神 言 。 フ レデ グン デ の 長 
男 に し て ネ ウ ス トリ ア 現 国王 クロ ター ル 二 世 へ 寅 戦 布告 し 


戦端 は アウ スト ラ シ ア 北部 パイ ヨ マ ー ル で 開か れ た 。 自 ら 
戦陣 に 立っ た アル マ バ パール の 准 聞 に より 、 ア ウス トラ シア 
軍 は ネ ウ スト リア 軍 を 圧倒 する , 王 宮 に て 抽 ら えら れ た フレ 
デ グ ン デ は 、 ブ ルン ヒル デ の 処刑 に 用 いら れ た 物 と 同じ 希 
に よっ て 斬首 され た と いう 


FANG OF THE TWINS 


DRAG-ON DRAGOON WEAPON STORY 


遠い 昔 、 炎 の 力 を 持つ 双子 の 神 が い た 。 神 は 人 間 に 火 と 知 
性 、 そ し て 多く の 言葉 を 与え て 見 守り 続け て いた 。 


RDA EL, 双子 の 神 の 逆 魚 に 煎れ て し まう 。 双 子 の 
神 は 多く の 都市 に 埋 を 落と し 、 洪水 を お こし 、 交 で 大 地 を 
焼き 払 お うと し た 。 


己 の 過ち に 気づい た 人 間 達 は 、 神 の 怒り を 鎮め る た め に 巨 
хотеть. AUR FOME TR HANA, 
ROLIR. 


神 は 幼い 双子 を 星 に し て や り 、 人 が 二度と 過ち を 縄 り 返さ 
よう に 俳 に 破邪 の 光 を 封じ 込め た と いう 。 


NIER WEAPON STORY 


DEERE TENORO MEANA T 
いた 国 の 南方 に ある 海 に 浮か 小さ な 島 の 村 と 交 操 を 結 
ぼう と し て いた 村 が 所 属す る 地方 都市 が 組み 込ま 
市 国家 の 一 番 北 に ある 国 と 同じ くら い の 線 度 に ある 
の 出来 事 。 


ZOEDEROENDBDOERBSORDRMIHMATE 
FORE LEER AO ETICA к ИЕА 
し た 最 か な 使用 人 の 主人 の 妻 の 不倫 相手 の 子供 を 
0 し て いた 乳母 が よく 買い に 行く 道具 屋 の 主人 が 言い 
まし た 。 


この 包丁 を 研い だ 砥石 を 作る 時 に 出来 た 破片 を 使っ て 彫 
り 込 ん だ 能 銀 を あし ら っ た 
DEEEHENIZUOKOAURMDELAL EHRE 


TOREO BLOKRDRD ROMO HOMO 
DEDEDROBDADEORORO LOMA 
DBDOLOBDKROAGEDED ADBORORD TOR 
DEOBOBD LOYD ROGOED AOBDRO 
DRORDBDBOMO LD 


NIER WEAPON STORY 
ぼく た ち は 、 う まれ た と きか らい っ し ょ 。 ご は ん を 。 
も 、 ね むっ て ゆめ を みる と きも 


わた し た ち は 、 も らち う も の も いっ し ょ 。 ま ま の お ちち も 、 ば ば か 
ら の や き し い こと ば も 。 


で も ぼく た ち は 、 し ぬ と き は べつ べつ 。 ぼ ぽく は ば ば に 、 いも う 
と は まま に 、《 び を ちょ ん ぎら れ 、 し ぬ と き は べつ べつ に ころ 
きれ た 。 


で も だ いじ ょ うぶ 。 わ た し た ちの ち は ま ざり 、 ひと つの お の に 
や どる 。 わ た し た ち は こ れ か ら も ずっ と いっ し ょ 、= ふ た つの か 
ひと つ に も どる 。 


[O&A ok SOS] = H9 Ё HH 


ANCIENT OVERLORD 


THE DEVIL QUEEN 


raser HH BOT 


DRAG-ON DRAGOON WEAPON STORY 

太古 の 文明 で 絶大 な る 権力 を 持っ て いた と いわ れる 王 が 
所 持 し て いた 創 。 そ の 圭 王 の 手 に より 王国 は 栄華 を 誇り 、 
ешо, 


ОЕ а E 
ЕЕЕ АА ТЕ аСТ СОВ Л 
道 を 辿っ て いく 。 


すでに 己 の 力 で は どう する こと も で き な く な っ て いる こと に 
気づい た 王 は 、 邪神 を 自ら の 愛 刀 に 召喚 し 、 駿 落し た 民 の 
BRERDIET. 


MIO LIA ZO ыд РЕЩ тЫ 
残っ た 王 の 命 を 奪っ た 頃 に は 、 白 銀 だ っ た 刀身 が 、 血 に 梨 
まり 漂 黒 に な っ て いっ た と いう 。 


DRAG-ON DRAGOON2 WEAPON STORY 


鍛錬 に 動 し ん で い 
り 合う こと に な る まで 
す ニ 人 


MEE, ML MRE 


MIER, MORITA SHE 
ALTO ANT, EMM OR, HD ROK 
PPS, MOV эф А DINEE, MOTH SMES 
も 想像 が つか な か っ た 。 


序盤 は 除 の 武 折 が 完全 に 戦局 を 支配 し て いた 。 し か し 次 
第 に 柔 の 武将 の 夏 機 応変 な 戦略 が 央 を 翻 弄 す る 。 と ころ 
が 、 不 利 に な る も 意地 を 張り 布陣 を 衣 さ な い 剛 に 、 和 柔 の 
戦法 も 段々 と 通用 し な く な っ て いく 。 戦 局 は 混迷 を 極め た 


その 後 …- 戦 の 終わ っ た 跡地 を 訪れ た 村人 は こう 語っ た 。 
『 財 の 武将 も 柔 の 武将 も 二 人 と も 、 そ れ は 素晴らし い 武 人 
だ っ た よ 。 た だ 、 極端 に 優れ て いな く て も 、 剛 も 柔 も 少し 革 
ね 備え て いれ ば 、 み ん な 幸せ に な れ た だ ろう に 。』 


NIER WEAPON STORY 
PCI e E 40 TO 
EROM. MARIDO) ADE LE 
A NS ASS 
VEAIS, LPL MELE UROL, FH 
の 身体 より も 先代 か ら 受 け 継い だ 王国 の 繁栄 を 何より も 
大 事 に し た 。 


ある 日 、 最 愛 の 后 が 不慮 の 事故 に より 死ん で し まう 。 王 の 
子 を 宿 し て お り 、 出 産 間近 の 悲劇 だ っ た 。 王 は 国 を 継ぐ 上 
子 が 亡くな っ た と 聞く と 、 絶望 と 悲し み に 打 ち ひ し が れ 、 DE 
に 高齢 と な っ た 自分 で 王家 の 血 が 断絶 する 運命 を 受け 入 
れ ら れ な か っ た 。 


年 っ た 王 は 不死 の 身体 を 授かっ て 王国 を 存続 させ よう と 、 
手当 た り 次 第 に その 剣 で 部 下 や 国民 連 を 切り 殺し た 。「 私 
が 最後 の 王 な ら ば 、 こ の 私 が 生き 続け る 限り 王国 は 不渡 


な の だ !! 


何人 も 、 何 百人 も 、 何 千 人 も の 国民 を 切り 殺し 、 創 の 水晶 
は 無き を 増し て いっ た 。 あ と 少し 、 も う 少 し で その 血 の よう 
PALO, Bo Cueto iis Bue (CEA Dota. 
“pot. HOM ЕЙ ЕН АЕ ES 
万 人 だ っ た 。 


o 
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ы 戦い の 合間 に エミ ー ル が 書き と め て いた マモ ノ の 記録 を 大 公開 ! 

A マモ ノ に つい て の 多く の 疑問 が ここ に 解き 明か され る !! …… か も し れ な い 。 
о ovr 

そう そう そう ! この 本 で 


BORN た すご Sd BL 


< ど 、 あと で 
ジ を ば ら ま いた り し て 7 ニー ア さ ん も カイ ネ さ ん も そん な 音 聞こ 
僕 の 石化 する 能力 で な ん と か 迎撃 し А TE. お か し し 
まし た けど ね ! で も 結局 、 お ね えさ ん の en Ашот 
封印 場所 が 記録 され て い 7 を 
治す 方 法 は あの 本 に は 書い て な か っ た な 
・ それ に し て も あの 頃 は 二 
冒険 する な ん て 思わ な か 
ん だ か 、 この 本 っ て : 
に うう ん な ん で も な い 
で す 。 気 の せ いで す よ ね ! 


ち た り が 大 好き で す ! 
ン の 作る パス タ は 絶品 で すか 
も 是非 一 度 食べ に 来 て くだ さい ! 


て 、 優し か っ 
し た ヤツ で すか ら 

・ それ で も あれ だ け 大 量 の 狼 を 引 
き 連 れ も スゴ イ で す よ ね 
人 望 が ある と いう か な ん と いう か 。 Ф. 


や グレー テル 
石 の 神殿 に 居 た マモ ノ で す よ ね 。 ニ ー 
ア さ ん 達 は 以前 に 戦っ て いる そう で すけ 
"、 僕 は 初め て 会 いま し た ! な ん か す 
い 大 きい 頭 で す よね 


ら オ ナカ の 場所 と か 
か ら な く な り そ う で す が 。 と いう より 
ろ 逆 に と れ は 胴体 な うか ? 
あの 光っ て いる は 乳首 的 な 何 か で 
じゃ あ 頭 は どの 部 分 な ん で し ょ う ? 

謎 は 深まる 一 方 で す 


わ 


EMIL Sue 
SURVEY REPORT 


や カイ ネ さ ん 


BVEANTBBSH 
て 暴走 し ちゃ っ た 時 で す よ ね 。 SHUI 
か っ た で す 。 普段 も 怖 し 


の 3 倍 くら 


ATHE を 取り 出し て 


%P-33 
ロボ ッ ト 山 の 奥 で 出 て きた 機械 の 兵隊 さ 
ん で す が 、 弾 を イッ バイ 撃つ て き て 大 変 
だ っ た な あ …… し か も 周り の バー ツ を 集 
め て 飛行 形態 に な れる な ん て 。 RIT 
ぎ で す 。 で も どこ と な く 形 状 が 可愛 らし 
いん で す よ ね 。 な ん て いう か 、 子供 を あ 
WTF. A? 僕 で す 
失礼 な っ !! 僕 は も う 子供 じゃ あり 
ませ ん よ ! だ っ て 1000 年 以上 も 同じ 
BTEETIATIPD. 皆さん より も 


も う 1 人 で も 夜 に 


IA 
魔王 の 城 の 大 き な 部 屋 に 居 モノ で 
よね 。 踊っ RS AES SLT 


で すか ? 僕 の 気持 ち 
っ て (中 略 ) だ し も ちろ ん それ 
て (中略) まっ て (中 


@ 頭 部 デザ イン 2 


ウェンディ 
崖 の 村 の 人 達 が 合体 し 
ね 。 この 形 を 見 る と 今 
す . て 、 僕 の 暴走 し 
村 を 丸ごと 破壊 し 
すみ ませ ん 。 
は これ 以上 お 話し す 
すみ ませ ん 。 


全部 
か 。 で も 1 番 つ ら 
い の は 、 緒 さ 
す よ ね 。 僕 な ん か が アレ コレ 言う の は 間 


違っ て る 気 が し ます 。 結局 


部 揃う ん で し ょ う : 


番外 
ー ア さん 

A? ニー ア さ ん の 事 で すか ? 
イイ で す よ ね ! あの サ 
髪 や 見 か け に よら ず タ フ 
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LETTERS WÊ 1... 


5 想い を 思い 、 書 き 世 され た 記憶 。 あな た へ 
言の葉 か ら た どる 、 在 り し 日 の 輸 郭 。 


は aa っ No っ @ 


[01] ニー ア か ら ヨ ナ へ の 手紙 


am 


ご は ん を ちゃ ん と た べ て る ? 
ポポ ボル さ ん の いう こと を 、 ち ゃ ん と きい て る ? 


お 兄ちゃん は 、 お お き な 海 の 見 える まち に き て いま す 。 
ヨナ の 好き な えほん に も 、 海 が で て き て いた よね 。 
あの えほん の え の と お り だ よ 。 

きょう の て が み は 、 ぜ ん ぶよ め た か な ? 


ョ ヨナ 、 い つも て が み を あり が と う 。 


2-7 


apa 
お くす り を きち ん と 、 の ん で いま すか ? 


も うす ぐ か える よ 。 
ヨナ に えい よう まん て ん の ご は ん を 
た べき せ て あげ る か ら ね ! 


それ に 、 て が み で よめ な か っ た も じ が あっ た ら 
帰っ た と き に いっ し ょ に よ も う 。 
ちょ っ と だ け ま っ て いて ね 。 


ヨナ の 手紙 を いつ も よん で いる よ 。 
あり が と う 。 


[02] ニー ア か ら カ イネ へ の 手紙 
DARN 


ご めん 、 ヨ ナ の 唆 が 止ま ら な らん だ 。 
だ か ら も う 少 し だ け 、 ヨ ナ の そば に いる よ 。 


それ で 、 い つも カイ キネ は 村 の 外 に 野宿 する よね 。 
人 僕 の 家 に 泊まっ て 《 れ た らい いん だ けど - 


今 は ヨナ の そば を 離れ られ な いか ら 
デポ ル さ ん に この 手紙 を 託し ます 。 


いつ で も 家 に 来 て ね ! 


カイ ネ へ 


村内 に マモ ノ が 田 た らし く 、 今 は 村 を 出 られ そう に な い 。 
悪い が 、 も う 少 し だ け 待 っ て くれ 。 


落ち 着き 次 第 、 す ぐに 向かう 。 
ル に も 伝え て くれ 。 
いつ か 、2 人 と も 村 に 入れ る よう に し て みせ る か ら 。 


[03] ボ ポル へ の ラブ レタ ー 
愛し い 君 、 ボ ボル へ 


君 は 忘れ て し まっ て いる の か も し れ な い が 、 尼 は 忘れ な い 。 
ある 日 、 君 は 僕 に 優し く 徹 笑 ん だ 。 

それ は 今 まで 見 て きた 全て の 竹 笑 が 雷 む 程 に 美しく 

そし て 今 ま で 見 て きた 全て の 中 で 最も 可憐 だ っ た 。 


美しく 愛し い 君 の 一 番 近 い 場所 。 
そこ が 僕 の 居場所 だ と 知っ て いる 。 


愛す る 人 よ 。 
どう か この 超 い を 受け 止め て お くれ 。 


ポポ ル さ ん へ 


突 釣 手紙 を 流し て ご めん な さい ! 

僕 は 体 も 小さ いし 、 あ まり 稼ぎ も あり ませ ん 。 

で も 、 一 目 見 た 時 か ら 、 ポ ポル さん が 好き で す 。 
最初 は な ん て 縛 黄 な 人 だ ろう っ て 思い まし た 。 
今 は 、 村 の 人 達 を 優し く 見 守る 釜 方 の 綺麗 な 心 も 
と で も 大 好き で す 。 

この 気持 ち だ け は 、 誰 に も 負け ませ ん 。 


も し ょ けれ ば 、 僕 と 付き 合っ て 下さ い 。 
ずっ と 大 切 に し ます 。 


ポポ ル へ 


好き だ ー| 
好き だ 、 好 きだ 、 好 きだ ー っ ! 


結婚 し よう! 


お 手紙 を あり が と う ご ざ いま す 。 
貴方 の お 気持 ち は 大 変 二 し い の で す が 
私 は 今 、 大 切な 村 の 事 で 頭 が いっ ぱい な の で す 。 


どう か ご 理解 下さ い 。 


ご めん な さい 。 


[04] 捨て られ て いた 手紙 
お に いち ゃ ん へ 


怪我 を し た と 聞い た 時 は 、 心 が 汗 れ る 思い が し まし た 。 


人 怪我 は どの くら いな の で し ょ うか ? 
どれ くら いで 治る も の な の で し ょ うか ?. 
食事 は と れ て いま すか ? 


今 すぐ 傍 に 行き た く て た まり ませ ん 。 
けれ ど 術 の 人 達 か ら は 、 止 め ら れ て し まい ます 。 


あな た が 傍 に いな い 日 々 は 、 寂 し く て と て も 辛い で す 。 
早く 良く な っ て 下さ い 。 
あな た が 一 刻 も 早く 戻る よう に 、 毎 日 祈っ て いま す 。 


週 伸 、 私 も 哲 の 人 も 元気 で 変わ りあ り ませ ん 。 


あな た へ 


そう で す よ 、 も う 何 年 待た せれ ば 気 が 済 む の で し ょ うか ? 
それ で も 持っ て し まっ て いる 、 私 も 私 で す が 。 


毎朝 目 が 覚め る と 、 今 日 こそ あな た が 戻る と いう 手紙 が 
届く の で は な いか と 思い 

舞 晩 眠る 前 に 、 明 日 こそ あな た の 乗る 船 が 

変 を 見 せる の で は な いか と 夢見 て 

そう し て 時 間 だ けが 過ぎ て し まい まし た 。 


も う 私 は 、 し わし わ の お 覧 ちゃ ん に な り ま し た 。 

あな た に 会 いた い 気 持ち は 変わ りあ り ませ ん 。 

WHE, HELoTRboTLEORMORE 

あな た に 見 られ る の が 少し だ け 、 怖 いで す 。 

それ で も それ 以上 に 、 や っ ぱり 会 いら た いと 願っ て いま す 。 


きっ と あな た も 、 し わし わ の お 苑 ち ゃ ん な の で し ょ う ね 。 
そん な あな た も 、 こ れ か ら も ずっ と 変わ ら ず 大 好き で す 。 


あな た が 戻る 日 を 、 い つも 夢見 て いま す 。 


追伸 、 術 の 様子 も 少し 変わ り ま し た が 、 情 元気 に や っ て いま す 。 


[06] デポ ボル か ら ポ ポル へ の 報告 書 
ポポ ボル へ 


村人 達 へ の ゲシュタルト の 同化 率 は 現在 上 昇 中 。 
軽 過 は 順調 で 、 計 画 通 り 。 


こう いっ た 慌 怖 に 諾 える 村 を 煽る の は 簡単 だ な 。 


けれ ど 、 こ ん な 悪 怖 の さなか 、 彼 ら が 新しい 歌 を 作っ て 歌っ て いた 。 


どう し て 彼ら は 歌 を 作れ る ん だ ろう 。 
RMEL, MURO ALO RO IR RE 
どん な 状態 で も 歌 を 作る 彼ら と の 困ら は 何 な ん だ ろう 。 


デポ ボル 


解説 CowuENrAsy 


お せき が と まり ませ ん 。 
お に いち ゃ ん ヨナ は どう な る の ? 


ゲー ム 本 編 で は 知る 機会 の な か っ た 手紙 の 数 々 。 そ こ に 込め られ た 言葉 を 紹介 する 。 


өө, 【!】 旅先 か ら の 手紙 。 い つも ヨナ の こと を 心配 し て いる 兄 の 様子 が うか が える 。 
(2) 1 枚 目 は 出会っ て 問 も な い 頃 、 純 粋 な 好意 が か えっ て 心 に 突き 制 さる 。 


も うお くす り は いい か ら 
ヨナ の そば に いて ほし いよ 。 


る 枚 目 は 「 事 情 」 を 知っ た あと の も の 。 文 体 は 力強く な り 、 強 い 意志 を 感じ させ る 。 
(3) 複数 の 男性 か ら 寄せ られ た ラブ レタ ー の ご く 一 部 。 ポ ポル の 返事 は いつ も 同じ 。 


[а] 投 画 され る こと な く 、 ご み 緒 に 捨て て あっ た も の 。 
a+ [5] か つて 、 よ く な い 報 せ が 届い た 直後 の 手紙 と 、 歳 月 を 経て 書か れ た 手紙 。 


【S】 旧 時 代 の 通信 手段 を 持つ 彼女 ら が 、 あ えて レプ リカ ント の 行い を まね た 際 の も の 。 


the 
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DIRECTOR 


横尾 太郎 Yoko Taro 
本 作 の ディ レク ター で あり 、『 ニ ー ア 』 の 独特 
な 世界 観 を 構築 し た 張本人 。 ニ ニガテ な も の は 
イン タビ ュー、 撮 影 、 称 賛 、 過 剰 な 期待 。 


女 談 と いう 名 ノ 宴 


を 読む 前 に ご 注意 くだ さい る 


3. 何 を 知っ て も 平気 な 額 で いら れる 


SCENARIO WRITER 


名 取 佐 和子 SAWAKO МАТОВ! 


代表 作 に 『DOD』 や 『「99 の な み だ 』 な ど 。 
小説 の 執筆 も 手がけ る 。 娘 と プリ キュ ア ご っ こ 


し な が ら 、 ポ ポル の 発 手 シ ー ン を 書い た 。 


EW 


設定 の 海 に 隠さ れ し 真実 の 数 々 、 真 紅 の 瞳 で 、 と く と ご 覧 じ よ ! 
1.D エン ディ ング を 見 た 、 ま た は 本 書 で その 内 容 を 巡 認 し た 
2 本書 掲載 の ショ ー ト スト ー リ ー (P191 ~ P224) を すべ て 読ん だ 
上 記 3 点 を 潮 た す 方 の み 、 お 読み くだ さい 。 


«ӘУ 


NOVELIST 


映 島 巡 JUN EISHIMA 
ABU "DOD, +U— AEM, AMAR 
名 義 で 「Wー 一 二 つ の 夏 」 な どの 著作 が ある 。 
横尾 氏 日 く 「 少 年 的 な も の に 目 が な い 」 人 。 


『 ニ ー ア 』 が 発売 され て 約 1 週間 …… 方 々 の 
ショ ッ プ で 『 レ プリ カン ト 』 が 完売 し 、 砺 で さ 
さや か な 「 ニ ー ア 狂想曲 的 ムー ブ メ ント が 巻 
き 起こ っ て いた 頃 。 HBORMT, Nese 
の 場 が 設け られ た 。 謎 だ ら け の 世界 、 そ し て 我々 
の 心 を 掴ん で 難 さ な い 、 あ の 切な く て 、 苦 し く 
て 、 美 し い 物語 の 数 々 は いか に し て 生ま れ た の 
か ? キー マン と な る 3 氏 が 今 衣 初め て 一 同 
に 会 し 、 す べ て を 語り 尽く す 一 。 


ソフ ト も サン トラ も 大 人 気 
ディ レク ター は お し り ム ズム ズ 


一 無事 に 発売 され た 『 ニ 
所 で 大 好評 の よう で す 。 
横尾 太郎 (BUT. МЖ): 正直 、 開 発 サ イド 
と し て は こん な に 好意 的 に 受け 止め て いた だ 
ける と は 思っ て いな か っ た の で 、 す ご く ピ ッ ク 
リ し て いま す 。 

一 入手 困 離 に な る ほど 、 ソ フト 、 サ ウン ド ト 
ラッ ク 共 に 絶賛 の 農 で す 。 

横尾 : いや 、 こ こま で 奏 め られ る 詩 わ れ は な 
いと 思っ て る ん で す よ 。 要 め られ る の に 慣れ て 
いな い の で 、 層 心地 が 悪く て お し り が ムズ ム 
ズ し て し まい ます 。 

REN (шт. RE) : 私 は て っ きり 、 DI 
ンド が 噂 に な っ て 、 横 尾 さ ん が また ロッ カー 
に 入れ られ る も の だ と ば か り ……( 笑 )。※ 1 
横尾 : 僕 も ロッ カー 入り する 心構え は 十分 
だ っ た ん で す よ ( 笑 )。 ア 』 は いる ん な 
こと を 詩 め 込ん だ 分 、 い ろ ん な と こる ろ に 粗 が 
ある 作品 だ と 思っ て いま す 。 作っ て る 僕ら も 、 
作り な が らい る ん な 組 に 気づく ん だ けど 、 そ 
れ を 全部 直し て いた らい つま で 経っ て も ゲー 
ム が 世に 出 な い 。 だ か ら 「 え いや っ 」 と 思い 
切っ て る 衝 所 が いく ら で も ある ん で す 。 そ れ 


Pa TTH M 


は 遊ん で くれ る 人 達 
思い な が ら 。 
ーー そう いう と ころ を ひっ くる め て 、 ト ー タ ル 
で ブラ ス と 評価 し 、 満 定 し て いる プレ イヤ ー が 
多数 派 の よう で す 。 
横尾 : そう な ん で し ょ うか …… 正 直 自 信 が な 
く て 、 世 間 の 評価 も 「 な ん て うさ ん くさ いん だ 
… |」 と 思っ て る ん で す が 。 
映 島 : どう し て いつ も そう や っ て 、 予 防 線 張 
る ん で すか ( 笑 )。 
名 取 佐 和子 (ЫТ. BM) : 10 人 に 1 AR 
足し て くれ れ ば 、 と いう 割合 が も う 少 し 多かっ 
た っ て こと で す よ ね ( 疾 )。 少 年 マン ガ を た く 
EAMAT. EMONBERALEA PRO 
あっ た と いえ る か も 。 
ーー パプ リッ シャ ー と し て は いか が で すか ? 
スク ウェ ア ・ ックス 宣伝 担当 (以下 T 氏 ) 
ANA E 
し て お り ま せん で し た 。 横 尾 さ ん の 作品 は や 
BOMENTIL. Fy KOERNER 
めで し た か ら 。 で す が 、 公 式 HP も 発売 直前 
に 急 に アク セス が 伸び た り 、 発 売 が 近づく に 
つれ て 、 問 い 合わ せ が 急増 し た り 。 嬉 し い 悲 
鳴 で 、 急 いで 市 場 に 供給 し て いる ん で す が 、 
な か な か 対応 し きれ ず 心 苦し い 展 り で す 。 本 
当 に 。 
横尾 : な ん た っ て 完全 新作 な の で 、 じ つ は 誰 
も 期待 し て な か っ た っ て いう の が 、 本 作 の 成 
功 の ミソ で し た ね | 
RA : あー、 そ れ は ( 笑 )。 
名 取 : 確か に ある か も (Ж). 
— HOME PlayStation や 電撃 ゲー ム ス 
で の 紹介 記事 は も ちろ ん 、 特 に ウェ ポン スト ー 
リー と ショ ー ト スト ー リ ー (以下 SS) が 掲載 
され た 後に は 、 と て も 大 き な 反 書 が あり まし た 。 
横尾 : ア レ は も う 、 映 島 さ ん が 頑張 りす ぎ で す 。 


申し 訳 な いな ぁ と も 


RE: 何 言っ て る ん で すか | 少年 ニー ア が 
売春 し て いた 、 と いう 設定 は 、 横 尾 さん の 発 
案じ ゃ な いで すか | 私 は それ を だ いぶ マイ ル 
ド に し た ん で すか ら ね っ 。 

ーー…… も っ と 、 す ご か っ た ん で すか ……。 


ニー ア の 秘密 の 過去 
実は も っ と ……! 


RB : SS の お 仕事 を いた だ いて か ら 、 ゲ ー 
ム の テス ト プ レイ は も ちろ ん 、 各 種 の 設定 や 
世界 観 に つい て も 、 横 許さ ん か ら た くさ ん 聞 
き 出 し まし た 。 メ ー ル で その 内 容 を 見 る た び 
に 、 バ パソコン の 前 で 固まっ て 、「 え っ!?」 っ 
て 言い っ 放し で し た よ 。 

一 柏 集 部 で も 同様 の 声 が 上 が り ま し た 。 
ME: 僕 と シナ リオ を 担当 し た 鞭 地 、 そ し て 
名 取 さ ん の 間 で は 、 ニ ー ア の お 金 税 ぎ に つ い 
て は 、 そ う で も し な いと 生き られ な いよ ね っ て 
こと で 、 わ り と 普通 の 設定 だ っ た ん で すけ ど 。 
ね ? 

名 取 : は い 。 普 通 か と (に っ こり )。 

Ba: : た 、 確 か に よく ある 話 …… か も し れ な 
いで す よ ? で も 、 そ れ を ゲー ム の 設定 に し 
て 、 公 式 に 一 般 ゲ ー ム 読 で 発表 する の は 突飛 
すぎ まし た よ 。 最 初 、 横 許さ ん か ら 来 た 設定 は 
「 男 女 問 わ ず に 夜 の 相手 を し て お 金 を 稼い で 
た 」 っ て 書い て あり まし た し 。 

ーー… な ん と 不 億 な 。 

RE: そし て 、 横 星 さ ん の 描写 案 が ひど いん 
で す よ っ 。 

横尾 : えっ 、 ひ どく な いで す よ !? 天井 見 な 
が ら イ ヤ な 時 間 が 過ぎ 去る の を 必死 に ガマ ン 
し て る と か 、 翌 日 、 ち ょ っ と 座り づら そう に し 
て る と か ……。 

ма: だ か ら 、 間 接 的 だ けど 直接 的 すぎ る で 


※ 1: ロ ッ カー 事件 = 『 ド ラッ グ オン ドラ グー ン (DOD) 発売 後に www 上 の 匿名 舞 示 板 な ど で 発生 。E エン ド に 至る ラス トバ トル の 厨 門 天外 さと 、 マ ル チ BAD 
エン ディ ング の 陰 者 すぎ る 内 容 で ユー ザー が 大 反響 を 起こ し た 。 そ れ に 対し て 人 旦 氏 が ロッ カー に 衣 れ て し まい 、 ユ ー ザ ー が 南 め 倒す と いう アス キー アー ト が 乱れ 


飛ん だ 一 連 の 事件 の こと 。 フ ァ ン の 愛憎 が 複雑 に 入り 混じっ た 表現 と し て 、 


жалама: г. 


「 今 回 も 横尾 氏 は ロッ カー 入り する の か 」 注目 され て いた 。 


し ょ う 、 そ れ は ( 笑 ) | MBA TOA 
を 過ごし た 後 か ら 髪 を 結っ て る 設定 を 作る こと 
で 、 な ん と か 穏便 に 収まり まし た けど 。 

— FETED "URN, Елит 
いた だ く 手 も あり ます が 。 

映 島 : いる ん な 意味 で お さま りき ら な いと 思う 
の で 、 控 えさ せ て いた だ きま す (ж). 


DAD "tes 
人 と し て の 普通 


( み を 描く 


ーー 55 と いえ ば 名 取 さ ん が 書か れ た カイ ネ 
の 話 も か な り 衝撃 的 で し た 。 

名 取 : あれ は 映 島 さ ん の SS に 触発 され た 面 
も あり ます 。 ニ ー ア も こん な だ し (Ж). HT 
ネ も そう いう こと ある だ ろう な ぁ と 。 彼女 に と っ 
て は 普通 。 だ けど 、 そ れ が 普通 と 捉え られ な 
い 人 も いる 。 そ の すれ 違い が 描け れ ば と 思っ 
て 書き まし た 。 

ーー ダー ム で は 一 綱 し て 女性 と し て 描か れ て 
いた の で 、 今 回 の SS TORN СЖ 
く ユ ー ザ ー が いる か も し れ ま せん 。 

名 取 : ゲー ム 中 で は 両性 具有 で ある 部 分 を そ 
れ ほ ど シ ナリ オ に 盛り 込め な か っ た の で 、 ど こ 
か で 書き た いと 思っ て いま し た 。 設定 的 に は 、 
幼少 時 代 の いじ め に つい て し か 触れ て いま せ 
ん で し た か ら 。 

ーー その 両性 具有 的 な 一 面 を 、 ゲ ー ム 本 編 
壁 り 込 まな か っ た の は 、 意 図 的 な 理由 か ら : 
の で し ょ うか ? 

横尾 : 僕達 と し て は 、 カ イネ が 両性 具有 で あ 
る こと を トピ ッ ク と し て 重要 視 し て な か っ た ん 
で す よ 。 現実 世界 で も た だ 僕ら が 知ら な い だ 
け で 、 モ うい う 人 も 普通 に いる か も ね 、 と 。 
作品 が 発表 され て か ら 、 そ の 部 分 が えら く 注 
目 され た の で 逆 に ビッ クリ し た ほど で す 。 


ュ タ ルト が 精神 体 だ た と し た ら 、 マ モノ が 血 を 噴き 出す の は な せ ] 
横尾 D に 聞い て みた | 横 慣 : ゲシュタルト 自体 は 内 体 や 細胞 組織 は 持ち ませ ん が 、 傷 つけ られ る と ダメ 
に 人 間 に 戻 ろ うと する 人 用 が 明科 的 に 拠 まま す 。 その た め 出 血 し て 、 AMIA TENES | 


ジ を 受け た 部 分 が 、 


1932н029, 


横尾 D に 聞い て みた 
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エミ ー ル の "tes 
横尾 作品 の 普通 」 と は ? 


ーー カイ ネ は 発売 前 か ら 話題 で し た が 、 ソ フト 
発売 後 は エミ ー ル が ニー ア に 寄せ る 想い に も 
注目 が 集まり まし た 。 

横尾 : налан, ошенсе 
現し た つも り だ っ た ん で す が 、 な か な か 伝わら 
な か っ た よう で すね 。 

ーー お ね えさ ん = ハル ア と ひと つ に な っ た こと 
で 、 女性 的 な 感情 が 生ま れ て ニー ア を 好き に 
な っ た と いう 解釈 も ある よう で す が 。 

MR : いや 、 エ ミー ル は ゲイ で す | 

BB: 断言 し て も ら え て よかっ た 。 私 の 頭 が 
腐っ て る か ら そう 見 える の か と 不安 に 避 っ て い 
まし た ( 笑 )。 

TE 私 は て っ きり 、 一 緒 に 野宿 し て いる カ 
イネ が 好き で 、 エ ミー ル は カイ ネ の お 嫁さん 
に な り た い の か と 思っ て た ん で す が 。 

ME: : カイ ネ に は ハル ア の 面影 を 重ね て いる 
と いう 設定 が あり ます 。 ル に と っ て は 、 
頼り に な る お ね えさ ん な ん で す 。 

村尾 作品 に は 特徴 的 な 性 狂 の キャ ラク 
ター が 必ず と いっ て いい ほど 登場 し ます ね 。 
BB: シナ リオ や 世界 観 を 作っ て いる 私 達 か 
ら すれ ば 、 現 実 世界 と な ん ら 変 わら な いよ う 
に 作っ て いる だ け な ん で すけ ど ね 。 

横尾 : 何 を 普通 じゃ な い 」 と 捉え る か 、 で す 
よれ ね 。 僕ら の 周り を 見 渡せ ば 、 少 数 だ けど 同性 
愛 者 の 人 は ちゃ ん と いる 。 偏見 を 持た な いで と 
か 、 そ ん な こと を 言う つも り は 毛頭 あり ませ ん が 、 
た だ 一 般 的 に 「 そ うい う 人 も いる よ 。 そ うい う 
世界 だ よ 」 っ て だ け な ん で す 。「 普 通 」 と か 「 異 
常 」 と か いろ いろ 比較 され ます が 、 ど ん な 性 欠 
の 人 だ っ て 、 少数 か 多数 か だ け の 違い し か な い 。 
少数 で あれ 、 多 数 で あれ 、 僕 ら は 一 緒 に 世界 
の 中 に 在 る わけ だ か ら 。 と り わ け 特別 な も の と 
し て 描い て いる つも り は な いん で す 。 


カイ ネ の Love シー ン と 
C, D エン ド の 違和感 の 理由 


ル が ニー ア を 好き な こと も 、 カ イネ 
が ニー ア を 好き な こと も プレ イ し て いて よく 分 
か り ま し た 。 で す が 、 ニ ー ア が 誰 を 好き か と 
いう こと に つい て は 、 強 く 描か れ て いま せん で 
し た ね 。 

МЕ: 基本 的 に 話 の メイ ン の 人 骨格 を 複雑 に し 
た く あ り ま せん で し た 。「 兄 が 、 妹 を 助け に 行 
く 」 と いう メイ ン テ ー マ で 押し 切っ て 、 そ の ド 
ラマ 人 性 を ファ ー ス トイ ンプ レッ ショ ン で 伝え た 
か っ た ん で す 。 細 か い 世 界 観 や 各 キ ャ ラ の 個 
性 な ど に つい て は 、 そ の 後に 理解 し た い 人 が 
わか っ て くれ た らい い 、 と 割り 切り まし た 。 
ア と カイ ネ の 話 を 盛り 込む と 、 メ イン テー マ が 
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に し まし た 。 

ーー カイ ネ は ニー ア の こと が 好き な ん で す よ 
ね ? 

名 取 : そう で すね 。 少 年 時 代 は 信じ られ る 人 
を 見 つけ て 、 仲 間 と し て 友情 を 感じ て いた ん 
で す が 、 図 書館 で 目覚 め た 時 に 自分 の 感情 の 
変化 に 気づく と いう 。 い る ん な 画 で 、 グ ッ と く 
る 演出 を 意識 し た シー ン で す 。 

ーー カイ ネ の 気持 ち は 、 旅 の 途中 で ニー ア に 
伝わっ て いた の で し ょ うか ? 

名 取 : ニー ア の 心 は ヨナ まっ し ぐら で 、 マ モノ 
へ の 優 警 心 に 満ち て いる 。 と て も 、 カ イネ や 
ル の 淡い 思い に は 気 が 向 いて な いで す 
ね ( 笑 )。 カ イネ と し て も 、 そ れ を 伝え る よう 
な 可 用 さ は な いか ら 、 複 讐 を 手伝う > こと で せ 
め て 必要 と され た い 、 と いう 想い が あり まし た 。 
「 奴 の 刃 に な っ て 死ん で や る 」 っ て い 
う セ リフ が 出 て くる ん で す 。 

ME: : ちな み に 、 カ イネ が 「 ニ ー ア の こと が 
好き だ 」 っ て は っ きり 自覚 する の は 、 魔 王 の 
HTO Love シー ン の 時 で す 。 

ーー??? 


横尾 : ニー ア の 用 を 誤る 、 あ の 場面 で す 。 


映 島 : あれ ……Love シー ン っ て 言っ て いい 
ん で すか (Ж), 
横尾 : Love シー ン で す よ ! MMT, RS 


うと し た 時 に 「 あ 、 そ うい えば 私 、 こ の 人 の こ 
と 好き だ っ た !」 っ て 気がつく ん で す よ | 身 
を 引く 仕 章 が 女子 で す よ 。 

一 カイ ネ の 思考 回 路 が 、 と て も よく 伝わっ て 
くる 、 い い シ ー ン で す (Ж), 

ME: 本 作 の 中 で 、 も っ と も お 色気 な シー ン 
だ と 思っ て いま す 。 

名 取 : 私 が シナ リオ を 書い て いる 時 、 何 度 も 
ニー ア と カイ ネ の 恋愛 話 に 転び そう に な る の 
を 、 村 尾 さ ん に 「 見 せ た い の は こっ ち じゃ な い 」 
と 修正 され た 記憶 が あり ます 。 あく まで 「 仲 間 」 
と し て の 彼ら を 描く こと に 専念 し た いと 。 そ れ 
で 、 あ の Love シー ン 程 度 の あっ さり と し た 
演出 に と ど め られ て いま す 。 

ーー で す が 、 そ れ ゆ え に C、D エン ド の 展開 
と いう の は 、 ブ レイヤー に と っ て 若干 違和感 
が ある も の に な っ て いる と 感じ まし た 。 

横尾 : あ れ は 「 ニ ー ア と カイ ネ 」 と いう より も 、 
「 プ レイ ヤー と カイ ネ 」 に と っ て の 選択 と いう 
意味 合い で す 。 1 周 目 、2 周 目 と プレ イ し て 
みて 、 カ イネ が 好き な ら 自 分 を 購 牲 に し て 助 
けれ ば いい し 、 そ うじ ゃ な いな ら 助 け な く て も 
いい 。 無理 矢 理 に 恋愛 話 の 色 を 強め て 、 助 け 
る 必然 性 を 持た せ た く あり ませ ん で し た 。 
ーー な る ほど 。 で す が 、 だ と し た ら ニ ー ア の セ 
リフ で 「 愛 する 人 も 一 」 の くだ り は 、 な お さら 
唐突 に 感じ る の で す が 。 

横尾 : あれ は まぁ 、 演 出 と いう か 、 そ の 場 の 
イキ オイ と いう こと で ( 笑 )。「 プ レイ ヤー が カ 
イネ を 愛し て いる か どう か )。 そ れ で 選択 計 を 


選ん で も ら え れ ば 、 と 。 
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が 万 の エン ディ ング 、 と いう わけ で は な く 、 プ 
レイ ヤー が 自由 に 「 自 分 の 諾 の エン ディ ング 」 
を 決め れ ば いい 、 と 。 

MR: そう 捉え て いた だ けれ ば 。 

RR: : で も 、 ゲ ー マ ー と し て は シス テム と し て 
用 意 さ れ て いる 以上 、 逢 まざる を 得 ま せん よ 
ね 、D エ ンド 。 だ っ て 、 絶 対 に 見 た いも の ( 笑 )。 
— 今 の お 話 を 聞い て いる と 、 あ の 選択 寺 を 
選ぶ 時 に 自分 の 頭 が 「 ゲ ー ム だ か ら 」 っ て 考 
え 方 で 動い て た ん だ と いう こと を 、 病 感 し ます 
ね 。 心底 、 カ イネ の こと を 考え て あの 選択 肢 
を 選ん だ か と いわ れる と ……。 あ る 意味 、 プ 
レイ ヤー が 要求 され て いる ハー ドル は すご ぐ 
高い と 思い ます 。 


D エン ド に つい て の 考察 
映 島 氏 と 名 取 氏 の 見 解 


名 取 : 私 は 、D エン ド っ て わり と し っ くり 来る 
ん で す 。 ニ ー ア は 仲間 へ の 愛情 が すごく 強い 
か ら 、 た と えば あれ が エミ ー ル で あっ た と し て 
も 、 助 け て し まう ん じゃ な いか と 思う 。 彼 に と っ 
て は ヨナ だ けが 特別 で 、 あ と は も う 、 同 列 一 
位 み た いな 感じ じゃ な いか と も 思う し 。 
ーー ヨナ も 含め て 、 大 切な 人 達 が 生き て いて 
くれ れ ば 自分 は 幸せ だ 、 と いう 考え 方 も ある 
で し ょ う ね 。 
RA : 私 に と っ て は C エ ンド が 父 ニ ー ア の 選 
択 で 、D エ ンド が 兄 ニ ー ア の 選択 と いう 印象 
で すね 。 

ー そ の 理由 と いう の は ? 
映 島 : 父親 は 、 娘 に 対す る 責任 が ある か ら 、 
簡単 に 己 の 存在 を 放 業 で き な いと 思う ん で す 。 
ヨナ を 守っ て 育て な くち ゃ な ら な い 責 任 感 か 
ら 、 カ イネ を 殺し て 自分 は 生き る 。 遂 に 、 兄 
と 妹 は も は や 共 依存 の 関係 だ か ら 、 解 放さ れ 
て 楽に な り た く て 消滅 を 選ぶ 、 と いう の も ある 
ん じゃ な いか と 。 
名 取 : な る ほど ……。 
映 島 :C、D エ ンド は 、 と くに 人 に よっ て どう 
と で も 受け 取れ る 内 容 で す よね 。 だ か ら 、 私 
と し て は 『 ニ ー ア 』 は 、 そ うい う 意 味 で 万 人 
向き の ゲー ム に 仕上 が っ て る な ぁ と 思っ て いま 
す 。「 人 を 選ぶ 」 っ て よく 言わ れ て いま すけ ど 、 
「 こ れ で し ょ !」 っ て いう 答え を 押し 付け られ 
る わけ じゃ な いか ら 。 
横尾 : で も 、 変 な ゲー ム で すけ ど ね 。 


変 な の に 万 人 受け し た 理由 
「 感 情 を 動か すこ と に 注力 


ーー 本 書 で 公開 され る 資料 を 拝見 する と 、 ゲ ー 
ム 中 で は 明か され て いな い 設 定 が た い へ ん 多 
いで す 。 

ME: そう で すね 。「 ゲ シュ タル ト 計 画 」 と か 
ほとん ど 説 明 さ れ ませ ん し ね 。 

ーー それ は 意図 的 に ? 

BR: 全て が 説明 され な い の は 現実 世界 が そ 
うだ か ら で す 。 今 回 は 現実 世界 の グズ グズ な 
感じ を ゲー ム に 取り 入れ た か っ た の で 、 あ え 
て 全て を 説明 する 事 に は こだわ り ま せん で し 
た 。 ま た 、 基 本 に な る スト ー リ ー を シン プル 
で わか りや すい 形 に し よう と 思っ た の で 、 感 情 
を 動か す 事 に 必要 な 情報 以外 は な る べく 削る 
よう に し まし た 。 

ーー だ か ら 、 ド ラマ ティ ッ ク な ん だ けど 消化 不 
BREUS. гала Е, НОЕ 
жу DRS. 

横尾 - BERG. AYLSRWT. BET 
ム が 作り た いん だ と 思い ます 。 と いう か 変 な 


いま す 。 
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ゲー ム し か 作れ な いん だ と 邊 いま す 。 


新宿 に 塩 が 降る 日 一 一 
「 ゲ シュ タル ト 計 画 」 と は ? 


ーー それ で は 、 こ こ か ら は 横尾 さん を 中 心 に 
世界 観 の 設定 に つい て 、 詳 し く 質問 し て も よ 
る し いで し ょ うか ? 

横尾 : は い 、 答 えら れる 範囲 で 答え ます 。 
ーー 「 ゲ シュ タル ト 計 画 」 や 「 レ プリ カン トシ 
ステ ム 」 と いっ た 世界 観 の 構築 は 、 横 尾 さ ん 
単独 で な され た ん で すか ? 

ME: : これ は 大 ま か な ア イデ ア を 僕 が 出し た 
後 、 細 か い 部 分 に つい て は キャ ビア の プラ ン ナ ー 
や プロ グラ マー、 加 えて 苑 地 、 名 取 さ ん で 、 そ 
れ ぞ れ に 要素 を 補完 し て 作り 上 げた も の で す 。 
ーー まず ゲー ム を 始め る と 21 世紀 半ば の 新 
宿 で 、 夏 に 雪が 降っ て いて 苦い た の で す が ? 
横尾 : あれ 、 雪 じゃ な く て 塩 で す 。 各 地 で 白 
塩化 し た 死 寺 が 勝 れ て 、 空 に 舞い 上 が っ て 
降っ て きた も の で す 。 

— BELERI DEWT. 

横尾 : 2003 年 に カイ ム と アン ヘル が 多元 世 
界 か ら こ ちら の 世界 に や っ て き て 、 巨 人 と 戦っ 
た 挙句 、 自 閣 隊 機 に 撃ち 落と され まし た 。 そ 
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の 魔 素 が 人 間 と 接触 する と 、 『DOD』 で いう と 
ころ の 契約 が 履行 され ます 。 契約 と いっ て も 
強制 的 な 呪い の よう な も の 。「 神 の 下僕 と な っ 
て 、 神 の 意 に 沿わ ぬ 世 界 を 滅 ぽ せ 、 拒 否 す る 
な ら ば 死 を , と いう 内 容 で す 。 契 約 を 否定 す 
れ ば 白 塩化 し て 死に 、 四 約 を 受け 入れ れ ば 、 
神 の 下僕 (レギ オン ) と 化す 事 に な り ま す 。 
ーー いずれ に せよ 、 人 と し て は 生き られ な く な 
る 。 そ れ を 防ぐ た め に 、 人 類 が た どり 着い た 
回 選 策 が 「 ゲ シュ タル ト 化 」 で すね 。 

横尾 : ゲシュタルト 化 は 意 の 亡 革 より 精製 さ 
れ た 依 代 (より し ろ ) に 精神 を 宿す シス テム 。 
『DOD』 の 契約 は 魂 の 交換 で す が 、 こ の 場合 
の 契約 相手 た る 「 竜 」 は 魂 の 無い 、 虚 る ろ な る 
依 代 で あり 、 交 換 すべ き 相 手 の 魂 は 存在 し ま 
せん 。 よ っ て 、 一 方 的 に こち ら の 魂 が 依 代 に 移 
行 する 事 に な り 、 体 の 乗っ 取り が 成功 し ます 。 
ーー ゲシュタルト 化す る と 、 白 塩化 症候 群 に 
か か ら ず に 済む ? 

ME: 肉体 と 魂 が 分 離し て いる の で 、 魔 素 に 
触れ て も 契約 の 呪い が 執行 され ませ ん 。 
ーー その 魂 は 、 ま た 肉体 と 融合 する こと も で き 
る 、 と 。 

横尾 : 可能 で す 。 し か し 、 魂 は その まま 歳 も 
と ら ず に 生き 続け られ る けれ ども 、 肉 体 の 方 
ほそ う は いか な い 。 そ こ で 、 ア ンド ロイ ド に 管 
理 され た 一 定 の 空間 で 自我 の な い 仮 の 肉体 を 
生活 させ 、 死 ん で は 作り 、 死 ん で は 作っ て 維 
持 し て いこ うと いう の が 「 レ プリ カン トシ ステ 
ム 」 で す 。 白 塩化 症候 群 に か か ら な い レ プリ 
カン ト を 作っ て レギ オン を 駆逐 させ 、 白 塩化 
症候 群 の 謎 も 解明 させ る 。 そ の 間 、 ゲ シュ タ 
ルト は 限り に つい て 、 す べ て が 解決 し た 暁 に 
は 再び 人 間 の 変 を 取り 戻し て 元 通 り の 生活 が 
で きる よう に な り ま す よ 、 と 。 そ れ が 夢 の 計画 
「 ゲ シュ タル ト 計 画 」 と 「 レ プリ カン トシ ステ 
ム 」 の 全容 で す 。 

RE: : この へ ん の 奉 疫 定 的 な 部 分 は 、 も う 複 
難 す ぎ て 、 横 尾 さ ん に 聞か な いと 分 か り ま せ 
ん 。 私 も SS を 書く の に か な り た くさ ん 質問 し 
т. 勉強 させ て も らい まし た 。 


実験 に よる 偶然 の 産物 
それ が 「 ゲ シュ タル ト ・ ニ ー ア 」 


横尾 : 竜 の 亡骸 を 元 に 、 魔 法 と 科学 を 融合 さ 


せ た 人 類 は ゲシュタルト 化 に 成功 し まし た が 、 
そこ に は 致命 的 な 「 不 具合 」 が 存在 し まし た 。 
ひと つ は 、 太 陽 の 光 に 弱く な っ て し まう と いう 
点 。 も う ひ と つ は ゲシュタルト 化し た 魂 は 一 
定時 間 経 過す る と 、 自 我 を 無く し て 人 を 異 い 、 
さら に は 死ん で し まう と いう 点 で す 。 

ーー それ が 「 崩 壊 体 」、 レ ブリ カン ト 達 を 覇 っ 
て いる 「 マ モノ 」 で すね 。 

横尾 ゲシュタルト 化 の 実験 に ニー ア と ヨナ 
は 兄妹 で 参加 する ん で す が 、 計 画 を 怪し ん だ 
=-PHIFEENTRRERH HURT. 
ニー ア は 、 ゲ シュ タル ト 化 が 危険 な 事 に 気 が 
つい て いた の で し ょ う 。 

ーー その 溢 有 壊 体 に 騰 わ れ た ニー ア は ヨナ を 
敷 う た め に 、 や む な く 黒 の 書 と 契約 し て ゲ シ ュ 
タル ト 化 し 、 魔 法 の 力 を 手 に 入れ た 。 ヨ ナ を 
守る た め に 。 

横尾 : それ が ゲー ム の 冒頭 部 分 の 描写 に な り 
ます 。 ヨ ナ も 黒 の 書 に 触っ て し まい 、 ニ ー ア 
と 同じ よう に ゲシュタルト 化す る の で す が 、 後 
女 は 病 径 だ っ た こと も あり 、 す ぐに 崩壊 体 化 
が 始ま っ て し まう ん で す 。 

ニー ア は 崩壊 体 に は な ら な か っ た の で す 


w? 

横尾 : ニー ア は 崩壊 体 に な る の を 覚悟 し て ゲ 
シュ タル ト 化 し た に も 関わ ら ず 、 た また ま 「 自 
我 が 月 壊し な い 安定 固体 」 と な り ます 。 EN 
は よく わか っ て いま せん が 、 そ れ 以 後 の 実験 
で も 自我 が 崩壊 し な い 安 定 固体 と な っ た の は 、 
彼 の み で し た 。 ニ ー ア は それ を 世界 浄化 機関 
に 利用 され ます 。 崩壊 体 に な っ て し まっ た 妹 
は 、 時 間 が 経て ば 死ん で し まう 。 彼 女 を 栽 う 
手立て が きっ と 見 つか る か ら 、 そ れ ま で 他 の 
ゲシュタルト に 安定 固体 と し て の 魔 素 を 提供 
し 続け る よう に 説得 され る わけ で す 。 

一 一 緒 果 と し て は 、1000 年 以上 も ? 

横尾 : そう な り ます ね 。 そ れ で ゲシュタルト = 
マモ ノ 達 か ら は 「 王 」 と いう 扱い を 受け て い 
る よう で す 。 ゲ シュ タル ト ・ ニ ー ア が 存在 し な 
けれ ば 、 彼 ら は 崩壊 体 に た っ て し まう わけ で 
すか ら 。 で も 、 結 局 ヨナ を 救う 方 法 は 見 つか 
ら な いま まで 、 ず っ と 待っ て て も どう に も な ら 
な いと 悟っ た 彼 は 、 レ プリ カン ト ・ ヨ ナ (Ak) 
に 、 ゲ シュ タル ト ・ ヨ ナ ( 魂 ) を 戻し て 、 さ ら 
に 自分 も 肉体 を 取り 戻し て 、2 人 で 暮らそ うと 
LET. 

ゲシュタルト ・ ニ ー ア の 目的 は 分 か り まし 
た 。 デ ポル と ポポ ル は 、 そ ん な 魔王 を サポ ー 
ト し て いた ? 

横尾 : デポ ル と ポポ ル は 、 人 類 の 総意 と し て 
の 「 ゲ シュ タル ト 計 画 」 を 完遂 する よう プログ 
ラム され た 存在 と し て 介入 し て きま す 。 彼 女 
轄 の 目的 は 「 ゲ シュ タル ト 計 画 」 の 完遂 で あっ 
て 、「 魔 王 が 替 せ に な る こと 」 で は あり ませ ん 。 
魔王 の 暴走 は 「 ゲ シュ タル ト 計 画 」 の 破綻 に 
つなが っ て し まう 。 そ れ を 阻止 する た め に 、 
MN HOR, & ROR, BRST. 
すべ て の ゲシュタルト (R) を 一 気 に レ プリ カ 
ント (内 体 ) に 戻 そ うと し た ん で す 。 


「 白 の 和書 」 と 「 黒 の 書 」 は 計画 に 
終 注 を 告げ る 一 対 の プロ グラ ム 


— SS 「 ソ シテ 座 モ イナ ク ナ ッ タ 」 で 描か れ 
て いま す が 、 ゲ シュ タル ト を 封印 し て 膨大 な 
魔力 を 持た され た 「 白 の 書 」 と 「 黒 の 書 」 の 
正体 と は 、 い っ た い 何だ っ た の で し ょ うか ? 

жЕ: 黒 の 者 を 起動 する こと で 、 全 て の レブ 
リカ ント に ゲシュタルト を 戻す (レプ リカ ント 
の 世界 か ら 、 人 間 達 の 世界 に 戻す ) こと が で 
きる よう に な っ て いま す 。 魔 法 を 利用 し た プロ 
グラ ム で す 。 そ の シス テム を 起動 させ る た め に 


必要 な 鍵 が 白 の 書 と 、「 封 印 さ れ し 言 葉 」 で 
す 。 封印 され し 言葉 が 攻撃 魔法 に な っ て いる 
の は 、 レ ギ オ ン と の 戦い を 想定 し て いた た め 
で す 。 黒 の 書 の 起動 に は 白 の 書 が 必要 で 、 白 
の 書 を 起動 する の に は 謀 印 され し 言葉 が 必要 
で 。 つ まり 二 重 の ロッ ク を か け て 、 シ ステ ム の 
談 作 動 が 起こ る 事 の な いよ うに 管理 され て い 
まし た 。 し か る べき 時 が 来 た ら 、 管 理 者 に よっ 
て シス テム が 起動 する よう に 。 

ーー 一 し か る べき 時 、 と は ? 

BR: : レギ オン が 駆逐 され て 、 白 塩化 も お さ 
まっ た 時 で すね 。 し か し 、 魔 王 た る ゲ シ ュ タ ル 
ト ・ ニ ー ア は 幅 さ れ て いる 事 に 気がつい て し 
まい ます 。 

ーー ヨナ の 崩 壌 体 は 一 向 に 元 に 戻ら な いし 、 
自分 は 魔 素 を 提供 する ば か り 。 

ME: いつ まで も 変わ ら ぬ 状況 に 共立 ち 、 実 
力行 使 に 出 て 、 ヨ ナ と ニー ア の レプ リカ ント と 
白 の 春 を 手 に 入れ よう と する の で す 。 シ ステ ム 
の 根幹 を 握る が され て 、 菅 理 者 で ある デポ ボル 
と ポポ ル は 「 し か る べき 時 」 は 来 て いな いけ 
れ ど 、 何 も か も が ダメ に な る 前 に 、 レ プリ カン 
ト の 肉体 を 一 斉 に 本 来 の 持ち 主 に 戻 そ うと し 
た ……"。 と ころ が 、 白 の 書 は 記憶 を な くし て 
いて 、 レ プリ カン ト ・ ニ ー ア の 味方 と し て 振る 
舞い 始め た 。 し か も 、 長 すぎ る 時 の 中 で レプ 
リカ ント 達 に は 、 自 我 が 芽 生え て し まっ て いた 
わけ で す 。 双 子 は 計画 を 修正 し よう と 、 麻 王 
を 上 手 に 操っ て な ん と か し よう と し た けれ ど 、 
レプ リカ ント ・ ニ ー ア 個人 の 意志 も 絡ん で 、 
うま くい か な か っ た よ 、 と いう の が 『 ニ ー ア 』 
の 物語 で す 。 

一 聞き な が ら 、 だ いぶ 混乱 し で きま し た 。 
WIE: : そう な ん で す 。 考 えた 僕ら も 混乱 し そ 
うな ほど な ん で す 、 実 は ( 笑 )。 で も 、 ゲ ー ム 
と し て 楽し む 分 に は 今 お 話し た 部 分 、 ま っ た 
く 必 要 な いと 思う ん で す よ 。 本 当 に どう だ っ て 
いい 設定 で す 。 

ーー プレ イヤ 
確か に そう で すね 。 

横尾 : 世界 に は いろ いろ ある けれ ども 、 ニ ー 
ア は ヨナ を 守る ろう と し て 、 マ モノ と 戦っ た 。 描 
きた か っ た の は そこ で 、 僕 ら の いる 世界 で 起 
こっ て る こと と 一 緒 で す 。 長い 歴史 の 中 で どう 
し て こう な っ た の か よく わか ん な いけ ど 、 生 ま 
れ た 時 か ら な に が し か の 理由 が あっ て 戦争 を 
し て いる 一 一 た と えば そう いう こと で す 。 

ーー で は 、 仮 に レプ リカ ント ・ ニ ー ア が 諾 王 
を 倒さ ず 、 素 直 に 肉体 を 乗っ 取ら れ て 、 白 の 
午 と 慰 の 書 が すん な り 溢 合 し て いれ ば 、 平 和 
な 人 間 の 世界 が 戻っ て きた ん で すか ? 

横尾 : レギ オン が 駆 邊 され て 、 白 塩化 も 収束 
し て いれ ば そう いう こと に な り ます 。 た だ 、 モ 
う で あっ た と し て も ヨナ の 肉体 に は 黒 文 病 が 
発病 し て 治せ な い の で 、 ヨ ナ は 助かり ませ ん 。 
ーー 

ME: : そう 、 い ずれ に せよ ヨナ と ニー ア が 生き 
の びる 道 は 、 と っ くに 閉ざさ れ て いる ん で す 。 


ア に は 関係 の な い 話 。 


引き 継が れ て いた 伝統 
今回 も マル チ BAD エン ド !? 


А. в, C エン ド で は 、 レプ リカ ント ・ ニ ー 
ア が レプ リカ ント ・ ヨ ナ の 救出 に 成功 し ます 。 


それ な の に 。 
横尾 : レプ リカ ント の ヨナ と ニー ア が 残っ た わ 
け で す が 、 ゲ シュ タル ト ・ ニ ー ア を レプ リカ ン 


ト ・ ニ ー ア が 殺し て し まっ た た め に 、 安 定 園 
体 の 魔 素 が 供給 され ず 、 や が て ゲシュタルト 
は 月 苦 体 に な っ て し まい ます 。 そ うな る と 、 対 
応 す る レプ リカ ント の 肉体 の 再生 は も う で きま 
せん 。 そ れ に 司 奈 と し て レプ リカ ント の 死 と 再 


жиын з: 「 典 の 村 の 閉鎖 性 は 異常 。 あ の 人 た ち は 結局 な ん だ っ た の 」 
яя あの 村 に は 白 の 書 と 時 の 番 の 了 合 を 待た ず に 、 自 分 の 意志 で レブ リカ ント に 入っ た ゲシュタルト た ち が 、 何 人 か ひっ そり 


а TAR 
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生 の シス テム を 司 っ て いた デポ ル と ポポ ル を レ 
プリ カン ト ・ ニ ー ア が 末 し て し まっ た の で 、 あ 
の エリ ア の レプ リカ ント 達 は どう あれ 今 の 世代 
で 測 え る こと に な り ま す 。 

一 結局 ヨナ は 助 か ら な い ? 

ME: : レプ リカ ント ・ ヨ ナ の 肉体 の 黒 文 病 は 
治っ て いな い の で 、 そ の まま 黒 文 病 が 進行 し 
て ヨナ は 死に ます 。 

(に 同 絶句) と 、 な る と 、D エン ド で レ 
プリ カン ト ・ ニ ー ア の 存在 が 失わ れ た あと は ? 
慣 尾 : ま ず 、 黒 文 病 は 治っ て いな い の で 、 や っ 
ば り ヨ ナ は 死に ます 。 

n. 生き 残っ た カイ ネ は ? 

ME: その 場 で すぐ 死ぬ と いう と は あり ませ ん 
が 、 レ プリ カン トシ ステ ム 自 体 が 機能 し て いな 
い の で 、 い ずれ 死に ます 。 

ーー こう し て 聞い て いる と 、 す べ て に お いて レ 
プリ カン ト ・ ニ ー ア が 余計 な こと を し た よう に 
し か 思え な い の で す が ……。 

ME: お っ し ゃ る 通り で す ( 笑 )。 

RB : まぁ 、 ど の エン ディ ング へ 辿り 着い て も 
「 ヨ ナ は 死ぬ 」「 み ん な 死ぬ 」 と いう いつ も 通 
DORN (ж). 

名 取 : うん 、 横 尾 ワ ー ル ド (Ж). 

RM : だ か ら 、 今 回 も マル チバ ッ ド エ ン デ ィ ン 
グ シ ステ ム 搭 載 だ っ た ん で す よ か 

TR: そん な 、 皆 さん 嬉し そう に 。 

RB: 横尾 さん 達 の 作る お 話 が ね 、 キ レイ に 
お さま る は ず な いん で す 。 む し ろ 、 私 は その 
話 を 聞い て 、 や っ と キレ イ に お さま っ た よう な 
気 が し た ほど で す 。 

AM: どん な ハッ ピー エン ド な お 話 で も 、 主 
人 公 が 素晴らし い 勇 者 で も 、 そ れ は 一 部 分 を 
切り 取っ た だ け で 、 こ うし て 話し て る 私 達 も み 
ん な 、 最 後 は 死ん で し まう わけ で すか ら 。 い 
た っ て 普通 の こと で す よ 。 

一 普通 と いう 二 文 字 が 、 重 いで す 。 


本 書 だ け の E エ ンド ? 
その 謎 と 希望 と 絶望 を 知る 


ーー SARR tT L SS の 中 で も 、 
最も 驚い た の が 「D エ ンド の その 後 」 を 描い た 
「 失 ワレ タ 世 界 」 だ と 思う の で す が 、 こ れ は 
あえ て 「E エン ド 」 と 呼ば せ て いた だ きま す 。 
BE: : D エ ンド で 心 に ぼっ か り 穴 が 空い た 人 


に は 、 嬉 し い 内 容 で す よね 。 

ーー この E エ ンド は 、 ど うい う シチュ エー ショ 
ン で の 物語 な の で し ょ うか ? 

横尾 : 魔王 が いな く な っ た 後 、 レ ブリ カン トシ 
ステ ム そ の も の を リセ ッ ト す る ブロ グラ ム が 神 
話 の 森 で 動き 出し 、 カ イネ が それ を 破壊 する 
と いう 流れ の 物語 で す 。 

ーー どう し て 、 彼 は 少年 時 代 の 壮 で 帰っ て き 
た の で し ょ う ? 

WE: 最初 に 神話 の 森 を 訪れ た 時 の 樹 の 「 記 
憶 」 を 元 に 再 構 成 さ れ て いる か ら で す 。 あ と 
は 書き 手 と し て 純粋 に 「 み ん な で 一 緒 に 旅 を 
し た 、 楽 し か っ た 時 間 を 最初 か ら や り 直 そ う 」 
と いう 思い を 込め た か っ た 、 と いう 考え も あり 
ます 。 

— MADE BERTMITETHTT 
と うま くい け ば 、 と も 思っ た の で す が 。 

横尾 : 「 ゲ シュ タル ト 』 だ っ た ら 、 眼 帯 を つけ 
SMDETMITERTE うま くい く か も 
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いん で すけ ど 、 そ れ は それ と し て 。 

ーー カイ ネ だ け 、 ま た エミ ー ル に 5 年 間 、 石 
に し て も ら え ば ……。 

BM: 脚 も 4 本 に な っ た こと だ し 、 そ ん な の 
朝飯 前 で す よ 、 き っ と ( 疾 )。 

MA: : で も …… ほ ら 、5 年 も 経っ た ら ゲ シ ュ 
タル ト 持 ちの レプ リカ ント 連 は 、 き っ と 次 々 に 
慰 文 病 で 死ぬ だ ろう し へ GAVE). 

横尾 : 破壊 シス テム は な く な っ て も 、 遅 か れ 
早かれ 、 み ん な 死ん じゃ いま すし ね ぇ えー O 
va). 

名 取 : で すね ー (に っ こり ) 。 

ーー な ん て 残酷 な 。 


名 取 さ ん の シナ リオ は 
リア リティ が あり すぎ て 怖い 1? 


横尾 : 残酷 っ て お っ し ゃ いま し た けど 、 僕 と し 
て は 精神 的 に キツ イ 、 残 酷 だ っ て 思う と ころ 
ERMITA TIE. 名 取 さ ん 担当 の シ 
ナリ オ で ボツ に し た シー ン も た くさ ん あり ます 。 
ーー た と えば ぼ ば? 

横尾 : BASI, SSO RFP, TAME 
ん が 書か れ て いる よう な 、 村 の 外 の エミ ー ル 
と カイ ネ の 情景 と か ダメ な ん で す よ 。 ATT 


と 暮らし て いま し た 。 そ の 中 で 問 壊 体 に な っ た 者 た ち が フ ッ ク に 吸収 され た り 、 集 合体 化し で て ウェンディ に な っ て し まい まし た 。 
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苦し く な っ ちゃ う 。 

きら っ と 笑っ て る エミ ー ル の 様子 と か 、 逆 
に ツラ イ と 。 

横尾 : そう で す 。 だ けど 、 そ うい う の が 名 取 
さん の 持ち 味 で も ある 。 ニ ー ア と ヨナ の 員 抹 
間 の リア ル な 描写 が あっ た ん で す が 、 あ まり に 
リア ル す ぎ て 、 僕 は 見 て いら れ ま せん で し た 。 
も う 胸 が 痛く て 。 

ーー どん な シナ リオ だ っ た ん で すか ? 

名 取 : 序 般 で 、 ヨ ナ を すご く お 荷 物 に 感じ た 
ニー ア が 、 つ い カ ッ と な っ て 、「 お 前 さえ いな 
けれ ば 」 的 な 感情 で ヨナ を 傷つけ て し まう 場 
面 を 書い た よう な 記憶 が あり ます 。 少 年 だ か 
ら こ そ 、 感 情 が 時 ぶっ て 身内 を 傷つけ る こと も 
ある ん じゃ な いか と 思っ て 。 

ME: 僕 に と っ て は 、 そ れ は リア リティ が あり 
すぎ て 、 つ ら か っ た の で NG を 出し た ん で す 。 
映 島 : も し そう いう 場面 が 入っ て た ら 、 逆 に 
ニー ア は こん な に 可哀想 な 印象 の 子 に な ら な 
か っ た の で は ? 愛さ れ ま くり の ヨナ に 対し て 
誰 も 叱っ た り し な いか ら 、 ゲ ー ム を プレ イ し て 
る 側 と し て は イラ ッ と し た り 、 腹 が 立っ た り し 
た わけ で ( 笑 )。 


王道 少年 マン ガ と の 違い 
それ は 極端 すぎ る リア リティ の な さ 


一 映 島 さん は 、 本 作 の シナ リオ を 読ん で ど 
ん な 印象 を 持た れ て いた の で すか ? 

映 島 : 正直 な と ころ 最初 は 、 横 尾 作 品 に し て 
は 普通 だ な ぁ と 思っ て いま し た 。 た だ 、 少 年 
マン ガ の 王道 みた いな の を 目指 し た っ て 聞い 
て いた か ら 「 こ ん な も ん か な 」 と も 。 だ けど 読 
み 進 め て いく うち に 、 ど う も お か し い 、 気 持ち 
悪い っ て 思い 始め まし た 。 そ れ っ て 、 今 の 名 
取 さ ん の 「 リ アル な シナ リオ は 未 採用 』」 と い 
う 話 を 聞い て 、 す ご く 納 得 が いき まし た 。 要 
する に 各 キ ャ ラ が 、 普 通 だ っ た ら こ うす る だ ろ 
うっ て いう 反応 を ちっ と も 返し て な いん で す 。 
みん な みん な 受け 入れ て し まっ て る 。 だ か ら 
物語 全体 を 見 た 時 に 、 変 な 違和感 が 感じ られ 
る の か も 。 

横尾 : 少年 マン ガ っ て 、 そ うじ ゃ な いで すか 。 
いい と こ ど り の 、 違 和 感 だ ら け 。 

映 島 : いや 、 少 年 マン ガ は その うえ で 予定 調 
和 に 落と し 込ん で る じゃ な いで すか 。 『 ニ ー ア ョ 
は ある 意味 、 そ こ を ほっ た ら か し に し て る か ら 
奇妙 な ん で す よ 。 何 か が お か し い 。 

名 取 : そう いう 意味 で は 横尾 さん が 出し て く 
れ た NG は 的 確 だ っ た ん で す よ ね 。 奇妙 な ゲー 
ム に する た め に は 、 そ うい うり リア ル な シチュ 
エー ショ ン は 削ら な きゃ いけ な か っ た ん だ と 、 
今 な ら 思 いま す 。 

横尾 : いや 、 僕 が た だ 耐性 な く て 直視 で き な 
か っ た か ら っ て だ け で 。 そ ん な 結果 に 繋が っ 


て る と は 、 ち っ と も ( 笑 )。 

ーー レブ リカ ント は 舞 條 人 格 だ か ら 、 感 情 表 
現 が 人 間 っ ぽく な い の か な と か 動 ぐ っ た り も し 
た の で す が 。 

RE: そう いう 理解 の 仕方 も で きま す よ ね 。 
一 番 人 間 ら し い の は 、 本 来 ア ンド ロイ ド で あ 
る は ず の ボボ ポル の よう に も 思え る し 。 

ーー みな さん の お 話 を 総合 し て みる と 『 ニ ー 
ア 』 の 世界 は 究極 的 に は 「 人 間 世 界 の リア リ 
ティ 」 が な いん で すね 。 夢 の よう な 不思議 な 
現実 感 だ けが 残っ て いる 。 その 意味 で は 「 ロ ー 
ルプ レイ ング ・ ゲ ー ム 」 を 求め る 人 達 が 素直 
に 入り 込め る 、 待 ち 望 ん だ 物語 に な っ た の か 
も し れ ませ ん 。 


D エン ド で の カイ ネ を 救う の は 、 
プレ イヤ ー の …… 愛 !?. 


ーー リア リティ の な さと いう 点 で は 、 両 性 具有 
の ヒロ イン は 、 そ の 最たる も の か と 。 カ イネ は 
人 間 時 代 か ら 両性 具有 だ っ た の で し ょ うか ? 
横尾 : いや 、 彼 女 は 長年 続い て きた レプ リカ 
ント シス テム に お ける 、 ひ と つの エラ ー と し て 
その よう な 性 別に 生ま れ て き て し まっ た と いう 
設定 で す 。 本 来 は 配偶 者 も いる 女性 で 、 ち ゃ 
ん と 結婚 する は ず で し た 。 

ーー マモ ノ の テ ュ ラ ン は 、 MADERO Y 2 
タル ト で は な い の で すか ? 

横尾 : カイ ネ の ゲシュタルト は ちゃ ん と 別に い 
ES, FISEER oT 
正常 な ゲシュタルト な ん で す が 、 元 々 殺 吐 が 
好き で 、 レ ブリ カン ト で ある カイ ネ の 肉体 を 
MoMSSELTSATS, AAFAMBLT 
いる の を 楽し ん で る 、 と いっ た 状況 で す 。 
ーー C、 D エン ド で は 暴走 し た カイ ネ を 、 Fa 
ラン と ニー ア が 一 刃 と な っ て 教 うわ け で す が 、 
D エン ド で は どう いう 仕組 み で カイ ネ は 教 わ れ 
た の で し ょ うか ? 

ar 皆さん の 愛 と 気合 で す ! 


人 外 か ら 両 性 具有 まで 
『 ニ ー ア 』 は ハー レム ゲー だ っ た 1? 


ーー それ で は 皆さん の お 気に入り の キャ ラ を 
教え て くだ さい 。 

ЖЕ: Ris 7 号 で すか ね 。D.K さん の キャ ラ 
デザ イン が 上 が っ て きた 時 か ら す ご く 気に入っ 
て いて 、 ほ と ん ど リ テイ ク が あり ませ ん で し た 。 
名 取 : 私 は カイ ネ が 一 番 条 き な キャ ラク ター 
で す 。『 ニ ー ア 』 の 登場 キャ ラ と 学校 で 同じ ク 
ラス だ っ た ら 、1 人 で ポツン と いそ うな カイ ネ 
に 声 を か けた い 。 


RR: 私 は 断然 | 少年 ニー ア で すね 。 
横尾 : 映 島 さん は 、 少 年 ニー ア の 絶対 領域 に 
夢中 な ん で す 。 


MB: ずっ と 少年 の まま 遊ん で いた い ……。 
で も 、『 ニ ー ア 』 っ て 実は ニー ア 以 外 の 仲間 
全員 が ヒロ イン だ と 思う ん で す よ 。 シ ロ も 最後 
で ニー ア に 告 っ て た し 。 

横尾 : は っ !? ETT? 

RB: シロ と いう 名 前 、 わ り と 気に入っ て た っ 
て いう 、 あ の お 別れ の シー ン で す よ 。 

横尾 : アレ を 告 っ て る っ て 言え ちゃ う あ た り が 、 
MBSA. RIT. 371 (Ж). 

RR : そん な ぁ | 

ーー シロ も 7 号 も 、 と くに 女性 に マス コッ ト 的 
な 人 気 が あり ます 。 

横尾 : エミ ー ル は 元々 洋館 に 閉じ 込 も っ て い 
た か ら 世 間 知 ら ず だ し 、 兵 器 に な っ て 成長 が 
止ま っ て いる の で 幼い ん で す が 、 基 本 バカ な 
と ころ が いい ん で す よ ね 。 

映 島 : B エ ンド の ラス ト は 、 本 当 に 笑い まし 
た 。SS で は 7 号 の 一 人 旅 、 本 当 に 楽し ん で 
書か せ て いた だ きま し た も ん ( 笑 )。 だ か ら も 
う 、 私 は ダウ ン ロ ー ド コン テン ツ (DLC) クリ 
ア で き な い と 思い ます 。 魔法 痢 な ら ぬ エミ ー 
NA AREA! 

MR: : あれ は わり と ラク に 作れ て 、 や っ て みた 
ら か な り 笑え る 絵 に な っ た の で 、 気 に 入っ て 
ます 。 相 当 不 気味 な の に 、 女 性 スタ ッ フ に 軒 


並み 「 か わい い 、 か わい い 」 っ て 言っ て も ら 
えて 、 得 な キャ ラ だ な と 。 
ーー こう し て 考え る と 、 ニ ー ア は モデ キャラ で 


すね 。 魅力 的 な キャ ラ に 囲ま れ て 。 

横尾 : ハー レム 状態 な ん で す よ 。 

RB : 純粋 な 女 は ひと り も いま せん けど ね 。 
横尾 : 人 外 に 大 人 気 な わけ で す が 。 と は いえ 、 
そん な に 人 気 者 な の に 空気 読め な い 妹 に 夢中 
な ん で す よ 。 ひ どい 男 で す (Ж), 


名 取 さ ん の シナ リオ が 生ん だ 
「 容 数 な く 人 を 傷つけ る 」 ヨ ナ 


横尾 : 僕 、 ヨ ナ が 出 て くる シー ン っ て 結構 気 
に 入っ て る ん で すけ ど 、 特 に 気に入っ て る の 
が A エ ンド の カイ ネ が 去る シー ン な ん で す よ 。 
名 取 さん に 発注 し た 時 に は 「 空 を 見 上 げ て 美 
し く 終 わる エン ディ ング に し て 下さ い 」 ぐ らい 
し か 書い て な か っ た ん で す 。 そ し た ら 、 あ の 
最悪 の タイ ミン グ で 放 た れる 「 お 兄ちゃん ! 
見 て ! |」 が 返っ て き て 。 CDRS, 
AA Ma от (ж). 

名 取 : あれ は 確信 犯 で す 。 兄妹 な ん だ けど 、 
保護 者 と 嫌み た いな 立 載 で も ある か ら 、 ヨ ナ 
な ら あ の くら い は や る か な と 。 

вв: あれ は 区 きま し た ね 。 あ の タイ ミン グ 
で あの 一 言っ て 、 父 と 娘 だ っ た ら 全 然 アリ な 
ん で す よ 。 そ れ は 父親 を 独占 で きる 娘 の 権利 
だ か ら 、 行 使 し て も いい 。 だ けど 兄妹 で アレ は 、 
ARTET] 

ME RRNKCBSRDEETTNSh. で も 、 
だ か ら っ て 許さ れ て いい も の で は な い (F )。 
誰か 叱っ て や れ よ 、 と 。 


カイ ネ と エミ ー ル へ の 愛情 
"仲間 が いて くれ て よかっ た + 


ーー そん な 名 取 さ ん の お 気に入り の シー ン や 
セリ フ が あれ ば 教え て くだ さい 。 

名 取 私 は カイ ネ が エミ ー ル の 館 で 寝 て し まっ 
て 、 シ ロ と ちょ っ と し た や り と り を する 場面 が 
好き で す 。 あ あい う 風 に 仲間 達 が 家族 の よう 
に 接する シー ン は 、 書 いて いて 「 カ イネ 、 よ か っ 
た ね 」 っ て 思え ます 。 あ と は 手前 味噌 な よう 
で 医 縮 な ん で すけ ど 、 カ イネ が エミ ー ル に 向 
か っ て 告 う 「 こ れ は 硬 で は な い 」 と いう セリ フ 
も お 気に入り で す 。 そ うい う 考 え 方 の 人 が エ 


横尾 D に 開い て みた | 横尾 : い つか ヨナ と カイ ネ が 帰っ て くる 日 の た め に 、 
| て いま し た 。 和 失敗 し た 作品 を 持て る の も 忍び な い の で 、 池 に 浮か べ て いた よう で す .。 


| аам а: 「 ス トー リー 後編 か ら 、 


:ー ア の 家 の 池 に 白い 花 が 学 く の は な ぜ で し ょ う 」 


Z-FPIRADEE-EBSEALT. EMUESIEL 


ル の 側 に は 必要 だ と 思い な が ら 、 要 情 を 
込め て 考え て いた ら 、 自 然 に 出 て きた セリ フ で 
し た 。 

ーー まさ に 「 お ね えさ ん 」 の 存在 感 を 感じ さ 
せ て くれ ます 。 

BM : や っ ぱり カイ ネ と エミ ー ル に 対し て は 思 
い 入 れ が 強い ん で す よ ね 。 ニ ー ア や シロ より 
も 、 身 体 的 に 育 信 っ て いる も の が あっ て 独り 
ぼっ ちな ぶん 、「 あ あ 、 仲間 が いて くれ て よかっ 
た 」 と 思え る よう な 会 話 を た くさ ん 入れ た つも 
り で す 。 

一 一 映 島 さん の 、 お 気に入り の シー ン は ? 
横尾 : 映 島 さ ん は 、 少 年 ニー ア が フィ ー ル ド 
を 走っ て る 後ろ 栓 を 見 て いる だ け で 大 満足 ら 
LUTTE, NAMES. 

映 島 : 確か に ずーっと 走ら せ て 満足 し て まし 
た けど ( 美 )。 た だ ね ぇ …… そ れ 見 て ゴキ ゲン 
に な っ て た ら 、 う ちの 高校 生 に な る 息子 が 後 
る ろ を 通り な が ら 「 で も 、 こ の 子 、 開 通 済み な 
ん だ よね 」 っ て 、 ポ ボソ ッ と 。 


横尾 る 名 取 : (MR) 
ーー それ は 、 映 但 さ ん の 罪 で すね 。 
RE : 違い ます よ | 少年 ニー ア に そん な こと 


させ た の は 横尾 さん で あっ て 、 私 は それ を 小 
説 に し た だ け な ん で すか ら っ ! 

横尾 : いや ぁ 、 映 島 さん 罪深い な あぁ 。 全国 の 
ファ ン の 皆さん に 燃料 投下 し ちゃ っ て 。 

RA: この 作品 は ゲー ム じ ゃ な いと ころ で 問 
題 作 すぎ ます よ 、 本 当 に (HR)! 


実は 『 レ プリ カン ト 』 は 
お 蔵 入り 寸前 だ っ た I? 


損 尾 : な ん と か 『 レ プリ カン ト 』 と 『 ゲ シュ タル ト 』 
を 同時 に 発売 する 事 が で きま し た が 、 実 は 『 レ 
プリ カン ト 』 が お 薦 入 り に な り そ う な 時 期 も 
あっ た ん で す よ 。 

TH : そん な 事 も あり まし た ね 。 

横尾 開発 に は 約 3 年 か か っ て いる ん で す が 、 
途中 で アメ リカ の スク ウェ ア ・ エ ニッ クス まで 
会 議 で 呼ば れ て 、 作 品 の 概要 と 進 拓 状 況 を 幸 
告 する タイ ミン グ が あっ た ん で す 。 当 初 は も っ 
と 早く 2 作品 を 同時 発売 する 予定 だ っ た の で 、 
か な り タ イト な スケ ジュ ー ル で し た 。 会 議 で 
それ が 判明 し た 作 普 、 向 と う の エラ イ 人 た ち 
が 「 も う 『 ゲ シュ タル ト 』 だ け で よく ね 7 日 
本 だ け 違 う パー ジョ ン 出 さ な く て も いい ん じゃ 
ん ?」 的 な こと を ちゃ ん と し た 英語 で 理路 整 
然 と 言わ れ まし て (Ж). 

ーー それ で どう され た ん で すか ? 

横尾 : 隣 で 許 藤 プ ロ デ ュー サー が 「…… ど う 
37527, MICROMERKOT. MEA Y 
で す と ゴネ まし た ( 笑 )。『 レ プリ カン ト 』 を 作 
れ な いん だ っ た ら 、 僕 ら 開発 チー ム の モチ ベー 
ショ ン が 尋常 じゃ な く 下がる の で 、 結 果 的 に 
『 ゲ シュ タル ト 』 の 発売 も 遅れ ます よ !? + 
れ で も いい ん で すか |7 と 脅迫 じみ た こと を 
言っ て 帰っ て きま し た 。 

TE: すごい ワガママ で す よ ね 。 

ЖЕ: 本 来 、 兄 妹 の 物語 で 作っ て た わけ で す 
か ら 。 と は いえ 、 当 初 は 『 レ プリ カン ト 』 も 英 
語音 声 に な る は ず だ っ た ん で す よ 。 声 優 さん 
の 都合 が つけ られ な い だ ろ うっ て 。 

BR : それ は 初耳 で す ! も し 英語 音声 で 字 
幕 だ っ た ら 『 レ プリ カン ト 』 と いえ ど 、 話 題 に 
な り づ ら か っ た か も 。 

RE: そこ は 斉藤 プロ デュ ー サ ー の 気まぐれ 
か 、 も し く は 英断 だ っ た ん じゃ な いか と (F )o 
ギリ ギリ に な っ て 「 や っ ぱり 日 本 語 で 音声 つけ 
よう 」 っ て 言い 出し て 、 声 優 さ ん の 調整 を つ 
け て くれ まし た 。 

ーー カイ ネ 役 の 声優 選定 に だ け は 、 横 尾 さん 


& 


PBSBMoKCWSEBEMEELE. 
WE : も と も と 、 キ ャ ラ デ ザイ ン が か な り 女 性 
的 だ っ た の で 、 戸 も 普通 に か わい く て きれ い 
な 方 を 、 と いう 方 針 に な っ て いた ん で す 。 だ 
けど 、 僕 と し て は 租 維 な イメ ー ジ を 声 で も 体 
現し た か っ た の で 、 ぜ ひ 田 中 敦子 さん に と お 
BELEL. 
名 取 : №. SAOHSTEITFORAT) 
フ を 書い て いる 時 が 一 番 楽し か っ た ん で す 。 
Atu REFERED, TORS 
に カッ コ 書 き し て 「 彼 女 は 今 こ 一 ゆー こと を 
言っ て ます ゆ 」 と 、 下 品 で 汚く いや らし く 最 低 
な 言葉 を 羅列 し た 記憶 が あり ます 。 す ご く 楽 
し く 符 けた か ら 、 規制 音 が あっ て も 日 本 語 に 
な っ て くれ て 本 当 に 嬉し か っ た で す 。 
ME: 田中 さん に 「 全 部 」 キ レイ に 蝶 っ て い 
た だ いて 、 そ れ を スタ ジオ で 「 全 部 」 聞 けた 
事 も 、 本 当 に いい 思い 出 で す 。 

この 発言 を 知っ た ら 、 世 界 中 の 田中 理子 
ファ ン が 閥 総 し ます よ 。 


セー ブ デ ー タ は 最後 の 代償 
も し も D エン ド が な か っ た ら … 


こう し て お 話 を 聞く と 、 今 の 形 で 『 ニ ー ア ュ 
が 世に 出 た 事 は いろ ん な 方 達 の 符 力 の 結果 な 
ん だ な 、 と 感じ ます 。 
WE: そう で すね 、 い る ん な 意味 で 幸運 な タ 
イト ル だ っ た な と 思い ます 。 初 回 限定 版 も 当 
初 は 予定 が な く て 、 そ この 宣伝 T さ ん た ち が 
押し に 押し て 用 意 し て くだ さっ た り と か 。 
TR: あれ は も う 、 楽 曲 が す ご く ステ キ だ っ た 
か ら こ そ で す 。「 や る べき だ 」 っ て 主張 し て 
実現 で きま し た 。 

サン トラ 自体 が ゲー ム の 発売 より 早い と い 
う の も 驚き まし た 。 
横尾 : モナ カ の 阿部 啓一 さん と 、 エヴァ 
ンス さん に は 、 い ろ ん な ワガママ や 注文 を 聞 
いて も らい まし た 。 結 果 的 に は 、 思 っ て いた 
以上 の すご い 楽 曲 が 上 が っ て き て 、 感 話し き 
り で す 。 だ か ら 、 サ ント ラ が 好評 な の も 本 当 
に 嬉し いし 、 あ り が た い 事 だ と 思っ て いま す 。 

ELTILAPELT-RORE(, D 
エン ド で す 。 あ の シス テム 自体 が まく そい ろ ん 
な ハー ドル を 閉 り 抜け た な 、 と 。 
横尾: 僕 が どう し て も や り た いっ て 言っ て 、 齋 
藤 プ ロ デ ュー サー が 頑張 っ て くれ まし た 。 最 
初 は セー ブ デ ー タ の バッ クア ッ プ も 取れ な い 
仕様 だ っ た ん で す よ 。 
RE: それ 通し て た ら 、 確 実に ロッ カー 行き 
だ っ た と 思い ます (ж). 
横尾 : ええ 、 さ す が に それ は 止め られ まし た 
ね ( 笑 )。 で 、 バ パック アッ プ も 取れ る し 、 セ ー 
ブ デ ー タ が 消え る 選択 肢 の 後に も 何 度 も 確認 
の メッ セー ジ を 入れ る よう に し た ら 、 な ん と か 
OK が 出 て 、 よ か っ た ね っ て いう 。 
ーー も し その シス テム が 採用 で き な け れ ば 
最終 エン ド ま で の 道のり は どう する つも り だ っ 
た ん で すか ? 
ME: ひと 通り や っ た 後に 、1 回 目 で 使っ た 
名 前 を 使え な いよ うに し て 、2 回目 の 名 前 で 
再度 A、 B、C エ ンド を 見 た ら 、 そ の 後 SS「 失 
ワレ タ 世 界 」 の 部 分 が プレ イ で きる っ て いう 
仕掛 け に し よう と 思っ て まし た 。 そ し て 、 最 後 
に 1 回 目 で 使っ た 名 前 を 入力 し た ら 、 主 人 公 
を 取り 戻せ る と いう 内 容 に し よう と 。 
RE それ は それ で 、 遊 ん で みた か っ た 。 
名 取 : で も 、 そ れ は それ で 、 ロ ッ カー の 扉 が 
開き そう な 兎 仕様 な 気 も ( 笑 )。 
— 1 度 使 っ た 名 前 が 使え た な いと いう の は 、 
特別 な 意味 が ? 
RE: 7 周 プ レイ を 前 提 と し た 時 に 、 過 去 の 


| SID BST 
名 前 を 「 使 えな くす る 」 と いう こと で 、 か つて ARTICLE OF RARE BEAUTY 
確か に 存在 し て いた 」 と いう こと と 、 プ レイ 
ヤー が 「 忘 れず に 億 えて いる 」 と いう 事 を 強 
本 し た か っ た と いう 意図 が あり まし た 。 今 も 、 
D エン ド 後 に 同じ 名 前 が 使え た い の は 、 そ の 
「 念 の た め 7 周 シ ステ ム 」 の 名 残 な ん で す 。 


いろ いろ な ゲー ム 作 品 へ の 
オマ ー ジ ュ や リス ペク ト に つい て 


7 号 T シ ャ ツ デ ザイ ン 
ーー よ く 通っ た と いえ ば 、D エン ド 以 外 に も 、 キャ ピア スタ ッ フ が 気まぐれ 
あちら こち ら で こ の 業界 の 名 作 に まつ わる 演出 イン し た も の 。 本 書 ス タッ フ 一 同 が 


が 見 受け られ まし た 。 制作 を 熱望 し て いる 。 
ME:EBOCINERE SB, VEL. 
DNEDPOFESE. BSNSOTABCM 
り ば め て 

RS: わり と モロ に や っ て る と ころ も ちら ほら 
あっ て 、 い い の 1? ЕШМШ, 

一 羊 か ら 肉 を 至 ぎ 取っ た 時 、 こ れ は どこ か 
で 焼け る に 違い な いと 思っ た も の で す 。 

RS: H(X)! 

村尾 : あん まり や る と 、 大 変 で す 。T さ ん が 
RATOES. 

TE: 開発 の 初期 段階 は 、 も っ と すご か っ 
ENSITHEMEELT. EMTIOEZS 
まで 行っ た ら 、 BEDROHTE 
つて 開い た と か (Ж). 

一 同 : それ は ダメ で し ょ う 

ME: 僕 も ダメ だ と 思い まし た 。 


次 回 作 ? シリ ー ズ 化 ? 
未来 に 寄せ る 想い 


内 外 で 注目 され る 作品 と な っ 
で す が 、 村尾 さん 自身 、 次 回 作 の 構想 な ど は ? 
WE: 今 は 『 ニ ー ア 』 が 終わ っ た ば か り で 何 
も 考え て いま せん ね 。 僕 (株 式 会 社 cavia) 
は あく まで デベ ロッ パー な の で 、 パ プリッ 
シャ ー に 企画 が 通っ て 予算 が 下り れ ば 、 そ れ 
に 従っ て 作品 を 作る の み で す 。 そ うい う 撮 会 
が また あれ ば いい な 、 と は 思い ます 。 

12-74 ORMES? 
RE: 現 段 階 で は 何 も わ か り ま せん 。 た だ 
回 の この 本 の よう に 、 ゲ ー ム が 他 の 舞 体 と リ 
ンク し て 、 世 界 観 が 広がっ て いく と いう 流れ は 
と て も 興味 深い と 思っ て いま す 。 ゲ ー ム で 表 
現し まれ な いこ と が 、 デ キス ト で な ら 表現 で き 
る と いう も の も ある わけ で 。 展 られ た 時 間 や 
予算 の 中 で 、 い る ん な 表現 手段 を 模索 し て . 
より よい も の を ファ ン の 方 々 に お 届け で きれ ば 
と 常々 思っ て いま す 。 
一 場 が 許す な ら 、 こ ん な 話 が 書い て みた い 
と いう の は 、 名 取 さ ん や 映 島 さ ん に も まだ ま 
だ ある の で は ? DLC コ スチ ュー ム デ ザイ ン 
RE: SS は 文字 数 の 制限 で 苦労 し まし た か 和風 の デザ イン で ガラ リ と 印象 の 変わ っ た ダウ ン ロ ー ド コン 
ら 、 思 いっ きり 長い 話 が 書い て みた いで すね 。 テン ツ 用 の 追加 コス チュ ー ム 。 ポ ボツ 案 も 含ま れ て いる 。 
『 ニ ー ア 』 は 世界 観 が 深い の で 、 も っ と 岳 星 
さん に いろ ん な 設定 を 聞い て 、 い ろ ん な と ころ 
を 握り 下げ て みた いで す 。 
ER: 私 は リー ダー 狼 と お じい さん の 話 を 書 
いて みた いで す 。 本 当 に 愛着 が ある キャ ラ ば 
か りな の で 、 い る ん な 形 で 末永 く 付 き 合っ 
いけ れ ば 嬉し いな ぁ と 思っ て いま す 。 
ーー で は 最後 に 横 星 さん か ら 、 本 書 を ご 覧 の 
皆様 に 向け て メッ セー ジ を お 願い し ます 。 
横尾 : 『 ニ ー ア 』 を 気 に 7 
い 限 り で す 。 今 後 も 、 選 剰 に 期待 せ ず 、 つ ま 
み 食 いし た ら 意外 と お いし か っ た くら い の 感覚 
で 、 よ る ろ しく お 願い し ます 。 


お 蔵 入 り し た 本 書 カ バー 案 

映 島 氏 、 名 取 氏 ほか 、 女 性 陣 の 「 セ 
タクシ ー す ぎる と 店 頭 で 買い づら い 」 
と いう 提案 で NG に な っ た 。 


ENGEM 5: 「 石 の 神 最 の 打電 か ら 魔王 の 城 へ 入れ ます が 、 屋 上 か ら 次 王 の 城 らし きも の は 見 えま せん よね 」 
Мерос ва : 神 中 最上 階 に ある 上 壇 の 奏 が エレ ベー ター に な っ て いて 、 一 度 地下 深く まで 下り る こと に な り ま す 。 地 
下 へ 下り る と 通路 が あっ て 、 そ の 先 に 廃 王 の 城 が あり ます 。 位置 的 に は 石 の 神 員 が ある 山 の 裏 側 で す 。 


ニー ア ザ ・ コ ンプ リー ト ガ イド + 設定 資料 集 
GRIMOIRE NIER 


PROJECT GESTALT & REPLICANT SYSTEM 


DIRECTOR & WRITER 


電撃 攻略 本 編集 部 
木原 жей 
EDITORSIWRITER 
тй [CHARACTER GUIDE ‚THE ABYSS ОЕ [NieR PROJECT], 


PROJECT "GESTALT" OUTLINE, 
CREATOR'S INTERVIEW(INTERVIEWER)] 
松下 оао) [STORY GUIDE CREATOR'S INTERVIEW(COMPOSER)] 
澤田 五郎 [PLAYBACK NieR:STORY CAPTURE] 
小嶋 勝之 (PLAYBACK NieR:SYSTEM ‚QUEST,DOWNLOAD CONTENTS) 
西城 達哉 [PLAYBACK NieR:ASSISTANT] 


NOVELIZE 
п ш 
名 取 佐和 子 
菊地 は な 
横尾 太朗 (株式 会 社 cavia) 


PROOF READER 


BR ERT 
ILLUSTRATIONSCONCEPT ART 
D.K [CHARACTER DESIGNJLLUSTRATION} 
WAR cari 
加藤 友 保 [CONCEPT ART] 
上 久保 能 夫 [CONCEPT ARTJILLUSTRATION] 
坂巻 知佳 [CONCEPT АВТ) 
Ыш 賠 [CONCEPT ARTJLLUSTRATION] 
Ж TEM [CONCEPT ART] 
ЖИШ Wil [CONCEPT ART) 
“Н sE [CONCEPT ART] 


長谷 川 AM [CONCEPT ART] 


Re Wi [CONCEPT ART,ILLUSTRATION] 
木戸 杏奈 [CONCEPT ART] 
柳沢 AG [CONCEPT ART] 
藤坂 公彦 [CONCEPT АКТ] 
DESIGNER 
ЕЕ TNA 
BHE 
佐々 木 由美 子 
竹本 章子 
奥山 恵 


COVER DESIGNER 
К Plus artworky 有 限 会 社 
小林 博明 


PRODUCER 
К АК АЕ 
松本 й 


COORDINATOR 


SPECIAL THANKS 
株式 会 社 スク ウェ ア ・ エ ニッ クス 
株 式 会 社 qavis 


発行 
2010 年 5 月 28 日 初版 発行 


発行 者 


= 


発行 所 
株 式 会 社 ア スキ ー・ メ ディ アワ ー ク ス 
7160-8326 東京 都 新宿 区 西新 宿 4-34-7 
TEL.03-6866-7509 (編集 ) 


発売 元 
株 式 会 社 角川 グ ゲル ー プ パプ リッ シン グ 
〒102-8177 東京 都 千 代田 区 富士 見 2-13-3 
TEL.03-3238-8605 (FR) 


пя 
大 日 本 印刷 株 式 会 社 


wy 
К Plus artworks 有 限 会 社 


©2010 SQUARE ENIX Co.,Ltd. All Rights Reserved. Developed by cavia Inc. 
©2010 ASCII MEDIA WORKS 


"PlayStation" は 株 式 会 社 ソ ニー・ コ ンピュータ エン タテ イン メン ト の 登録 商標 で す 。 
"Xbox 360" は 米国 マイ クロ ソフ ト Microsoft Corporation の 米国 お よび その 他 の 国 に 
お ける 登録 商標 で す 。 


Printed in Japan 
ISBN978-4-04-868671-6 C0076 


本 書 は 、 法 令 に 定め の ある 場合 を 除き 、 複 製 - 複 写す る こと は で きま せん 。 

落丁 乱丁 本 は お 取り 替え いた し ます 。 購入 され た 書店 名 を 明記 し て 、 

株 式 会 社 ア スキ ー: メ ディ アワ ー ク ス 生 産 管理 部 あて で に お 送り くだ さい 。 

送料 小 社 仙 担 に て お 取り 替え いた し ます . 但し 、 古 書店 で 本 書 を 購入 され て いる 場合 は お 取 
り 和 替え で きま せん 。 

定価 は カバ パー に 表示 し て あり ます 。 


草本 書 の 内 容 ( 攻 略 法 な ど ) に 関す る 電話 で の お 問い 合わ せ は 、 一 切 受け 付け て お り ま せん 。 
ご 了承 頼 いま す 。 


GRIMOIRE EXPIATIONS 
-PROJECT GESTALT & REPLICANT SYSTEM- 


SHORTSTORIES: THE SECRET 


1393350, 


292 


NieR THE COMPLETEGUEDE GRIMOIRE Mier 


SHORT STORY 


| ツ シ テ 誰 モ イナ ク ナ ッ タ | En 


窓 も ドア すら も な い 部 屋 に 俺 は いた 。 

だ だ っ 広い 部 屋 だ っ た 。 照明 器具 は 見 あたら な い が 、 
明る い 。 天井 全体 が 光源 に な っ て いる らし い 。 周囲 に 
は 俺 と 同年 代 の 人 間 が いい た 。 一 見 し た と ころ 、 人 種 は ば 
ら ば ぱら の よう だ 。 男 は 俺 を 入れ て 九 人 、 残り 四 人 は 女 。 
まだ 意識 が 騰 典 と し て いる らし い 者 も いれ ば 、 すでに 立 
ち 上 が っ て 身構え て いる 者 も いる 。 そし て 、 な ぜ か 各自 
の 傍ら に 本 が 一 賠 ず つ 。 

何 が あっ た ? なぜ 、 俺 は ここ に いる ? 

MMA TROD, НЕЗ. こう いう と き は 
人 急 に 立ち 上 が ら な い ほ うがい い 。 周囲 の 様子 を 確認 し 
な が ら 、 銃 に 手 を や ろう と し た 。 が 、 予 想 ど お り 、 そ れ は 消 
えて いた 。 

拉致 され た と し か 思え な い 状 況 で 目覚 め た 以上 、 Ж 
火器 の 類 が 取り 上 げ ら れ て いる の は わか っ て いた 。 当 
然 の こと だ 。 た だ 、 MOREE BATE PURE 
に 仕込 ん だ 爆薬 の 類 ま で きれ い に 押 収 さ れ て いた 。 U 
と つ 残ら ず 、 だ 。 それ で わか っ た 。 俺 は 自分 自身 が 所 
属す る 組織 に 捕らえ られ た の だ 。 

こう な る 予感 は あっ た 。 「 極 秘 任務 」 な ど と いう 胡散臭 
い 話 が 持ち 込ま れ た 時 点 で ピン と きた 。 MAT, これ は 
命令 で は な いと 言わ れ た 。 受け る 受け な い は 自由 だ 、 
と 


高額 な 報酬 を 提示 され た ば か りか 、 任 務 終 了 後 の 退 
役 まで 約束 され た 。 DED, この クソ っ た れ な 生活 と お さ 
ら ば で きる と 言わ れ た 。 これ で 瑞 と 答え る 奴 が いた と し た 
ら 、 そ いつ は 正真正銘 の 大 馬鹿 野郎 に 違い な い 。 或 い 
は イカ レ た 殺人 狂 か 。 

も ちろ ん 、 これ だ け の 条件 を 提示 し て くる の だ か ら 、 
真っ 当 な 任務 で は あり 得 な い 。 お そら く < 百人 中 九 十 九 
人 、 い や 、 千 人 中 九 百 九 十 九 人 まで が 生き て 帰れ な い 、 
と か 。 端 か ら 報酬 な ど 支払 う 気 が な いか ら こ そ 提示 で き 
た 条件 だ ろう 。 

わか っ て いた 。 それ くら い 。 わか っ て いた くせ に 、 この 
ざま だ 。 覚え ず 自 咽 的 な 笑み が 浮か ぶ 。 

と 、 横 合 いか ら 声 を か けら れ た 。 俺 より 若干 、 FFE 
思わ れる 男 だ 。 し か し 、 残念 な が ら 同じ 国 の 人 間 で は な 
い 。 俺 は 黙っ て 首 を 横 に 振る 。 それ だ け で 相手 も 事情 
を 察し た か 、 そ れ 以 上 は 話し か け て こ な か っ た 。 

俺 の 所 属し て いる 組織 に は 、 様々 な 国 の 人 間 が い 
る 。 その 大 半 が 母国 語 し か 理解 で き な い 。 年 齢 が や っ 
と 二 桁 に 乗る か どう か で 、 朝 か ら 晩 まで 戦闘 訓練 と いう 
生活 を 強い られ る の だ 。 まとも な 教育 な ど 受け られ よう 
は ず が な い 。 外国 語 どこ ろか 、 坪 国語 の 読み 書き きえ 任 
いい 者 ば か り だ っ た 。 

両親 が 国籍 の 異な る 者 同士 だ と か 、 効 少 時 に 外国 
で 育っ た と か 、 そ うい っ た 事情 で 複数 言語 を 習得 し て い 
る 者 も いな いわ け で は な い が 、 少 数 派 で ある 。 

試し に 、 俺 も 反対 側 の 隣 に 座っ て いた 男 に 母国 語 で 
挨拶 を し て みた 。 H AODEM THAI Hk. 

その 頃 に な っ て 、 真向かい に 座っ て いた 女 が 顔 を 上 
げた 。 よう や く 意 識 が 戻っ た らし い 。 薬 の 耐性 に は 個人 
差 が ある も の だ が 、 こういう 奴 が 真っ 先 に 死ぬ 。 何事 で 
あれ 、 周 囲 より 遅い と いう の は 致命 的 だ 。 

目 が 合う な り 、 女 の 顔 に 敬 慢 が 広がっ た 。 俺 を 知っ て 
いる の か ? 誰 だ 、 こ いつ ? いや 、 俺 きこ の 女 に 見 覚え 
が ある 。 

女 が 立ち 上 が っ た 。 案の定 、 目 骸 が し た の だ ろう 、 E 
大 に 音 を 立て て 女 が ひっ くり 返っ た 。 その 無様 な 格好 
で 思い 出し た 。 

「 お まえ 、 生 き て た の か ……」 

上 体 を 起こ し な が ら 、 女 が うな ずい た 。 彼女 は 数 少な 
lo, 複数 言語 を 理解 で きる 人 間 だ っ た 。 な ん で も 、 彼女 
の 母親 は 俺 の 国 の 出身 らし い 。 子供 は 母親 の 話す 言 


あな た も 生き て た ] 

「 当 た り 前 だ 。 お まえ と 一 緒 に すん な 」 
会 っ た の は 、 三 年 前 。 俺 も 彼女 も 第 13 次 十字 軍 、 

大 規模 な レギ オン 掃討 作戦 の 生き 残り た っ た 。 

所 属 部 隊 は も ちろ ん 違っ た 。 だ が 、 作 戦 開 始 後 、 あ っ 
と いう 間 に 部 隊 も る クソ も な く な っ た 。 戦場 な ん て そん な も 
ん だ が 、 中 で も あれ は ひど か っ た 。 当時 十 六 歳 、 す で に 
古参 兵 だ っ た 俺 で きえ 、 生 軍 は 五 分 五 分 だ と 覚悟 し た 。 

乱戦 の 中 、 俺 は レギ オン を 前 に 棒 立 ち に な っ て いる 
生 鹿 を 見 つけ た 。 MEET DERERIIL DD 
を 焼き 払っ た 。 

別に 人 助け と か 、 SITLL, 俺 た ち 
兵士 その も の が 「 貴 重 品 ] な の だ 。 だ か ら 、 仲間 は 助け 
る 。 と いう より 、 無 駄 に し な い 。 そう いう 決ま り だ っ た 。 

藻 い た こと に 、 そ の 全 鹿 は 俺 と 同い年 だ っ た 。 その 年 
齢 に な る まで まとも な 訓練 も 積ま ず に 、 い まき な り 戦 場 に 放 
り 込 まれ た わけ だ 。 レギ オン を 間近 に 見 て 、 動転 し た の 
も 無理 は な か っ た 

レギ オン は 人 間 に 酷 似 し た 外見 を 持つ 。 元 は 人 間 だ 
か ら だ 。 CACHE RRM AMO EEEF 
る が 、 中 に は 生き 延び る 者 も いる 。 MEL ACE 
な っ て 、 だ 。 

レギ オン の 駆除 が 急務 な の は 、 単 に を 襲う か ら で は 
な い 。 レギ オン その も の が 感染 源 と な っ て 、 新た な 白 塩 
поте тато. そし て 


[し て いな 
この 世 の も の な ら ぬ 白い 巨人 が まき 散ら し た 病 
だ 。 そん な も の か も し れ な い 。 

も っ と も 、 特効薬 は な い が 、 予防 薬 な ら ぁ る 。 問題 は 、 
その 予防 薬 ル シフ ェ ラ ー ゼ の 量産 が 不可 能 な こと だ っ 
た 。 し か る も 、 効 果 が 認め られ る の は 若年 層 の み 。 FIT 
ある ほど 効果 が 高い 。 

か くし て 身体 能力 の 高い 子供 が 選抜 され 、 貴重 な ル 
シフ ェ ラ ー ゼ を 投与 され て レギ オン 駆除 に 投入 され た 。 
その 子供 た ちの 養成 ・ 派 遣 を 行う 国際 組織 が ハー メル 
ン 機 関 だ っ た 。 策 吹 男 が 子供 を 集め て どこ ぞ に 連れ 去 
る と いう 童話 か ら 取 っ た 名 称 だ が 、 REN MT 
名 だ と 俺 は 思う 。 

「 な あ 、 お まえ は どう し て ここ に 来 た ?] 
[OEA DAI) 
DAMOR EA A 

彼女 は 驚い た よう に 目 を 見 開い た が 、 すぐ に 得 心 が 
いっ た らし くう な ずい た 。 三 年 前 の あの 日 まで 、 ご く 当 た 
り 前 に 学校 に 通っ て いた と いう 彼女 は 、 DEE E 
り 学 習 能力 や 理解 力 は 高い 。 
いる 全員 が 同じ 話 を 持ち か けら れ た ん だ ろう な ] 

改め て 周囲 を 見 渡し て みる 。 出身 国 が ば ら ば ら な の 
は 、 各 国 の 思 悪 っ て や つ を 背負 わ さ れ 送り 込ま 
れ た か ら だ ろう 。 一 見 し た 限り 、 俺 と 彼女 以外 に 意思 の 
杜 通 が 図れ て いる 者 は いな い 。 

「 に れ を 断れ る 人 、 い な いと 思う ] 

彼女 は 正しい 。 誰 6 が 今 の 生活 か ら 抜け 出し た いと 
痛切 に 願っ て いる 。 な ぜ な ら 、 俺 た ちの や っ て いる こと 
BLA, 大 量 虐 殺 だ か ら だ 。 相手 は 知性 の 欠片 も な い 
化け 物 だ と 言い 聞か せら れ て は いる が 、 目 に し て みれ ば 
紛れ も な い 人 間 。 それ を 生き た まま 焼き 殺す 。 

自 塩化 症候 群 は 血液 や 嘩 液 を どの 飛 涼み ら 感染 す 
る と 言わ れ て いる か ら 、 下手 に 銃殺 すれ ば その 飛 涼 を 
まき 散ら し て し まう 。 だ か ら 、 よほど の こと が な い 限 り 、 Ж 
砲 は 控え る よう 命じ られ て いる 。 俺 た ち に し て も 、 物騒 な 
も の を 吸い 込む の は ご めん だ か ら 異 葵 は な い 。 

と は いえ 、 目 の 前 で 人 間 そ っ くり の 生き 物 が 疾 に 巻 か 
れ て 死ん で いく 様 は 、 気持 ちの 良い も の じゃ な い 。 俺 が 


初め て レギ オン を 焼き 殺し た の は 、 十 歳 に な っ た ぱか り 
の 頃 だ っ た 。 あれ か ら 九 年 経つ が 、 今 も 慣れ な い 。 fl 
度 見 て も いや な も の だ 。 
Ich. な ん だ と 思う ? 本 みた い だ け ど 、 開 か な い ] 
彼女 が 不思議 そう な 顔 で 本 を 開 こ うと し て いる 。 各自 
の 傍ら に 置か れ て いた 分 厚い 本 で 、 黒 と る 濃い 灰色 と 
も つか な い 色 の 表紙 に は 何 も 書 か れ て いな い 。 
「 お い ! 不用 意 に 触る ん じゃ な い !」 
Pe] 
SLT TEKEE FEL. 
「 あ 、 じ ゃ ね えよ 。 全く 」 

俺 は 思わ ず た め 息 を つく 。 こう いう と ころ は 三 年 前 と 
少し る 変わ っ て いな い 。 あの 後 、 一 時 的 に だ が 、 俺 は 彼 
女 と 行動 を 共に し た 。 実戦 経験 が ほとん ど な い 者 を 放 
冒す る わけ に は いか な か っ た 。 

幸い な こと に 、 彼 女 は 学習 能力 が 高かっ た 。 途中 、 い 
くつ か の 指示 を 出し た だ け で 、 遅れ ず に つい て くる よう 
に な っ た 。 身体 能力 の ほう も 図 抜け て いた 。 で な けれ 
ば 、 い くら ル シ フ ェ ラ ー ゼ の 受容 性 が 高く て も 、 HART 
選抜 され は し な い 。 

た だ 、 最終 的 に は 別 行 動 を 取ら ざる を 得 な く な っ た か 
5, 彼女 は そこ で 死ん だ も の と 思っ て いた 。 作戦 行動 が 
終了 し て し まえ ば 、 俺 た ち に は 互い の 消息 を 知る 術 は な 
か っ た 。 

「 よ くそ れ で 生き て た も ん だ 。 相当 な 強 運 だ な 」 
違う 、 と 彼女 は 強く 頭 を 振っ た 。 

「 あ な た が …… 和 逃がし て くれ た か ら 」 

「 そ ん な ん じゃ ね えよ 。 あれ は 俺 の 判断 ミス だ 」 

彼女 と 別 行動 を 取っ た の は 、 複数 の レギ オン に 囲ま 
れ た か ら だ 。 別 方 向 に 走れ ば 、 ど ちら か 片方 は 逃げ きれ 
5. そう いう 英 の 数 と 配置 だ っ た 。 

より 生き 延び る 可能 性 が 高く 、 戦 力 と し て 価値 が 高い 
の は 明らか だ 。 この 二 者 択 一 で あれ ば 、 よ り 安 全 な ルー 
ト を 行く べき な の は 俺 の ほう だ っ た 。 

な の に 、 あの と き 矯 は あり 得 な い 選択 を し た 。 MEA 
し た と し か 思え な い 。 だ か ら 、 思い 出す た びに 、 不愉快 
に な っ た 。 共立 ち を 覚え た 。 作戦 終了 後 、 今日 まで ずっ 
と 思い 出さ な いよ う 支 めで きた ……。 

彼女 が 何 か 言い た げに 口 を 開き か けた と きだ っ た 。 
部 屋 の 語 隅 か ら 口論 が 聞こ えた 。 男 と 女 だ 。 そ いつ ら も 、 
俺 た ちの よう に た また ま 言 葉 が 通じ て いる の か と 思っ た 
が 、 どう や ら そ う で は な いら し い 。 何 が 原因 か は 知ら な い 
が 、 お そら くさ さい な こと な の だ ろう 。 言葉 が 通じ な いま ま 
に 屋 り 合っ て いる と いう こと は 。 

や が て 、 女 が 相手 の 男 に 平手 打ち を 食らわ せ た 。 M 
そう な 音 が 警 き わた っ た が 、 誰 も 仲裁 に は 入ら な い 。 そ 
りゃ そう だ 。 ここ に いる 全員 が 素手 で レギ オン と や り 合え 
る だ け の 訓練 を 積ん で いる 。 間 に 入 る な ら 、 HGO 
険 を 覚悟 し な けれ ば な ら な い 。 

男 が 顔 を 真っ 赤 に し て 女 に 掴み か か っ た 。 そ の 瞬間 、 
俺 た ち は 信じ られ な いも の を 見 た 。 

不意 に 女 の 足 下 に 落ち て いた 本 が 開い た の だ 。 Ф 
を 触れ た わけ で も な いし 、 偶然 、 足 が 当たっ て 蹴っ て し 
まっ た と か 、 そ うい うわ け で も な い 。 

勝手 に 開い た 本 の 中 か ら 、 い き な り 黒い 手 が 現れ た 。 
その 手 は みる みる 巨大 化し 、 相手 の 男 を 掴み 上 げた 。 
信じ られ な いと いう 表情 を 浮か べた まま 、 Bithia 
れ 総 命 し た 。 相手 の 女 も また 、 RELTA. 何 が 起 
き て いる の か 、 当 事 者 に も わか ら な いら し い 。 

それ だ け で は 終わ ら な か っ た 。 男 が 所 持 し て いた ほう 
の 本 が 強い 光 を 放っ た 。 そこ か ら また 黒い 手 が 出 て くる 
の か と 思っ た が 、 違っ た 。 男 の 死 体 が 本 に 吸い 込ま れ 
て 消え た の だ 。 

男 の 姿 が 消え る の と 同時 に 、 本 か ら 放 た れ て いた 光 


=, 
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も 消え た 。 そし て 、 黒っぽい 色 だ っ た 表紙 は 群青 色 に 
変化 し 、 模様 が 浮き 出し た 。 AORN EMR 
悪い 模様 だ っ た 。 

沈黙 は 短かっ た 。 た ち ま ち 宣 内 は 騒然 と な っ た 。 

「 あ れ は …… 何 2] 

「 知 る か 。 MSN 
俺 は 自分 の 傍ら に あっ た 本 に 手 を 伸ばし た 。 さっ きま 

で は 不用 意 に 触れ な いぼ ほう が いい と 思っ て いた が 、 状 

況 が 変わ っ た 。 今 は ひと つ で も 多く 、 この 本 に 関す る 情 

報 を 引き 出 き な けれ ば な ら な い 。 
表紙 に は 文字 も 絵 も な けれ ば 、 働 ひと つつ いて いな 

い 。 材質 も 単なる 紙 と は 違う 気 が す る 。 ELT, さっ き 彼 

女 が 言っ た よう に 、 本 の ペー ジ は まる で 簡 付 けさ れ た よう 

に 貼り 付い て いた 。 

「 あ の 女 、 ど う や っ て 本 を 開い た ん だ ?] 
その と きだ っ た 。 俺 の 疑問 に 答え る か の よう に 、 いや 、 

その 疑問 を あざ 笑う か の よう に 、 室内 に 音声 が 流れ 始 

め た 。 いく つる の 声 が 混ざり 合っ て いて 聞き 取り に くい こ 

EMAL, 

俺 は 必死 で 耳 を そば だ て た 。 母国 語 と 思わ れる 言 
葉 が 聞こ えた か ら だ 。 お そら く こ の 場 に いる 全員 が 理解 
で きる よう に 、 十 三 カ国 語 を 同時 に 流し て いる の だ ろう 。 
音声 は 、 重 要 だ が 役に立た な い 、 そ ん な 内 容 だ っ た 

各自 に 与え られ た の は 「 麻 法 の 書 」 で 、 それ を 使っ て 
殺し 合い を し ろ 、 生 き 残 れる の は 二名 の み . 

た っ た それ だ け の 説明 が 繰り 返し 流れ て くる 。 理由 
も 、 目 的 も 、 明 か され る こと な く 。 

「 何 が 権 秘 任務 だ 。 ふざけ や が っ て 」 
そう 吐き 捨て な が ら も 、 條 は 周囲 を 慎重 に 見 回 し た 

窓 & ド ア も な いこ の 部 屋 に 、 逃 げ 道 は な か っ た 、 生き て こ 

こ を 出 た いな ら 、 戦 うし か な い 。 

* る 全員 で 条 し 合い を し た ら 、 最後 の 二名 を 残 

す ほ ぼう が 離し い 。 一 人 生き 残る の が せい ぜ い 、 下 手 を 

すれ ば 全員 が 死ぬ 。 だ が 、 最初 の 一 人 に な る の は 避け 

ね ば な ら な い 。 
黒い 手 を 出し た 女 が 再び 本 に 手 を 伸ばす 。 それ より 

も 隣 の 男 の ほ う が 早 か っ た 。 その 男 は 女 の 首 を 絞め 上 

げ 、 Work, 鈍い 音 と と も に 女 の 四肢 か ら 力 が 抜け た 。 

まず は 一 人 
次 の 犠牲 者 は 女 を 殺し た 男 だ ろう 。 MEMES 

PRISMS A MEPIS, 当然 の よう に 、 WOW k 

を 狙う 者 が いた 。 二 人 が 同時 に 襲い か か っ た 。 MLA 

わせ た わけ で は な い 。 た だ 、 MECA KEE 

に 判断 し た だ け だ 。 

し か し 、 そ いつ ら は 男 を 殺せ な か っ た 。 女 の 死体 が 本 
に 吸い 込ま れ て 消え る の と 同時 に 、 勝者 で あっ た は ず 
の 男 が 若 問 の 表情 を 浮か べ て 例 れ た の だ 。 男 は すぐ 
に 動か な く な り 、 本 に 吸い 込ま れ て いっ た 。 ALT. St 
の 本 が 残っ た 。 着 掌 に る 似 た 緑色 の 表紙 と 、 RHED 
表紙 。 ESOO ERA TRAD ЕЙ С at, 
Tine] 

つぶ や く 彼女 の 声 は 微か に 震え て いた 。 本 か 5 黒い 
手 を 出し て 男 を 条 し た 女 は 、「 麻 法 の 書 」 を 使っ た か ら 
勝者 と 見 な され た 。 その 女 を 素手 で 殺し た 男 は 勝者 と 
見 な され な か っ た 。 

「 そ うい うこ と か 。 な る ほど な ] 
この 場合 の 正解 は 、 最 初 の 一 人 に な ら な いこ と 。 だ か 

ら 俺 は 動か みな か っ た し 、 彼女 に も 動く な と 日 で 伝え : 

れ で ルー ル は 理解 で きた 。 状況 も 把握 し た - 

「 韻 題 は 、 こ いつ の 使い 方 が まっ ぱり だ っ て こと か 
笑わ せる 。 魔法 な を ど と いう ふざけ た も の を どう 使え と ? 
蒲 笑 い が 浮か ぶ の が わか っ た 。 お か し くも な い の に 。 

fell, 自分 が ひど く 動揺 し て いる こと に や っ と 気づい た 。 

初め て レギ オン を 前 に し た と き で さえ 、 さほど 動転 し な 


か っ た 。 訓練 通り に や れ ば いい 、 不 漠 の 事態 が 発生 し 
た と し て も 、 必ず 突破 口 は ある 。 それ が わか っ て いた か 
E оћА, 

今回 は ど 訓練 も 何 も 関 係 な い 。 突破 口 が ある 
か どう か る も わからない 。 に も 拘わら ず 、 目 の 前 で 三 人 が 
死ん だ 。 それ も 立て 続け に 。 何もかも 、 こ の クソ っ た れ な 
本 の せい で ! 

力任せ に 本 を 床 に 叩き つけ て や ろう と し た と き 、 俺 の 
腕 を 押さ える 者 が いた . 

[生き 残れ る の が 一 人 じゃ な く て 二 人 で よかっ た 。 あな た 
と 殺し 合わ ず に すむ お 。 一 緒 に 生き 残れ る 。 私 た ち は 幸 
ж) 

これ を 幸運 と 呼べ る の か どう か 。 し か し 、 彼女 は 笑っ 
て いた 。 俺 の よう な 平常 心 を な くし た 半 笑 いで は な く 、 
心から と わか る 笑顔 だ っ た 。 

ПЪН т, 他 の 人 た ち は み ん な 一 人 。 TE. 私 た ち 
は 二 人 。 二 人 の 頭 で 考 えれ ば 、 他 の 人 た ちよ り 早 く 方 
法 が 見 つか る ]」 

そう か も し れ な い 。 は 、 意思 の 疎通 を 図れ る 相 
手 が い る と いう こと が 大 き な 武 器 に な る 。 

「 言 っ と くけ ど 、 俺 、 頭 悪い か ら な 」 
「 知 っ て る 」 

くす り と 笑っ て 、 彼 女 は 本 の 表紙 に 手 を 当て た 。 次 は 
真 嘱 な 表情 で 束 を 調べ る 。 

「 き っ き の 人 、 Both, 殺さ る れ か け て た 。 MOF, その 
どちら か と つなが っ て いる 」 

惑 い は その 両方 が 魔法 の 者 と や ら を 使う 条件 か も し 
れ な い 。 だ が 、 殺 され か け な い と 発動 し な いと し た ら 厄 介 
だ 。 も し か し た ら 、「 殺 し 合え ] な ど と いう 物騒 な 話 を 出し 
て きた の も 、 そ の 条件 を クリ ア さ せる た めで は な いか 。 

「 あ っ 。 も し か し た ら ……」 

何 か 思 いつ いた の か 、 彼女 が 顔 を 上 げ る 。 その 表情 
が た ち ま ち 当り 付い た 。 どう し た の だ ろう ? だ が 、 俺 は そ 
の 間 い を 発する こと が で き な か っ た 。 彼女 の 両 腕 が 俺 
に 向かっ て 伸び て くる の を 見 た と 思っ た 。 

背中 に 衝撃 を 感じ て 、 突 飛ば され た と 知っ た 。 傾い 
た 視界 の 中 、 巨 大 な 黒い 槍 が 彼女 を 賀 い て いた 。 すべ 
て の 音 が 消え た 。 

彼女 は 俺 の 肩 越し に 、 あ の 県 い 栖 を 見 た の だ ろう 。 そ 
れ で 中 唯 に 突き 飛ば し た 。 三 年 前 の 皿 返 し の つる D だ っ 
た の か 、 そ れ と も ……。 

傍ら の 本 が 光り 始め る 。 俺 は あわ て て 彼女 に 駆け 
寄っ た 。 この まま で は 彼女 が 本 に 骸 い 込ま れ て 消え て し 
まう 。 抱き 起こ し 、 そ の 手 を きつ く 掴ん だ 。 

消え る な ! 消え な いで くれ ! 

REDE эй, 何だ ? 何 が 言い た い ? だ が 、 
條 に は 彼女 の 国 の 言葉 が わか ら な い 。 そう いえ ば 、 名 
前 すら 知ら な か っ た 。 生き て 再会 で きる と は 思わ な か っ 
た か ら 、 俺 も 彼女 も 名 乗ら な か っ た 。 

不意 に 腕 の 中 か ら 重 さ が 和 失わ れ た 。 掴ん で いた は ず 
の 手 が 抜け 落ち る よう に 消え た 。 

残 き まれ た の は 、 紅い 表紙 の 本 だ っ た 。 環 の 色 を 思わ 
せる 深紅 。 浮か び 上 が っ て いる 顔 は 、 彼女 に 似 て も 似 
つか な い 。 

目 の 前 が 白く な っ た 。 BAR, た だ 叫ん だ 。 見 た こと 
も な い 文字 が 無数 に 現れ 、 REMO. TH Tee 
叫び 続け た 。 

唐突 に 、 消え た 音 が 戻っ て きた 。 EBEN 14 
つも の 呼 き 声 を 闘い た 。 

конь Чазаа. 室内 に い 
た 全員 が 一 帳 に し て 加 刺 し に され る の を 、 俺 は ぼん や り 
と 眺め て いた 。 奇妙 な 文字 に 視界 を 覆 わ れ て いる せい 
現実 感 が な か っ た . 

、 視界 が 元 に 戻っ た 。 部 屋 の 反対 側 に 男 が 


ハー メル ン の 笛 が 鳴り 響き 、 幕 が 上 が る 
それ は 人 類 の 存亡 を 賭け た 、 聖 護 の 舞台 


立っ て いた 。 男 は 勝ち 謗 っ た よう な 笑い を 浮か べ て 、 本 
を 手 に し て いる 。 床 か ら 槍 を 出し た の は 、 こ の 男 だ っ た 。 

どう や ら 俺 は 、 あの 無数 の 文字 に 守ら れ て 難 を 逃れ 
た らし い 。 

生き 残っ た 。 そう 思っ て も 、 うれ し くも 何と も な か っ た 。 
向かい に いる 男 の よ うに 勝ち 誇っ た 笑み を 浮か べた くも 
な か っ た し 、 か と いっ て 、 死 ん で いっ た 者 た ち を 悼む 気 に 
も な れ な か っ た 。 ど う で きい い 。 正直 な と ころ 、 そ う 思 っ た 。 

E 視界 の 片隅 で 何 か が 光っ た 。 本 だ 。 本 が 光っ て 
いた 。 勝者 で ある は ず の あの 男 と 俺 の 本 が 。 

男 が 狼 狼 し た よう に 何 か 嘆 いて いる 。 最後 の 二 人 だ 
け は ここ か ら 出 ち れ る ん じゃ な か っ た の か 、 と で も 言っ て 
いる の だ ろう 。 

だ が 、 あの 音声 は 「 生 き 残れ る の は 二 人 」 と 言っ た 
が 、 生 き 残 れ ば ここ か ら 出 られ る と は 言っ て いな い 。 

こん な こと だ ろう と 思っ た 。 俺 た ちの 所 属す る 組織 の 
上 層 部 は ろく な 連中 じゃ な い 。 何しろ 、 ル シ フ ェ ラ ー ゼ が 
予防 薬 だ と いう 話 も 嘩 っ ぱち な の だ 。 あの 薬 に は 、 発病 
を 遅らせ る 効果 は あっ て も 、 病 を 防ぐ こと は で き な い 。 

その 噂 を 聞い た の は 、 少し 前 だ 。 俺 た ち は 騙 され て 、 
都合 よく 使わ れ て いた だ け だ っ た 。 予防 効果 の な い 薬 
を 投与 され 、 白井 化 症候 群 の 感染 源 の 真っ 直 中 へ と 
放り 込ま れ て いた 。 秋 吹 男 に 連れ 去ら れ た 了 予 供 た ち 
は 、 遅 か れ 早 か れ 発 病 し て 死ぬ 。 或いは 、 化 け 物 に な っ 
て 殺さ れる 。 

お そら く 、 こ れ も 何 か の 人 体 実 験 な の だ ろう 。 
め ら れ た と きか ら 、 俺 た ちの 運命 は 決ま っ て いた の だ 。 

男 の 喚 く 声 が 消え た 。 MEMO BALA о БСВ 
浮か び 上 が る の を 俺 は 見 た 。 彼女 と 同じ く 、 本 人 と は 似 
て も る 似つか な い 顔 だ っ た 。 

いや 、 こ れ を 見 た と 言え る の か どう か 。 俺 自身 が す で 
吸い 込ま れ て いた か ら だ 。 ど ん な 色 の 表紙 に な っ 
た の か 、 自 分 自身 で は 見 えな い が 。 

ああ 、 そ うか 。 A. HOW. 

MORTEM. お か し く て た ま ら な い 。 ここ か ら が 新 
た な 茶番 の 始ま りか 。 別 の 顔 を 与え られ 、 俺 た ち は 何 を 
演じ れ ば いい ? 

俺 は 、 た だ た だ 笑い 続け る 。 
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5 う 。 実験 兵器 」 の 力 で も 破壊 で き な ! 
突然 、 室内 が 間 ! 
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は いな か 


n 拘束 具 を 引き ちぎ る こと すら 予想 し て い 
な か っ た の か も し れ な い 。 や め な さい 、 と いう 狼 争 し た 声 
が 思い 出さ れ た . 

通路 の 素 る 所 に シャ ッ タ ー が 降り て いた が 、 DOME 
比べ れ ば 紙 の よう な も の だ っ た 。 ハル ア は それ を 難なく 
鷺 り 飛 ば し て 先 へ と 進ん だ 

破壊 し な けれ ば 。 この 施設 に ある も の すべ て 。 エミ ー 
ル を 化け 物 に させ な いた め に 。 実験 兵器 に 関す る すべ 
て を 消し 去ら な けれ ば . 

身 の 内 か ら 凶 暴 な 力 が 湧き 上 が っ た 。 解き 放つ と 、 
それ は 刃 と な っ て 辺り を 切り 刻ん だ 。 行く 手 を 阻む 壁 を 
MANIEE, ROMA RARE LA, 念じ る だ け 
で 、 何 も か も が 面白 いよ うに 壊れ て いっ : 

人 な ら ぬ 姿 と な っ た 今 、 人 な ら ぬ 力 を 手 に 入れ た の 
と 悟っ た 。 大 人 た ち は こ の 力 で 何と 戦わ せよ うと し た の 
だ る ろう? 従順 な 子供 な ら 、 自 分 た ち に 都合 よく 使え る と 
で も 思っ て いた の だ ろう か ? 

HMELMOPEAKOAAR SAGER TH 
る 。 一 人 残ら ず 逃 が すわ け に は いか な い 。 ハル ア は 手 
当たり 次 第 に 彼ら を 掴み 、 挫 り 上 げた 。 熱し た 果物 の よ 
、 それら は 手 の 中 で 柔らか く 潰れ て 跡形 ちな く な っ 


う ? 先生 は ? エミ ー ル を 連れ て 


逃げ て くれ た だ 

いや 、 先生 が そん な こと を し て くれ る は ず が な か 
先生 は 知っ て いた 。 ここ で 何 が 行わ れ て いる か 。 自分 
た ち 姉 弟 が 化け 物 に され る た 
Жї. 彼女 も 大 人 た ちの 一 人 だ 
すぎ な か っ た の だ 

いつ の 間 に か 、 そ の 彼女 が 目 の 前 に いた 。 いつ も と 同 
じ 自 家 を 着 て 、 ハ ル ア を 見 上 げ て 立っ て いた 

先生 を 信じ た か っ た の に 。 大 好き っ て 言わ れ て 、 本 


当 は と っ て る うれ し か っ た の に 。 本 を 読ん を で くれ る 先生 
に の に . 
いた 。 ハル ア と 呼ん で いる よう で も あ 
り 、 ご めん な さい と 言っ て いる よう で も あっ た . 

許せ な い ! 

怒り で 意識 が 消え そう に な っ た 。 心 が ち ぎれ そう に 
引っ 張ら れ て いく 。 何 か が 自分 を 準 りつ ぶ ぷ そ うと し て い 


力任せ に 目 の 前 を 系 ぎ 払 っ た 。 ARTIST 
まっ すぐ に 飛び 、 赤 

фо! kio! 

ハル ア は 泣き 叫ん だ 。 涙 も 声 も 出 な か っ た 。 それ で も 
泣い た 。 叫ん だ 

途中 、 強化 ガラ ス に 映っ た 自分 の 顔 を 見 た 。 球体 に 
赤い 目 の 、 Enno な の に 、 KER 
と 悲し いと は 思わ な か っ た 。 滑稽 だ た と すら 思っ た 。 BL 
い の は 、 泣 いて いる の は 、 そ ん な 理由 じゃ な い …… 
ミー ル 、 MIT! どこ か 速く へ 。 白衣 の 大 人 た ち も 
いな い 、 先 生 も いな い 、 誰 る いな いと ころ へ 、 

いっ た い 、 どれ だ け 時 間 が 経っ た の か 。 何 日 る 経っ た 
よう な 気 る を する し 、 ほん の 一 有 通 だ っ た よう な 気 も する 。 Mi 
設 の 敷地 内 は どこ を 見 て も 恥 隊 の 山 だ っ た 。 これ だ け 
破壊 し 尽く せ ば 十分 だ ろう か 。 十分 で あり ます よう に 。 
「 お ね えさ ん 

PHTI ANHE- 
は ず が な い 。 振り 返る 


こん な 化け 物 を 績 と 呼ぶ 
ル だ っ た 。 紛れ も な く 。 & 
、 手 を 差し 促 べ て くる 。 
自分 の 容 の こと な ど 忘れ て 、 ハ ル ア は 駆け 寄っ た 。 エ 
ミー ル 。 早く 逃げ な いと 。 二 人 で 達 く へ 、 

駆け 寄っ た つも るり だ っ 足 が 動 か な い 。 い 
で は な か っ 
変わ ろう と し て いた 

も っ と も る 、 この 程度 の 石化 は その 気 に な れ ば 簡単 に 
解除 で きる 。 わか っ て いた 。 た いし た 力 で は な い . 
「 お ね ぇ さん 、 ぼ ぽく ……] LY 
ル も また 、 REINA TR 
て いた の だ 。 姿 こ そ 変 わら な いも の の 、 見 る あぁ の を 石 に 


id 


ЖАТСАДА ME SASHA. 

守れ な か っ た 。 守り た か っ た の に 。 

また 何 か に 心 が 引っ 張ら れ 、 準 りつ ぶさ れる の を 感じ 
た 。 ED? MLA? な ん だ ろう 、 こ れ は 。 
[ごめんなさい] 

いい の よ 、 も う 。 

ハル ア は 微笑 ん だ 。 も っ と も 、 顔 は すでに 石 に な っ て 
DAL, そもそも あの 顔 で ほほ えむ こと が で きる の か も わ 
か ら な い 。 た だ 、 人 間 と し て の 意識 が 消え よう と し て いる 。 
それ だ け は わか っ た . 
「 お ね ぇ さん は 魔力 が 強 す ぎる か ら -…… 封 印 し な いと 危 
な いっ て 。 ほん と に ご めん な さい ] 

泣き 出し そう な エミ ー ル の 顔 を 見 て いる だ け で 蓄 し い 。 
お 願い 。 も っ と し っ か り 石 化し て 。 で な いと 、 すぐ に 解け 
て し まう か ら 。 も う 二 度 と 私 を 目覚 め さ せ な いで ……。 

石 に な っ て 見 る 夢 は 、 ど ん な 色 を し て いる だ ろう ?. 

お ね ぇ さん と 呼ぶ エミ ー ル の 声 が 遠ざかる 。 ハル ア は 、 
た だ 浴 た い 過 り に 身 を 任せ た 。 
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速く で 鳥 が 鳴い た - 今日 は いい 天気 に を る の だ ろう 。 
朝露 に 濡れ た 草 の 中 か ら 卵 を 拾い 上 げ る と 、 ニー ア は 空 
を 仰い だ 。 これ が 最後 の 一 個 だ 。 EA AOL 
か 卵 を 産ま な いか ら 、 う っ か り 見 落と す と いう こと が な い 。 
「 終 わっ た か い ?」 

BSEIEMOPOMEMA RD oRLELA THREAT 
て きた の は 、 ANDRE, TDT 
LILA. 

「 お う 、 ご 苦労 さん 」 

ひと つ ふ た つ 、 と 男 は 卵 の 数 を 確か め る と 、 に っ こり と 
笑っ た 。 

「 か みさ ん の 具合 も 良く な っ て きた か ら 、 手伝い は 今日 ま 
で で いい 。 助かっ た よ 」 

男 の 妻 は 五 日 前 か ら 熱 を 出し て 寝込ん で いて 、 早朝 
の 卵 集め は 彼女 の 仕 ә 
「 約 東 の 報酬 だ が 、 ほん と に 金 と か 食い 物 で な く て いい 
の か い ?」 

男 の 妻 が 回 復 す る まで の 間 、 村 の 誰 よ り も 早く 起き て 
MEMS. その 仕事 の 報酬 と し て ニー ア が 求め た の 
は 、 肌 っ た ば か り の 肝 の 難 だ っ た 。 

「 い いん で す 。 Br] 
「 わ か っ た 。 じゃ あ 、 そっ ちの 租 の 中 か ら 好き な の を 選ん 
で 持っ て いき な ] 

Е MEO RIT HIS 
わか ら な い が 、 な る べく 元気 が 良さ そう な も の を 選ん だ 。 
仲間 か 6 ら 引き離さ れる の が いや な の か 、 MEILEN 
れる 。 うっ か り 落 と さ な い よう に 、 か と いっ て 満 し て し まわ 
な いよ うに 、 そっ と 手のひら で 包む と 、 ニー ア は 家 へ 向 
か っ て 駆け 出し た 。 

村 の 朝 は 早い 。 家 を 出 て くる と き に は 誰 も いな か っ た 
村 の 道 に も 、 今 は 行き 交 う 村人 の 姿 が ある 。 彼ら に 朝 の 
換 拶 を 返し な が ら 走っ て いる と 、 呼び 止め る 声 が ある 。 
食料 を 扱う 店 の 女 主人 だ っ た 。 

「 ち ょ うど よかっ た わ 。 ニー ア 、 今 日 は ポポ ル さ ん に 頼ま れ 
て 薬草 摘み に 行く ん で すっ て ね 。 つい で に キノ コ も 採っ 
て き て くれ な いか し ら ] 

「 わ か り まし た ] 

人 々 は あま り 村 の 外 へ 出 た が ら な い 。 少な か ら ず 厄 
介 で 面倒 だ か ら だ 。 外 を 歩く と な れ ば 、 いろ いろ と 用 心 
すべ きこ と が ある 。 気 の 荒い 野生 動物 を 刺激 し て は な ら 
な いし 、 何 より 物陰 や 暗がり に 近づい て は な ら な か っ た 。 
村 や 街 か ら 離れ て いい の は 昼間 、 それ も ほん の 数 時 間 
だ け 。 朝 や 夕方 は すぐ に 村 や 街 に 駆け 込め る 場所 に 
いな けれ ば な ら な い ・ 
「 お 駄賃 は カボ チャ で どう ? 大 きく て 甘い の が 手 に 入っ 
ROL. ヨナ ちゃ ん 、 好 き で し ょ ?」 

あり が と う 、 と 答え て ニー ア は 再び 走り 出す 。 この 村 の 
Ar, 優し い 。 で な けれ ば 、 身 寄り の な い 自分 た ち 
兄妹 が 野 垂れ 死に し て いて も 不思議 は な か っ た 。 両親 
の 遭 し て くれ た 家 が あっ た と は いえ 。 

噴水 の ある 広場 を 抜け る と 、 そ の 我が家 が 見 えて く る 。 
レン ガ 人 造り の 小さ な 家 の 窓 に 、 小 さ な 人 影 が あっ た 。 ヨナ 
だ 。 ニー ア の 次 に 気づい た の だ ろう 、 次 の 瞬間 に は その 
姿 は 消え て いた 。 

「 お に いち ゃ ん 、 お か えり な さい 

ニー ア が ドア を 開け る より も 先 に 、 ヨナ が 飛び 出し て く 
る 。 階段 を 駆け 下り た せい か 、 息 が 荒い 。 

「 た だ いま 。 ヨナ 、 朝 と 夕方 は 走っ ちゃ だ め だ っ て 言っ た 
だ ろう 3」 
[55] 

Знао, 季節 の 変わ り 目 に は 決ま っ 

CABLE, Бро САНЕ. it 


し ゃ ぎ 過 ぎ て は 咳 が 出る 。 食 も 細く 、 す ぐに 腹痛 を 起こ し 
た り 吐い た りす る 。 

「 ご めん な さい 。 ま た ヨナ の お せき 、 止 ま ら な く な っ ちゃ う ? 
「 い っ ぱい 朝 ご 飯 を 食べ て 、 いい 子 に し て た ら 大 丈夫 だ 
+. 中 に 入ろう 。 まだ 風 が 冷た いか ら ] 

背中 で ドア を 閉め な が ら 、「 お みや げ が ある ん だ 」 と 言 
FE, ATOM E \7:. 

「 お みや げ 、 な あ に ?] 

MOMMA FEIT OR MALS TRS, E 
だ 小さ な 鳴き 声 だ っ た が 、 そ れ だ け で 十分 だ っ た 。 
Геза] 

「 当 た り 。 ほら 、 手 を 出し て 」 

ヨナ の 手のひら に そっ と 如 を 乗せ た 。 急 に 明る く な っ 
て 驚い た の か 、 雛 は 身 を 縮め る よう に し て 震え て いる 。 

「 ふ わ ふ わ で 、 あ っ た か い 」 
「 ま だ 小さ いか ら 、 家 の 中 で 飼え る よ ] 
「 ほ ん と 引 
「 青 さん が 生き て た 頃 は 、 う ち で も 偏っ て た ん だ ] 

庭 で 放し 師 い に し た 鶏 に 餌 を や る の は ニー ア の 役目 
Bot, た っ た 一 人 で 家 を 切り 盛り し て いた 母親 は 忙し 
く 、 と て も そこ まで 手 が 回 ら な か っ た か ら だ 。 

父親 は 回 く の 街 に 働き に 出 て いて 、 ほ と ん ど 家 に いな 
か っ た 。 そし て 、 ヨ ナ が 生ま れ て まもなく 、 や は り 遠 い 街 で 
死ん だ 。 だ か ら 、 ニー ア は あま けり 父親 の こと を 覚え て いな 
Me 

父親 が 生き て いて も る 死ん で いて も 、 ニー ア 達 の 日 々 に 
さしたる 変化 は な か っ た 。 母親 は 庭 に 作っ た 小さ な 畑 
で 野菜 を 育て 、 村人 に 頼ま れ て は 衣服 を 仕立 て た り 、 
繝 い も の を 引き 受け た り し た 。 ニー ア の 知る 限り 、 АНИ 
の 両手 は いつ も 休む こと な く 動 いて いた 。 

その 手 が 止ま っ た と き 、 母 の 時 間 も 止 まっ た 。 五 年 前 
の こと だ 。 ニー ア は 十 歳 に な っ た ぱか り で 、 ヨナ は や っ と 
MARE 

何 の 前 触れ も な か っ た 。 いつ も と 何 ひと つ 変 わら な 
ODAC, USGA CHARA ILA [PMS 
MELT) と ニー ア を 振り 返っ た 。 その 振り 返っ た ま 
ま の 裕 勢 で 母親 は 倒れ た 。 

何 が 起き た の か 理解 で き な い まま 、 ニー テア は 家 を 飛 
び 出 し 、 ポポ ボル の いる 図書 館 へ と 走っ た 。 膨大 な 書物 
の 管理 人 で ある ボボ ポル な ら 、 必ず 知恵 を 授け て くれ る 。 
ニー ア だ け で な く 、 こ の 村 の 誰 も が そう 信じ て いた 。 

し か し 、 倒 れ て いる 母親 を 一 目 見 る な り 、 ポ ポル は 悲し 
げに 首 を 振っ た 。 に わか に は 信じ られ な か っ た 。 まる で 
物 が 壌 れる よう な 、 そ ん な 死 だ っ た 。 

ポポ ル の 双子 の 姉 、 デ ボル が や っ て 来 て 、 研 親 の 店 
体 を 槽 に 納め る の を 手伝っ て くれ て も 、 村 の 人 々 が 第 
い の 仕度 を 始め て も 、 まだ 実 周 が な か っ た 。 涙 きえ 出 な 
か っ た 。 

DR Ян МОР, 一 度 だ け 泣き そう に な っ た 。 不意 
に 喉 の 奥 が ひき つる よ : く な っ て 、 視界 が ぼや け 
た 。 が 、 すぐ に 涙 は 引っ 込ん だ 。 先 に ヨナ が 泣き 出し た 
か ら だ 。 

ヨナ は まだ 母 の 死 が 理解 で きる 年 齢 で は な か っ た 。 
泣き そう な 顔 の ニー ア を 見 て 、 不 安 に な っ た の だ ろう 。 実 
際 、 ニ ー ア が 微笑 ん で みせ る と 、 ヨ ナ は び ぴたり と 泣き や ん 
だ 。 涙 と 演 で 汚れ た 顔 を 拭い て や る と 、 も う ヨナ は 笑っ 
て いた 。 

その 笑顔 を 見 た 瞬間 に 悟っ た 。 父親 も 母親 も 死ん で 
し まっ た 今 、 小さ な ヨナ を 守っ て や れる の は 、 自分 し か い 
な い の だ 、 と 。 
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前 日 の 残り 物 で 朝食 を すま せる と 、 ニー ア は 出かけ る 


仕度 に 取り か か っ た 。 
「 お に いち ゃ ん 、 ヨ ナ も 行っ ちゃ だ め ?] 

村 の 中 に も 薬草 は 見 られ る が 、 こ の 季節 に 最も 多く 自 
生 し て いる の は 、 東門 の すぐ 外 だ っ た 。 以前 、 ヨナ を 連 
れ て 行っ た こと も ある 場所 で ある 。 

「 ヨ ナ も お て つ だ い ……」 

言い か け て 、 ヨナ は 咳き込ん だ 。 DEL METIS, 
ニー ア は ヨナ の 額 に 手 を 当て る 。 熱 も な か っ た 。 し か し 。 
「 今 日 は だ め だ 。 夜 に な っ て 具合 が 悪く な る と 困る だ ろ 」 


熱 を 出し て 寝込ん だ の は 、 一 週間 前 の こと だ っ た 。 も 
う 平 熱 に 戻っ て いる し 、 食欲 も ある 。 、 ひど く は な い 
も の の 、 咳 が 続い て いる の が 気がかり だ っ た 。 

「 そ の 代わ り 、 ち ょ っ と だ け な ら 家 の 外 に 出 て る いい よ ] 

し ょ ん ぼり し て いる ヨナ が か わい そう に な っ て 、 そん な 
提案 を し て みる 。 案の定 、 ヨナ は た ち ま ち 元 気 を 取り 戻 
し 、 お つか い に 行 きた いと 言い 出し た 。 

「 じ ゃ あ 、 タ マネ ギ を 一 個 と ニン ジン を 一 本 」 

「 ニ ンジ ン 、 一 番 ち っ ちゃ い の で いい ?」 

「 だ め 。 ポポ ル さ ん が 言っ て た ろ ? 
いん だ っ て 」 

「 う ん 。 ヨナ 、 ちゃ ん と ニン ジン も 食べ る 。 そし た ら 、 BME 
お せき も 良く な る よね ?」 

答え る 代わ り に 頭 を 撫で て や り 、 ニー ア は ヨナ の 手 に 
鋼 貨 を 一 枚 握ら せ た 。 今日 は 薬草 摘み の 報酬 が 入る 
か ら 、 鋼 貨 一 枚 な ら 使っ て し まっ て も 問題 は な い 。 

外 は いい お 天気 だ っ た 。 久しぶり の 外出 が うれ し い 
の だ る ろう. ヨナ は 買い 物 龍 を 抱え て 駆け 出 そ う と する 。 こ 
こ で 走り 回 っ た ら 、 ま た 咳 が ひど く な る か る し れ な い 。 ニー 
ア は ヨナ の 手 を し っ か り と 撮っ た 。 

「 お に いち ゃ ん 、 東 門 は こっ ち じ ゃ な いよ ?」 
「 噴 水 の と ころ まで 一 緒 に 行こ う ] 

家 か ら 噴 水 まで は 綴 や か な 下り 坂 で 、 つい 走り た く 
な っ て し まう が 、 そこ か ら 先 な ら 人 通り も 増え る か ら ヨ ナ も 
無間 に 走っ た り し な い だ ろ う 。 我 な が ら 過 保護 だ と 思わ 
な いで も な か っ た が 、 ヨ ナ が 熱 を 出し た り 、 苦 し そう に し て 
いた りす る の を 見 る の は つら い 。 

「 お に いち ゃ ん ! 今 、 水路 で 、 パシ ャ ッ て いっ た ! BE 
か な ?」 
Ans 

海 に は 空中 を 飛ぶ 魚 も いる と 聞い た こと が ある が 、 Н 

の 水路 に 棲む 魚 は お と な し い 。 

「 ヨ ナ も 水 くみ に 行き た いな ] 

「 ま だ 無理 だ よ 。 手桶 に 入れ た 水 は 重 た いん だ 。 水路 
に 落ち た り し た ら 爺 な いし ] 

村 の 水路 は 大 切な 生活 用 水 だ っ た 。 水 を 汚さ な いよ 
う 、 釣り を し て いい 場所 も 決め られ て いる し 、 子供 た ち が 
水遊び を する こと る 禁じ られ て いる 。 だ か ら . ア も ヨナ 
も 、 村人 の ほぼ ほとんど が 泳げ な い 。 も し も 水路 に 落ち て も 、 
誰 に る 助け て る ら ぇ ない の だ 。 

「 も っ と 、 お に いち ゃ ん の お て で てつだい 、 で きた らい い の に 
EM 

「 ヨ ナ は 今 か ら お つかい に 行く ん だ ろ ? ちゃ ん と お 手 伝 
いし て る じゃ な いか ] 

そう 言っ て や る と 、 ヨ ナ は うれ し そう に うな ずい た 。 

や が て 、 噴 水 の ほ うか ら 歌声 が 聞こ え で て くる 。 MAR 
弦 の 柔らか な 音 と 。 

「 デ ポル さん だ !」 

よく 晴れ た 日 に は 、 デポ ボル は 噴水 の 前 に 腰 を 下ろ し 、 
要 用 の 楽器 を 爪 弾 き な が ら 歌っ て いた 。 ポポ ル の いな 
い 図 書館 が あり 得 な いよ うに 、 デ ボ ル の 歌 が 聞こ えな い 
村 な ど ニ ー ア に は 想像 も つか な い . 

ヨナ の 手 が す る り と 解け た が 、 ニー ア は も う 止め な か っ 
た 。 デ ボ ル と ポポ ボル の 姉妹 は 、 ラ ヨナ が 母 と も 姉 と も 幕 う 存 


ラン は 身体 に い 


在 で ある 。 
「 お は よう 。 3F. RETIRED] 

デポ ボル は ヨナ の 類 を 軽く 指先 で つつ く と 、 前 髪 を くし ゃ 
くし ゃ と 撫で た 。 

「 う ん 。 これ か ら ね 、 ヨ ナ 、 お つか い に ……] 

乾い た 咳 で ヨナ の 言葉 が 途切れ た 。 デポ ボル が 遅れ 
て や っ て 来 た ニー ア を 気道 わし げに 見 上 げ て くる 。 
ГАМА WIS PARAS, 唆 が まだ 取れ な いん 
tH) 

「 そ うか 。 ひど い 咳 じゃ な さそ うだ けど な ] 

ШОО ЭА ЬАМ. GM 
AUREL ETILE. 
оаа, WALZ Eo, それ ほど 苦し そう 
で は な い が 、 ヨナ が こん な 咳 を し た こと は 今 まで に な い 。 
それ が ニー ア を 不安 に し た 。 

「 お つか い の 帰り に ボ ポ ル の と ころ に 寄る と いい 。 WME, 
武器 屋 ん と この 徹 さ ん に 咳 止め を 煎じ て や っ て た か ら 。 
た ぶん 、 残 り が ある だ ろう 」 

ボボ ポル の 煎じ る 薬 の 苦 さ を 思い 出し た の か 、 IHAN 
を し か め る 。 その 様子 を 見 て で デ ボ ル が 言っ た 。 

「 が まん し て 薬 を 飲ん だ ら 、 ご 褒美 に ポポ ル が 絵本 を 読 
ん で くれ る と 思う ぞ ] 

「 ほ ん と ? 大 き な 木 の お 話 、 読 ん で くれ る ?」 

「 あ ぁ ] 

Гат. ポポ ル さ ん の と こ 行 っ て 、 が まん し て お 薬 飲 ん で 、 
ご 本 を 読ん で も ら うん だ ] 

「 そ の 前 に お つか い 、 だ ろ ?] 

Го. そう だ っ た ] 

行っ て きま す 、 と ヨナ は くる り と 足 を 返し た 。 楽し げに 笑 
う デ ボル に 一 礼 す る と 、 ニ ー ア も 東門 へ と 駆け 出し た 。 

再び 家 の 前 を 通り 過ぎ 、 勾 配 の きつ い 坂 道 を 上 る と 、 
東門 は 目 の 前 だ っ た 。 MACARI ZT 
伸び を し て いる 。 

「 お は よう ご ざい ます ] 

「 あ あ 、 お は よう 。 外 に 出る ん な ら 気 を つけ ろ よ 。 な ん で 

も 、 村 の すぐ 近く で で モノ を 見 た や つが いる らし い ]」 
マモ ノ 。 ШОМ ХОЬ. ずっ と ずっ と 危険 な も の 。 

見 堪 な く 人 を 前 っ て くる 、 MOR 人 々 が 村 の 外 に 出 た 

が ら な い の も 、 マ モノ の せい だ っ た 。 

「 今 日 は 天気 が いい か ら 、 連 中 あお と な し くし て る だ ろう け 

er) 

マモ ノ は 陽 の 光 に 弱い 。 だ か ら 、 晴 れ た 日 の 昼間 は ほ 
と ん ど 姿 を 見 せな い 。 逆 に 、 曇り の 日 や 属 射 し が 弱く な 
る 夕方 以 降 、 物 陰 や 茂み の 中 な ど は 劉 険 だ っ た 。 

пло Шо, いく ら 明 る く て る 松明 
の 類 で は 効果 が な いら し い 。 理由 は わか ら な い 。 そ も そ 
も マモ ノ に つい て は わか ら な いこ と の ほう が 多い の で あ 
る 。 彼ら は 生き 物 な の か 、 何 を 食べ で いる の か 、 ど う や っ 
て 増え る の か 、 ど の 程度 の 知恵 が ある の か 。 

幸い 、 東門 の 周辺 に マモ ノ が 出 た と いう 話 は 聞か な 
い が 、 代 わり に 野生 の 山羊 が 出る 。 平太 の 羊 と 同じ くら 
い 気性 が 荒く 、 危険 な 動物 だ 不用 意 に 近づく と 、 
角 で 突 か れ た り 、 踊 で 貴 ら れ た りす る 。 草 を 食 む 山羊 た 
ち を 刺激 し な いよ う 十分 な 距離 を 取り 、 ニー ア は 薬草 を 
摘み 始め た 。 

大 普 の 人 々 は 羊 や 山羊 を 訪 い 慣らし て いた と 聞い た 
こと が ある が 、 真 偽 の ほど は 疑わ し いも の だ と ニー ア は 思 
э. あい つら を お と な し くさ せる な ど 、 魔 法 で も 使え な い 限 
り 不 可能 だ 。 

そう いえ ば 、 夜 が 真っ 暗 な 間 だ っ た 時 代 が ある と も 開 
いた 。 これ も 信じ られ な か っ た が 、 事実 だ と し た ら その 時 
代 に マモ ノ は いな か っ た の だ ろう 。 AiG EP RIES 
れ て 暗く な っ た り し た ら 、 マモ ノ は や り た い 放 題 だ 。 人 間 
な ど あ っ と いう 間 に 死 に 絶え て し まう 。 


真っ 暗 な 間 が 毎日 や っ て 来る と 思う と 、 それ は それ で 
BAL MEETS, マモ ノ が 一 匹 い な い 世 界 は さぞ 
暮らし や すい に 違い な か っ た 。 

が 、 そ こ で ニー ア は 考え る の を や め た 。 大 苔 の 暮らし な 
ど 和 想像 する だ け 無 駄 な こと 。 それ で 自分 た ちの 生活 が 
楽に を る わけ で も 、 ヨ ナ が 健康 に な る わけ で も な い 。 

袋 い っ ぱい の 薬草 と 、 籠 いっ ぱい の キノ コ を 集め た 
と ころ で 、 足許 の 影 を 見 る 。 予定 より も ずい ぶん 早く 終 
わっ た 。 陽射し が 弱く な る 夕刻 に は まだ 遠い 。 

も う 少し 先 ま で 行け ば 、 ヨナ の 好き な 赤い 実 を つけ る 
木 が ある 。 その 時 間 は 十分 に あっ た が 、 思い 直し て 東 
門 へ と 向かう 。 早く 家 へ 帰ろ う 、 今日 は ヨナ の そば に い 
て や り た い 。 な ぜ だ か 、 そ う 思 っ た 。 
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「 一 足 違い ね 。 ヨナ ちゃ ん 、 少 し 前 に 帰っ た の よ ] 

薬草 の 條 を 受け 取る と 、 ポ ポル は 静か に 徹 笑 ん だ 。 

「 あ と 一 同 、 絵 本 を 読ん で あげ れ ば よかっ た わ 。 で も 、 手 
紙 が 届い た り し た も の だ か ら 」 
「 い いん で す 。 お 仕事 が 忙し い の に 、 す み ま せん ] 

ポポ ル の 仕事 は 多岐 に わた っ て いる 。 主 な も の は こ 
の 図書 館 の 管理 だ っ た が 、 姉 の デポ ボル と 共に 、 人 々 の 
生き 死に に 関わ る あら ゆめ る 事柄 を 取り 仕切 っ て いた 。 こ 
の 辺り の 街 や 村 に 生ま れる 赤ん坊 は デ ボ ル と ボボ ポル が 
取り 上 げ 、 死 ん だ 者 は デ ボ ル と ポポ ル が 叩 う 。 

また 、 博 議 な ボボ ポル は 、 周 辺 の 村 や 街 の 長 た ちか ら 何 
か に つけ て 頼り に され る 存在 だ っ た 。 彼ら は 自分 た ちの 
村 や 街 で 厄介 事 が 生じ る と 、 ボボ ポル の 知恵 借り る べく 
手紙 や 使い の 者 を 寄 越す 。 

「 ヨ ナ ち ゃ ん の 叶 、 い つも の と 少し 違う わ ね 」 

や っ ぱり と いう 不安 と 、 ポ ポル が 気づい て くれ た の な ら 
大 丈夫 と いう 安 載 と が ニー ア の 中 で 交錯 する 。 

「 だ か ら 、 咳 止 め は 飲ま せな か っ た の 。 様子 を 見 た ほう 
が いい と 思っ て 」 
Гое, НЕН але] 

夕食 る 早め に し て や っ た ほう が いい か も し れ な い 。 
寝床 を 温か くし て や っ て 、 明日 は 一 日 お と な し くさ せ て 
“r, 頭 の 中 で 段取り を つけ て いる と 、 ポポ ル が くす り 
と 笑っ た 。 

[そん な に 心配 ば か り し て いた ら 、 あな た の ほう が 参っ て 
し まう わ よ ] 

Pee) 

「 大 丈夫 。 あな た は よく や っ て いる わ 」 

ポポ ボル に そう 言っ て も ら え る と 、 心底 ほっ と し た 。 この 
村 の 誰 よ り も 、 自 分 た ち 兄 妹 は この 姉妹 の 世話 に な っ て 
いる の だ と 、 改 め て 思う 。 

図書 館 を 出 た 後 は 、 キ ノコ を 届け て カポ チャ を 受け 取 
り 、 家 に 戻っ た 。 さっ そく 夕食 に 甘く 者 た カボ チャ を 出し 
て や ろう 。 ヨナ は きっ と 喜ぶ だ ろう 。 
そん な こと を 考え な が ら 、 二 階 の 窓 を 見 上 げた 。 が 、 そ 
こ に ヨナ の 姿 は な い 。 いつ も な ら 、 ニー ア が 帰る 頃 に な る 
E, 窓 に 貼り つく よう に し て 外 を 見 て いる の に 。 いや な 予 
ALA, 

[a+ 

БАЮ VET SAT. HERA. 
「 お に いち ゃ ん ?」 

鶏 の 散 を 手 に 乗せ た まま 、 ヨナ が きょとん と し た 顔 で 
ニー ア を 見 上 げた 。 ZEDSEN, その 場 に 座り 込み そ 
うに な っ た 。 ヨナ が 二階 に いな か っ た の は 、 OBE 
する た め だ っ た の だ 。 

[どう し た の ?1 
「 何 で も な いよ ] 


MieR THE COMPLETEGUIDE GRIMOIRE Nien 


TACHI TCHS ARE] 
陰 に 見 える 色 は 、 田 まし く 、 手 お し く 


ヨナ が 全 れ て いる の で は な いか 、 う ずく まっ て 苦し げに 
咳き込ん で いる の で は な いか 、 そ ん な 場面 ば か り を 想像 
し て 狼 名 し た 自分 が 消 稽 に 思え た 。 
「 び ぴよ ちゃ ん 、 い っ ぱい ご 販 食 べた ん だ よ 」 

ヨナ は うれ し そう に 難 を 撫で る と 、 壊れ 物 を 扱う よう な 
慎重 さ で 籠 に 戻し た 。 
「 あ の ね 、 ボボ ル さ ん が お せき の 薬 、 飲ま な く て も いい っ 
て 。 その か わり 、 あ っ た か くし て 早く 寝 な さい っ て 。 それ か 
らち ね 、 え えと ……」 

いつ も の ヨナ だ っ た 。 帰宅 し た ニー ア の 後 を くっ つい 
て 歩き な が ら 、 その 日 あっ た 出来 事 を 延々 と し ゃ べ る の 
だ 。 まる で 、 離れ て いた 時 間 を 少し で も 取り 戻 そ や うと する 
か の よう に 

ほっ と し て ニー ア は 荷物 を 下ろ し た 。 ヨナ の お し ゃ べり 
を 背中 で 聞き な が ら 、 台所 に 火 を お こす 。 と 、 Eor 
と と も に 、 ヨナ の 詩 葉 が 止ま る 。 その 咳 が に わか に 激しく 
な っ た 。 
「 お し ゃ べり し 過ぎ だ 、 ヨ ナ 。 少し 静か に し な いと 」 

振り 返 ろ うと し た 瞬間 、 ご ぼっ と 音 が し た 。 咳 き 込 み 
すぎ て 吐い て し まっ た らし い 。 あわ て て 駆け 寄 ろ うと し た 
ニー ア は その 場 に 凍り 付い た 。 口 許 を 押さ えた ヨナ の 両 
PARRES TOD. 吐 漁 物 と は 明らか に 違う 、 重 苦 
し い 臭 気 。 血 の 臭い だ と 遅れ て 気づく 。 
[お に 

往き 出し そう な 顔 で 立ち 上 が ろう と し た ヨナ が また 咳 き 
込ん だ 。 黒い 血 の 塊 が 指 の 間 か ら ず る り と 滑り 落ち 、 床 
の 血 溜まり で 蹴 ね た 。 それ は まる で 、 MAEM TAM 
て いる か の よう だ っ た 。 

SEDO TS, MIC. MEZE 
神 と る 呼ば れる 病 だ っ た 。 
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「 と りあ え ず 、 こ れ で 落ち 着く と 思う か ら 」 

ポポ ル は 部 屋 か ら 出 る よう に と ニー ア を 目 で 促し た 。 k 
う や < 眠り に つい た ヨナ の 傍ら に 付き 添っ て いた デポ ボル 
も 、 う な ずい た 。 

BOK, 何 を どう し た の か 、 よく 覚え て いな か っ た 。 W 
中 が 痛い と 泣く ヨナ を 抱き か か え 、 表 に 飛び 出し た の は 
MATOS, デポ ボル に 出 会 し て 、 家 へ 戻れ と 言わ れ た よ 
うな 気 が する 。 

気がつく と 、 ボボ ポル が ヨナ に 薬 を 飲ま せ 、 デポ ボル が 血 
で 汚れ た 床 を 掃除 する の を 手伝っ て くれ て いた 。 いや 、 
実際 に は デポ ボル と ポポ ル が 何もかも 引き 受け て くれ て 、 
自分 は た だ お ろ お ろ と し て いた だ け だ っ た 。 

父さん が 死ん だ と き に は 母さん が いた 。 母さん が 死ん 
だ と き に は ヨナ が 。 じゃ あ 、 ヨナ が 死ん だ ら ? 真っ 時 な 
穴 に 吸い 込ま れ て いく よう な 気 が し て 、 そ の 先 を 考え る こ 
と は で き な か っ た 。 

…… な ん で ヨナ が ?] 
HT, ポポ ル と 二 人 に な る な り 、 ニー ア は 言 
わ ず に いら れ な か っ た 。 
「 あ ん な に 小さ い の に 。 僕 が ちゃ ん と 世話 を し な か っ た か 
57 食べ 物 が 悪かっ た か ら 3 
「 い いえ 。 あな た の 人 民話 が 足り な か っ た わけ で も 、 食べ 
物 の せい で も な い 。 BOLOS AO] 

死 病 と 恐れ られ る 黒 文 病 の 原因 は 、 ボボ ポル に も わか 
ちな いと いう 。 人 や 動物 か ら 感 案 する わけ で は な いし 、 
親 か ら 子 へ と 遺伝 する 病 で も な い 。 体質 と も 生活 習慣 
と る 因果 関係 が 認め られ ず 、 頑健 な 者 が 杉 吊 する こと 
も 珍し く な い 。 

「 最 初 は 咳 や 熱 と いっ た 症状 で 始ま る こと が 多い と 言わ 
れ て いる わ 。 だ か ら 、 風 邪 と 勘違い され や すい けれ ど ]」 


113943350, 
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「 も し か し て 、 ポ ポル さん に は わか っ て た ?」 

或いは デ ボ ル に も 。 ヨナ の 咳 を 聞い て 、 ボボ ポル の と こ 
ろ へ 行け と 言っ た の は デ ボ ル だ 。 そし て 、 ポポ ル は 咳 止 
め を 与え ず 様 子 を 見 る よう に と 言っ た 。 いつ の 唆 止め 
で は 効果 が な いこ と が わか っ て いた の だ ろう 。 

「 間 違い だ っ た らい いと 思っ て た 。 で も 、 私 も デ ボ ル も 、 

黒 文 病 の 患者 を 見 た こと が ある か 
ポポ ル は 消え 入り そう な 声 で 言っ て 、 う つむ いた 。 

「 ヨ ナ は …… こ れ か ら ど うな る ん で すか 」 

いつ まで 生き て いら れる の か 、 と は 訳 け な か っ た 。 Ж 

文 病 が 死に 至る 病 で 、 特効薬 も 治療 法 も な いこ と は 
ニー ア で も 知っ て いた 。 誰 る が 恐れ る 病 だ か ら こ そ 、 HE 
が ある 程度 の 知識 を 持っ て いる 。 
「 個 人 差 は ある けど 、 熱 と 咳 、 痛み が 続く こと に な る わ 。 
ヨナ ちゃ ん は 背中 が 痛い と 言っ た けど 、 正確 に は 骨 か ら 
来る 痛み な の 。 人 に よっ て は 、 足 の 骨 が 痛ん だ り 、 腕 の 
選 だ っ た りす る ん だ けど ]」 

症状 が 進め ば 、 痛む 箇所 も 全身 に 広がっ て いく と い 
う 。 や が て 動く こと も まま な ら な く な り 、 じ っ と 横 に な っ て い 
て も 痛み に 悩ま され る よう (に な る 。 また 、 血 を 吐く こと で ま 
すま す 記 弦 し 、 症 状 が 急激 に 悪化 する こと も ある らし い 。 
「 身 体 に 黒い 文字 の よう な も の が 浮き 出る よう に な っ た 
ら 、 も う 長 く な い J 
「 何 か 方 法 は な いん で すか ?] 

最 か な 質問 だ と わか っ て いた 。 わか っ て いて も な お 、 
訳 か ず に いら れ な か っ た 。 

[MEME AL, 痛み を 押え る こと くら いで きる けど 。 
根治 で きる わけ で は な いし 」 
「 痛 み だ け で も 止め られ る ん で す よ ね ? だ っ た ら 」 

ヨナ に つら い 思 い を させ た く な い 。 せめ て 痛み だ け で 
消し て や れる の な ら と 思う 。 だ が 、 ポポ ル は 小 きく 頭 を 
振っ た 。 

「 黒 文 交 の 痛み を 止め る 薬 は 、 よ そ か ら 取 り 寄 せな けれ 
ば な ら な い の 。 咳 止め や 熱 浴 まし の よう に 、 村 の 近く で 
材料 を 調達 で き な いか ら ] 

DED, 高価 な 薬 だ た と いう こと だ 。 咳 止め や 熱 浴 まし 
は ニー ア が いつ も 薬草 を 摘ん で き て いた か ら 、 必要 に な 
る た びに ポポ ル か ら 綿 えば よかっ た 。 だ が 、 よそ か ら 取 り 
寄せ る 薬 と な る と そう は いか な い 。 

「 そ れ で も …… ヨ ナ の た め な ら 」 
ボ ポポ ル は 電 し げに 目 を 伏せ 、 も う 何 も 言わ な か っ た 。 


ヨナ の た め な ら 何 で も する 。 見 と し て の 偽 ら ざる 気持 
ち だ っ た が 、 現 実は それ ほど に は 甘く な か っ た 。 

全く 鞭 え が な か っ た わけ で は な い 。 母親 の 死後 、 父 
親 の 手紙 と 共に 鐵 ば く か の 現金 が 大 切 に 保管 され て い 
る の を 見 つけ た 。 何 か の と き の 備 え に と 、 ニー アデ は その 
金 に 手 を 付け ず に お いた 。 お そら く < 母親 も そう 考え て 保 
管 し て いた の だ ろう 。 

た いし た 金額 で は な か っ た が 、 いざ と いう と き に 使え る 
現金 が ある と いう 事実 は 心強い も の だ っ た 。 だ か ら 、 Hi 
み 止 め の 薬 が 高額 だ と 聞い て も 、 何と か で きる と 思っ て 
いた 。 

実際 、 痛み 止め の 薬 は よく 効い た 。 咳 と 微熱 は 続い 
た が 、 も と も と 黒 文 病 の 咳 は 乾い た 軽い 咳 で ある 。 季節 
の 変わ り 目 の 咳 の よう に 眠れ な い ほ ど ひ どい も の で は な 
い 。 痛み さえ 押え られ れ ば 、 身体 へ の 負担 は 格段 に 軽 
く な る 。 

問題 は 、 その 薬 を 飲み 続け な けれ ば な ら な いと いう こ 
と だ っ た 。 薬 が 切れ れ ば 、 容赦 な く 痛み が 要 っ て くる 。 
だ か ら 、 少なから ぬ 金 を 払っ て 薬 を 買い 続け な けれ ば な 


Ban. 著 え は た ち ま ち 旋 を つい た 。 
「 お に いち ゃ ん …ー も うお 出かけ する の ?」 

STARE を 擦り な が ら 起き 上 が っ た 。 音 を 立 
て な いよ うに 身支度 を し た つも り だ っ た が 、 気 配 を 感じ て 
起き て し まっ た の だ ろう 。 

「 今 日 は ゼン マイ を 摘み に 行く か ら 、 早め に 出 な いと 。 а 
ナ は まだ 寝 て て いい よ 」 
「 怖 い 羊 きん が いる と こま で 行く の ?] 

ョ ヨナ の 顔 が 慕っ た 。 ゼン マイ は 北 の 平原 に 多く 生え て 
いる 。 た だ 、 そこ は マモ ノ の 姿 が 首 策 に 確認 され て いる 
場所 で 、 野 生 の 羊 も 多数 生息 し て いる 。 

「 ご めん ね 。 ヨナ が 病気 だ か ら 、 お に いち ゃ ん は ……」 
「 心 配 す ん な 」 

ヨナ の 言葉 を 知っ て 、 ニ ー ア は 笑っ て みせ る 。 
ГРБ. に いち ゃ ん だ っ て 負け な いき 。 去年 、 羊 の 
肉 を 織っ て きた こと あっ た ろ ?」 

も っ と も 、 あの と き に は 村 の 大 人 も いて 。 ミ ニー ア が 倒し 
た 羊 は 己 に 掛か っ て すでに 弱っ て いた = 
「 今 日 は ゼン マイ 採り だ けど 、 そ の うち また 、 ヨ ナ に 羊 の 肉 
を 食べ させ て や る よ 」 

ヨナ を 安心 させ る た め に つい た 距 、 と いう わけ で も な 
い 。 一 年 前 より る 腕力 は つい た し 、 足る 速く な っ て いる 。 
ちゃ ん と し た 武器 きえ あれ ば 、 も う 羊 くら い 狩 れる の で は 
な いか と 思う 。 その ちゃ ん と し た 武器 を 手 に 入れ る の が 、 
最も 難し い 問 題 だ っ た りす る の だ が 。 

「 じ ゃ あ 、 行 っ て くる 」 
気 を つけ て ね 、 と 手 を 振る な り ヨ ナ が また 咳き込ん だ 。 


平原 へ 向かう 前 に 、 南 門 に 回 っ た 。 この 時 間 で は ま 
だ 村人 の 大 半 が 寝床 の 中 で 、 店 の 集まる 通り に も 人 の 
姿 は な い 。 静 ま り か えっ た 通り に 自分 の 足音 だ けが 薔 き 
わた っ た 。 

や が て 水車 の 回 る 音 と 雌 用 の 声 と が 聞こ えて くる 。 
ЖЫ OVAR RSET SURESTE SEMIS 
た っ た 。 

「 お は よう ご ざい ます 」 

うっ か り 草 むら の 中 の 卵 を 踏ん で し まわ な いよ うに 、 
ニー ア は 少し 離れ た と ころ か ら 声 を か けた 。 
「 お は よう 、 ニ ー ア 。 今朝 は 早い の ね ] 

「 あ の 、 も し も 、 何 か 仕事 が あっ た ら ……] 

ヨナ の 薬代 を 稼ぐ た め に 、 DED TES SLBA 
Wot. だ か ら 、 道 行く 村人 を つか まえ て は 、 何 か 仕事 
が な いか 尋ね る の が 習慣 に な っ て いた 。 

「 ご めん な さい ね 。 今 は 手 が 足り て いる か ら 、 何 も お 願い 
で きる こと が な い の よ ] 

BA OBRSTESTIC AK, も と も と 夫婦 二 人 
で 世話 が 行き 届く 程度 の 次 し か 偏っ て いな い の だ 。 こ 
の 辺 に 生え て いる 草 や 土 中 の 申 で 差 える 鶏 の 数 は さ ほ 
ど 多 く は な い 。 鶏 の 頭数 を 増やせ ば 、 わ ざわ ざ 餌 を 買っ 
て 状 わ ね ば な ら な く な る 。 鶏 柱 い の 夫婦 は それ が で きる 
ほど 裕福 で は な か っ た 。 

「 そ うだ わ 。 海岸 の 街 に 行く 用 事 が あっ た ら 、 員 殻 を 拾っ 

て き て ちょ うだ い 」 

am] 

「 婦 いた 貝殻 を 鶏 に 食べ させ る と 、 良い 卵 を 産む よう に 

な る ん で すっ て 

「 じ ゃ あ 、 何 か お つか い を 頼ま れ た ら 、 拾っ て きま す 。 + 

ぐに っ て わけ に は いか な いけ ど ] 

「 も ちろ ん よ 。 急ぎ の も の じゃ な いか ら 、 つ いで で いい の ] 
海岸 の 街 は 、 用 事 ひと つ で 出かけ る に は 回 い 。 それ 

に 、 あ の 街 は ニー ア に と っ て 好ま し い 場 所 で は な か っ た 。 

た っ た 一 度 、 足 を 運ん だ だ け だ が 、 あ の 街 に は 不 怖 快 な 

記憶 し か な い ……。 

再び 店 の 建ち 並ぶ 通り を 走っ て 北門 へ 向かう 。 まだ 


村人 の 姿 は な い 。 いつ も な ら 二 入 いる 北門 の 門番 も 、 
一 夫 し か いな か っ た 。 例 に よっ て 、 何 か 仕事 が な いか 尋 
ね て みた が 、 門 番 は 困っ た よ を 振っ た 。 
[ODN TIEM RODA TSO A 
いと いて や る よ 。 帰り に また 寄っ て みて くれ ] 

「 あ り が と う 」 

「 あ まり 期待 は する な よ ] 

門番 が そう 釘 を 刺す の も 無理 は な か っ な この 桂 の 
人 々 は 誰 も が 優し いい が 、 同時 に 誰が が 賞 じい 。 よそ の 街 
TAROM ASLINA BE HOM SER 
MENGE, сона НА от. 

不足 か ちな の は 食料 だ け で は な W。 ALTER 
少な か っ た 。 人 を 嘱 う だ け の 財 ガ を 持つ 者 な どい な いか 
ら で あ る 。 REN DADA TE TEL TOM 
いる の の 手間 貧 を 払う の が せい ぜ い だ っ た 自分 の 謀 
を 持 う で いる 者 と 門 答 を 除い て 大 人 の 男 は よそ へ 人 
き に 測る し か な 05。 PIT ニー ア の 父親 を そ うし た 一 入 
だ っ 
だ か ら 、 村 の 人 々 が ニー ア に 三 え る 「 仕 事 」 は 。 む し ろ 
施し に 近い 。 小銭 や 食べ 物 と 引き 替え ! 
事 を 彼ら は わ ぎ わざ 探し で くれ で いる , 
中 で 収入 を 得る の が 区 し いる た くら い 、 わ か っ で いた : 

を いっ て 、 ニ ー ア は まだ 叶 策 上 皆 、 よ その 街 へ 行っ た ど 
Сй TODA MTI, 早く 大 人 に な り た い 
EMME oR, まとまっ た 金 を 稼げ る よう に な り たい 。 
この まま で は 華代 どこ る か 。 明 日 の 食事 に す 5 事 欠 く よ 
うに な っ て U ま うる -。 

PAA ORTE ЙА. Rot. 門番 
(ATER AUS AR ANT TA T 
が 。 ニ デア の 手 を 借り た Wa と いう 者 は いな か っ た と いう 。 

デポ ボル に 相談 に 行う た 。 酒場 で 歌う デ ボ ル (お 村 
の 事情 通 で も ある : 桂 の 人 人 々 が 知恵 を 借り に ボボ ポル の 
も と へ 行く よう に 、 FERRO ES сай: 
0. 作 み を 打ち 明け た りす る 相手 だ っ 坦 だ か ら 、 誰が 
人 手 を 鉄 し が っ て いる か 、 彼女 は よく 知っ て いた まし か 
し 、 今 日 は を その デポ ボル る も 前 を 横 に 振る ば か り だ っ た 。 

「 な あ 、 ニー ア 。 Бэра саада Ута, 8 
くに 住ん で た 息子 夫婦 が 戻っ て くる か ら っ て 」 

「 デ ポル さん 、 そ れ っ 、 
「 家 を 売れ ば 、 当 面 は し の げ る 。 図 書館 に は 部 屋 が 余っ 
て る か ら 、 お まえ た ち 二 人 が 寝 泊 ま りす る 場所 くち らい 何と 
で も な る 」 

家 を 売る な ど 、 考え た こと も な か っ た 。 古く て 小さ な 家 
だ か ら 、 売 値 は 知れ た も の だ ろう が 、 そ れ で も ヨナ の 薬代 
に は な る 。 も し る 薬 を 買え な く な っ た ら と いう 不安 か ら は 
解放 され る 。 

「 考 えて みる 気 は な いか ?」 

音 を 縦 に 振る の が 正しい と わか っ て いた 。 LPRA 
も 底 を つい た 。 家 を 売り 、 ボ ポル に 軸 ん で 図書 館 の 一 
室 で 寝起き させ て も ら う の が 一 番 い い 。 

頭 で は わか っ て いた が 、 うな ずく こと が で き な か っ た 。 
HAST, 家 の 中 で 過ごす こと の 多かっ た ヨ 
ナ に と っ て 、 あの 家 は 特別 な 場所 に 違い な い の だ 。 何 
より 、 死ん だ 和 母親 に つなが る た っ た ひと つの 場所 で も あ 
る 。 母親 の 服 も 身 の 固 り の 品 も 、 薬 代 の た め に 手放し て 
し まっ た 。 形見 らし い 和 形見 の 残っ て いな い 今 、 KEM 
り 上 げ る の は 忍び な い 。 

HR ern] 

それ 以上 が 続か ず に ニー ア は た だ うつ お いた 。 

し か し 、 デ ボル に は それ で 十分 だ っ た らし い 。 

「 わ か っ た 。 そう だ よ な 」 

「 ご めん な さい 。 せっ か く 、 僕ら の た め を 思っ て 言っ て く 
れ た の に ] 

「 い や 。 お まえ な ら 、 そう 答え る ん じゃ な いか っ て 思っ て た 


&, こっ ちこ そ 奨 か っ た 』 

重たい 選 を 押し 開け て 、 ニ ー ア は 酒場 を 後に し た 。 今 
日 は る ぅ 他 に 仕事 が な く 。 De eb. د‎ 
だ 思う と 、 気 が 沈ん だ 。 

E Е S5) 
と 子供 を 引き 戻し て いる の を 見 で ます ます 気 が 減 入 っ 
た , HORBESARAT IC. ニー ア の 家 の 近 く で 遊 
こと を 華 じ て いる の は 甘々 知ら て いた = 彼女 た ち は ヨ 

FORMER TERT DO TIA 
で W た の だ 。 

も ちろ た 、 負 文 交 が 感 集 し な いと いう 知識 は 科 入 の 誰 
も が 持っ て いる 。 だ か ら 、 あか らき ま に ニ ー ア を 炊け る よう 
な こと は せ ず 、 今 まで と 同 は よう に 接し て ぐれ る 。 

だ が 、 そ れ で も 相 欠 だ ち は 不 安 な の た 。 LMU 
LADERA TSA, 感染 し に くい と 3 だけ で 
は な い の か 大 準 の 者 に 感染 し な か っ た と し て ち 、 特定 
の 者 に は 感 殖 する の で は な いか 。 原因 が わか ら な い 以 
上 、 糖 寺 と 言い 切れ る 事実 は ひと つも な い 。 

、 重 り を つけ だ よう な 足 を ひき ずり 歩い で いた ニー ア . 
は 、 は う E し だき 朝 、. 出 か ける 前 に 畑 の 作物 に 水 を や る 
の を 忘れ て いた : 

芝 LM 現金 ば すべ て ヨナ の 薬代 に 消え で V3 く 。 せめ 
て 食べ る も の くら い 買 わ ず 紀 すず ませ た か っ た 。 母親 が 生 
き て いる 頃 は 礎 を 炊 に し て いた の だ か ら 、 外 可能 で は が 
い は ず だ 。 MEMO TA НЕЬ. DDE 
DRE RoE FE ACHR 

MAS TÍA. Золоо, LIE 
D, ИЛИШ ОЧА. 23, кы OR == 
BO FROWNED, や っ と 本 葉 が 出 始め 
た ば か り の 菌 は 、 すべ て 立ち 枯れ で いた 。 この 土地 で 
作物 を 育て る の は 容易 で は な いと 聞い て いた が 、 ま きか 
た っ た 一 回 、 水 を や 忘れ た だ け で 枯れ て し まう と は 。 

振り 返っ て みれ ば 、 母親 は 神経 質 を ほど 水 や り に 気 
ERTO MOWAT EERTE, 畑 に は 
手 を 出さ せな か っ た 。 その 母親 で すら 、 収穫 前 に 作物 
を 枯らす こと が 少な く な か っ た -。 

この 貧し い 村 で 、 子供 二 人 だ け で 生き て いく な ど 、 所 
le, 無理 な 話 だ っ た の だ ろう か 。 や は り 家 を 売る し か な 
い の か 。 家 の 中 に は 、 も う 換 金 で きる よう な 品 な ど 残 っ て 
Wiki 

PASCO AMDT AAI, その 考え 
が する り と 胸 の 内 に 消 り 込ん で きた 。 まだ 売る る の は あ 
る 。 そう 、 た っ た ひと つ だ け だ が 、 残 っ て いる 。 

立ち 上 が ろう と し た が 、 で き な か っ た 。 ひど く 重 た いも 
の が 背中 に 乗っ て いる よう な 気 が し た 。 早く 家 に 入っ て 、 
ヨナ に 食事 を 作っ て や っ て 、 明日 の 仕度 を し て …… や ら 
ね ば な ら な いこ と が いく つも 頭 の 中 に 浮か ん だ が 、 そ れ で 
も ニー ア は 動け ず に いた 。 
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「 お に いち ゃ ん 、 今 日 は どこ 行く の ?」 

身支度 の 様子 で 達 出 を する と 気づい た の だ ろう . ヨ ナ 
が 不安 そう に 見 上 げ て くる 。 
「 海 岸 の 街 ま で お つか い に 行 く 」 

口 を 閉ざし た まま 、 コ ヨナ が ニー ア の 上 着 の 裾 を 掴ん だ 。 
何 か を 察し た の か も し れ な い 。 
「 上 貝殻 を 拾っ て き て くれ っ て 頼ま れ た ん だ 。 Biere 
せる と 、 い い 卵 を 産 お よう に な る か ら っ て 。 砕い て 食べ き 
せる っ て 言っ て た けど 、 そ ん な も の 、 鶏 が 食べ る の か な ] 

MESO TIE, 昨日 、 鶏 飼い の 妻 と 話し て お い 
て よかっ た と 思う 。 全部 、 本 当 の こと だ 。 それ で も 、 ヨナ 
は まだ 上 着 の 福 を 離 そう と し な い - 


© それ だ ば 時 
[PESSA ERTSE. жетшш, 
НАНБЫ. MEADE] 

SERED. MERHEMETA, 

「 花 屋 の お ば さん が 球根 を 買っ て き て くれ っ て 。 ほら 
チュ ー リ ッ プ の 球根 は 海岸 の 街 に し か 売っ て な いか ら 
e 

Le ぺり すぎ か も じ れ を Ma。 そう 思っ て も 、 止め られ な 
が っ た 。 MDI are 
も みや 見 抜か れ で し まう 、 そ ん な 気 が し 
) 故 れ か ら 、 素 材 蜂 の お じき ん に は ・ 
газа, Azo) 

1 つむ く ョ ナ を 見 て 、 Kt. 見 抜か れ た わけ で は 
な か うた 。 ヨナ は 寂し が う で いた だ け だ 。 EMO 
番 を 思い 出 U て 不安 に な きた の だ ろう 。 

NDE, し か も 、 マモ ノ が 出 濃 す る と いう 南 
の 平原 が 途中 に ある か ら 、 陽 の 高い 時 間 に し か 移動 で 
き な い 。 どん な に 急い で 用 事 を 二 計 せ て も 日 帰り は 困 散 
な の で ある 
「 お つか い 、 た くさ ん あっ た ら 、 す ぐに 作れ な いよ ね ] 

に の 前 だ っ で エ 人 で 留守 番 で きた ろ # あの と きよ り ヨ 
ナ は 大 きく な っ だ ん だ か ら 」 

留守 番 ち 大 事 な お 手伝い だ よ と 言い 聞か せる と 、 
орати ВОШЕЙ, 

СИХ а. デー ア は 後ろ 
手 に 扉 を 閉め た 』 DESTEKE DRE SIL 
Foto, ЫС EITA 

息 が 続か な く な る まで 走り 続け 、 よう や や く 足 を 止め た 。 
振り 返っ で も 村 は 見 えな い 。 歩き な が ら 呼 骸 を 整え る 。 
体力 を 温存 し て お く 必要 が あっ た 。 TELE AM», 
十分 な 距離 が ある うち に 発見 し て 、 全 力 で 走ら な けれ ば 
逃げ きれ な い の だ 。 

大 型 の マモ ノ が 出没 する 南 の 平原 は 、 も う 目 の 前 だ っ 
РОНС, 安全 に 休め る の 
は どこ か 、 以前 より は 勝手 が わか っ て いる 。. な の に 、 以 
前 より ずっ と 気 が 重 か っ た 。 


初め て 海岸 の 街 へ の お つか い を 頼ま れ た の は 、 Y 
年 前 だ っ た 。 指 に 住む 人 に 急ぎ の 手紙 を 届け 、 花屋 で 
チュ ー リ ッ プ の 球根 を 、 素 材 屋 で 天然 ゴム を 買っ て くる こ 
と 。 

ヨナ を 一 人 で 置い て お く こ と に 不安 を 覚え つつ 村 を 
後に し 、 達 目 に 見 る 巨大 な マモ ノ の 姿 に 驚き 、 必死 で 平 
原 を 駆け 抜け た 。 初め て 見 る 海 は 美しかっ た が 、 街 全 
体 を 義 う 魚 臭い 空気 に は 閉口 し た 。 раазы 
や 肌 が ひど くべ た つき 、 気持 ち 悪かっ た 。 それ が 海 か ら 
吹く 風 の せ い だ と 教え て くれ た の は 、 花屋 の 女性 だ っ 
Ф, 

球根 と 素材 を 買っ た 後 、 手紙 を 届け る た め に 大 き な 
家 の 建 ち 並ぶ 一 角 に 足 を 踏み 入れ た 。 そこ は 道 が ひど 
く 入 り 組ん で いる 上 に . 建物 に 入ら れ て 見 通し が 悪い 。 
や っ と の 思い で 手紙 を 届け た も の の 、 帰り 道 が わか ら な 
く な っ て し まっ た 。 

時 間 帯 の せい な の か 、 も と も と 出歩く の を 好ま な い 
人 々 ば か り が 住ん で いる の か 、 全 く 人 通り が な く 、 道 を 尋 
ね る こと すら で き な い 。 どこ を どう 歩い た の か きえ わか ら な 
く な っ て 、 ニー ア は 途方 に 暮れ た 。 歩き 疲れ て 、 見 知ら 
ぬ 家 の 門 憶 に も た れ て 休ん だ 。 

『 そ こ で 何 を し て いる 引 
不意 に 声 を か けら れ て 、 

ihr. 

MOF RES эЛ. 迷っ た の か ] 

これ で 道 を 教え て も ら え る と 思い 、 ほっ と し た 。 だ か ら 、 
SPRL CM CAREERS ERLE 


ニー ア は あわ て て 門扉 か ら 


+ u 
Al NORROPEMDA REE. 

саро. E EN 
た 。 EA, жючи-а!а+{рда бг. 
逃れ よう と し た が 動け な か っ た 。 男 は 思い の ほか 力 が 強 
か っ た 。 
「 金 が 欲し く な いか 

耳 許 で ささ や か れ 、 全身 に 鳥肌 が 立っ だ 。 MON 
TROMESNICON. 背後 で 男 が 声 を だ て 笑っ た 。 
「 金 が 欲し 々 な っ た ら 、 い つ で も 来い 』 

その 声 か 6 逃れ た く て 必死 で 走っ た 。 走っ て 、 走っ 
で 、 気がつく と 海岸 に 出 て いた 。 それ で も 男 の 声 が し つ 
追い か け IC く る よう で 、 ニ ー ア は 走り 続け た 。 


幸い な こと に 、 9 街 に 用 の ある 村 信 は 多く は な 
か っ た 。 仮に 用 が あっ で も 、 何 か の つい で で いい と 言わ 
れ た 。 お か げ で 半年 の 間 、 忘れ で いら れ た 。 あの 不 愉 
EH IE 男 の 笑い 声 も 。 コン ーー 

な の に 、 ま た 来 て し まっ た 。 айол, 

ニー ア の 足取り は 自然 と 重く だ っ た 。 ま だ 迷っ て し まえ ば 
いい どり 着け な けれ ば いい と 思っ た 。 だ が 、 目的 の 
家 は 街 の 入り 口 か ら ほど 近い 場所 に あっ た 。 皮肉 な こと 
に 、 今 度 は 迷わ な か っ た 。 

EOL RARA Hite BO 
RAT DDR IAD, RABAT MILK 
で し まえ ば 引き 返 幸 な くだ る 。 

心 の どこ か 引き 返す 口実 探し て いる 自分 に 気 づ 
く 。 何もかも 放 り 出し て し まえ 、 る も うい い 、 も う 和 分 だ 、 こ れ 
以上 背負 きれ な い 、 と 自分 の 中 で 声 が する 。 
фес оба 271823081 

TOREM FOLIO RA от. 明日 ヨガ 
に 何 を 食べ させ る か 考え て いれ ば 、 遠い 未来 へ の 不安 
PHAERSLT GHA, ヨナ の 看病 に 追わ れ て いれ 
ば 、 古 の 不在 を 忘れ て いら れ た 。 握 供 だっ た 自分 が 今 
まで どう ほか 頑張 た の も 、 ヨ ナ が v Мр q 
「 ヨ ナ の だ め だ 』 

声 に 前 す と 、 心 が 決ま っ た 。 
し た 。 


$ 
E Er 
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ョ ヨナ は 小 譲 状態 を 保っ て いた 。 痛み が 消え 、 多 少な り 
と も 食欲 が 戻る と 、 庭 に 放し に 餌 を や っ た り 、 図書 
館 に 遊び に 行っ た り で きる よう に な っ た 。 咳 は 続い て い 
た が 、 幸 い に も 血 を 吐く こと は な か っ た 。 

何 日 か に 一 度 、 ニ ー ア が 海岸 の 街 へ 出かけ て いく と き 
だ け ョ ヨナ は 寝 し さと 不安 を 主 え た が 、 それ 以外 は 笑顔 で 
過ごし て いた 。 だ か ら 、 これ で 良かっ た の だ と 思う 。 ヨナ 
の 薬代 と 引き 替え に 、 自分 の 中 で 何 か が 壊れ て いく よう 
な 気 が し た と し て も 。 

自分 は ヨナ の 笑顔 を 取り 戻し た 。 今 も こう し て ヨナ を 
守っ て いる 。 それ だ け で いい 。 その 事実 さえ あれ ば 、 A 
分 自身 を 許す こと が で きる ……。 

そん な こと を 考え な が ら 、 ニー ア は 歩い て いた 。 疲れ 
て いた 。 何 も 考え ず に 眠り た か っ た 。 海岸 の 街 か ら の 帰 
り は いつ も そう だ 。 いつ か ら だ ろう 、 行き より も 帰り の ほう 
が つら いと 感じ よう に な っ た の は 。 

名 を 呼ば れ た 気 が し て 、 ニー ア は 立ち 止ま っ た 。 TH 
ル だ 。 いつ の 間 に か 噴水 の 前 に 来 て いた 。 

「 ど うし た ? 具合 で も 悪い の か ?] 
「 ち ょ っ と 、 考 え 事 し て て 」 
RGA. へ え 。 後ろ 、 結 っ て る ん だ ?」 
RI A 
これ まで 無造作 に 後ろ る で 束 お て いた だ け の 髪 を 、 き っ 


1383350, 


|13323350, 
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ちり と 結い 上 げ る の が 習慣 に な っ て いた 。 あの と き 以 
来 、 ず っ と だ 。 
「 な る ほど な 。 Bria] 

デポ ル は 感心 し た よう に 言う と 、 何気ない 仕 種 で ニー 
ア の 髪 に 手 を 伸ばし て くる 。 深い 意味 が あっ て の こと で 
は な いと わか っ て いた 。 わか っ て いた の だ が 。 

[=-71) 

気がつく と 、 力任せ に デポ ル の 手 を 払い の け て いた 。 
髪 に 触れ られ た 骨 間 、 前 夜 の 記憶 が 蘇っ た 。 何 か 言 わ 
な けれ ば デポ ボル に 許 ら れる と 思っ た が 、 声 が 出さ ない 。 

海岸 の 街 に 通う よう に な っ て か ら と いう も の 、 髪 を 他 
人 に 触れ られ る だ け で な く 、 自分 の 肩 に 髪 が 触れ る の さ 
え 不 快 で た ま ら な い 。 どう し て も 思い 出し て し まう の だ 。 
あの 男 が 手 荒 に 髪 を 掴ん だ と きのこ と 、 その 後に 強い ら 
れ た こと 。 忘れ よう と 努め て も 、 それ は 五感 の ひと つ ひ 
と つ に 刻み つけ られ て いる よう で 、 し つこ く 難 っ て は ニー 
ア を 苦し め た 。 

いっ そ 毅 を 根元 か ら 切 っ て し まい た いと きえ 思っ た が 、 
それ を すれ ば 理由 を 間 わ れる だ ろう 。 うま く 答え られ る 
自信 も な か っ た し 、 きっ と 問わ れる た びに あの 男 を 思い 
出す 。 だ か ら 、 髪 が 肩 や 首 に 前 れ な いよ うに 結 う だ け に 
し た 。 

「 理 い 悪い 。 せっ か く 結 っ た の に 、 解 けた らい や だ よ な ] 

ご めん な さい 、 と や っ と 口 に で きた 言葉 は ひど く 探れ 
て いて 、 自 分 の 声 と は 思え な か っ た 。 

「 あ 、 そ うそ う ] 

デポ ル は 再び 剖 を 爪 弾き か けた が 、 思 い 出し た よう に 
言っ た 。 

「 ボ ポル が 呼ん で た 。 家 に 帰る 前 に 寄っ て や っ て くれ 。 
それ か ら . 
ehren 

「 あ まり 無理 は する な よ ] 

С-НЕ ЖА. 疲れ て いる 様子 を 見 て 
心配 し て くれ た の だ ろう が 、 デポ ボル は 何 る 知ら な い 。 知っ 
て いた ら 、 こん な ふう に 気道 っ て は くれ な い は ず だ 。 まる 
で 汚 ら わ し いも の で も 見 る よう な 、 蔵 み の 提 線 を 向け て き 
た だ ろう 。 

ポポ ル に も 同じ こと を 言わ れる の で は な いか と 思っ た 
ボル は 、 具合 が 悪い の か と は 訳 か な か っ 
た し . 無 理 を する な と も 言わ な か っ た 。 

「 仕 事 を お 願い し た い の だ けど ] 

その 淡々 と し た 物言い に 、 救 われ る 思い だ っ た 。 今 は 
心配 され た り 同情 され た りす る より も 、 むし ろ 素 っ 気 な く 
され る ほう が あり が た い 。 

「 た だ 、 と て も 危な い 仕事 を の 。 TAME 
ん で いい も の か どう か ……] 
ポポ ル が た め らい が ち に 言葉 を 切っ た 。 
「 ど ん な 仕事 な ん で すか 」 
「 マ モノ 退治 よ 」 

南 の 平原 で 見 た 黒い 巨大 な 姿 を 思い 浮か べた 。 倒 
す ど ころ か 、 一 人 で は 動き を 止め る こと すら まま な ら な い 
で あろ う 姿 。 それ で き 、 こ の 話 を 断 ろ うと は 思わ な か っ た 。 
16554, あな た 一 人 じゃ な いわ 。 よそ の 街 や 村 か ら 三 
人 くら い 来 て くれ る は ず よ 」 

ニー ア を 入れ て 四 人 。 その 人 数 で マモ ノ の 巣 を 駆除 
する の だ と いう 。 北 の 平原 に 出没 する マモ ノ は そこ か ら 
浦 いて いる 可能 性 が 高い 。 幸い それ ら は 小型 で 、 素人 
で きも 十分 に 駆除 が 可能 だ ル は 説明 し た 。 

「 他 の 大 人 も つい て いる し 、 それ ほど 強い マモ ノ で は な 
いけ れ ど ……] 

ニー ア よ り も 、 むし ろ ポ ボボ ポル の ほう が 決心 が つか な い 
様子 だ っ た 。 相手 が マモ ノ で ある 以上 、 危険 な こと に 変 
わり は な い 。 多少 の 怪我 は 覚悟 し を けれ ば な ら な い だ 
ろう し 、 運 が 悪けれ ば 命 を 落と すか も し れ な い 。 


「 で も 、 放 っ て お くわ け に は いか な いん で し ょ う 3] 

北 の 平原 に マモ ノ が 増え た ら 、 村 に も 危険 が 及ぶ 。 

「 だ っ た ら 、 僕 が 行き ます 。 それ に 、 ヨナ の 薬代 も 稼が な 
vkj 

危険 は 駅 わな い 。 海岸 の 街 に は 行か ず に すむ 仕事 
な ら ば 。 

「 な ら 、 あ な た に 任せ る わ 。 危険 な 仕事 だ けど 、 そ れ に 見 
合う だ け の 報酬 は ある か ら ] 

金額 を 聞い て 、 ニ ー ア は 耳 を 疑っ た 。 それ だ け の 金 を 
得 よ うと 思っ た ら 、 何 度 、 あ の 男 の 家 に 足 を 運ぶ こと に な 
る だ ろう ? ME, SOMERA TETO? 

自分 自身 の 値段 と 、 マ モノ 退治 の 報酬 と の あま り の 差 
に 情 然 と し た 。 

「 や り ま す 。 舘 な くだ たっ て 構わ な い ] 
「 本 当 に 気 を つけ て ね ] 

ボボ ル の 双 畔 に は 悲し み と き 苦 しみ と も つか な い 、 ま し 
て 同情 と も 憶 憎 と も 違う 、 暗い 色 が あっ た 。 それ を 見 て 
気づい た 。 

ポポ ル は 、 そし て お そら く デ ボル も 知っ て いた の だ 。 M 
価 な 薬 を 購 う た め の 金 を どう や っ て 得 て い る の か 。 その 
対価 と し て 何 を 差し 出し て いる の か 。 それ に 気づい た か 
ら 、 危険 を 承知 で 高額 な 報酬 を 得 ら れる 仕事 を 韓 放し 
た 。 

MENE RMN, BHC THAR ot, 同時 
に 、 DBERMDE 1 че аа А 
ЛАЖИ 72. ZH, RENDUE Me 
女 た ち が そ ん な 態度 を 取る は ず が な い の に 。 

「 ボ ポル さん 、 あ り が と う 」 
だ が 、 ボ ポル の 障 か ら 暗い 色 が 消え る こと は な か っ た 。 


集合 場所 は 村 の 北門 だ っ た 。 ITOH RNA 
少な いか ら 、 人 が 自分 と 同じ 仕事 を 請け 
負っ た 者 た ち だ と すぐ に わか っ た 。 

し か し 、 彼ら の ほう は まさ か これ ほど 年 少 の 同行 者 が 
いる と は 思わ な か っ た の だ ろう 。 ニー ア の 姿 を 見 る な り 
眉 を ひそ め 、 追 い 返 し に か か っ た 。 

「 ガ キ は 帰れ 。 俺 た ち は 遊 びに 行く わけ じゃ ね えん だ 」 

「 わ か っ て ます 。 だ か ! 
「 帰 れ 。 ガキ が 死ぬ と こ な ん ざ 見 た 日 に ゃ 寝 覚 め が 悪 
“j 

どう し た ら 彼 ら に 同行 させ て も ら え る の だ ろう 。 せっ か く 
の 仕事 を 失い た く な い 。 ニー ア が 食い 下 が ろ うと し た と き 
だ っ た 。 

「 何 を 揉め て いる ?」 

聞き 覚え の ある 、 だ が 思い 出し た くも な い 声 が し た 。 振 
り 返 っ て 確か め る まで も な く 、 それ が 誰 な の か わか っ て 
いた 。 

「 な ん で お まえ が ここ に ? ああ 、 そ うか 。 この 村 の 者 だ っ 
た の か ] 

あの 海岸 の 街 の 男 だ っ た 。 な ぜ こ いつ が と いう 疑問 
は 、 ВОАС ЕНЕН. BOR 
に は 、 束 し い 数 の 亡 が 置か れ て いた 。 Фоти 
い 集め た も の らし い 。 どれ も 人 を 斬っ た 痕跡 の ある 剣 ば 
か り だ と いう 。 BAZENE HITO ME 
歪ん を で いる の だ ろう 。 

人 の 男 と 、 海 岸 の 街 の 男 は 顔見知り の よう だ っ た 。 
その 会 話 の 端々 か ら 、 彼ら が こう し た 仕事 で 少な か ら ず 
名 を 合わ せ て いた こと が 知れ た 。 た ぶん 、 BERKE 
を 実用 的 に 愉し む 場 と し て 、 マモ ノ 狩り を 請け 負っ て い 
る の だ 。 

に の が キ 、 あ ん た の 知り 合い な の か 2 


「 あ あ 。 よく 知っ て いる 。 211 

海岸 の 街 の 男 は 意味 あり げ な 笑み を 浮か べ て ニー ア 
war. 

「 こ いつ な ら 、 足 手 ま と い に は な らん だ ろう 。 KOBER 
き 飛 ば す だ け の 腕力 も あれ ば 、 逃 げ 足 の 速 きる 相当 な も 
Ar] 

初め て 会 っ た と きのこ と を 言っ て いる の だ 。 ニー ア は 
た ま ら ず 顔 を 背け る 。 が 、 男 は 面白 が っ て し つこ く 顔 を 井 
き 込 ん で くる 。 

「 女 みた いな 顔 し て る くせ に 、 こ れ が な か な か 強情 で 、 し 
か も 辛抱 強い と き て る ] 

手 も 足 る 硬く ぐ 強 ば っ て 、 ま る で 言う こと を きか な か っ た 。 
馴れ 馴れ し く 肩 に 乗せ られ た 手 を 振り 払う こと すら で き 
な い 。 

「 案 外 、 使 える か も し れん 。 俺 と し て は 、 こ いつ が マモ ノ に 
合え て 泣き 喚 く と ころ を 見 て みた い 気 も する が ね ] 
「 あ ん た が そこ まで 言う な ら 連 れ て 行く か ] 

XENA TEARS. その 口 添え で 同行 を 
許さ れ た 。 仕事 を 失わ ず に すん だ 。 これ ほど の 屈辱 が 
ある だ ろう か ? 

ヨナ の た め だ 、 何 る か も 、 ヨ ナ を 守る た め な ん だ ……。 

面 の 拳 を きつ く 握 り し め 、 何 度 も 心 の 中 で 繰り 返し て 
いる と 、 不 意 に 後頭 部 を 押さ えつ けら れ た 。 

[な ん だ 、 そ の 目 は ?」 

いや 、 押さ えつ ける と いう ほど の 力 で は な い 。 な の に 
動け な か っ た 。 

「 ゆ な 気 を 起こ す な 。 俺 は そう 教え た は ず だ が ?] 

低い 声 だ っ た 。 他 の 二 人 に は 決し て 聞こ えな いで あ 
ろう ささ や き が 、 生 温か い 息 と と も に 耳 系 に 触れ た 。 まる 
で 毒 を 流し 込ま れ て いる よう で 、 2—71 Мед 
め る 。 

結い 上 げた 髪 を まさ ぐる 指 に 力 を 感じ た 。 と 、 ば きり と 
音 を た て て 髪 が 解け た 。 男 が 笑い な が ら 離 れる 。 

早く 髪 を 結び 直さ な けれ ば と 思っ た が 、 うま くい か な 
い 。 取り 落と し た 紐 を 拾い 上 げ な が ら 、 ニー ア は 自分 の 
手 が ひ どく 震え て いる こと に 気づい た 。 


その マモ ノ の 昌 は 、 平 訪 に 面 し た 山岳 地帯 に ある と 目 
され て いた 。 曲がり くね っ た 狭い 道 の 奥 に 洞窟 が ある こ 
と は 前 々 か ら 知ら れ て いた 。 陽 の 光 を 嫌う マモ ノ が 棲み 
つい て も 不思議 は な い 。 

山道 に 分 け 入 る 頃 に な る と 、 さす が に 緊張 で 手 が 強 
ば る の を 感じ た 。 剣 を 持つ の は 、 村 の 大 人 た ちと 共に 挙 
を 仕留め た と き 以来 で ある 。 HOLE 
を 個 す た め の 印 物 だ っ た が 、 今回 は 違う 。 この 仕事 の 
た め に ボ ポ ル が 貸し て くれ た の は 、 図書 館 の 物置 部 屋 
に あっ た と いう 古い 片手 剣 だ っ た 。 

人 を 斬っ た 振 跡 が どう いう も の な の か 、 ニー ア に は ね わ 
か ら な い が 、 MOS DARIA, 一 度 な ら ず 血 を 
双 っ た 剣 だ と 直感 し た 。 そ ん な 物 尿 な 代物 で あり な が ら 、 
その 剣 は 違和感 な く 手 に 馴染 ん だ 。 まる で ニー ア が 手 
に 取る の を 待っ て いた か の よう に 。 

「 妙 に 湿っ ぽい 風 が 吹く な 」 

先頭 を 歩い て いた 男 が 首 を 傾げ た 。 言わ れ て みれ 
ば 、 空気 の 冷た さ 重 さ が 雨 の 降る 直前 の よう だ っ た 。 し 
か し 、 見 上 げ る 空 は 青く 、 一 片 の 雲 も な い 。 

「 早 いと こ 庁 づけ て 帰る と し よう ぜ 。 陸 ら れ た ら 厄 介 だ ] 

洞窟 まで は まだ 距離 が ある と いう 。 自然 、 歩み は 連 く 
な っ た 。 雲 が な く で る 急速 に 空模様 が 変わ る こと は ある 。 
が 、 そ の 予想 は 外れ た - 急速 に 悪く な っ た の は 天候 で 
は な く 、 視 界 の ほう だ っ た 。 
їй?) 

BRE GATAILBRAMSAIEZ SABLA. い 
つの 間 に か 、 空 の 色 る も わからない ほど の 堆 が 辺り を 覆っ 


モノ を 倒せ る よう に な そう だ 、 ヨ ナ の た め な ら 何 で も する 。 何で も で きる 。 どん 
どう する ? 引き 返 危険 な 仕事 どん な に 汚い 行為 で 
洞窟 に 入 化け 物 は どっ ち だ に れ と も 、 Hart か 無事 で 良かっ た 
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原案 :cavia/ 横 尾 太朗 
フィ ー ア は 手 の 中 に ある 仮面 を し げ し げ と 眺め て いた 。 

何 を 象 っ て いる の か わか ら な い 、 と て も 奇妙 な 面 だ 。 
で も 、 あ た た か み が あ る 。 

[に れ か ら は 、 この 仮面 を つけ て 生活 する ん だ 。 仮面 を 
脱ぐ こと は 許さ れ な い ] 

自分 を この 街 まで 連れ て き て くれ た 世話 人 の 男 は そ 
う 言 い 残し て 去っ て いっ た 。 仮面 の 意味 は る ちろ ん 、 彼 
女 の こ れ か ら に つい て の 説明 も 一 切な いま ま に 。 

フィ ー ア は 顔 の 右 半分 を 手 で そっ と 触れ る 。 そこ に あ 
る の は 、 と ころ どこ ろ 臓 が 次 ん だ 赤褐色 の 癒 の 塊 。 物心 
つく 前 に 負っ た 火傷 の せい で 、 ひど い ケ ロイ ド が 出来 て 
いた 。 人 に よっ て は 煎れ る こと は お ろか 、 見 る こと すら 気 
BASTARD, フィ ー ア は 触る と 不思議 に 落 
ち 着 けた 。 受け 入れ る べき 自分 の 一 部 だ と 感じ て いた 
せい か も し れ な い 。 

も っ と も フィ ー ア の 両親 に と っ て 、 娘 の ケロ イド は 忌 か べ 
きも の だ っ た 。 容 福 な 生地 問屋 と し て 人 を 使い 、 人 に 頭 
を 下げ られ な が ら 商 売 を し て きた プラ イド の 高い 両親 か 
ら す れ ば 、 娘 の こと で 同情 きれ 、 気 を 違わ れる こと は 屈 
時 で し か な か っ た よう だ 。 

「 商 売 に 障 り が 出る ] と 両親 は 彼女 の 外出 を 禁じ た 。 € 
し て 彼女 が 8 歳 の 誕生 日 を 迎え た 晩 に は 、 ГАХЕ 
会 に 出る こと を 強要 し た 。 目障り な モノ を 遠ざけ る よう に 。 

こう し て 、 8 上 蔵 の フィ ー ア は 世話 人 に 手 を 引か れ 、 砂 渡 
を 越え 、 遠い この 街 に や っ て 来 た の だ 。 お そら くも う 故 部 
に は 戻れ を い の だ ろう 。 自分 を 守っ て くれ る 者 は どこ に 
も いな い 。 フィ ー ア は 人 覚悟 し て いた 。 1 人 で 生き て いく た 
め に 、 何 で も する つも り だ っ た 。 


えい 、 と 勢い を つけ て フィ ー ア は 仮面 を つけ る 。 その 
PISA DOLAR TIS, METIA OEI 
か っ た 。 

その 時 、 覗 き 穴 の 向こう か ら 自分 と 同じ 仮面 が 近づい 
て きた 。 思わ ず 後 退 っ た フィ ー ア の 腕 を と り 、 な に や ら 早 
口 で まく し 立て な が ら ど こ か へ 引っ 張っ て 行こ うと する 。 
その 力 の 強 さ や 声 か ら 想像 する に 大 人 の 男性 の よう だ 
が 、 仮面 の 上 か ら で は 何 も わ か ら な い 。 お まけ に 聞こ え 
て くる の は 知ら な い 言語 だ っ た 。 
「 あ 。 あの 。 ちょ っ と 待っ て 」 

フィ ー ア が 思わ ず 漏らし た 声 を 聞き つけ 、 相手 は 固 ま 
る 。 KOMM, BA ARTEN. 何 度 
も 手 を 振り 上 げ 、 地 団 駄 を 踏む 。 その 姿 は 、 娘 の せい 
で 「 下 に 見 られ た ] LENEA AORE MAE 
た 。 殴ら れる ! フィ ー ナ は と っ き に 顔 を 覆い 、 全身 を 強 
ば ら せ る 。 その 時 、 凛 と し た 声 が 敬い た 。 
「 控 32: 土地 番 を 持た ヌ 住人 は 言葉 を 発し て ハ な ら ヌ ] 

少し カタ コト で は あっ た が 、 それ は フィ ー ア の 馴染 ん だ 
言語 だ っ た 。 いっ た い 誰が ? と 辺り を 見 回 す と 、 迷 宮 
の よう に 入り 組ん だ 階段 の 最上 段 に 腰掛 け て いた 子 ど 
も が ピョン ピョン と 跳ね る よう に お り て くる 。 こち ら も また 仮 
MIR. どう や ら 仮面 を つけ て 生活 する の が この 街 の 風 
習 ら し い 。 私 と 同い年 くら いか な 。 フィ ー ア が ぼん や り 眺 
め て いる と 、 仮面 の 子ども ちはる どか し そう に 体 を 揺すっ て 
話し か け て きた 。 
「 あ ん た 、 こ の 街 で 生ま れ て ナイ ね ? 土地 番 、 持 っ て ナ 
Ata?) 
г] 

フィ ー ア は 言い か け て 慌て て 口 を ふさ ぐ 。 
[土地 番 っ て ノ は 、 この 街 の ドコ で 生ま レタ か 記し て アル 
証書 の コト 。 住人 ナラ みん な 持っ テ る 。 で きよ そ 者 、 持 テ 
ナイ 。 どう し て も 喋っ タ り 歌っ タリ し た いな ら 、 コ ノ 街 の 人 間 
と 結婚 シテ 土地 番 ラ 持つ の コト 。 ло ӨН. 3 
ノ 街 で 暮らし た いな ら 守 ル の コト | 

よそ 者 は 喋っ ちゃ いけ な い ? じゃ あ 、 私 は この 街 で こ 


れ か ら ど う や っ て 生き て いけ ば いい の ? フィ ー ア の 動 播 
は 仮面 の 上 か ら で も 伝わっ た の だ ろう 。 向かい 合っ て い 
た 仮面 が ふい に 耳 の 近く に 寄っ て きた 。 
「 ぼ くに 任 セテ 」 

ささ や く よ う に 言っ た 後 、 少年 は 男 の 方 へ 向き 直り 、 
フィ ー ア の わか ら な い 言 葉 で 喋り 出し た 。 言葉 も 仕草 も 
独特 すぎ て 、 フィ ー ア に は 2 人 が 何 を 話し て いる の か 見 
当 も つか な い 。 途中 、 少年 は お る むろ に 仮面 を ずら し 
TRENNT. ほん の 一 上 通 で あっ た が 、 フィ ー ア は 
見 て し まう 。 滑ら か な 掲 色 の 肌 に 鼻筋 の 通っ た きれ い 
な 顔立ち 。 まっ すぐ な 髪 が 風 に さら さら と 揺れ る 。 НО 
中 に は こん な 美しい 男の子 が いる ん だ 。 MANSENG 
を 離せ な いで いる と 、 当 の 少年 が 振り 返り 、 弾 ん だ 声 で 
「 お イ で よ 」 と フィ ー ア を 呼ん だ 。 


少年 は 腕 を 組ん で 脳 を そら せる と 、 まず 男 の 方 を 見 
上 げ て この 街 の 言葉 で 何 か 告 げた 。 男 が 深々 と うな ず 
く の を 確認 する と 、 次 に フィ ー ア を 見 て カタ コト の 言葉 で 
話し 出す 。 

「 彼 カラ 開い た 。 あん た 、 奉公 に 来 た ン だ っ て ね 。 H.D 
ん た の 首領 ダヨ 。 あん た 、 彼 か ら 果 物 を モラ ッ テ 、 コノ 街 
CHM, 売上 金 、 彼 に 納 メル 。 果物 売り 。 出来 ん ?] 

フィ ー ア は 小刻み に 何 度 も うな ずい た 。 少年 は 大 き な 
骸 を 男 か ら 受け 取る と 、「 し っ か りな 」 と フィ ー ア に 持た せ 
て くれ る 。 どう や ら 少年 が 首領 に 交渉 し て くれ た お か げ 
で 、 自 分 は この 街 で 生き る こと を 許さ れ た よ 

あり が と う 。 お 礼 を きち ん と 言葉 に し て 伝え られ な いも 
どか し き を 抱え つつ 、 フ ィ ー ア は 少年 に 深く 頭 を 下げ た 。 


また た く 間 に 半 年 が 過ぎ た 。 フィ ー ア は 無 我 夢中 で 生 
き て いた 。 

口上 が 命 と 言 われ る 物売り の 世界 に お いて 、 土 地番 
を も ら え ず 、 言葉 を 発する こと が 出来 な い ハン デ は 予想 
以上 に きつ か っ た が 、 フィ ー ア は 負け な か っ た 。 喋れ な い 
分 、 人 の 3 僅 の 時 間 を か け て 街 四 いた る と ころ に 延び て 
いる 細い 階段 を の ぼり 、 お り 、 また 別 の 階段 を の ぼっ て 、 
と 街 の 隅 々 まで 売り 歩い た 。 物売り 同士 の 縄張り 争い 
で 半殺し の 純 に も あっ た が 、 どれ だ け 殴 られ て も 蹴 ら れ て 
る 、 籠 に の せ た 果 物 だ け は 守り 抜い た 。 雨 の 日 も 風 の 日 
Б.т ASES, TEST OO. 
と に か く フ ィ ー ア は 果物 を 籠 に の せ て 街 へ 出 た 。 

そう や っ て 落ち 込ん だ り 不 安 に な っ た りす る 暇 る 惜 し 
ん で 働い て いる うち に 、 は じ め の 頃 は 意味 不明 な 音 の 
比 列 で し か な か っ た 街 の 言葉 も 開き 取り だ け な ら ほぼ 
完璧 に な っ て いっ た 。 街 の 控 る だ いぶ 覚え た が 、 こち ら 
は な に し ろ 数 が 膨大 な の で 完璧 と は いえ ず 、 無駄 な トラ 
TERT TABS TERNS BZ. 

ろく に 稼げ ず ひ も じい 日 も 多かっ た けれ ど 、 フ ィ ー ア は 
この 街 で の 生活 を 楽し ん で いた 。「 一 家 の 恥 だ 」 と 家 に 
閉じ 込め られ て いた 故 分 で の 暮らし の 方 が 、 ずっ と 苦し 
か っ た 気 が する 。 

この 街 は 控 に 縛ら れ て いる 。 が 、 衰 を 返せ ば 探し か 
張る も の が な い 。「 子 ども だ か ら ]「 女 だ か ら 」 と いっ て 保 
護 さ きれ な い 代わ り に 、 差 別 る な い の だ 。 また 街 の 人 全員 
が 仮面 を つけ て いる せい か 、 外 見 的 な 優遇 も 冷 通 る な 
か っ た 。 この 事実 は フィ ー ア を どれ だ け 楽 に し た か わか ら 
な い 。 顔 の ケロ イド を めぐ ざっ て 今 まで 不用 意 に 放 た れ て で 
きた 視線 や 言葉 で 心 に 刻ま れ た 億 と 意地 は 、 街 の 水路 
を 流れ る 砂 の ご と く サ ラサ ラ と 堆 散 し て し まっ た 。 


思 人 と も いう べき あの 少年 と は 時 々 顔 を 合わ せ た 。 
商売 柄 フ ィ ー ア の 行動 範囲 は 広かっ た が 、 それ に 輪 を 
か け て 少年 は 神出鬼没 だ っ た 。 フィ ー ア が 少年 を 認 議 
MKEO, 彼 が いつ も 仮面 を 少し ずら し て 素顔 を 見 


せ て いる こと が 多かっ た せい だ 。 

1622: 仮面 を 着用 せ ね ば な ら な い 」 
EOANMETHSSIDHERFLEEST,. 少年 は 涼 

し げに 生き て いた 。 そし て 体 に 不 釣 り 合い な ほど 大 き な 

龍 に 山盛り の 果物 を 抱え て よ た よ た と 売り 歩く フィ ー ア 

の る と に 近寄っ て き て は 、 親 し げ に 話し か け て くる の だ っ 


た 


「 ど どう し て 君 は いつ も うつ な いて 歩い て る の ? も っ と 胸 
を 張っ た らい い の に 。 その 方 が 果物 だ っ て 美味 し そう に 
見 える 」 
「 近 集 を 持ち 歩く ヤツ な ん て 初め て 見 た な 。 適当 で いい 
ん だ よ 、 そ ん な も ん 」 

少年 の 言葉 は も う カタ コト で は な い 。 フィ ー ア が 聞き 取 
れる よう に な っ て か ら は 、 この 街 の 言葉 を 使っ て いた 
ハキハキ と 語れ る こち ら の 言葉 の 方 が 、 明 る く 、 怖 いる の 
知ら ず な 少年 に よく 似合っ て いる 、 と フィ ー ア は 思っ た 。 


そん な ある 日 の 夜 、 フィ ー ア が いつ も の よう に 今日 の 売 
上 金 を 流し 、 そこ か ら 取り 分 を も ら っ て 帰ろ うと し て いる 
と 、 首 領 に 重々 し い 声 で 呼び 止め られ た 
「 明 日 は 籠 の 上 の 果物 を 全部 売っ て 帰っ て こい - 出来 
な けれ ば 、 お まえ は も る う いらない ] 

難題 だ っ た 。 この 半年 間 、 フ ィ ー ア が 果物 を すべ て 売 
り 切れ た 日 は まだ な か っ た の だ 。 が 、 フィ ー ア は 「 い ら な 
い 」 と いう 言葉 を 噛み し め て 、 う な ずい た 。 や る し か な い , 
この 街 で 生き る た め に は 、 必要 と され る た め に は 、 や る し 
か な い の だ 。 覚悟 は 決ま っ た 。 


ROM, まだ 夜 る 明け きら な いう ちか ら フ ィ ー ア は 街 に 
出 た 。 人 々 の 次 が 見 える と 、 飛 ん で いっ て し つこ く 食 らい 
つき 、 身振り 手振り で 懸命 に 果物 を 勧め た 。 断っ て 者 
ろう と する 人 に も 追い すがり 、 政 際 に 突き 飛ば され て も ま 
た 立ち 上 が っ た 。 し か し 、 FOME OA 
ろう 。 日 が 高く 昇っ て も 、 籠 の 上 の 果物 は 1 つと し て 減っ 
て いな か っ た 。 

日 差し が きつ く な る と 表 の 人 通り が 減っ て くる 。 フィ ー 
ア は 買い 物 客 を 来 め て 迷宮 の よう な 階段 を いく つも の 
ぼり お り し た 。 広場 に 出る 。 一 有期 待 し た が 、 や は り そ こ 
に も 人 涼 は な か っ た 。 フ ィ ー ア が た め 息 を つい て 引き 返 そ 
うと し た その 時 、 石 時 の 段差 に つま ずい た 。 緊張 と 疲労 
で 体力 の 限界 が き て いた フィ ー ア の 小さ な 体 は あっ け な 
く 倒れ 伏 す 。 落と し た 籠 か ら 果 物 が 四方 人 方 に 転がっ 
て いく の が 仮面 越し の 狂い 視界 に 入っ て きた 。 フィ ー ア 
は 唐突 に 「 も う ダ メ だ ] と 知る 。 思っ た の で は な い 。 知っ 
た の だ 。 気力 だ け で は どう に も な ら な い 自 分 の 運命 を そ 
こ に 見 た 。 立ち 上 が る 力 は も う 湖 い て こ な か っ た 


どれ くら いそ の まま で いた の だ ろう 。 と つ ぜ ん 快活 な 
声 が 降っ て きた 。 
「 控 227: 公道 を ふさ ぐ 行 為 は 禁ず る 」 

フィ ー ア が 慌て て 身 を 起こ す と 、 少年 が 腰 を か が め て 
見 下ろ し て いた -。 今日 る その 仮面 は 少し ずれ て いる 。 
「……- と は いえ 、 ど う せ 誰 る 通ら な い 。 捧 れ た な ら 寝 て な 。 
た だ し 、 も うち ょ っ と 日 陰 で 」 

フィ ー ア は 首 を 横 に 振っ て 、 立ち 上 が る 。 74-74 
を 持つ と 、 少年 は きび きび と 果物 を 拾い 集め て くれ た 。 
芳 の 上 に 並ん だ 果物 を 見 て 、 フィ ー ア は ふた た び 総 望 
FS. 果物 は みな 転がっ た 拍子 に あちこち 汚れ 、 傷 ん で 
いた 。 これ で は と て も 売り 物 に な ら な い 。 
「 ど うか し た ?」 

まっ すぐ に フィ ー ア を 見 つめ て 聞い て くる 少年 の 障 は 
きれ い に 潜ん で お り 、 仮面 の 中 で フィ ー ア は 赤く な っ た 。 
心 が 揺れ た 。 彼 に な ら 、 この どう に も な ら な い 苦 境 を 正 
直 に 伝え て も いい の で は な いか 、 と 思え た 。 伝え た い 、 と 


Bor. 
フィ ー ア の 身振り 手振り に よる 説明 を 、 少年 は また た く 
く 間 に 読解 する 。 そし て 、 
「 な あん だ 、 そん な こと か !| と 口 第 で も 吹き そう な 軽い 調 
子 で 言い 、 果 物 を 指さし た 
「 じ ゃ あ 、 ぼ ぽく が 買い 取る よ 。 そ の 籠 の 上 の 果物 を 全部 
HTD EA. こん な 時 に 冗談 言わ な いで ! 
そう 言う 代わ り に 、 持 っ て いた 控 集 を ひら き 、 少 年 に 突 
き 出 し た 。 
142429: 物売り の 商品 を 買い 占め る こと は 禁ず る 」 
「……… あ いか わら ず 若 は 従順 だ な あ ! 控 な ん て 気 に す 
る な 。 ああ いう の は 破る た め に ある ん だ 。 君 だ っ て 控 に 
従っ て 死ぬ より 、 控 を 破っ て 生き る 方 が いい だ ろう ?」 
TObENI-MFARBITI-TIENRENTR 
MoT SE, PRIMER. 
「 ま あい いや 。 SANSOM AO Tw HEt 
OF, REPLI, 今 か ら 52 本 の クジ を 作る 。 ぽく が 当 た 
り を 引い た ら 、 果物 を もらっ て 君 に お 金 を あげ る 。 [MI] 
ん じゃ な いよ 。 あく まで ゲー ムル ー ル に の っ と っ た 上 で の 
物 々 交換 。 それ で いい ?] 
フィ ー ア が まだ た め ら っ て いる の を 見 て 、 少年 は 脚 を 
張っ て みせ た 
ULE 
ん だ 。 信じ て ]」 


っ て 。 ぼく は 勝負 に は ぜったい 負け な い 


果たし て 、 少年 の 言っ た 通り に な っ た 。 彼 は 当たり ク 
ジ を 引き 、 簡 の 上 の 果物 を 両手 いっ ぱい に 抱え る と 、 Ж 
ケッ ト か ら 無 造作 に 取り 出し た た くさ ん の お 金 を 確か め る 
せ ず フィ ー ア の 手 に 掘ら せ て くれ た の だ 。 

「 た ぶん これ で 足り る と 思う よ 」 

慌て て お 釣り を 渡 そ うと する フィ ー ア を 制 し 、 少年 は 
笑っ た 
「 ま た 遊ぼ うな 」 

フィ ー ア は うな ず き 、 少 年 の 育 中 を 見 送っ た 。 そし て 地 
А NS 果物 に 気 を 取ら れ 
て 、 少 年 が 落と し て いっ た の だ ろう 。 

クジ は 2 本 と も 当たり の 印 が つい て いた 。 


か ら っ ぽ の 籠 を さげ て フィ ー ア が 戻る と 、 首 傾 は ずい 
ん 驚い て いた 。 フィ ー ア が 正直 に 事情 を 話す と 、 ます 
ます 敬い た よう だ そし て 深々 と た め 息 を つく 。 

「 王 子 の 気まぐれ に る 困っ た も ん だ ] 
EF? 今度 は フィ ー ア が 首 を か し げ る 番 だ っ た 
「 何 だ 、 お まえ 、 知 ら な か っ た の か ?] 

首領 は 呆れ た よう に 言い 、 フ ィ ー ア の 前 に た び た び 現 

れ て いた 少年 が 仮面 の 街 の 王子 に 他 な ら な いこ と を 告 
げた 。 
[王子 は 退屈 する と 、 王宮 を ちょ くち ょ く 抜 け 出し て 街 に 
出る ん だ 。 どこ か に 面白 遊び は な いか 目 を 光 ち せな 
が ら な 。 控 は 破る 、 遊び に は 巻き 込む 、 街 の 人 間 に と っ 
ちゃ 厄介 な 王子 だ よ 。 は いえ 、 さん ざん 迷惑 を こ 
うお っ て も 、 ど こ か 憎め な いん だ が な ] 

首領 は 珍し く 優し い 目 で 王子 に つい て 語る と 、 フ ィ ー ア 

を めぐ っ て 王子 が 自分 に ゲー ム を 持ち か け て いた こと を 
打ち 明け た 。 
「 よ そ 者 の ちっ こい お まえ が 半年 で どこ まで 立派 な 物 売 
わりに な る か 、 王子 は 俺 に 賭け させ た ん だ よ 。 開い っ ぱい 
の 果物 を 1 日 で 売り 切れ ば 、 MOMS. 売れ 残れ ば 、 
王子 の 勝ち で 、 お まえ を この 街 か ら 追放 する …… は ず 
だ っ た ん だ が な ] 

負け ず 嫌 い の 王子 が どう し て 自ら 負け る よう な こと を し 
た ん だ ろう ?. 

首領 の つや き は 、 フィ ー ア の 耳 に 届か な か っ た 。 + 
で に 籠 を 地面 に 叩き つけ 、 きび す を 返し て 走り 出し て い 


た か ら だ 。 
『 ま た 遊ぼ うな 」 

少年 の 、 い や 王子 の 言葉 が 頭 を ぐる ぐる まわ っ た 。 
私 が 生き る た め に 無 我 夢中 で 過ごし た 半年 間 は 、 彼 
と っ て ゲー ム で し か な か っ た 。 私 は た だ の ゲー ム の 胸 だ っ 
た 。 
向かい 風 が 吹き 、 砂 が 目 に 入る 。 あと か ら あ と か ら 涙 
が 出 て くる 。 悔し か っ た 。 悲し か っ た 。 TERIN 
し み を 感じ た 自分 が 許せ な か っ た 。 


王宮 の 前 まで 来 て 、 フィ ー ア は 叫ぶ 。 言葉 に は な ら な 
い 殆 独 な 声 を あげ 、 近 を 破っ た 。 

た ち ま ち 門 番 に 取り 押さ えら れ た 彼女 の 前 に 、 見 慣れ 
た 細く 長い 足 が 近 づい て くる 。 
ГИ, 彼女 は 我 の 客人 だ ] 

いつ も の 声 。 し か し 、 い つも より 重み が あっ た 。 そう か 
本 当 に 王子 な ん だ 。 フィ ー ア は 類 を 地面 に 押し つけ られ 
TEEIYTILMERHRS. お か し く て 哀 し か っ た . 

フィ ー ア の た だ な ら 6 ぬ 様 子 に 、 EF ISP ROPE, 
「2 人 に し て くれ ] と 門番 を 追い 払う と 、 フィ ー ア の 手 を 
と っ て 立ち 上 が ら せ た . 
「 つ い に パ レ ち ゃ っ た か 」 

そう 言っ て 肩 を すく め る 王子 に 後ろ め た さ の 欠片 も な 
い 。 フィ ー ア は た ま ら ず 王 子 の 正面 に 立ち 、 自分 の 仮面 
を は ぎ 取 っ た 。 その まま まっ すぐ を 見 つめ る 。 あり 
の まま の 顔 で 、 あ り の まま の 自分 で 、 王 子 に 抗議 し た か っ 
た 

フィ ー ア の 目 か ら ぼ ろ ぼ ろ と こぼれ 落ち た 涙 を 見 て 、 
王子 は あわ て る , 
「 ど 、 ど うか し た ?] と 声 が うわ ずっ た 。 

フィ ー ア は 夢中 で 訴え る 。 久しぶり に 
AE TREK ЕА 
MOFA TIENE. ITOM Е ABAD 
いよ うに し て きた 名 残 で す 」 
「 控 集 は 、 馴 染み の な い 街 で 暮らす 私 の 換 り 所 で し た ] 
「 あ な た に と っ て た だ の 刀 届 し の ぎの 遊び で も 、 私 に と っ 
て は 人 生 で す 。 БАЛА: TE, ANIMA ОЛДУ AE 
な の で す 。 王子 っ て 民 の 人 生 で 遊べ る と 思っ た 
ら 、 大 間違い だ わ 。 謝っ て くだ さい 。 そし て も う 二 度 と 、 私 
と 関わ ら な いで くだ さい 」 

言い た いこ と を 一 気 に 喋 る と 、 フィ ー ア は 全身 か ら 力 
が 抜け て いく の を 感じ る 。 

bd, 何 て こと を し て し まっ た ん : 
言 を 吐き 、 控 を いく つも 破っ て し まっ た 。 も うこ の 街 に は 
いら れ な い 。 私 は パカ だ 。 自分 を 捨て て で も 生き 延び る 
と 想っ た の に 。 罪 に 問わ れる こと を 覚悟 し 、 うな だ れ た 
フィ ー ア の 頭上 で 大 き な 声 が し た 。 
「 ご めん な さい 

フィ ー ア は お そる お そる 顔 を 上 げ る 。 そし て 、 目 の 前 で 
自分 に 頭 を 下げ て いる 「 王 子 」 を 信じ られ な い 思 いで 見 


発し た 言葉 は 、 


閉ざさ れる 心 。 封じ 込め る 私 
交わ され る 探 。 MAHL КШ 


初 は 遊び だ っ た 。 首領 に 賭け を 持ち か けた 
E で も すぐ に そん な こと は 忘れ た よ 。 それ くら 
い 君 の 生き る 姿 は 美しかっ た 。 今日 だ っ て 、 本 当 に 君 を 
救い た く て や っ た こと だ 。 BITORIAL 
る と 思っ て частк 

王子 は モジ モジ と 足 の 爪先 を 見 つめ て いた が 、 や が 
て 顔 を 上 げ て フィ ー ア に 言っ た 。 
「 君 を 助け た の は 、 遊 び で も 施し で も な い 。 友情 だ よ 」 

友情 ! フィ ー ア は その 育 葉 を どう 捉え て いい か わか ら 
F. 無意識 に ケロ イド を 触っ て いた 。 王子 は そん な 彼女 
の 仕草 を 見 て 「 そ こ 触 る の 、 クセ ?] と 聞い た だ け だ っ た 。 
ケロ イド か ら 目 を そ な け た り し な か っ た 。 そん な も の は あっ 
て 当たり 前 だ と 言わ ん ば か り に 「 ね ぇ 」 と 首 を か し げた 。 
「 和 ぽく の 友達 に な っ て くれ ます か ?] 

王子 の 明らか に 無理 を し た 殊 勝 な 態度 が お か し く て 、 
フィ ー ア は 噴き 出し て し まう 。 する と た ち ま ち 王子 の 願 が 
HSH, 
「 な っ て くれ る ん だ ね ?」 
14212030: 王族 が 望む 関係 を 民 が 一 方 的 に 断ち 切る 
こと は 出来 な い 」 

フィ ー ア が 控 集 を ひら いて 見 せる と 、 王 子 は が っ くり 請 
を 落と し た 。 
「 控 は …… 破 っ て きい いん だ よ 】 

その 抑 ね た 言い 方 が か わい く て 、 フ ィ ー ア は また 笑っ て 
し まう 。 た し か に 王子 は 控 を 破っ て くれ た 。 
「 控 89: 王族 は 民 に 謝っ て は な ら ぬ 」 

よそ 者 の 自分 を 『 友 達 』 と 認め て くれ た 王子 を る うー 
度 信 じ て み よう 、 と フィ ー ア は 思っ た 。 民 と し て 、 友達 と し 
て 、 信 じ て み た いと 思っ た 。 


王子 は フィ ー ア が 完全 に 許し て くれ た こと を 敏感 に 窟 
し て 、「 何 し て 遊ぶ ?」 と さっ そく 前 の め り に な る 。 
DE こう いう ゲー ム は どう ? 明日 か ら 毎 日 、 君 は 王 
宮 に 果物 を 持っ て くる 。 その 果物 が ぼく の 好物 だ っ た 
5. BOMS, 代金 を 倍 に し て 払う よ 。 ぼく の 苦手 な も 
の だ っ た ら 、 BORN, ダン ス を 1 曲 お どっ て も ら お うか 
な 」 

そこ まで 話し て 、 王子 は や っ と フィ ー ア に 曲 ま れ て いる 
こと に 気づい た よう だ 。 ぎく し ゃ く と 目 を そら し 、 お っ か な 
びっ くり 尋ね て くる , 
「 あ "えー と 、 ゲ ー ム は …… ダ メ ?] 

まっ た く こ の 王子 は 。 フィ ー ア は お お げ さ に た め 息 を つ 
いて みせ る 。 

ずっ と 1 人 で 生き て いく の だ と 思っ て いた 。 そ れ で いい 
と 思っ て いた 。 1 人 で も 楽し く 生き て みせ る 、 と 。 で も 、 Ж 
達 が いれ ば また 違っ た 楽し き が 加わ る の か も し れ な い 。 
あり の まま の 私 を 見 て くれ る 友達 が いれ ば ……: 毎 日 の 
жала зк}. 

その 勝負 、 受 け まし ょ う ! 

フィ ー ア は 胸 を 張っ て 、 王子 と 遊ぶ 約束 を 交わ し た の 
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「 遅 く な る か ら 。 あん た た ち 、 先 に 寝 て な さい ] 

それ だ け 、 だ 。 母さん が 山 に 行く と き 、 僕 と 第 に か ける 
言葉 は いつ も 同じ だ っ た 。 
「 気 を つけ て 。 母さん 」 

頑丈 な 袋 を 背負 っ た 後ろ 姿 に 向かっ て 、 僕 が か ける 
言葉 も いつ も 同じ 。 

気 が 遠 く な る ほど 大 昔 、 ロボ ッ ト 山 は 軍事 施設 だ っ た 
と いう 。 働い て いた 大 勢 の 人 間 が 一 人 残ら ずい な く な 
り 、 施設 が 使わ れ な く な っ た 後 、 機械 や ロボ ポット だ けが 
残っ た 。 その 残骸 の 多く は 、 希少 な 金属 で で き て いる 。 
母さん は それ ら を 拾っ て き て は 、 店 で 売る 
「 あ の ね 、 お か あき ん ……」 

早く 帰っ て き て ね 、 と 言い か けた 弟 に 音 を 振っ て みせ 
る 。 それ は 言っ ちゃ いけ な い 言 葉 だ 。 僕 は し ょ げ か えっ 
た 第 の 両 扇 に 手 を 置い た 。 今にも 後 を 追っ て 駆け 出し 
そう な 小さ な 身体 を 押さ えて お く た め に . 

不意 に いや な 感じ が し た 。 何もかも いつ も と 同じ な の 
に 、 僕 だ けが 違う こと を し よう と し て いた 。 

PRESA +=] 

BAU SOLEM TRE И EITT, 母さん は 振 
り 向 か な い 。 待っ て 、 と 大 声 を 出せ ば 足 を 止め て くれ る 
だ ろう か ? 

結局 の と ころ 、 僕 は それ を 実行 し た か っ た 。 そし て 、 そ 
の 日 、 母 さん は 出 て 行っ た 


母さん が 出 て 行っ て 、 丸 一 日 が 経つ と 、 弟 は 何 度 同 
じ こ と を 訳 いて きた 。 

「 お か あさ ん 、 ま だ 帰っ て こない の ?」 
「 も うす ぐ 帰 っ て くる よ 」 

坪 さ ん は た いて い 翌 日 の 昼過ぎ に は 帰っ て くる 。 ひど 
く 不 機嫌 な 様子 で 。 た だ 、 夕方 まで 戻ら な い の は 、 今 回 
が 初め て だ 。 

「 お に いち ゃ ん 、 さ っ きも そう 育っ た 」 
Fora 
「 そ うだ よ ! お に いち ゃ ん の うそ つき 

わあ っ と 戸 を 上 げ て 第 は 泣き 出し た 。 僕 は 食事 の 支 
度 や ら 店 の 掃除 や ら で 忙し くし て いた けれ ども る 、 弟 は ま 
だ 小さ すぎ て 何 も で き な い 。 退屈 で 仕方 が な か っ た の だ 
55. 

「 い つも より 奥 の ほ うま で 行っ て る ん だ よ 」 
「 ね え 、 お か あさ ん を むか え に 行 こう よ 」 
[1330781 

弟 が びく っ と 身 を すく ませ る 。 つい 大 声 に な っ て し まっ 
た 。 大 急ぎ で 優し い 声 を 出す 
「 母 さん と 約束 し た だ ろ ? 山 は 佐 な いか ら 、 絶 対 に 母 き 
ん の 後 を つい て いか な いっ て 。 約束 を 破る の は 悪い 子 
EX] 

弟 は あき ら め た の か 、 今度 は 声 を 立て ず に 泣い た 
母 きん が 把 っ た り 、 ぶ っ た りす る の は 、 僕 ら が 悪い 子 だ か 
5. 何 も 知 ら な い 弟 は 、 そ う 信じ て いた 。 

「 お いで 。 本 で も 読も う 。 どれ が いい ?] 

し ゃ くり 上 げ な が ら 、 それ で も 第 は お 気に入り の 絵本 

を 指さし た 。 


3 


母さん が 出 て 行っ て 丸 二 日 が 経っ て 、 真 夜中 に な っ た - 
弟 を 起こ し て し まわ な いよ うに 、 そっ と ペッ ド を 抜け 出 


し 、 母 き ん の 部 屋 に 入っ た 。 母さん の 匂い が 残っ て い 
急 に 向かっ て 化粧 を し て いる と き の 。 それ は 甘 っ た 
る く て 、 頭 が 痛く な り そ う で 、 好 き に な れ な か っ た . 

ベッ ド は いつ も の まま だ っ た けれ ど 、 Brandl 
き 出し は 開け る 前 か らい や な 予感 が し て いた 。 が 、 確か 
め な いわ け に は いか な い 。 

開け て みる と 、 母 さき ん の よそ 行き の 服 が 消え て いた 。 古 
VAT RE. 母さん の 背負 っ て いた 袋 が いつ も と 違っ て 
見 えた の は 、 旅 行 連 を 中 に 隊 し て いた せい だ っ た の だ 。 

鏡台 の 引き 出し も が らん と し て いた 。 Stu MB, de 
し ろ い の 入っ た 街 も な く な っ て いた 。 残っ て いた の は 、 も 
う 使っ て いな い 古 い ヘ アプ ラ シ と 髪 を 巻く た め の 鎧 。 

そう だ っ た 。 母さん が 出 て 行く 前 の 日 、 店 に 客 が 来 た 
遠く の 街 の 男 だ 。 母さん は 男 と 長い こと ひそ ひそ と 話し 
た 後 、 僕 と 弟 に 、 外 で 遊ん で お いで と 言っ た 

人 の 間 で どん な 相談 が な され た の か は 知ら な い 。 
けれ ども 、 あ の 後 、 母 なん は いつ に な く 上 機 欄 だ っ た 。 MR 
ら の こと な ん て も う 頭 に な く て 、 連 い 街 で の 幕 ら し に 思い 
EMU TOROS), いや 、 ずっ と 前 か ら そ うだ っ た 
母さん は 僕 に も 第 に る 無関心 だ っ た . 

Dee Ж 

RONAKSETR 
ENAMORA. 

弟 が 目 を 覚まし て し まっ た か も し れ な い 。 耳 を そば だ 
て て みた けれ ども 、 障 の 部 屋 か ら は 何 の 物音 も 聞こ えな 
ашт. ROMH EH o. 


た 。 気がつく と 、 ヘア プラ シ 
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Шала сос RARO E, 第 は 泣き わめい 
た り 、 か ん し ゃ く を 起こ し た り し た 。 下 房 に 残っ て いた 素 
材 の 悦 を 組み 合わ せ て 、 ちょ っ と し た 玩具 を 作っ て や る 
と 、 や っ と お と な し く 遊び 始め た 

自分 で 言う の も 何だ けど 、 僕 は 手先 が 痴 用 な た ち だ っ 
た 。 母さん が 拾っ て きた 素材 の 錆 を 落と し て 磨い た り 、 
歪み を 直し た りす る の は 、 うん と 小さ い 頃 か ら で き た 。 $ 
で は 、 素 材 を 加工 し た り 、 武 器 を 強化 し た り も で きる , 

母さん に 教わっ た わけ じゃ な い 。 母さん は 手 の 荒れ る 
作業 が 嫌い だ っ た 。 だ か ら 、 僕 の や り 方 は 全く の 自己 流 

E, 父 きん が 使っ て いた と いう 作業 道具 で 遊ん で いる う 
At MAT 
を 片づけ な が ら 、 売れ る 素材 が ろく に 残っ て いな 
いこ と に 気づい た 。 いつ も な ら 、 そう な る 前 に 母さん が 山 
か ら 素 材 を 拾っ て くる 。 で も 、 母 さん は も う 

そこ まで 考え て 、 時 さん が 帰っ て こない こと は 自分 に 
と っ て さき し た る 問題 で は な いこ と に 気づい た 。 それ より 
も 、 素 材 だ 。 店 の 売り 物 が な いと いう こと は 、 僕 ら が 生活 
し て いけ な いと いう こと 。 

この 先 、 僕ら は どう や っ て 生き て いけ ば いい の か 。 数 
日 分 の 食料 は まだ ある けれ ども 、 先 の こと を 考え る と 、 ti 
ら な い 。 一 カ月 後 、 僕ら は どう や っ て 暮らし て い 
る だ ろう 9 半年 後 は ? その 先 は ? 

「 お に いち ゃ ん 9」 

第 が 不安 そう に 見 上 げ て くる 。 よほど 深刻 な 顔 で 考 
AAT VIOLA, 

「 お 店 、 開 け な い の ?」 

本 当 は 、 母さん が 留守 の と き で き 、 必ず 店 を 開け る 約 

に な っ て いた - 客 の 多く は 買い 物 の た め だ け に 来る 
わけ じゃ ない 。 彼ら は うち の 素材 と 引き 替え に 、 食料 や 
日 用 品 を 置い て いく 物売り で る あっ た 
「 店 ほし ば らく 休み だ よ ] 

Гезит? 


「 売 り 物 に する 素材 が 足り な いん だ ] 


「 お か あさ ん が 帰っ て くれ ば ……」 
AER!) 

いい の ほか 、 大 声 に な っ て し まっ た か ら だ ろう 、 弟 の 肩 
BUCDER: 
「 に いち ゃ ん が 何と か する さ | 

第 の 背中 を 手のひら で 軽く 叩い て や る 。 僕 が 不安 に 
な っ ちゃ いけ な い 。 BURA Bo TEI, 母さん 
BHM 20-0). 不機嫌 に な っ た りす る た びに 、 僕 は 為す 
術 も な くう ろ た える ば か り だ っ た 。 あん な 思い は 僕 一 人 で 
た くさ ん だ 
「 お まえ は 何 も 心 配 し な く て いい ん だ よ 」 

音 立 ちや 不安 を 押え で 優し くす る な ん て 、 簡単 な こと 
な の に 。 それ だ け で 、 牙 は すぐ に 笑顔 に な る 。 な の に 、 
母さん は その 簡単 な こと さえ し て くれ な か っ 
[+ っ き の 玩 具 、 も っ と 連 く 動く よう に 改良 し て や ろ 
うか ] 

「 ほ ん と 2 

第 が 満面 の 笑み を 浮か べ る 。 店 の こと る 、 母さん の こ 
違い な い 
こと 、 で き な か っ た よね ? 

た 。 母さん が 何 も し て くれ な く て も 、 いな 
く な っ て も る 、 僕 が いれ ば 弟 は 笑っ て いら れる 。 それ が うれ 
し か っ た 


Балто СЕЧЕ. 弟 が いな く な っ た 。 
朝食 の 間 、 な ん と な く 弟 が そわそわ し て いる よう な 気 は し 
て いた 。 後 庁 づけ を 終え て 、 店 の 掃除 に 取り か か ろう と 
し た と きだ っ た 。 店 の 片隅 で 遊ん で いた は ず の 次 が 見 
えな く な っ て いた 。 

子供 部 屋 に も 、 母さん の 部 屋 に も 、 工房 に も いな か っ 
た 。 家 の 中 を くま な く 提 し た 。 タン ス や 戸棚 、 ベッ ド の 下 、 
第 が 隠れ られ る 場所 は 片っ端 か ら 調べ て 回 っ た , 

店 の 外 に も いな か っ た 。 平原 へ と 続く 橋 の 周辺 に も 
いな か っ た 。 よう や く 僕 は 、 一 番 い や な 可能 性 を 考え た 。 
ロボ ッ ト 山 、 だ 。 そう いえ ば 、 昨日 も 弟 は し つこ く 「 お か あさ 
ん を お か え に い きた い ] と 言っ た 。 僕 が 相手 に し な いも の 
だ か ら 、 一 人 で 行こ うと 思っ た の か も し れ な い 。 

僕 は 走っ た 。 だ め だ 、 山 は 。 あそこ だ け は 行っ ちゃ い 
け な い 。 だ っ て 、 あ の 場所 に は …… 見 て は いけ な いも の 
が ある か ら 。 

まだ 弟 が 小さ く て 、 僕 自身 も 効か っ た 頃 、 母さん の 言 
いつ け を 破っ て 山 に 入っ た 。 弟 が 泣き 止ま な く て 、 RE 
泣き た く て 心 細 く て 、 母 さん の 後 を 追い か けた 。 

入り 口 か ら 少し 進ん だ 辺り で 、 母 さん の 声 が 聞こ えた 。 
良かっ た 母さん だ 、 FIBIT LAKORN, 
の 足 は 止ま っ た 。 男 の 声 が 聞こ えた 。 母さん は 一 人 じゃ 
な か っ た 。 

低い 笑い 声 と 、 荒い 息づかい 。 吸い 寄せ られ る よう 
に 身 へ 進ん だ 僕 は 、 見 て は いけ な いも の を 見 た 。 

その 後 の こと は 覚え て いな い 。 た だ 、 あれ 以来 、 決し 
さん の 後 を 追 お うと は 思わ な く な っ た 。 DADO 
に きま 近づい て いな い 。 

その 茜 記 の 場所 へ 、 第 が 入っ て し まっ た 。 居 て る 立っ 
て も いら れ な か っ た 。 急い で 連れ 戻さ な けれ ば 。 狭い 
通路 を 抜け 、 古 い 欄 子 を よじ 厨 り 、 ひ た すら 走っ た 。 

「 お に いち ゃ ん 

弟 が うれ し そう に 駆け 寄っ て きた と き 、 わき 上 が っ て き 
た の は 安 者 感 より 把 り た っ た 。 

「 見 て ! いっ ぱい 拾っ て きた よ ! これ で お 店 の ……] 

P て いた 素材 を 力任せ に 叩き 著 と す 。 ЩА 
金属 板 が 散ら ば っ て 、 ひ どく 耳障り な 音 を 立て た 。 


売る る の が な く て 店 を 開け られ な いと 僕 が 言っ た か 
D, 弟 は 素材 を 拾い に 行こ うと 思っ た に 違い な い 。 褒め 
て も 5 える と 信じ て 。 (RAS, 母さん に 論 め て る らい た く て 
素材 の 加工 を 続け た よう に 。 

けれ どる 、 僕 の 口 か ら 飛び 出し た の は 、 全く 別 の 言葉 
だ っ た 。 

[BARISTA Seo TH 57-9591) 

弟 の 誇らしげ な 表情 は 跡形 も な く 消え 失せ 、 そ の 面目 
が 涙 で いっ ぱい に な っ た 。 

ご めん … な さい ……」 

ひど いこ と を し て いる の は わか っ て いた 。 弟 の 悲し げ な 
顔 を 見 て いら れ な く な っ て 、 黙っ て 育 を 向け る 。 小さ な 足 
音 を 背中 で 聞き な が ら 、 僕 は 入り 口 へ と 引き 返し 始め た . 
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母さん が いな く な っ て 五 日 が 経っ て 、 弟 は また し つこ く 
「 お か あさ ん 」 ОУ Aot 山 か ら 戻っ た 
直後 こそ を 、 お と な し くし て いた る の の 、 僕 が 多少 腹 を 立て 
た くら いで 燃 り る よう な 弟 で は な か っ た 。 

お か あさ ん は いつ 帰っ で くる の 、 お か あさ ん を むか え に 
いこ う よ 、 お か あさ ん 、 お か あさ ん 、 お か あさ ん …… 

別に 母さん が 弟 に 優し か っ た わけ じゃ な い 。 遊ん で 
や っ た り 、 絵本 を 読ん で や っ た りす る の は 僕 の 役目 だ っ 
た 。 ご 飯 は 作っ て くれ た けれ ど 、 そ れ く らい 僕 に だ っ て で 
ES, ぐず る 弟 を な だ め る の も 、 寝 か し つけ る の も 、 母 さん 
じゃ な く て 僕 が や っ た 。 

それ な の に 、 弟 が 母さん を 恋し が る の は 納得 が いか な 
か っ た 。 母さん が いな く な っ て 、 僕 は や ら な きゃ いけ な い 
こと が 増え た けれ ど 、 弟 に と っ て は 何 も 変わ ら な い は ず 
な の に 。 

PUNO TA それ に 、 弟 が また 勝手 に 出 て 行 
く か も し れ な いと 思う と 、 人 時 も 目 を 離せ な か っ た 。 
「 お 外 に 出 た いよ 。 ロボ ッ ト 山 に 行こ う よ 」 
Гео. 山 は 危な いっ て 言っ た ろ 」 
「 ち っ と も 、 他 な く な か っ た よ 」 
「 お まえ は 運 が 良かっ た ん だ 。 あれ に 遣わ な か っ た ん だ 
か ら ] 
Гафт?) 
「 人 怖い ロボ ッ ト だ よ 」 

山 に は 、 ま だ 動い て いる 機械 や ロボ ッ ト が 残っ て いた 。 
それ ら は と て も 危険 た と いう 。 
「 父 きん は ロボ ッ ト に 条 さ れ た ん だ ぞ 」 

MES. 父さん の 死因 な ん て 知ら な い 。 
「 悪 い ロ ボッ ト に 踏み つぶ され て 、 手足 る パラ パラ に さき 
れ て 、 父 さん は 死ん だ ん だ ] 

これ も 唯 だ けど 、 仕 方 が な い 。 二度と 山 に 一 人 で 入ら 

うに 、 徹底 的 に 脅かし て お いた ほう が いい 。 巨大 

に つい て 、 それ に 襲わ れ た 父さん の 無 
つい て 、 大 げき に 語っ て 聞か せ た 。 

тоха, LENISIEMEHLY. 後ろ め た さ を 
覚え る 一 方 で 、 僕 は ほっ と し て いた 。 これ で 弟 は 危険 な 
目 に 遭わ ず に 済む か の だ 。 いや な 思い を する こと も な い 。 
「 大 丈夫 だ よ 。 に いち ゃ ん が 守っ て や る か ら 」 

жоли» +. BER, 泣き な が ら 
し が みつ いて くる 小さ な 身体 を 抱き し め て や る の は 、 こ の 
上 な く 心地 よかっ た 。 
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母さん が いな く な っ て 太 日 が 経っ た 。 弟 が 起き 出し て 
くる 前 に 、 家 の 要 口 に 釘 を 打ち 付け 、 出入 り で き な いよ 


うに し た 。 窯 と いう 窓 に も 全部 、 釘 を 打っ た 。 これ で 店 
の 入り 口 だ け を 見 張っ て いれ ば いい 。 

ООМА НЗФ 
D, 山 へ の 好奇 心 や 外 へ 出 た いと いう 子供 らし い 欲 来 
を 封じ 3 こと は で き な か っ た 。 四 六 時 中 見 張っ て いて も 、 
第 は それ すら 抜け 出し て 、 ど こ か へ 行こ うと する の だ 。 

それ じゃ 、 お まえ を 守り きれ な い 。 僕 の 目 の 届く と ころ 
に 居 て くれ 。 Юр, 

怖い 夢 を 見 て 泣い た と き に は 賑 る まで そば に いて 
Pola, お まえ の 分 まで 母さん か ら 罰 を 受け た 、 母さん が 
僕ら を 司る 声 が 聞こ えな いよ うに 耳 を 泰 い で や っ た 、 そ 
れ か ら -……。 

KAT. 座る 僕 を 守っ て くれ な か っ た か ら 。 守っ て も ら 
えな か っ た 僕 の 分 まで 、 僕 は お まえ を 守り た いん だ 。 


その 日 の 夜 、 山 の 入り 口 を 大 き な 木 箱 で 塞い だ 。 第 
の 力 で は まだ 木 箱 を どけ る こと は で き な い 。 そし て 、 平 原 
に 向かう 途中 の 扉 を 施錠 し た 

金網 で で きた 訪 の 向こう は 大 き な 橋 に な っ て いて 、 そ 
こ か ら 平 原 に 降り る こと が で きる 。 外 か ら の 客 は 皆 、 あ の 
PMORDSP TKS, БОЛБОЕО 
界 を つなぐ 唯一 の る の 。 そこ を 塞い で し まえ ば 、 弟 を ずっ 
ern て お ける 。 この 絶対 安全 な 場所 に 。 

た だ 、 客 が 入れ な く な る と 、 食料 や 日 用 品 も 入手 で き 
な く な る 。 食料 の 残り は も うい くら も な か っ た 。 MESS 
少 の 空腹 は 我慢 で きる けど 、 第 に ひる じい 思い は させ た 
Saar, 

この 先 、 食料 を どう する か 。 頭 の 痛い 間 題 だ っ た 。 橋 
の 下 まで 降り れ ば 、 川 に 魚 が い る けれ どる , め だ 。 
どう や っ て 釣れ ば いい の か わか ら な い 。 店 の 周囲 に い 
る ネズ ミ は ? 異 を 仕掛 けれ ば 捕らえ る の は 難し く な さそ 
うだ が 、 食 用 に する の は どう だ ろう 。 

本 当 に どう し よう も な く な っ た ら 、 自分 の 腕 で も 脚 で も 
切り 落と し て 食べ きせ て や る だ け だ 。 それ に 、 ま だ 考え る 
時 間 は ある , 

僕 は 台所 を 隅 々 まで 点検 し て 、 食べ られ そう な も の を 
探し た 。 が 、 ろく な も の は 残っ て いな い 。 せめ て 、 母さん 
が も う 少 し 食料 を 残し て お いて くれ た ら 。 いや 、 そん な こ 
と を し て くれ る 母さん な ら 、 僕ら を 捨て た り し な い 。 母さん 
に と っ て 大 事 な の は 、 化 粧 を する こと と 着 艇 る こと 。 それ 
か ら 訪 ね て くる 男 の こ と 。 それ 以外 は な い の と 同じ 。 

や め よ う 。 母さん の こと を 思い 出す の は 。 それ より 、 明 
日 か ら ど うす る か だ 。 何 を 食べ させ て や る か 、 そ れ t 重 要 
だ っ た が 、 それ 以上 に 第 を どう や っ て な だ め る か が 問題 
だ っ た . 

第 が も ちっ と お と な いい 子供 だ っ た ら よ か っ た の に 。 母さん 
を 恋し が る こと も な く 、 ロ ボッ hh に 商 味 を 持つ こと も な く 。 

或いは 、 病弱 で し ょ っ ちゅ う 寝 込ん で いる よう な 子供 
だ っ た ら 。 家 の 中 で 絵本 を 読ん で 、 玩 具 で 遊ん で 、 第 が 
それ だ け で 満足 し て くれ た ら 、 僕 の 悩み は 半分 に な る だ 
33, 

そう だ 。 も し も 、 ど れ ほ ど 望 ん で き 弟 が 一 人 で は 外 に 出 
られ な か っ た と し た ら ? 自力 で は 動く こと の で き な い 身 
体 だ っ た と し た ら ? 


音 を 立て な いよ うに 注意 深く 子供 部 屋 の ドア を 開け 
た 。 第 は ぐっ すり 寝 入っ て いた 。 は ね 飛ば され た 毛布 
が ペッ ド か ら 半 分 ずり 落ち て いる 。 第 は 寝 組 が 構い 。 夜 
中 に 何 度 か 、 毛 布 を 直し て や る の も 僕 の 役目 だ っ た 。 

し も 、 第 が 歩け な か っ た ら 。 僕 は 守っ て や れる 。 FE 
り も ずっ と 容易 に 。 手 が 微か に 震え た 。 握り し め た 包丁 
が ひど く 重たい ,。 


へ る 行く 必要 は な いん だ 。 そ : 
自分 で 歩く 必要 だ っ て な い 。 家 の 中 な ら 、 僕 が どこ で も 
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連れ て 行っ て や れる か ら 。 

剥き 出し に な っ た 細い 脚 を 見 下ろ す 。 こん な も の 、 な く 
て いい 。 な い ほ うがい い 。 第 が 歩け な けれ ば 、 僕 は ずっ 
と 「 い い お に いち ゃ ん 」 で いら れる ん だ 。 

早く 済ま せ て し まえ 。 弟 が 日 を 覚ます 前 に 。 ひと 思い 
に 包丁 を 突き 立て て 。 

第 は 泣く だ ろう か ? も し も 泣い た ら 、 優し く 抱 き し め て 
や ろう 。 好き な 絵本 を 読ん を で や っ て 、 また 玩具 を 作っ て 
や っ て 。 

等 っ て や る っ て 約束 し た よ な ?. 
аеш. 
まで 守る 。 
に くれ ・ 

包丁 を 振り 上 げた その 瞬間 、 だ : 
「 お に いち ゃ ん - 

思わ ず 手 が 止ま る 。 寝言 だ 。 何 の 夢 を 見 た の だ ろう 
か 、 弟 の 口 許 に 笑み が 広がっ た 。 この 上 な く 幸せ そう な 
笑顔 。 本 当 に 守り た か っ た の は 、 これ だ 。 これ だ け だ っ 
た は ず な 

何 か が ほど ける よう に 力 が 抜け た 。 僕 は 今 、 何 を し よう 
と し て いた ? 

子供 部 屋 を 飛び 出し 、 そ の まま 外 まで 走っ た 。 包丁 を 
置い て きた か っ た けれ ど 、 指 に 貼り つい た よう に 離れ な 
い 。 金 綱 の 罪 ま で 走り 続け 、 力任せ に 腕 を 振っ た 。 H 
い 包 丁 は 橋 の 向こう まで 飛び 、 見 えな く な っ た 。 

MOREHU, 今度 は 山 に 向かう 。 入り 口 を 究 い で 
いた 木 縮 を 元 に 戻し 、 再 び 通 れる よう に し た 。 

ひど い 疲 れ を 感じ た 。 足 を 引き ずる よう に し て 子供 部 
屋 に 戻り 、 第 の 毛布 を 直し て や る と 、 僕 は 倒れ る よう に し 
て 眠っ た 。 夢 ひと つ 見 な か っ た 。 


bd, 守っ て や る さ 。 
で 。 この 場所 で 。 守る 。 ずっ と 。 死ぬ 
ら 、 た っ た ひと つ で いい 。 その 対価 を 、 俺 


た 。 
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母さん が 出 て 行っ て 七 日 が 過ぎ た 。 食料 は ます ます 
乏しく な り 、 売 り 物 は 何 ひ と つない 。 それ で も 店 を 開け よ 
うと 思っ た 。 僕ら は 生き て いか な きゃ な ら な い 。 

台所 の 鋼 を 汗 し て 加工 で き な い だ ろう か ? MTA, 
て も いい 。 何 か 、 家 に ある も の を 工夫 し て ……。 

そん な こと を 考え て いる と 、 金網 の 扉 が 開く 音 が し た 。 
誰か 来 た の だ 。 耳 を すま す と 、 話し 声 が 聞こ えた 。 客 は 
一 人 で は な く て 、 二 人 いる らし い 。 

シロ ? 変わ っ た 名 前 だ 。 も う 一 人 は 何と いう 名 前 だ 
53? 
「 お に いち ゃ ん 、 お な か すい た よー] 
「 待 っ て ろ よ 。 確か 、 こ っ ちの 桶 | J 

第 に 食べ させ る も の を 探し な : ふと 良く な い 考 え が 
ILA, あの 客 を 殺し て 金 を 奪 お うか 。 ここ に 来る 者 は 
皆 、 そ れ な り の 金品 を 所 持 し て いる 。 

いや 、 だ め だ 。 うま くい く は ず が な い 。 向こう は 二 人 だ 


Ly 仮に 一 人 だ と し て も 、 子 供 の 僕 が 大 人 を 殺す な ん て 
無理 だ 
それ に 、 こ こ に 来 た 連 中 は いや な 奴 ば か り だ っ た けれ 


E. あの 二 人 は いい 人 た ちか る し れ な い 。 何より 、 母さん 
が いな く な っ て 、 こ の 店 が 僕 の る の に な っ て 、 初 め て の 客 
だ 。 何 を 売る 物 が な いと は いえ 、 大 切な 客 だ っ た 。 

話し 声 と 足音 が 止ま っ た 。 店 の ドア が 開く 。 
「 い らっし ゃ いま せ 」 

僕 は 精 一 杯 の 笑顔 で 彼ら を 迎え た 。 
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RAOR, 旅 の 終わ り に 立ち 寄っ た 崖 の 村 で 聞き 
まし た 。 


碧 い 才 の せい で 光 か ら 隅 て られ た その 村 は 、 常に マ 
モノ の 庁 威 に きら され て いる らし く 、 FY IMOR AM 
病 な 劉 の 卵 の よう に 崖 に へ ば りつ いて 建っ て いま し た 。 

他 の 村々 で や っ て きた よう に 、 私 が 前 逢 あ る 若者 達 を 
СЕА ВИС EI OME > 
て いる 彼ら を ね ぎら っ た 時 の こと で し た 。 LAOH EAS 
を ゆがめ て 立ち 上 が っ た の で す 。 

「 わ か っ て な いね 。 俺 達 が 本 当 に 憎ん で いる の は マモ ノ 
じゃ な い 。 この 村 に は も っ と お ぞ ま し い パ ケモ ノ …… マ モ 
AGENDA REL] 

仲間 か ら デ ィ モ と 呼ば れ て いた その 青年 の 言葉 に 、 
著者 轄 は た め 息 と も 身 起 いと も つか ぬ 沈 黙 を 落と し まし 
た 。 私 が 戸次 っ て いる と 、 デ ィ モ は 皮肉 な 笑い を さら に 濃 
くし て 詰め 寄っ た の で す 。 

「 ア ンタ は ヤツ の こと も 「 平 等 ] に 扱え る の か ? あ ? ご 
立派 な 人 格 者 さん よ ] 


高い 見 識 と 恵まれ た 容姿 を あわ せ 持 っ た 女性 を 、 
芋 眼 鏡 で 見 る 者 が いる こと に は 慣れ て いま す 。 BOM 
< 平等 な 世界 が 、 底辺 の 暮らし を 営む 学 の な い 者 達 に 
と っ て 少々 敷居 の 高い 、 難解 な 思想 で ある こと も よく わ 
か っ て いま す 。 

無知 な 者 が 無知 ゆえ の 反 感 を むき だ し に し て 私 を 選 
倒し た り 、 中 笑 し た りす る こと が 、 今 まで の 旅 の 中 で も 何 
度 か あり まし た 。 そん な 時 、 ЖОШ: ОАА 
が 浮か び ま す 。 憎しみ も 恐れ も あり ませ ん 。 PER 
れ な 者 を 赦し つづ け ま す 。 むろ ん ディ モ の こと も 。 
「 身 体 に マモ ノ を 棲 まわ せる こと は 、 死 を 覗き 見 る に 等 し 
い 貴 め 苦 だ と 聞い て いま す 。 私 は 実際 に マモ ノ 台 き と 
呼ば れる 人 に 会 っ た こと は あり ませ ん が 、 そ の つら さ を 想 
うだ け で 涙 が 浮か び ま す 。 「 お ぞ まし い 』 な ど と いう 悲し い 
言葉 が どう し て 出 て くる の か 、 理 解 に 苦し み ま すね ] 

そう 言い きっ た 私 を 、 村 の 著者 連 の 虚ろ な 視線 が 包 
み ま し た 。 


[72/88] と いう 言葉 に この 村 を 角 む 差別 意識 の 
根源 を 見 出し た 私 は 、 家々 を まわ っ て 積極 的 に 彼女 の 
情報 を 集め まし た 。 村人 達 の 中 に は 禁忌 に 触れ た よう 
に 口 を つぐ む 者 も いま し た が 、 一 方 で 口 さ が な く 誹 る 者 も 
多かっ た で す 。 

RENT EBERLE MIS, ME OPTA 
る 祖母 を 亡くし た あたり だ と いう 話 で し た 。 悲し み と 寂し 
さき の あま り 気 が ふれ て 、 マモ ノ と 交わ り を 持っ た 。 ЖЖ 
身 が 人 間 と は 思え ぬ 形 状 に な っ て いる 。 マモ ノ 、 人間 、 
見 境 な し に 殺し て 死体 の 肉 を 食らう 。 誰 殺 る ない 日 は 
男 を 漁る …… 虚 実 が な いま ぜ と な っ た 噂 に 、 私 は ます ま 
す 彼女 へ の 興味 と 同情 を 深め まし た 。 彼女 を 偏見 の 目 
か ら 栽 いた い 、 た だ その 一 心 で し た 。 

「 彼 女 と 一 度 話し て みた い 」 と 言う と 、 村人 は みん な 
彰英 臭い 物売り を 見 る 目 で 私 を 見 まし た 。 私 は めげ ず 、 
いく ば く か の お 金 を 報酬 と し て ディ モ に 手渡 し 、 彼女 の 
元 へ 連れ て いっ て ほし いと 頼み まし た 。 

Гейт. телап». 人 格 者 っ て の は 、 ずい 
ぶん と ヒマ で 物好き な 人 種 だ よ 」 

そん な ディ モ の 皮肉 も 気 に な ら な い ほ ど 、 私 は 高揚 し 
て いま し た 。 よう や < 哀れ で 悲し い 存在 を 助け て や れる 、 
と 有頂天 で し た 。 


タン ク の 並ぶ 絶壁 が 友 に 包ま れ て 見 えな く な っ た 頃 、 
すこ し ひら けた 場所 に 出 まし た 。 先 の 方 に 、 本 来 な ら 崖 
に くっ つい て いる は ず の タン ク が 地面 に 横倒し に な っ て 


いる の が 見 えま す 。 外壁 の と ころ どこ ろ が 赤く 錆び つき 、 

ひび 割れ 、 大 き な 穴 まで 開い て いま し た 。 
[あれ が ヤツ の 家 だ 」 と いう ディ モ の 言葉 が すぐ に は 信 

じ ら れ な い ほ ど 、 あ まり に 無防備 な あ ば ら や で し た 。 

私 は 思わ ず あ ば ら や に 走り 寄り 、 中 を 覗い て 声 を 持 
け まし た が 、 返答 は あり ませ ん 。 家 は 無人 で し た 。 MK 
な 家 の 中 で 、 か わい い 花 飾り と 色 鮮 や か に 挿 か れ た 似 
顔 絵 ら し きも の が 浮き 上 が る よう に 目立っ て いま し た 。 私 
は 心強く な っ て ディ モ に 振り 向き 、 言 っ た も の で す 。 
「 ご らん な さい 。 彼女 も また 美 を 愛でる 心 を 持っ た 
す 。 私 達 と 変わ ら ぬ 人 間 で す よ ] 

その 時 、 ROPTAROR AY HS, 辺り の 空気 が 
BU THK ADELE, АЧ TLAIELZO BME, 
FIEDMENEHNET. 

「 ま ずい ぞ 。 マモ ノ が ……」 

すべ て を 言い 終わ ら ぬ うち に 風 が 鳴り 、 私 の 目 の 前 で 
ディ モ の 肩 か ら 血 が 噴き 出し まし た 。 大 きく 放物線 を 描 
いて 降っ て くる ディ モ の 血 で 、 私 は た ち ま ち ず ぶ 演 れ で 
す 


茂み の 向こう か ら 黄 金色 の 包帯 を 全身 に 巻き 付け た 
よう な マモ ノ が 姿 を 現し た 時 、 その 醒 悪 な 姿 に 私 が 悲鳴 
を あげ ず に 済ん だ の は 、 血 の 雨 に よっ て すでに 思考 が 
停止 し て いた せい で し ょ う 。 マモ ノ は 仲間 と 共に 四方 か 
ら 私 を 囲み 、 じりじり と 近づい て きま す 。 マモ ノ 達 が 一 歩 
踏み 出す ご と に 地面 は ね ちょ り と 嫌 な 音 を た て 、 夫 は 商 
色 く 濁り 、 腐っ た 臓物 の よう な 悪 奥 が 私 の 鼻 と 口 を ふさ 
ぎました 。 

マモ ノ に 喰わ れる の が 先 か 、 こ の まま 窒息 死す る の が 
先 か 、 薄 ら ぐ 意 議 の 中 で 私 が そん な こと を 考え て いる と 、 
視界 の 隅 に 爆 め く 光 を と ら え まし た 。 ゴウ ゴウ 吟 る 風 音 と 
プチ プチ グチ ョ グチ ョ と 柔らか い 肉 が 引き ちぎ られ る 音 も 
聞こ えて きま し た 。 

FRAY BOBBLE. 私 が 目 を こす っ て 
いる うち に 、 マ モノ 達 は ミン チ に され 、 断末魔 の 叫び 声 を 
あげ て 倒れ て いっ た の で す .。 

目 を こら す と 、 修 劇 の 中 心 で 二 本 の 大 き な 剣 を ふる う 
女性 が いま し た 。 た わ わ な 胸 や 尻 を 圭 わ に し た 挑発 的 
を 軽装 で 、 マモ ノ に 正面 か ら 斬り 込ん を で いっ て は 、 HE 
で 界 け る か と 思う ほど 口 を 開い て 笑い 、 MELEE 
か せま す 。 

「 生 き 恥 さ らし て ん じゃ ね ー ぞ 、 この クソ 野郎 共 ! お まえ 
EDR HOAX, AXOK TRAIN) 

な ん と いう こと で し ょ う 。 口 に する の も 忌まわしい ほど 
の 汚い 言葉 を 、 彼女 は 愉快 そう に 言い 放ち まし た 。 ぎら 
つく 障 は 赤く 燃え 、 マモ ノ の 血 と 体液 で 汚れ た 肌 が ぬら 
ぬら と 妖しく 光っ て いま す 。 

BAB ANTEU EGE? 

私 は し ば し 自分 の 命 の 危険 も 忘れ て 、 想 像 と は 著しく 
違っ て いた 彼女 の 次 に 見 入り まし た , 


TEIENBLILFEENNHN ENTER. ROE 
も 元 の 白き に 戻っ た 頃 、 私 の 耳 に よう や く デ ィ モ の うめ き 
声 が 届き まし た 。 

「 天 いじ ょ うぷ で すか 」 ARS, ディ モ は 「 見 た 
だ ろ ?」 と あえ ぎ ま す 。 
「 ア イツ は お ぞ ま し い パ ケモ ノ だ よ 。 マモ ノ の くせ に マモ ノ 
ENT, し か も 楽し し で や が る 。 仲間 を 殺し て 興奮 し 
て や が る 。 その うち 人 間 だ っ て 殺し か ね な い ぞ 。 と っ と と 
逃げ た 方 が いい ぜ 、 人 格 者 さん よ ] 

言い な が ら 、 ディ モ は 傷 を 負っ た 身体 を 起こ し て 実際 
に 逃げ よう と し て いま し た 。 $ 
「 待 っ て 。 先ほど あな た は 彼女 に 命 を 救 わ れ た の で は あ 
り ま せん か ? 彼女 は あな た を 守る た め に マモ ノ を 斬り 
SLA. 差別 は 止め まし ょ う 。 彼女 は 善き 人間 で ある 、 と 


知っ て くだ さい 」 

する と 、 ディ モ は 不思議 そう に 私 を 見 まし た 。 TOAD 
中 に 今 まで 宿っ で いた 皮 拘 や 反感 は な く 、 代わ り に まっ 
た く の 無 が あり まし た 。 深い 無 で す 。 や が て ディ モ の 目 
は ゆっ くり 細め られ 、 くさ び を 打つ よう に 乾い た 声 が 落ち 
まし た 。 
「 ア イツ は 人 間 じ ゃ な い 。 わか る か 、 先生 サマ ? これ は 
差別 じゃ な く て 、 区 別 な ん だ よ ]」 

そし て 、 デ ィ モ は よろ めく 足取り で 去っ て いき まし た 。 FE 
い 傷 を 負っ た に も か か わら ず 、 恐ろし い ほ どの 早足 で 輝 
げ て いき まし た 。 


1 人 に な っ た 私 は 意 を 決し て 彼女 に 近づき ます 。 私 と 
ディ モ の や り と り は 聞こ えて いた は ず で す が 、 彼女 は 何 
も 言っ て きま せん 

「 お 怪我 は あり ませ ん か ?] と いう 私 の 問い に も 答え ず 、 
目 も 合わ せよ うと し ませ ん で し た 。 

MA OPM THAN MOE RAF, ANDA 
カー フ を 裂き まし た 。 包帯 に し よう と 思っ た の で す 。 ディ 
TOTEN, MRE MoO THA, 何 も 
な いよ り マ シ で す 。 

「 包 帯 を 巻 か せ で くだ さい ね ] 

いち お う 断 り を 入れ る と 、 彼女 は 特に 拒み も せ ず 立ち 
尽く し て いま し た 。 その こと に 気 を 良く し て 、 私 は 彼女 の 
太 腹 に いそ いそ と 包帯 を 巻き まし た 。 BOF AMIE 
触れ る た び 、 彼女 が ピク リ と 身 を か た くす る の が わか り ま 
す 。 そん な 様 は 人 間 ら し いと いう より 生 娘 らし く 、 ЖЫЗ 
笑 ま ず に は お れ ま せん で し た 。 

「 い ろ いろ お 話し し ませ ん か ? 私 は あな た の 味方 に な 
れる と 思う の 」 

私 は そう 切り 出し 、 彼女 の 後に つい て あ ば ら や に あ が 
りこ み ま し た 。 我 な が ら 図 々 し か っ た で す が 、 人 と 関係 を 
築く こと に 慣れ て いな い 彼 女 に は 、 多 少 図 々 し く < 馴れ 馴 
れ し い くら い が よ い だ ろ うと 判断 し た 上 で の 行動 で し た 。 

博 漏 り で 腐っ た 床 に お そる お そる 腰 を お ろ し 、 私 は 人 
類 が 皆 平等 で ある こと の 大 切 き を 、 旅先 の 村々 で 語っ 
て きた よう に 、 彼女 に 語り まし た 。 護 げ られ る 側 の 彼女 
の 前 だ か ら こ そ 、 そ の 弁 舌 は より 熱 を 帯び た よう に 思い ま 
す 

夜 が ふけ る の も 気づか ず 語り 尽く し 、 よ う や く 話 を 結ん 
だ 私 が 顔 を 上 げ る と 、 彼女 は も う 背 を 向け て 眼 っ て いま 
し た 。 マモ ノ に 航 撃 され た ら ひ と た まり も な いよ うな あ ば 
SP CRMEL TH ROTH, な ん て 泰 胆 な 女性 で し ょ う 
か 


太 騰 の 出血 は も う 止 まっ た の だ ろう か ? 気 に な りな 
が ら 、 私 の まぶた も 重く な り ま し た 


どの くち い 眠 っ た の か 、 肌 を 刺す よう な 冷た い 空 気 に 
身震い し て 目 が 覚め まし た 。 外 は まだ 静か で 暗く 、 夜 は 
明け て いな いよ う で す 。 傍ら を 見 る と 、 寝 て いた は ず の 
彼女 の 姿 が あり ませ ん 。 床 に 目 を こら す と 、 ШОЙ 
点々 と 外 に つづ いて いま し た 。 

私 は あわ て て 飛び 出し ます 。 НОВІ ВФАТ 
れ な が ら も 進ん で いく と 、 すこ し 先 の 草 か ら で 人 の 気配 
が し まし た 。 呼び か け よ うと し て 、 私 は 彼女 に まだ 名 前 を 
聞い て いな いこ と に 気づき まし た 。 

沈黙 と 書 に 包ま れ た 夜 を 、 と つ ぜ ん 紋 し く 苦し げ な 息 
づか い が か 切り裂き ます 。 間違い あり ませ ん 。 彼女 の 声 で 


ッ パ アッ 、 ハ ア 、 ハ ア 、 ハ アハ アハ プア 


77) 

傷口 が 開い て し まっ た の だ ろう か ? 1 人 で 痛み と 苦 
し み に 耐 えて いる の だ ろう か ? 私 は 矢 も 盾 も た ま ら ず 
飛び 出し まし た 。 


Sara A 
ARAL, ETIR 


ょ うぶ で すか ? Fur 
Ban, 彼女 の 全身 が 器 # 
の 声 が か 細く 傍 切 れる の が わか り ま す - 
іт E/E TLE 

だ 半身 が 信じ られ な い ほ ど 
が 躍動 を 繰り 返し て いま す 。 まる で 
物 の よう で し た 
彼女 が 私 を 見 て いる の が わか っ 
ギ 気 な ふり を し まし た 。 TANER 
えな が ら 、 徹 笑 ん で みせ まし た 
彼女 が うつ むい た の に つら れ 、 私 の 視線 も 下 へ と 降 
HET. そし て 、 彼女 が の 左手 で 握っ た モノ へ と 目 
が 吸い 寄せ られ まし た 。 その モノ が 何で ある か わか っ た 
BEN, FAHREN EDT 

彼女 が 所 = モノ …… そ れ は 膨張 し 、 硬く な っ 
彼女 自身 の 男性 器 で し た 。 ш 陰茎 に 何 本 も 
の 血管 波打つ 様 まで くっ きり と 目 に 飛び 
込ん で きま 
彼女 の 身体 は 、 マモ / 輝 き で ある と 同時 に 半 際 陽 で 
も る あっ た の で す . 

「 マ モノ を 斬り まく っ た 夜 は …… 抑 えま が きか な く 7 
稚 の 中 で 私 と 向き 合っ た 彼女 は 、 初め て 言葉 を 発し 
まし た 。 その 目 は 細め られ 、 MB IA 
れ ま す 。 そし て 、 BEN MORE, AML FE 
動か し 始め まし た 。 息 づ か ! 、 天 を 仰い だ 目 


emt!) 
ERRORS, RFE 


「 寄 5 な いで 。 20. まし い パ ケモノ! 

転がる よう に 逃げ る 私 の 背中 を 、 彼女 の 狂っ た よう 
叫び ぴ 声 が きま す 。 泣き 声 に 笑い声 に も 聞こ 
高い 声 で し た 

怖い 。 怖い 。 怖い 。 気持 ち 悪い 。 お ぞ ま し い 。 憎い 
憎い 。 憎い 。 気持 ち 悪 い 1 理解 出来 な い . 
こく な い 。 気持 ち 悪 ! 

OMA, 
эй; 
た 。 ч. 
ヾ て 吐き まし た 。 


気づく と 、 私 は 泣い て 


以上 が 、 彼 女 に つい て 私 が 語れ る すべ て で す 
う 心 は ネジ が 飛ん で し 
ENÑLIIH 


こん な ふう に し た アイ ツ が 憎い 。 憎い 。 怖い 。 気 
ИУ 


TUE Rare UE od 
な い 。 想像 する る おそ 
›„ 私 達 の 仲間 で は あり 


まし い 身 体 を 持つ パケ モノ 
ませ ん 
パケ モノ を 遠ざけ 、 その 死 を 願う の は 、 人間 
然 の 権利 で す よ ね 。 違い ます か ? ね え 、 遅い ます : 
違い ます か ? 違い ませ ん よね は ひど 
す よ ね ? WINS よね ? 私 は 人 格 者 
違い ます 2 


? 違い ませ ん よね ? 


(1343350, 


(1349350, 
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朝 規 が 立ち こめ る 海岸 。 

郵便 配達 負 が と ぼ と ぼ と 歩い て いる 。 吐く 息 が 白い 。 
途中 で 立ち 止ま り 大 き な 郵便 パッ グ を 「 よ いし ょ ] と 背負 
い 直 す 。 
「 や れ や れ 。 これ じゃ あ 脚 の 怪我 が また 悪化 し ちまう な 
АЛ] 

ふと 目 を キ 上 げた 先 に 大 き な 黒い 影 が 映っ た 。 最初 は 
山 の 影 か と 思っ た が 、 よく 目 を こら す と 波打ち 際 に 何 か 
巨大 な も の が 横たわっ て いる よう だ 。 

ABER. MANTE PLANAS. 
配達 負 が そう 反応 する の も 無理 は な か っ た 。 ここ 最近 、 
街 の 人 が 次 々 と 姿 を 消し て お り 、 それ が マモ ノ の 仕業 だ 
と いう 噂 が 持 に 流れ て いた か ら だ 。 

配達 負 は 目 を こら す 。 黒い 影 は 動い て は いな い 。 そ 
れ に こん な 巨大 な マモ ノ は 、 居 な い 。 


近づい て みる と それ は 巨大 な 船 だ っ た 。 

マス ト は 折れ 、 船 体 に も 激しい 傷み が 見 て 取れ る 。 Mi 
で 難破 し た の だ ろう か 。 何 門 も の 砲台 は 、 そ の 船 が 軍 編 
で ある 証 だ っ た 。 
に ん な 大 き な 船 が 座礁 する な ん て ……」 

黒く 大 き な 影 が ギ イ ギ イ と 不気味 な 音 を 立て て いる 。 
マモ ノ で は な か っ た が これ は これ で 怖い 。 TOR, 壊れ 
た 船体 の 奥 の 方 に 何 か 動く モノ が 見 えた よう な 気 が し 
た 。 と っ き に 配達 員 は 身構え る 。 今度 こそ マモ ノ か 

郵便 配達 負 は 仲間 に 教え て 貢 っ た 方 法 で ゆっ くり と 
後ろ に 後 ず さ る 。 走っ て は いけ な い 。 WHERE TIL 
いけ な い 。 目 を そら し て は いけ な い …… そ れ が 本 当 に 効 
果 が ある の か は 甚だ 疑 間 だ っ た が 、 と に か く マ モノ に 出 
会 っ た 時 は そう し ろ と 教わっ て いた 。 右足 が 痛む か ら そ 
も そ も 走 ろう と 思っ て も 無理 な の だ が 。 

そろ り そ ろり と 砂浜 を 3 歩 ほど 後退 し た 時 、 怒 な 音 が 聞 
こえ て きた 。 それ は まる で …… 人 間 の 咳 の よう な 音 だ っ 
た 。 

配達 員 は 立ち 止ま る 。 再び 音 が 聞こ え 、 そ れ が 咳 で あ 
る 事 が ハッ キリ と 認識 出来 る 。 し か も 子供 だ 。 


決心 を 固め る まで 15 秒 。 歩き 始め る まで 60 秒 。 そ 
れ だ け の 時 間 を か け て よう や く 決 心 し た 。 子供 だ っ た ら 
放っ て お け な い 。 

難破 船 は よほど 酷い 嵐 に 巻き 込ま れ た の か あちこち 
が 割れ て 内 部 を 見 せ て いた 。 左 艦 に は 特に 大 き な 穴 
が 開い て いて 、 中 に 砂 が 入り 込ん で いる 。 これ な ら 歩 い 
て で も 入れ そう だ 。 お そる お そる 中 に 足 を 踏み 入れ る 。 

船内 は 暗かっ た が 、 各所 に ある 亀裂 や 穴 か ら 入る 光 


で な ん と か 歩け る 程度 の 明る さ に は な っ て いた 。 まだ 海 
水 が 天井 か ら 満 っ て いる 。 消 る 床 を 慎重 に 進む 。 通路 
に は 海 の 臭 い が 充満 し て いた 。 

また 咳 の 音 。 

音 の する 方 へ と 進ん で いく 。 廊下 を 通り 、 MERY. 
散ら か っ た 部 屋 を 横目 に 見 な が ら 声 の 主 を 捜す 。 ずい 
ぶん と 奥 に 進ん だ 突き 当たり の 部 屋 。 そこ か ら 咳 の 音 が 
聞こ える 。 

配達 負 は そう っ と 覗き 込ん だ 。 

Моћ. 

配達 員 が 見 た モノ は 、 今にも 折れ そう な 華 者 な 手足 。 
申し 訳 程度 に 来 て いる ボロ 布 。 震え を ながら 配達 負 を 見 
上 げ る 2 つの 黒い 眼差し 。 

そこ に 居 た の は 、 功 い 女 の 子 だ っ た 。 


2 


「 ま っ た く 。 ロク な 情報 が 手 に 入ら ぬ で は な いか ] 

テー ブル の 上 で シロ が 憩 痴 を こぼす 。 ニー ア は 聞い 
て いる の か 聞い て いな い の か わか ら な い 風 で 、 魚 料理 
を 口 に 運ん で いる 。 シロ は 必要 が あっ て も る 無く て も 好き 
勝手 に 喋る タイ プ だ が 、 食 事 中 は 特に や る 事 も 無い せい 
PRECEDIDO, ニー ア も 慣れ た も の 
で 食事 を し な が ら 適 当 に いな す 群 を 身 に つけ て いた 。 
「 聞 いて お る の か ?」 
(ba) 
「 い つま で ここ に いる の だ ?」 
Гаф] 
「 ど う や っ て マモ ノ を 見 つけ る の だ ?」 
「 こ れ か ら 考え る よ 」 

海 崖 の 街 で 人 が 次 々 と 消え て いる と いう 情報 を 入手 
し て か ら 丸 3 日 。 マモ ノ が 街 に 侵入 し て いる と アタ リ を 付 
け て 聞き 込み 調査 を し て いる が 、 一 向 に まとも な 手 が か 
り を 得 ら れ て いな い 。 FIORT [AMIE Фф 
れ た 」 と いう 寝ぼけ た 話 まで 出 て くる 有 様 だ っ た 。 これ 
だ け だ っ た らき っ さと 見 切り を つけ る と ころ だ っ た が 、 街 の 
人 が 何人 も 行方 不明 に な っ て いる の は 事実 な の で この 
事件 を 放り 出す 訳 に も いか な か っ た 。 

シロ の 遇 痴 に 適当 に 返事 を し な が ら 、 パー の マス ター 
に 追加 で 賭 料理 を 2 つ 注文 する 。 
「 ま だ 食う つも りな の か ?」 

これ は 外 で 待っ て る カイ ネ 達 の 分 だ 、 と 告げ る と よう や 
く シ ロ は 大 人 し く な る 。 

海 が 近い せい か ここ の 酒場 の 食事 は 旨かっ た 。 散々 
ヨナ の 料理 で 訓練 きれ た 為 か 、 替 段 は 食え さえ すれ ば 
何で も いい と ニー ア は 思っ て いる の だ が 、 ここ に 来 た 時 


だ け は 食事 を 楽し み に し て いた 。 

た だ 、 覧 い モ ノ を 食う と ヨナ の 事 を 思い 出す 。 この 料 
理 を ヨナ に 食べ させ て や り た い 。 ヨナ を 笑顔 に し て や り 
た い 。 ニー ア の 表情 に 陰 が 落ち る 。 

シロ は 再び 愚 病 を ニー ア に 投げ つけ る 。 そう する こと 
が まる で 自ら に 課 し た 義務 で ある か の よう に 、 ニ ー ア に 向 
か っ て 喋り 続け て いた 。 
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難破 船 の 通路 。 FROM. 
[Bam] 

配達 員 が 扉 を 開け る と 、 塩気 を 含み 湿っ た 空気 が 
ゆっ くり と 動い て ゆく 。 

部 屋 に は 壊れ か け の テー プル が 1 つ 。 その 下 か ら 少 
女 が そっ と 現れ る 。 

配達 員 は 手提 げに 入れ て いた パン を 取り 出し 、 す こし 
だ け 止 まる 。 これ を 渡し て し まう と 今日 は 何 も 食 べ る 事 が 
出来 な く な る 。 だ が 、 これ を 渡さ な けれ ば 少女 は 何 も 食 
べべ る 事 が 出来 を く な る 。 

考え る まで も な い 。 パン を テー プル に 置く と 「 食 べ て い 
VJ と いう 仕草 を し て みせ る 。 どん な 理由 だ か 判ら な い 
が 少女 は 言葉 を 話す こと が 出来 な か っ た 。 何 を 話し か 
け て も 首 を か し げ る ば か り の 少女 に 身振り 手振り で 意 
思 杜 通 を 行う 事 が 出来 た の は 出会っ て か ら 2 日 目 の 重 
だ っ た 。 

少女 は し ば らく パン と 配達 仙 を 交互 に 見 て いた が 、 突 
然 ガツ ガツ と 食べ 始め る 。 あっ と いう 間 に 全て の パン を 
食べ きっ て し まっ た 少女 は 、 再 び 配達 員 を 見 上 げ る 。 
「 す まな いな 。 街 で き 食 料 不足 が 深刻 で 、 思 う よ う に 持っ 
て こら れ な いん だ ] 

苦笑 い を し な が ら 配達 仙 は 頭 を か く 。 少女 は じっと 配 
達 員 を 見 て 、 う な ず き も る し な い 。 

配達 負 が いく ら 教え て も 、 少女 は 言葉 を 発する 事 が 
出来 な か っ た 。 どう や っ て これ まで 暮らし て いた ん だ ろう 
か 。 

少女 が クン クン と 鼻 を 上 缶 か せ 何 か の 匂い を か いで 
いた 。 郵便 配達 負 の ポケ ッ ト に 視線 が 向かう 。 ポケ ッ ト か 
ら ポ ロボ ロ の パン の 選 を 取り 出し て 少女 に 見 せる 。 
「 こ れ は 、 古い パン 層 だ よ 。 カモ メ に や ろう と 思っ て いた 
ん だ ……」 

少女 が その パン に か ぶり つく 。 慌て て 食べ た せい で 
むせ て し まう が 、 むせ な が ら も 食べ る 事 を 止め よう と し な 
い 。 配達 員 は 笑い な が ら 、 背 中 を さす る 。 
「 誰 も 取ら な いか ら 。 ゆっ くり お 食 、 991) 

気づく と 、 Dw AL ОЖ AO HE 
で 食い ちぎ ろう と し て いた 。 ポタ ポタ 垂れ る 血 。 郵便 配 
達 員 と 少女 の 視線 が 宙 で か ち 合 う 。 
「…… ハ ハハ 慌て 者 だ な 、 お まえ は ]」 

無理 に 笑顔 を 作る 配達 員 。 少女 は 滴る 面 を ジッ と 見 
た まま 無 表情 で いる 。 

この 子 は どこ か 変わ っ て いる な ……。 HOMERS 
事 も 忘れ て 、 配達 員 は 不思議 な 少女 の 目 を 見 つめ て い 
E 


юн, 

部 屋 を 訪れ る と 少女 は 机 の 上 に 座っ て いた 。 

配達 貞 は ポケ ッ ト か ら 白 い リ ボン を 取り 出し て 見 せる 。 
少女 が 反応 し て 手 を 出し て くる 。 多少 は 慣れ て くれ た ら 
し い 。 
「 リ ボン だ 。 KOF PRI ЬО. どれ 、 結 ん で や 
БЕЛ 

Гы 1 т чы. ык сен 


構え る が 、 や が て 力 を 抜く 。 

「 ど うし た ? BAM TSE? HRD?) 
少女 。 答え な い 。 

「……… 仕 方 な いな 。 ほら 」 

配達 員 は 自分 の ハン カチ で 少女 の 髪 を 拭い て や る 。 
その 間 、 少 女 は 無心 に 自 い リ ボン を いじ っ て いる 。 

ふと 、 少 女 の 髪 に 細い 光 が 当 た っ て いる 事 に 気付 く 。 
部 屋 の ほん の 少し の 隙間 か ら 見 えた の は 、 ir 
く 夕日 だ っ た 。 配達 仙 は 目 を 細め る 。 
| に の 時 間 帯 の 太陽 が 一 番 好き だ な 
感じ が する 」 

ふ あ っ と 空気 が 動い た 気 が し た 。 振り 返る と 少女 は 
居 な い 。 どこ だ ろう 、 と テー プル の 下 を 見 る と そこ で 膝 を 
抱え て 震え る 少女 が 居 た 。 

「 あ あ 、 ど うし た ん だ ? 何 を 怖がっ て いる ん だ い ?] 
少女 は 療 し 込む 黄金 の 光 を 指 さ す = 

「-… そ うか 。 暗い 場所 に 長い 時 間 居 た か ら 目 が 弱っ 

て る の か も し れ な いな 」 

と は いえ 、 いつ まで も そん な 暮らし を し て いい 訳 は な 
い 。 いつ か 、 こ の 子 と 外 に 出 よう 。 そう すれ ば も っ と 健康 
的 な 暮らし を させ て や れる な ……。 夕暮 れ 時 の 柔らか 
い 太 陽 が ゆっ くり と 動い て いた 。 


こ か 、 優 し い 
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「 そ う 言 われ れ ば 、 難破 船 が 来 た の と 同じ くら い の 時 期 
か な あ ] 

大 き な 身 体 を 揺らし な が ら 素 材 屋 の 女 主人 が 言う 。 
数 週間 前 に 入り 江 に 漂着 し た 難破 船 は 古い 造り だ っ 
た が 大 き な 船 だ っ た 。 何 か 履 に 巻き 込ま れ た らし い の だ 
が 、 生 存 者 は 一 人 も いな か っ た 。 いや 、 正 確 に 言え ば 街 
の 人 が 発見 し た 時 に は 誰 も 乗っ て いな か っ た の だ 。 

「 最 近 、 配 達人 負 さ ん を あの 辺 で 見 か ける か ら 何 か 聞い て 
みる と いい よ 」 

お 礼 の 代わ り に 素材 の 天然 ゴム を 買っ て 店 を 後に す 
る 。 シロ が フワ フワ と 浮き な が ら ニー ア に 話し か ける 。 

「 配 達 員 か 。 あの 老 引 を 思い 出す な 。 今 に し て 思え ば 
シロ が そう 口 に し 始め た 時 、 ニ ー ア が 何 か に 気付 く 。 
Гама 

路地 の 裏 か ら カ か イネ が こち ら に 手招き を し て いる 。 彼 
女 は 人 の 居る 街 に は まず 入ら な い 。 マモ ノ 泊 き で ある 事 
を 気 に に て いる か ら だ 。 差別 は 人 を 傷つけ る 。 差別 され 
る 側 も 、 す る 側 も 。 

だ か ら カ イネ が 街中 に 居る の は 2 つの 可能 性 し か な い 。 と 
て つも な く 良 い 事 が 起き た か 、 あ る い は その 逆 か 。 

妙 な 違和感 を 感じ な が ら カ イネ の 所 に 向かう 。 その 違 
和 感 が より 一 層 強 く な っ た の は 、 カ イネ の 口 か ら 「 難 破 船 
の ある 入り 江 な ん だ が と 切り 出し た 時 だ っ た 。 

空 に は 雲 が 出 始め て いる 。 嵐 に な り そ うな 空気 だ っ た 。 


風 が 吹い て いる 。 

巨大 な 難破 船 が ギー シギ ー シ と 不安 な 音 を 鳴ら し て 
いた 。 いつ き の 部 屋 に 少女 と 配達 員 が 居 た 。 少女 が 配 
達 員 の 服 を ぎゅ っ と つか ん で いる 。 
「 は は …… お まえ に も 怖い も の は ある ん だ な 」 

配達 員 は 食料 を 取り 出す 。 が 、 少 女 は 首 を 振る 。 
「 ど うし た ? 腹 は 空い て な い の か ?] 

コク リ と うな ずく 少女 。 

遠く か ら 海鳴り の 低い 音 が 聞こ える 。 少女 は 雲 えて い 


る 。 
[д] 

郵便 配達 員 は いき な り 立 ち 上 が り 、 足 踏み し な が ら 歌 
を 歌い 出し た 。 調子 は ずれ だ っ た が 、 素朴 な 歌 だ っ た 。 
少女 が ぎょ っ と 身構え る 。 

「 は は …… ご めん ご めん 。 これ は 、 歌 と いう も の だ ] 
「 腹 の 底 か ら 声 を 出す か ら 、 元 気 に を れる ぞ ] 

「 歌 は つら い 人 生 を や り 過 ご す 知 恵 さ 。 

「 だ か ら 、 私 は 好き な ん だ 。 下手 だ けど な ……」 

郵便 配達 員 の 歌 が つづ く 。 

や が て 、 真似 を し て 歌 お うと する 少女 。 それ は と て も 
歌 に は 聞こ えな い 。 歌 と いう か 声 に すら 聞こ えな い 。 か 
すれ た 紙袋 を 潰し た よう な 酷い 音 だ っ た 。 だ が 、 郵 便 配 
達 員 は 手 を 叩い て 大 喜び する 。 

「 上 手 い ! 上 手 いり 

郵便 配達 員 が 喜ん で いる の を 知っ た 少女 、 は に か み 
な が ら も 下手 な 歌 を 歌い 続け る 。 

難破 舶 の 中 で 、 少 女 の 歌 が 礁 き 渡っ て いっ た 。 

船内 に 灯り が 一 瞬 差 し 込む 。 少女 の 歌 が 止ま る 。 

「 だ いじ ょ うぷ 。 あれ は 雷 じゃ な いよ 。 灯台 の 灯り さ 」 
「…… 昔 、 あ そこ に 私 の 知り 合い が 住ん で いた 。 も う 亡 く 
な っ た が ね 」 

手紙 を 集配 し に 、 よ く 通っ た も の だ ] 

「 正 直 、 義 れる 仕事 だ っ た が …… 今 は た だ た だ 慎 か し 


少女 は 配達 負 の 話 を 理解 し て いな い 。 配達 員 は そ 
ん な 少女 の 頭 を 撫で る 。 
「 私 は ずっ と 孤独 を 愛し て きた 」 
「 誰 か が 誰か を 想っ て 書く 手紙 を 毎日 届け る だ け で 、 お 
腹いっぱい だ っ た ん だ ] 
「 け ど 、 最近 思う ん だ よ 。 私 も また 、 誰か を 想っ て 手紙 を 
書く よう な 人 間 に な り た いと 」 
「…… ウ チ に 来 な いか ? ADOS, KEN] 

郵便 配達 員 に 手 を 引っ 張ら れる が 、 少女 は ふり ほど 
<. 首 を 振り 、 舶 の 床 を 指 差す 。 

少女 は 再び か すれ た 声 で 歌い 始め る 。 
「 コ コ が いい 、 か 。 残念 だ が 仕方 な ……} 

配達 負 は 少女 の 指 差し た 床 を 見 る 。 何 か お か し い 。 
暗く て よく 見 えな い が 、 何 か 水 っ ぽい も の が 流れ て いる よ 
うだ 。 

そっ と 触る 。 何 か 滑る 感触 が ある 。 灯台 の 光 が 部 屋 
に 差し 込む 。 光 に 照ら され た 指先 は 、 MARCIO 
赤 に 染まっ て いた 。 

配達 員 は 少女 を 見 る 。 

楽し そう に 壊れ た 歌 だ けが 部 屋 に 敬い て いた 。 
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難し か っ た 。 その くら い 大 きい 。 

黒い 船体 は 斜め に な っ た 状態 で 座礁 し て お り 、 船体 
の 横 腹 に は 大 き な 穴 が 開い て いる 。 マス ト な どの 突起 物 
の ほとん ど は 折れ て いる よう だ 。 それ ほど の 風 だ っ た の 
だ ろう 。 
「 あ れ が 、 そ の 船 か ?] 

ニー ア が カイ ネ に 問い か ける 。 ここ に 来 た の は カイ ネ 
の 「『 難 破 船 に マモ ノ が 居る か も しれ な い 」 と いう 言葉 が 
あっ た か ら だ っ た 。 マモ ノ 逮 き の カ イネ に は マモ ノ が 近く 
に 居る か どう か が 判る 能力 が あっ た 。 実際 に は マモ ノ の 
言葉 も 判っ て いた が 、 そ の 事実 を ニー ア 達 に は 伝え て い 
な い 。 カイ ネ は 答え る 。 
「 あ あ ……- だ が 、 や は り ハ ッ キリ と は し な いな ] 

カイ ネ の 左 半 身 の 感 覚 は あの 難破 船 に 「 何 か 」 が 居 
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徒 花 を 焼く 極 彩 色 の 鮮 光 。 
閥 み の 叶 び 、 神 に 届い た か 。 


る 事 を 告げ ば て いた 。 LAL, それ は 替 段 マモ ノ か ら 受 け 
て いる 感覚 と は 全く 違う 何 か だ っ た 。 こん な 風 に 感じ た 
事 は 今 まで 一 度 も な い 。 カイ ネ の 困 夏 を 見 透かし た か 、 
シロ が 茶 化 す 。 
「 下 者 女 の 唯一 と いっ て いい 特技 が その 有 様 か 」 
「 シ ロ さ ん っ 』」 
エミ ー ル が シロ を 叱る 。 
普段 の カイ ネ な ら ク ズ 紙 だ の クソ 紙 だ の と 言い 返す と 
ころ だ が 、 そ の 口 か ら は 何 る 出 て こ な か っ た 。 その 空気 
を 全員 が 読み 取る 。 何 か マズ イ 事態 に な っ て き て いる 。 
ニー ア が 剣 を 抜く 。 
「 行 っ て みる し か な いか 」 


薄暗い 部 屋 。 

血まみれ の 床 。 

あの 人 は 今 は 居 な い 。 だ か ら だ いじ ょ うぶ 。 

少女 が 部 屋 の 片隅 で 震え て いた 。 その 腕 の 先 は 、 巨 
大 な 爪 を 持っ た 黒い 手 が 生 えて いる 。 


ん な 風 に な っ て る の ? 
帰っ ちゃ っ た の は 、 
この 黒い 体 の せい ? 

あの 人 と 、 替 通 に お し ゃ べり し た い …… 
あの 人 に 、 嫌 われ た く な い 

bie 怖がら れ た く な い 


配達 員 の 男 の 事 を 想い な が ら 、 マモ ノ 化 し よう と する 
自分 を 必死 で 抑え よう と し て いる 。 も っ と ……… 力 を つけ 
な いと 。 こん な と ころ を あの 人 に 見 られ た ら …… 


人 の 形 を 維持 する チカ ラ を 。 
日 の 光 を 受け 止め る チカ ラ を 。 
美しい 声 を 出せ る チカ ラ を 。 


真っ 白 な 水 が 目 か ら 流れ 出す 。 
強 和 な 意志 の チカ ラ で 少女 は 時 い 腕 を 人 間 の それ 
へ と 戻し て いく 。 


も っ と 人 間 を 食べ れ ば …… 
RANEBE. 
「 そ うす れ ば きっ と 人 間 に な れる 』 


その 声 は 人 間 に は 聞き 取れ な い 、 鉄 鎖 の よう な マモ ノ 
の 音 だ っ た 。 
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Маст соо, 剣 を 提 る 手 に は 汗 すら 
か いて いな い 。 舶 の 奥 に 進め ば 進む ほど 、 悪 春 が ひど く 
な る 。 

「 大 丈夫 か ?] 

真っ 白 な カイ ネ の 顔 を 見 て 心配 し た ニー ア が 声 を か け 
3. 口 の 端 を 上 げ て 答え る 。 大 丈夫 で は な い が 、 それ を 
伝え て る 問題 は 解決 し な い 。 問題 は この 先 に 居る の だ 。 
「 キ ヒヒ ヒヒ …… 何 か 嫌 な モノ に 近づい て いる な あ …… 
HARIN 

嫌 な 音 を テ ュ ラ ン が 立て る 。 こい つ は いつ も そう だ 。 
私 達 を 助け る 気 な ど 毛頭 無い 。 誰か が 苦し ん で いる 次 
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| 人 魚 姫 | 


を 見 られ れ ば それ で いい 。 

だ が 、 そん な テ ュ ラ ン も 何 か 違 和 感 を 感じ て いる らし 
い 。 普段 の 勢い は 無い よう に 聞こ える 。 

カイ ネ は マモ ノ の 半身 に 意識 を 集中 する 。 

悪寒 の 正体 は 徐々 に わか っ て き て いた 。 音 も し く は 
音 に な ら な いよ うな 振動 だ 。 それ が 自分 の マモ ノ 部 分 と 
共鳴 し て いる 。 その 共鳴 が 引き 起こ す 感情 は 、 カイ ネ 以 
外 の 人 間 に は 理解 出来 な い だ ろ う 。 具体 的 な 言葉 と し 
て 形作る と し た ら そ れ は 「 恐 怖 ] だ っ た 。 AROMA 
de, この 私 が ? 怖い? 

それ を 受け 入れ る 事 が 出来 な いま ま 、 ニー ア 達 と 一 
HUMORAL THN, 

MORE. 暗がり の 中 で ニー ア は 立ち 止ま っ た 。 
[に の 先 の 部 屋 が 最後 だ な ] 

カイ ネ は 声 を 出 そ う と する 。 

や め ろ 。 

その 声 は 音 に な る 前 に 渦 き きっ た 喉 を 抜け て いっ て し 
まう 。 

部 屋 は 小さ な 作り だ っ た 。 テー プル と 椅子 が ー つ づ 
つ 。 窓 らし きも の は 無い 。 お そら く 艦長 の 部 屋 だ ろう 。 海 
図 や 本 棚 が 整然 と 並ん で いる 。 そし て 、 テ ー ブ ル の 横 に 
は 小さ な 女の子 が 立っ て いた 。 

RO. 白い 肌 。 汚れ た 服 。 赤い 目 。 


突然 、 カ イネ は 全て を 理解 し た 。 

この 悪寒 の 正体 が 一 体 何 か 。 

TE ヒッ …… こ の マモ ノ は …… ヤ バイ シロ モノ だ な ……」 

テ ュ ラ ン す ら 舘 え た 声 を 上 げ て いる 。 

そう だ 。 こい つ は マモ ノ だ 。 だ が 普通 の マモ ノ と は 全く 
違う 。 

圧倒 的 に 濃い 」 の だ 。 通常 の マモ ノ の 価 百 億 も の 
[Wie | で そこ に 存在 し て いる 。 

Жотел, HE AMORA OKEE 
まで だ 。 それ 以上 の 大 き さ に は 多く の マモ ノ の 「 合 体 」 
が 必要 に な っ て くる 。 合体 する 事 で マモ ノ は 強く な る が 、 
その 分 図体 が 大 きく な っ て いく の だ 。 

ニー ア の 村 を 租 っ た マモ ノ や 、 お ば あちゃ ん の 似 の ク 
ソ 野 郎 も その 類 だ っ た 。 複数 の マモ ノ の 意識 が 溶け 合 
い 膨 張 し た 合体 マ そ ノ は その 大 き さ に 比例 し て 強い 。 そ 
れ が 聞い の 中 か ら カ イネ が 学ん だ 知識 だ っ た 。 

だ が 目 の 前 の 少女 は 違う 。 クソ 野郎 の 何 倍 も 強い 。 
それ は 章 鳴 を 上 げ て いる カイ ネ の 悪寒 が 教え て くれ る 。 

に も か か わら ず こ の 小さ "その 姿 が 示す 意味 を 
カイ ネ は 知る 。 膨張 し よう と する 身体 を 、 同じ だ け の 力 で 
導 方 向 に 押 き を つけ て いる の だ 。 

DED, 今 カイ ネ が 感じ て いる 「 強 き ] は こい つの 実力 
の ほん の 一 部 だ と いう 事 だ 。 

感じ て いた 振動 は 、 今 に 弾け そう な その 力 の せめ ぎ 
合い が 発する 振動 音 だ っ た 。 そこ か ら 漏 れ 出 す マモ ノ 
の エネ ルギー だ け で これ だ け の 強度 な の だ 。 この 力 が 
解放 され た 時 の 事 を 考え る と ゾッと し た 。 震え た テ ュ ラ ン 
の 声 が する 。 

EDETE, 仏 の 吐息 程度 で し か な いん だ 
ане ' は は は は っ …… 盛 り 上 が っ て 来 た じゃ な いか …… 
ААЛ] 

マモ ノ に つい て 学ん だ 事 は る う 1 つ 。 合体 し た マモ ノ 
は その 合体 数 に 比例 し て 知性 が 失わ れ て いく の だ 。 Ж 
の 村 の マモ ノ 較 が 融合 し た 姿 が 巨大 な 魔力 を 放出 する 
だ け の 塊 に な っ て し まっ た 時 に 見 られ た よう に 、 合体 す 
る マモ ノ の 数 が 増え れ ば 増え る ほど 頭 が 悪く な る 。 だ か 
ら 大 きけ れ ば 強い と いう も の で は な く 、 な る べく 少な い 個 
体 数 で 融合 し て いる 方 が 強い 。 

最悪 な 事 に 、 この 小さ な マモ ノ の 意識 は た っ た 1 匹 の 
合体 し て いな い マ モノ で ある 事 を 示し て いた 。 つま りこ 


いつ は 、 合 体 す る まで も な く ここ まで 非常 識 な 強 さ を 持っ 
て いる 個体 と いう 事 に な る 。 


危険 を 通り 越え て 空気 が 浴 た く 感じ る 。 

少女 は まばたき 一 つ し な い 。 

ニー ア も エミ ー ル も 動か な か っ た 。 

どう すれ ば 良い の か わか ら な か っ た 。 ほん の 僅か な 
振動 で 爆発 する 爆薬 の 近く に 立っ て いる よう な 。 
「 あ れ ? 皆さん どう し た ん で すか 引 1 

RMR. ADOSER TS, 
つて いた の は 郵便 配達 の 男 だ っ た 。 

や だ な あ 来 る な ら 来る っ て 言っ て くだ さい よ 僕 相 談 
し た い 事 が あっ た の に 、 な ど と 軽い 調子 で 言い な が ら 荷 
物 を 床 に 下ろ す 。 カイ ネ の 近く に 来る と 、 
「 あ の すい ませ ん 大 変 申し 訳 な いん で す が 、 女性 の 
"あの 月 の モノ と いう か ああ いう も の に つい て ちょ っ と 
教え て 欲し いん で すけ ど ……」 

と 全く 意味 不明 の 事 を 喋り 始め る 。 

ЗАМЕ ЕТ. 伝え な けれ ば 。 

音 が 出 な い 。 だ が 、 目 配 せ で ニー ア と エミ ー ル に 向 か 
Y 
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と 小さ く 口 を 動か す 。 

少女 が ビク リ と 動く 。 カイ ネ を 見 て いる 。 ギリ ギリ と 嫌 な 
振動 音 が 聞こ える 。 

AGRO Ae ME MAA SIE RAID SS 
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何 本 も の 黒い 槍 が 少女 の 身体 か ら 突き 出る 。 

同時 に 、 少女 の 直近 に 居 た ニー ア が ガー ド 体 勢 に 入 
る 。 天井 、 床 、 あら ゆる 場所 に 棒 が 突き 刺さ る 。 カイ ネ と 
エミ ー ル は 配達 負 を 掴ん で 出口 に 向かっ て 突進 。 その 
後ろ か ら 吹 き 飛 ば され た ニー ア が カイ ネ 達 の 方 向 に 向 
か っ て 逃げ ろ と 叫ぶ 。 カイ ネ の 脳 に マモ ノ の 思考 が 流れ 
込ん で くる 。 


どう し て 、 わ た し は マモ ノ な の ? 
ね ぇ 、 誰 か 教え て ! 

どう し て 、 わ た し は 人 間 で な い の ? 
何故 その ヒト を 春 う の ? 


油断 し て いる と や られ る ぞ ! と いう テ ュ ラン の 声 に い 
つきる の 遊ん で いる 空気 は 無かっ た 。 

通路 に 出る と 、 左右 の 壁 と 床 と 天井 か ら 黒 い マ モノ 
の 槍 が 惑 ろ し い 勢 いで 突き 出し て くる 。 先ほど の 少女 が 
生やし て いる の だ 。 ニー ア 達 の 逃走 を 追い か ける よう に 
牙 を 剥く 槍 。 それ を 叩き 斬り な が ら 進 行 する が 、 手 に 負 
えな く な っ て くる 。 カイ ネ も 援護 に 入る た め 、 エミ ー ル に 配 
MATES, エミ ー ル は 気 総 し て いる 配達 員 を 口 に くわ 
えて ダッ シュ 。 

「 出 口 だ っ 」 

光 の 差し 込む 出口 を 見 て ニー ア が 叫ぶ と 同時 に 出 
EHRT RICH NS, カイ ネ は エミ ー ル を 飛 
び 越 す と 入り 口 に 跳び 蹴り を し て 入り 口 の マモ ノ の 邊 を 
叩き 折る 。 カイ ネ が 転げ 出る よう に 難破 船 か ら 飛 び 出 す 
が 、 ル が 出る 前 に 再び 入り 口 が 閉じ られ て し まう 。 
後続 の ニー ア が 再度 突進 し て くる 。 

Г: no 

黒い 槍 を か いく ぐり な が ら 、 ニー テア が エミ ー ル を か ば う 
が 、 その 上 か ら 何 本 も の マモ ノ の 手 が 殴 りか か る 。 ER 
で エミ ー ル の 口 か ら 配 達 員 が 話 ち て し まう = 
「 あ あっ ! WERZA 


殴ら れ た 勢い で ニー ア と エミ ー ル が マモ ノ に 吹き 飛ば 
され る 。 船 の 外 に た た き 出 され た 2 人 は 、 二 度 三 度 と 砂 
煙 を 上 げ な が ら 転がっ て いっ た 。 

カイ ネ が 振り 返る 。 

難破 船 あ ら ゆ る と ころ か ら 真っ 黒 な 槍 が 飛び 出し て 
いた 。 一 気 に 伸 ず 上 が っ た か と 思う と 、 黒い 槍 は 巨大 
な 蛇 の よう に の た うち 回 り 始め る 。 さら に 何 十 本 も の 蛇 
が 船 か ら 突き 出し て いた 。 

船 の 外 は すっ か り 養 る 晴れ て いた 。 太陽 の 光 で ま ぶ 
LIZET, ニー ア 達 は 目 を 細め る 。 普通 の マモ ノ な ら 
即死 じ て いる 明る さだ 。 

し か し そん な 事 は お 構い な し に 黒い 蛇 は 日 光 に その 
身体 を 晒し て いた 。 表面 は 直射 日 光 に よっ て 焼け た だ 
れ て いる が 、 それ を 上 回 る 連 度 で 内 側 か ら 新た な 組織 
が 生み 出さ れ て いた = 
日光 を 浴び て いる の 

絶望 的 に 咳 く エミ ー ル 。 

や が て 、 凌 れ る 大 蛇 の 中 央 に 大 き な 卵 の よう な 形 が 
現れ 始め る 。 大 蛇 に 囲ま れる よう に 育つ その 卵 は 、 次 
第 に 大 きく な っ て いっ た 。 表面 に 亀裂 が 入り 始め る 。 Ж 
物 の 皮 が めく れる よう に 表面 が 展開 され て いき 、 皮 の 部 
Sika TKEAQAMORETAFSNS, ALT, MO 
内 側 、 卵 の 中 央 に は 少女 の 形 を し た 上 半身 が 生み 出 き 
れ て いた 。 甲板 か ら 生 える よう な 形 で 真っ 黒 な 身体 が 
RATOS, た だ し 、 その 大 き さ は 上 半身 だ け で 優 に 10 
m を 超え る 大 き さ だ っ た が 。 

上 半身 か ら は 次 々 と 夏 が 生え て いっ た 。 カイ ネ に は 
判っ て いた 。 あれ は 「 余 っ て いる ] の だ 。 行き 場 の 無く 
な っ た 膨大 な 魔力 が マモ ノ に と っ て 不 必 要 な 買 を 価 枚 
も は や し て いく 。 その 全幅 は お よそ 100m に も 達し よう と 
し て いた 。 

船 の 全長 の 倍 ほ ども ある それ は 、 身 体 か ら 煙 を 吹き 出 
し な が ら 巨 大 化し 続け る 。 

太陽 の 光 を 受け た その 姿 は 、 非 現実 的 な 美しき が 
あっ た 。 

少女 の 常に は 配達 員 が 横たわっ て いる 。 大 事 そ うに 
それ を 抱え る と 巨大 化し た マモ ノ は 爆発 する よう な 員 忠 
を 上 げ る 。 巨大 な 音 の 衝撃 に カイ ネ 達 は 耳 を 塞ぐ 。 振 
動 で 景色 が 二 重 に 見 える 。 や が て その 震動 が 収束 し て 
いく と 、 そ の 音 は 1 つの 音階 を 形作っ て いく 。 


… 死な な いな ん て …"」 


それ は 配達 員 が 少女 に 教え た 、 あ の 歌 だ っ た 。 
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巨大 化し て いく 少女 の 意識 は 穏 り で 混 池 と し て い 
た 。 

自分 が どう な っ て し まう か わか ら な い 柚 怖 と 、 配達 員 を 
春 お うと する あの 人 間 共 へ の 憎悪 が 心 の 中 か ら 溢れ 出 
る 。 


ヒト を どれ だ け 食 べ て も 
満足 な ん か 出来 な か っ た ! 

誰 も 助け て くれ な か っ た ! 

この ヒト だ けが 優し くし て くれ た ! 
優し まき が どう いう も の な の か 、 
教え て くれ た ! 
わた し は 、 人 間 に 


BOTAR 


きっ と あと 少し だ 。 
配達 員 が 傷つか な いよ うに そっ と 両手 で 包む 。 


も う 少 し で 人 間 の 形 に な れる チカ ラ を 手 に 入れ られ る 
ん だ 。 
「 ヒ ヒヒ ッ ……… ど こ で 何 を 吹き 込ま れ た か 知ら ね ぇ が 、 俺 
た ち を 喰う 気 マン マン みた い だ な 中 

FAFA MS, それ が 虚勢 で ある 事 は カイ ネ に は 十 
分 わか っ て いた 。 巨大 な 音 と 振動 の 中 で 、 郵便 配達 員 
の 意識 が 戻る 。 何 が 起き た か し ば らく は わか ら な か っ た 
よう だ が 、 少女 の 巨大 な 顔 を 見 て 葉 怖 に 目 が 見 開か れ 
る 。 配達 員 の 喉 が 悲鳴 を 上げ よ うと し た が 、 それ は 音 に 
は な ら な か っ た 。 


人 怖がら な いで 。 も うす ぐ …… 
も うす ぐ わ た し 、 人 間 に な る か ら 。 


РАНИС, 恐怖 で 身動き の 取れ な い 
配達 員 を 包み 込む 。 少女 の 腕 に 変化 が 起こ る 。 黒い 
文様 が ひろ が っ て ゆき 、 鋭 い 何 本 も の トゲ が 腕 に 生え る 。 
トゲ は その まま 武器 の よう な 形 に な り 、 少女 の 周囲 に 浮 
遊 し て ゆく 。 背中 か ら は 爪 の 生え た 巨大 な 腕 が 何 本 も 
生え て くる 。 

PTS] 

カイ ネ が そう 叫ぶ と 同時 に 、 浮遊 し て いた 武器 が ニー 
TRAMO. 自ら の 身体 で 作っ た 『 枚 」 を 巨大 な 腕 で 投 
げ 飛 ば し て いる の だ 。 槍 が 着弾 する と 足下 の 砂 が 大 量 
に 巻き 上 げ ら れる 。 ニー ア が 叫び な が ら 転 が る 。 

「 自 分 の 身体 を 投げ つけ て くる な ん て 、 聞 いた 事 な い 
Фл) 
Гао eA] 

何せ 膨大 な 魔力 が 余っ て いる の だ 。 あの 程度 の 身 
体 を 武器 に 変え た と ころ で ヤッ に と っ て は 靖 く も 炊く も な 
い だ ろ う 。 エミ ー ル が 放 法 障壁 で マモ ノ の トゲ を 防ぎ な が 
ら カ イネ に 叫ぶ 。 

「 僕 が 攻撃 し て み ま す !」 

エミ ー ル の 杖 か ら 何 本 も の 光 の 細い 筋 が マモ ノ に 向け 
られ る 。 KOMM, 棋 音 と 共に 魔法 球 が 発射 され 光 の 
筋 を 辿る よう に マモ ノ に 着弾 。 翼 を 2 枚 ほど 吹き 飛ば す 。 

し か し 、 すぐ に 夏 が 凄まじ い 替 いで 生え て くる 。 し か も 
3 枚 に 増え て いた 。 ニー ア が 叫ぶ 。 

「 そ ん な ……* 不 死 身 な の か ?」 
「 私 が ここ で 倒す 2! お まえ 達 は 逃げ ろり 

そう 言う と カイ ネ は 大 きく 跳躍 し て 、 空中 か ら 魔 法 を 発 
射 。 全て の 攻撃 は 甲板 の 上 に 居 た マモ ノ の 腕 に よっ て 
PEN CLES, だ が カイ ネ は それ を 意 に 介 せ ず 剣 に 麻 
力 を 乗せ て 再 攻撃 する 。 マモ ノ の 反撃 を か わし つつ 、 カ 
イネ は 少女 の 本 体 に 向け て 突撃 し て いく 。 が 、 向かっ た 
先 は 少女 の 胴体 や 頭 で は な く 配 達 員 が 包ま れ て いる 
手 の 部 分 だ っ た 。 

「 大 切な モノ は こい つ だ ろう !」 

カイ ネ の 剣 が 配達 員 の 大 る 位置 に 振り 下ろ され る 。 € 
れ ま で 表情 一 つ 変え な か っ た 少女 の 目 が 開か れる 。 Y 
イネ の 剣 の 切っ 先 が 配達 負 に 届く 直前 、 何 本 も の マモ ノ 
の 腕 が カイ ネ の 剣 の 到着 を 紡 害する 。 魔力 と マモ ノ の エ 
ネル ギー と で 激しい 火花 の 嵐 が 巻き 起こ る 。 

と 、 突然 カイ ネ が 剣 の 力点 を ズラ し た 。 新 撃 の 向かっ 
た 先 は 少女 の 頭 部 。 

防御 を 全て 配達 員 に 向け て いた マモ ノ が 新しい 腕 を 
生 ゃ す 前 に 、 カ イネ の 攻撃 が 命中 する 。 

マモ ノ が 顔 を 背け た お か げ で 直撃 は し な か っ た も の 
の 、 カ イネ の 刃 は 顔 を 切り 裂 い て いた 。 

吹き 出す 黒い 血 。 HOHE. 配達 員 は 甲板 に 投 
げ 出 きれ る 。 顔 を 押さ える マモ ノ が 配達 員 を 探 そ うと し た 
時 に 、 甲板 上 で ニー ア と エミ ー ル が 黒い 檎 を 最大 出力 
で 発射 し よう と し て いる 事 に 気づく 。 
| に れ で 終わ り だ 


ET OM ELIO NER TS. 
EIGENER RER NOTES 
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マモ ノ は 左腕 で 防御 する が 、 直撃 し た 巨大 な 槍 が そ 
の 腕 か ら 肩 に か け て まる ご と 吹き 飛ば す 。 絶叫 する 少 
Ko 
[Яд DA] 

тело <. MALASIA OA 
E, 


少女 は 空 を 見 上 げ る 。 


ニン ゲン = ナル ンダ ! 


切り 裂 か れ た マモ ノ の 傷口 か ら 凄 まじ い 量 の 触手 が 
伸び る 。 触手 は 何 百 本 と いう 鋭い 銘 と な り 、 周囲 一 帯 
を 切り 裂 い て いっ た 。 至近 距離 に 居 た カイ ネ は 必死 の 
防御 に も 関わ ら ず 触手 が 左肩 と 右 太もも を 貨 通 。 その 
まま 甲板 へ と 落下 し て ゆく 。 魔力 放出 直後 の 硬直 か ら 
戻れ を い ニ ー ア に も マモ ノ の 剣 が 毅 い か か る 。 

と っ き に エミ ー ル が ニー ア を 突き 飛ば す 。 エミ ー ル の 左 
腕 に 時 い 影 が 走っ た 。 

「 ギ ャ アア アア アア アア アッ 

ケモ ノ じ みた 叫び を 上 げ る エミ ー ル 。 左腕 が 根こそぎ 
持っ て いか れ て いた 。 ニー ア は エミ ー ル を 助け よう と する 
が 、 再び 襲い か か っ た 剣 に 吹き 飛ば され で し まう 。 BAL 
い 数 の 女 い 剣 を 振り 回 し な が ら 、 マ モノ は 叫び 続け る 。 


少女 だ っ た マモ ノ は 、 切り 製 か れ た 体 を 抱え な が ら 叶 
ん で いた 。 獣 の よう な 荒い 呼吸 で よろ めく マモ ノ 。 いく ら 
強力 と は 言え ダメ ー ジ が ある の か 、 再生 が お いつ いて い 
な い 。 

だ が ニー ア 連 も ダメ ー ジ が 大 きく 、 全 員 が 立て な い 。 Y 
モノ は ニー ア を 見 る な り 暑い 手 で それ を 掴み あげ る 。 

[be TRA Ao!) 

エミ ー ル が 震え な が ら 宙 を 見 上 げ る 。 

カイ ネ も 血 溜まり の 中 で 立ち 上 が る の が 精 一 杯 だ っ 
た 。 

マモ ノ が それ を 口 に 運 ぼ うと し た その 時 
Frau 

それ は 意識 を 取り 戻し た 郵便 配達 負 だ っ た 。 お ぼ つ 
か な い 足 取り で マモ ノ の 前 に 走り 出る 。 

郵便 配達 員 は その 辺 に 落ち て いた 脆 そ うな 木 切れ を 
ブル ブル 喜 え な が ら マ モノ と 対 岩 する 。 
wer 

= 暮 ラス ッ テ … 
「 消 を 失せ ろ ! Amur] 

ダッ テ アナ タ ガ ウタ ヲ 歌 オウ っ て 
「 そ の 人 を 離せ !」 
アプ ナタ ト 生 キル タメ ニ 人 ニー… ナ ロウ ト 


「 お まえ な ん か 嫌い だ 月 


少女 の 動き が 止ま る 。 

改め て 自分 の 体 を 見 る 。 体 の 切断 され て いる 部 分 か 
ら は 黒い 煙 が 立ち 上 っ て いた 。 この まま いけ ば ダメ ー ジ 
か ら は 回 復 出 来る だ ろう 。 

だ が 、 それ こそ が マモ ノ で ある 事 の 証 で も あっ た 
醒 い 体 は 一 体 何 ア 。 人 間 に な リタ カ っ た ん じゃ な い の か ?. 

こん な 体 に ナッ て …… 


NieR THE COMPLETEGUIDE GRINOIRE Niek 


配達 員 を 見 る 。 КОНОР Аса. 
[HEA CLEA! 

彼 の 口 か ら 発 せら れ た 言葉 が 突き 刺さ る 。 MA 
が 海 に 落ち る 音 が 聞こ える 。 身体 が 維持 出来 な く な っ 
て いく の が わか っ た 。 

生き て いる 意味 が 何 な の か 思い 出す 事 が 出来 な く 
な っ て くる 。 掘っ て いた ニー ア を 取り 落と す 。 

ゆっ くり と 顔 を 上 げ て いく 。 その 先 に は 黄金 色 の 夕日 
MTI 一 緒 に 見 よう と 約束 を し て いた 、 BOY 
日 が 。 


アア ……- コ ン ナニ モ 
世界 ハ 綺 麗 ナ ノニ 


後ろ か ら カ イネ が 飛び か か る 。 少女 は 抵抗 する 素振り 
も 見 せな い 。 

ひど く 生々 し い 音 が し た 。 

斬ら れ た 少女 の 首 が ゆっ くり と 落ち て いく 。 

巨大 な 体 が 黒い 砂 に な っ て 実体 を 失っ て いく 。 黒い 
砂 も 海 か ら の 風 に 吹か れ て 消え て いっ た 。 

破 填 さ れ だ 難破 船 。 夕日 が 海 に 反射 し て 宝石 の 様 
[ei УСА. 
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海岸 の 街 の 酒場 は 、 二階 が 簡単 な 宿 に た っ て いる 。 
ベッ ド は 酷い 音 を 立て る が 、 野宿 より は よほど マシ だ 。 カ 
イネ は 痛む 足 を ひき ずる よう に し な が ら 立 ち 上 が る 。 

あれ か ら 3 日 。 街 を 救っ た ん だ か ら と 配達 負 が 無理 を 
言っ て カイ ネ 達 3 人 を 宿 に 泊め て くれ た の だ 。 普段 な ら 
断る 所 だ っ た が 、 カイ ネ 達 の ダメ ォ ー ジ が あま り に 大 きか っ 
た の で 厚意 に 甘え る 事 に し た 。 

エミ ー ル は まだ 寝 て いる が 、 破 壊さ れ た 左腕 が 手間 の 
あたり まで 奉 生 きれ て いる 。 どう いう 仕組 み だ か わか ら な 
い が 、 あ と 1 日 も あれ ば 元 の 次 に 戻れ る だ ろう 。 

比較 的 軽傷 だ っ た ニー ア は クソ 本 と 一 緒 に 郵便 配 
達 員 の 仕事 を 手伝い つて いる 。 そろ そろ 私 達 も こ 
の 場 を 去る 時 だ っ た 。 


移 の 間 に 挟ん だ 1 枚 の 紙 に 気付 く 。 

MALT ELO IHR DESTA. 手紙 らし 
か っ た 。 ミミ ズ が の た うち 回 っ て いる よう な 酷い 文字 で 何 
か が びっ し り 書 か れ て いる 。 配達 員 の 物 だ ろう と 思っ た 
が 、 あ の マモ ノ の 物 は 処分 し て 欲し いと 言わ れ て いた 。 

『 あ ん な パケ モノ だ っ た な ん て ・ 
そう 言う 配達 員 の 足 に は うっ すら と 黒い 文字 が 浮か 
び 上 が っ て いた 。 


手紙 を 広げ る 。 
テ ュ ラン が 興味 深 そう に 声 を か ける 。 
『 何 だ 、 コ レ | 
「 手 紙 。 アイ ツ が 配達 負 に 宛て た も の だ ] 
『 か か か か か っ 。 BUF 
「 手 本 を 見 て 、 必 死に な ぞ っ た ん だ ろう 」 
『…… 何 て 書い て ある ん だ 31 
カイ ネ は それ に 答え ず 、 手 紙 を 破 い て ゆく 。 
宏 の 外 に は 明る い 日 差し が 降り 注い で いた 。 
そこ か ら 見 える 海 は 穏やか で 、 難破 船 で の 戦い が 達 
い 昔 の 出来 事 の よう に 感じ られ る 。 


破 ら れ た 紙 が カイ ネ の 手 か ら こ ぼれ る 。 
その 切れ 端 に は 、 下手 くそ な 文字 で 「 あ り が と う 」 と い 
う 言葉 が いく つも 書か れ て いた 。 
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